
鉄筋コンクリート鉄筋コンクリート鉄筋コンクリート鉄筋コンクリート鉄筋コンクリート鉄筋コンクリート鉄筋コンクリート （施工方法等計画書）（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

鉄  筋鉄  筋鉄  筋鉄  筋鉄  筋鉄  筋鉄  筋

型  枠型  枠型  枠型  枠型  枠型  枠型  枠

地    盤地    盤地    盤地    盤地    盤地    盤地    盤

地盤調査資料地盤調査資料地盤調査資料地盤調査資料地盤調査資料地盤調査資料地盤調査資料

調　査　項　目調　査　項　目調　査　項　目調　査　項　目調　査　項　目調　査　項　目調　査　項　目 資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り 調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画 資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り 調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目 調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目

ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）

スエーデン式サウンディングスエーデン式サウンディングスエーデン式サウンディングスエーデン式サウンディングスエーデン式サウンディングスエーデン式サウンディングスエーデン式サウンディング

静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験

土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験

平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験

現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験

標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験

物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査

液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定

ＰＳ検層ＰＳ検層ＰＳ検層ＰＳ検層ＰＳ検層ＰＳ検層ＰＳ検層

□ 無 （調査計画  □ 有  □ 無）□ 無 （調査計画  □ 有  □ 無）□ 無 （調査計画  □ 有  □ 無）□ 無 （調査計画  □ 有  □ 無）□ 無 （調査計画  □ 有  □ 無）□ 無 （調査計画  □ 有  □ 無）□ 無 （調査計画  □ 有  □ 無）

資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り

注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

注）　地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注）　地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注）　地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注）　地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注）　地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注）　地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注）　地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

地業工事地業工事地業工事地業工事地業工事地業工事地業工事

□ 布基礎□ 布基礎□ 布基礎□ 布基礎□ 布基礎□ 布基礎□ 布基礎 □ 独立基礎□ 独立基礎□ 独立基礎□ 独立基礎□ 独立基礎□ 独立基礎□ 独立基礎 試験堀  □ 有  □ 無試験堀  □ 有  □ 無試験堀  □ 有  □ 無試験堀  □ 有  □ 無試験堀  □ 有  □ 無試験堀  □ 有  □ 無試験堀  □ 有  □ 無直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎

地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良

□ ベタ基礎□ ベタ基礎□ ベタ基礎□ ベタ基礎□ ベタ基礎□ ベタ基礎□ ベタ基礎

□ 浅層混合処理工法　　　　□　深層混合処理工法　　　　□□ 浅層混合処理工法　　　　□　深層混合処理工法　　　　□□ 浅層混合処理工法　　　　□　深層混合処理工法　　　　□□ 浅層混合処理工法　　　　□　深層混合処理工法　　　　□□ 浅層混合処理工法　　　　□　深層混合処理工法　　　　□□ 浅層混合処理工法　　　　□　深層混合処理工法　　　　□□ 浅層混合処理工法　　　　□　深層混合処理工法　　　　□

杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎

施 工 法施 工 法施 工 法施 工 法施 工 法施 工 法施 工 法材  料材  料材  料材  料材  料材  料材  料 備  考備  考備  考備  考備  考備  考備  考

□埋込み（セメントミルク工法） □埋込み（セメントミルク工法） □埋込み（セメントミルク工法） □埋込み（セメントミルク工法） □埋込み（セメントミルク工法） □埋込み（セメントミルク工法） □埋込み（セメントミルク工法） 

□打ち込み  □打ち込み  □打ち込み  □打ち込み  □打ち込み  □打ち込み  □打ち込み  

□オールケーシング□オールケーシング□オールケーシング□オールケーシング□オールケーシング□オールケーシング□オールケーシング □拡底杭□拡底杭□拡底杭□拡底杭□拡底杭□拡底杭□拡底杭

□リバースサーキュレーション□リバースサーキュレーション□リバースサーキュレーション□リバースサーキュレーション□リバースサーキュレーション□リバースサーキュレーション□リバースサーキュレーション

□アースドリル□アースドリル□アースドリル□アースドリル□アースドリル□アースドリル□アースドリル

□BH□BH□BH□BH□BH□BH□BH

□ミニアース□ミニアース□ミニアース□ミニアース□ミニアース□ミニアース□ミニアース

□深礎□深礎□深礎□深礎□深礎□深礎□深礎 □手掘□手掘□手掘□手掘□手掘□手掘□手掘

□機械掘□機械掘□機械掘□機械掘□機械掘□機械掘□機械掘［［［［［［［

認定第　 　    号認定第　 　    号認定第　 　    号認定第　 　    号認定第　 　    号認定第　 　    号認定第　 　    号

     年   月   日     年   月   日     年   月   日     年   月   日     年   月   日     年   月   日     年   月   日

     年   月   日     年   月   日     年   月   日     年   月   日     年   月   日     年   月   日     年   月   日

第     　  号第     　  号第     　  号第     　  号第     　  号第     　  号第     　  号

　　　　　　　　　認定　　　　　　　　　認定　　　　　　　　　認定　　　　　　　　　認定　　　　　　　　　認定　　　　　　　　　認定　　　　　　　　　認定

杭  種杭  種杭  種杭  種杭  種杭  種杭  種

□場所打ち□場所打ち□場所打ち□場所打ち□場所打ち□場所打ち□場所打ち

コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭

PHC（ □ A種  □ B種  □ C種 ）  PHC（ □ A種  □ B種  □ C種 ）  PHC（ □ A種  □ B種  □ C種 ）  PHC（ □ A種  □ B種  □ C種 ）  PHC（ □ A種  □ B種  □ C種 ）  PHC（ □ A種  □ B種  □ C種 ）  PHC（ □ A種  □ B種  □ C種 ）  

PRC（ □ Ⅰ 種  □ Ⅱ 種  □ Ⅲ 種 ）   PRC（ □ Ⅰ 種  □ Ⅱ 種  □ Ⅲ 種 ）   PRC（ □ Ⅰ 種  □ Ⅱ 種  □ Ⅲ 種 ）   PRC（ □ Ⅰ 種  □ Ⅱ 種  □ Ⅲ 種 ）   PRC（ □ Ⅰ 種  □ Ⅱ 種  □ Ⅲ 種 ）   PRC（ □ Ⅰ 種  □ Ⅱ 種  □ Ⅲ 種 ）   PRC（ □ Ⅰ 種  □ Ⅱ 種  □ Ⅲ 種 ）   

     □ JI S     □ JI S     □ JI S     □ JI S     □ JI S     □ JI S     □ JI S

□プレボーリング拡大根固め工法□プレボーリング拡大根固め工法□プレボーリング拡大根固め工法□プレボーリング拡大根固め工法□プレボーリング拡大根固め工法□プレボーリング拡大根固め工法□プレボーリング拡大根固め工法

ス ラ ン プ 　 　 　 　 　 　 　 ㎝ 以 下ス ラ ン プ 　 　 　 　 　 　 　 ㎝ 以 下ス ラ ン プ 　 　 　 　 　 　 　 ㎝ 以 下ス ラ ン プ 　 　 　 　 　 　 　 ㎝ 以 下ス ラ ン プ 　 　 　 　 　 　 　 ㎝ 以 下ス ラ ン プ 　 　 　 　 　 　 　 ㎝ 以 下ス ラ ン プ 　 　 　 　 　 　 　 ㎝ 以 下

鉄 筋 　 　 主 筋 　 SD鉄 筋 　 　 主 筋 　 SD鉄 筋 　 　 主 筋 　 SD鉄 筋 　 　 主 筋 　 SD鉄 筋 　 　 主 筋 　 SD鉄 筋 　 　 主 筋 　 SD鉄 筋 　 　 主 筋 　 SD

　 　 　  　 HOOP SD　 　 　  　 HOOP SD　 　 　  　 HOOP SD　 　 　  　 HOOP SD　 　 　  　 HOOP SD　 　 　  　 HOOP SD　 　 　  　 HOOP SD

特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項本数本数本数本数本数本数本数

建築場所建築場所建築場所建築場所建築場所建築場所建築場所

□ 改築□ 改築□ 改築□ 改築□ 改築□ 改築□ 改築工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別 □ 増改築□ 増改築□ 増改築□ 増改築□ 増改築□ 増改築□ 増改築

主要用途主要用途主要用途主要用途主要用途主要用途主要用途

屋上付属物屋上付属物屋上付属物屋上付属物屋上付属物屋上付属物屋上付属物

□ 広告塔□ 広告塔□ 広告塔□ 広告塔□ 広告塔□ 広告塔□ 広告塔

□ 煙 突□ 煙 突□ 煙 突□ 煙 突□ 煙 突□ 煙 突□ 煙 突 □ キュービクル        □ キュービクル        □ キュービクル        □ キュービクル        □ キュービクル        □ キュービクル        □ キュービクル        

□ 高 架 水 槽    □ 高 架 水 槽    □ 高 架 水 槽    □ 高 架 水 槽    □ 高 架 水 槽    □ 高 架 水 槽    □ 高 架 水 槽    □ 太陽光発電パネル□ 太陽光発電パネル□ 太陽光発電パネル□ 太陽光発電パネル□ 太陽光発電パネル□ 太陽光発電パネル□ 太陽光発電パネル

構造設計一級建築士の関与構造設計一級建築士の関与構造設計一級建築士の関与構造設計一級建築士の関与構造設計一級建築士の関与構造設計一級建築士の関与構造設計一級建築士の関与

階   数階   数階   数階   数階   数階   数階   数

塔屋    階塔屋    階塔屋    階塔屋    階塔屋    階塔屋    階塔屋    階

構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別

特別な荷重特別な荷重特別な荷重特別な荷重特別な荷重特別な荷重特別な荷重

□ 受水槽     kn□ 受水槽     kn□ 受水槽     kn□ 受水槽     kn□ 受水槽     kn□ 受水槽     kn□ 受水槽     kn

付帯工事付帯工事付帯工事付帯工事付帯工事付帯工事付帯工事

□ 門塀□ 門塀□ 門塀□ 門塀□ 門塀□ 門塀□ 門塀 □ 擁壁□ 擁壁□ 擁壁□ 擁壁□ 擁壁□ 擁壁□ 擁壁 □駐輪場□駐輪場□駐輪場□駐輪場□駐輪場□駐輪場□駐輪場 □機械式駐車場□機械式駐車場□機械式駐車場□機械式駐車場□機械式駐車場□機械式駐車場□機械式駐車場 □□□□□□□

増築計画増築計画増築計画増築計画増築計画増築計画増築計画

構造計算ルート構造計算ルート構造計算ルート構造計算ルート構造計算ルート構造計算ルート構造計算ルート

使用箇所（□　　　　　□　　　　　）使用箇所（□　　　　　□　　　　　）使用箇所（□　　　　　□　　　　　）使用箇所（□　　　　　□　　　　　）使用箇所（□　　　　　□　　　　　）使用箇所（□　　　　　□　　　　　）使用箇所（□　　　　　□　　　　　）

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋

JI S　GJI S　GJI S　GJI S　GJI S　GJI S　GJI S　G

JI S　GJI S　GJI S　GJI S　GJI S　GJI S　GJI S　G

□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無 JI S　GJI S　GJI S　GJI S　GJI S　GJI S　GJI S　G

現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接 JI S規格・認定番号等JI S規格・認定番号等JI S規格・認定番号等JI S規格・認定番号等JI S規格・認定番号等JI S規格・認定番号等JI S規格・認定番号等

種  類種  類種  類種  類種  類種  類種  類 径径径径径径径 使用個所使用個所使用個所使用個所使用個所使用個所使用個所 継手工法継手工法継手工法継手工法継手工法継手工法継手工法

躯体全般躯体全般躯体全般躯体全般躯体全般躯体全般躯体全般

□ 機械式継手□ 機械式継手□ 機械式継手□ 機械式継手□ 機械式継手□ 機械式継手□ 機械式継手

各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については

継手等の■にて表示すること。継手等の■にて表示すること。継手等の■にて表示すること。継手等の■にて表示すること。継手等の■にて表示すること。継手等の■にて表示すること。継手等の■にて表示すること。

（　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　）

異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋
( JI S　 G 3112)( JI S　 G 3112)( JI S　 G 3112)( JI S　 G 3112)( JI S　 G 3112)( JI S　 G 3112)( JI S　 G 3112)

溶 接 金 網 ( JI S G 3551)溶 接 金 網 ( JI S G 3551)溶 接 金 網 ( JI S G 3551)溶 接 金 網 ( JI S G 3551)溶 接 金 網 ( JI S G 3551)溶 接 金 網 ( JI S G 3551)溶 接 金 網 ( JI S G 3551)

丸   鋼 ( JI S G 3112)丸   鋼 ( JI S G 3112)丸   鋼 ( JI S G 3112)丸   鋼 ( JI S G 3112)丸   鋼 ( JI S G 3112)丸   鋼 ( JI S G 3112)丸   鋼 ( JI S G 3112)

高 強 度 せ ん 断 補 強 筋高 強 度 せ ん 断 補 強 筋高 強 度 せ ん 断 補 強 筋高 強 度 せ ん 断 補 強 筋高 強 度 せ ん 断 補 強 筋高 強 度 せ ん 断 補 強 筋高 強 度 せ ん 断 補 強 筋

□  ボ ル ト ( JI S B1180) 　 M     M     □  4. 8( 4T)    □□  ボ ル ト ( JI S B1180) 　 M     M     □  4. 8( 4T)    □□  ボ ル ト ( JI S B1180) 　 M     M     □  4. 8( 4T)    □□  ボ ル ト ( JI S B1180) 　 M     M     □  4. 8( 4T)    □□  ボ ル ト ( JI S B1180) 　 M     M     □  4. 8( 4T)    □□  ボ ル ト ( JI S B1180) 　 M     M     □  4. 8( 4T)    □□  ボ ル ト ( JI S B1180) 　 M     M     □  4. 8( 4T)    □

□        M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）□        M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）□        M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）□        M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）□        M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）□        M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）□        M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）

□  頭 付 ス タ ッ ド ボ ル ト□  頭 付 ス タ ッ ド ボ ル ト□  頭 付 ス タ ッ ド ボ ル ト□  頭 付 ス タ ッ ド ボ ル ト□  頭 付 ス タ ッ ド ボ ル ト□  頭 付 ス タ ッ ド ボ ル ト□  頭 付 ス タ ッ ド ボ ル ト

φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）

φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）φ =      L=      ㎜ 　 使 用 箇 所 （ □ 柱 　 □ 大 梁 　 □ 小 梁 ）

屋根、床、壁屋根、床、壁屋根、床、壁屋根、床、壁屋根、床、壁屋根、床、壁屋根、床、壁

種  類種  類種  類種  類種  類種  類種  類

形式　厚　その他形式　厚　その他形式　厚　その他形式　厚　その他形式　厚　その他形式　厚　その他形式　厚　その他 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所 仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法

折　板折　板折　板折　板折　板折　板折　板

型式        厚型式        厚型式        厚型式        厚型式        厚型式        厚型式        厚

型式        厚型式        厚型式        厚型式        厚型式        厚型式        厚型式        厚 □床版　□□床版　□□床版　□□床版　□□床版　□□床版　□□床版　□

□床版　□□床版　□□床版　□□床版　□□床版　□□床版　□□床版　□

□屋根　□□屋根　□□屋根　□□屋根　□□屋根　□□屋根　□□屋根　□

□スライド　　□ボルト止め□スライド　　□ボルト止め□スライド　　□ボルト止め□スライド　　□ボルト止め□スライド　　□ボルト止め□スライド　　□ボルト止め□スライド　　□ボルト止め

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

材　　種材　　種材　　種材　　種材　　種材　　種材　　種

適用場所適用場所適用場所適用場所適用場所適用場所適用場所

捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

備  考備  考備  考備  考備  考備  考備  考
設計基準強度 設計基準強度 設計基準強度 設計基準強度 設計基準強度 設計基準強度 設計基準強度 品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度

基礎・基礎梁基礎・基礎梁基礎・基礎梁基礎・基礎梁基礎・基礎梁基礎・基礎梁基礎・基礎梁

スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ

□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量

柱・梁・床・壁柱・梁・床・壁柱・梁・床・壁柱・梁・床・壁柱・梁・床・壁柱・梁・床・壁柱・梁・床・壁

嵩上げコンクリート嵩上げコンクリート嵩上げコンクリート嵩上げコンクリート嵩上げコンクリート嵩上げコンクリート嵩上げコンクリート

比重比重比重比重比重比重比重

比重比重比重比重比重比重比重

比重比重比重比重比重比重比重

種 類種 類種 類種 類種 類種 類種 類

押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート

粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類

水の区分水の区分水の区分水の区分水の区分水の区分水の区分

呼び強度を保証する材齢、養生呼び強度を保証する材齢、養生呼び強度を保証する材齢、養生呼び強度を保証する材齢、養生呼び強度を保証する材齢、養生呼び強度を保証する材齢、養生呼び強度を保証する材齢、養生

細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

備  考備  考備  考備  考備  考備  考備  考

工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者

検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数
検 査 方 法検 査 方 法検 査 方 法検 査 方 法検 査 方 法検 査 方 法検 査 方 法検 査 個 所検 査 個 所検 査 個 所検 査 個 所検 査 個 所検 査 個 所検 査 個 所

接合部の検査接合部の検査接合部の検査接合部の検査接合部の検査接合部の検査接合部の検査

接合部の溶接は下記によること接合部の溶接は下記によること接合部の溶接は下記によること接合部の溶接は下記によること接合部の溶接は下記によること接合部の溶接は下記によること接合部の溶接は下記によること

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

□ 組立、開先検査□ 組立、開先検査□ 組立、開先検査□ 組立、開先検査□ 組立、開先検査□ 組立、開先検査□ 組立、開先検査

（□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

工事監理者が行う検査項目工事監理者が行う検査項目工事監理者が行う検査項目工事監理者が行う検査項目工事監理者が行う検査項目工事監理者が行う検査項目工事監理者が行う検査項目

□ スタッドボルト□ スタッドボルト□ スタッドボルト□ スタッドボルト□ スタッドボルト□ スタッドボルト□ スタッドボルト□ 特殊ボルト□ 特殊ボルト□ 特殊ボルト□ 特殊ボルト□ 特殊ボルト□ 特殊ボルト□ 特殊ボルト

工事監理者の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの

鉄骨工事は指示のない限り下記による鉄骨工事は指示のない限り下記による鉄骨工事は指示のない限り下記による鉄骨工事は指示のない限り下記による鉄骨工事は指示のない限り下記による鉄骨工事は指示のない限り下記による鉄骨工事は指示のない限り下記による

鉄骨工事鉄骨工事鉄骨工事鉄骨工事鉄骨工事鉄骨工事鉄骨工事

□ □ □ □ □ □ □ 

※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

　　（突合せ溶接）　　（突合せ溶接）　　（突合せ溶接）　　（突合せ溶接）　　（突合せ溶接）　　（突合せ溶接）　　（突合せ溶接）

％％％％％％％
個個個個個個個

％％％％％％％
個個個個個個個

％％％％％％％
個個個個個個個

％％％％％％％
個個個個個個個

％％％％％％％
個個個個個個個

％％％％％％％
個個個個個個個

工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査 第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査

自ら契約した検査会社をいう。自ら契約した検査会社をいう。自ら契約した検査会社をいう。自ら契約した検査会社をいう。自ら契約した検査会社をいう。自ら契約した検査会社をいう。自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために

第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名

□ □ □ □ □ □ □ 

□ □ □ □ □ □ □ 外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※） 個個個個個個個
％％％％％％％

個個個個個個個
％％％％％％％

個個個個個個個
％％％％％％％

個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個マクロ試験、その他マクロ試験、その他マクロ試験、その他マクロ試験、その他マクロ試験、その他マクロ試験、その他マクロ試験、その他

外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）

個個個個個個個
％％％％％％％

個個個個個個個
％％％％％％％

個個個個個個個
％％％％％％％

個個個個個個個
％％％％％％％

個個個個個個個
％％％％％％％

個個個個個個個
％％％％％％％

超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験

内質内質内質内質内質内質内質
検査検査検査検査検査検査検査
（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

□硬さ試験□硬さ試験□硬さ試験□硬さ試験□硬さ試験□硬さ試験□硬さ試験

□示温塗料塗布□示温塗料塗布□示温塗料塗布□示温塗料塗布□示温塗料塗布□示温塗料塗布□示温塗料塗布

注２） 知事が定める重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事に報告すること注２） 知事が定める重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事に報告すること注２） 知事が定める重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事に報告すること注２） 知事が定める重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事に報告すること注２） 知事が定める重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事に報告すること注２） 知事が定める重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事に報告すること注２） 知事が定める重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事に報告すること

耐火被覆の材料耐火被覆の材料耐火被覆の材料耐火被覆の材料耐火被覆の材料耐火被覆の材料耐火被覆の材料

防錆塗装防錆塗装防錆塗装防錆塗装防錆塗装防錆塗装防錆塗装
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○支持地盤、地層及び○支持地盤、地層及び○支持地盤、地層及び○支持地盤、地層及び○支持地盤、地層及び○支持地盤、地層及び○支持地盤、地層及び

○孔内水位○孔内水位○孔内水位○孔内水位○孔内水位○孔内水位○孔内水位

○近隣データの調査地盤○近隣データの調査地盤○近隣データの調査地盤○近隣データの調査地盤○近隣データの調査地盤○近隣データの調査地盤○近隣データの調査地盤

と設計地盤とは約     mと設計地盤とは約     mと設計地盤とは約     mと設計地盤とは約     mと設計地盤とは約     mと設計地盤とは約     mと設計地盤とは約     m

の距離があるの距離があるの距離があるの距離があるの距離があるの距離があるの距離がある

○備  考○備  考○備  考○備  考○備  考○備  考○備  考

標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験
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○位置図○位置図○位置図○位置図○位置図○位置図○位置図

深さについてのコメント深さについてのコメント深さについてのコメント深さについてのコメント深さについてのコメント深さについてのコメント深さについてのコメント

※柱状図は№１を示す。※柱状図は№１を示す。※柱状図は№１を示す。※柱状図は№１を示す。※柱状図は№１を示す。※柱状図は№１を示す。※柱状図は№１を示す。

　　　事項について、工事監理者の承認を得ること。　　　事項について、工事監理者の承認を得ること。　　　事項について、工事監理者の承認を得ること。　　　事項について、工事監理者の承認を得ること。　　　事項について、工事監理者の承認を得ること。　　　事項について、工事監理者の承認を得ること。　　　事項について、工事監理者の承認を得ること。

　　　測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに投影した写真（カラー）を保管し承認を　　　測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに投影した写真（カラー）を保管し承認を　　　測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに投影した写真（カラー）を保管し承認を　　　測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに投影した写真（カラー）を保管し承認を　　　測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに投影した写真（カラー）を保管し承認を　　　測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに投影した写真（カラー）を保管し承認を　　　測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに投影した写真（カラー）を保管し承認を

　　　得る。　　　得る。　　　得る。　　　得る。　　　得る。　　　得る。　　　得る。

　　　その平均値を試験値とする。　　　その平均値を試験値とする。　　　その平均値を試験値とする。　　　その平均値を試験値とする。　　　その平均値を試験値とする。　　　その平均値を試験値とする。　　　その平均値を試験値とする。

　　　または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。　　　または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。　　　または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。　　　または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。　　　または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。　　　または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。　　　または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

　　　尚、供試体の数量、回数については建築工事監理指針参照し、工事監理者と協議すること。　　　尚、供試体の数量、回数については建築工事監理指針参照し、工事監理者と協議すること。　　　尚、供試体の数量、回数については建築工事監理指針参照し、工事監理者と協議すること。　　　尚、供試体の数量、回数については建築工事監理指針参照し、工事監理者と協議すること。　　　尚、供試体の数量、回数については建築工事監理指針参照し、工事監理者と協議すること。　　　尚、供試体の数量、回数については建築工事監理指針参照し、工事監理者と協議すること。　　　尚、供試体の数量、回数については建築工事監理指針参照し、工事監理者と協議すること。

　　　すること。　　　すること。　　　すること。　　　すること。　　　すること。　　　すること。　　　すること。

　　　ートが、分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事　　　ートが、分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事　　　ートが、分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事　　　ートが、分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事　　　ートが、分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事　　　ートが、分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事　　　ートが、分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事

□　溶接継手□　溶接継手□　溶接継手□　溶接継手□　溶接継手□　溶接継手□　溶接継手

□　機械式継手□　機械式継手□　機械式継手□　機械式継手□　機械式継手□　機械式継手□　機械式継手

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□ □□□□□□□

□　D（　　）以上□　D（　　）以上□　D（　　）以上□　D（　　）以上□　D（　　）以上□　D（　　）以上□　D（　　）以上

□　D（　　）以上□　D（　　）以上□　D（　　）以上□　D（　　）以上□　D（　　）以上□　D（　　）以上□　D（　　）以上

鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法 鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径

継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級

□  コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱 要綱」第４条の試験機関で行□  コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱 要綱」第４条の試験機関で行□  コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱 要綱」第４条の試験機関で行□  コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱 要綱」第４条の試験機関で行□  コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱 要綱」第４条の試験機関で行□  コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱 要綱」第４条の試験機関で行□  コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱 要綱」第４条の試験機関で行

　　　うこと。　　　うこと。　　　うこと。　　　うこと。　　　うこと。　　　うこと。　　　うこと。

　　　代行業者名　　　代行業者名　　　代行業者名　　　代行業者名　　　代行業者名　　　代行業者名　　　代行業者名

　　　試験機関名　　　試験機関名　　　試験機関名　　　試験機関名　　　試験機関名　　　試験機関名　　　試験機関名

　　　代行業者とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。　　　代行業者とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。　　　代行業者とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。　　　代行業者とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。　　　代行業者とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。　　　代行業者とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。　　　代行業者とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）３　支柱盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

　　　　盛りかえをしてはならない。　　　　盛りかえをしてはならない。　　　　盛りかえをしてはならない。　　　　盛りかえをしてはならない。　　　　盛りかえをしてはならない。　　　　盛りかえをしてはならない。　　　　盛りかえをしてはならない。

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

　　　　を行わないこと。　　　　を行わないこと。　　　　を行わないこと。　　　　を行わないこと。　　　　を行わないこと。　　　　を行わないこと。　　　　を行わないこと。

　　　　を与えないように行うこと。　　　　を与えないように行うこと。　　　　を与えないように行うこと。　　　　を与えないように行うこと。　　　　を与えないように行うこと。　　　　を与えないように行うこと。　　　　を与えないように行うこと。

注）７　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃注）７　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃注）７　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃注）７　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃注）７　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃注）７　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃注）７　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃

□  耐久設計基準強度　Fd　□　短期　　□　標準　　□　長期　　□　超長期□  耐久設計基準強度　Fd　□　短期　　□　標準　　□　長期　　□　超長期□  耐久設計基準強度　Fd　□　短期　　□　標準　　□　長期　　□　超長期□  耐久設計基準強度　Fd　□　短期　　□　標準　　□　長期　　□　超長期□  耐久設計基準強度　Fd　□　短期　　□　標準　　□　長期　　□　超長期□  耐久設計基準強度　Fd　□　短期　　□　標準　　□　長期　　□　超長期□  耐久設計基準強度　Fd　□　短期　　□　標準　　□　長期　　□　超長期

設備関係設備関係設備関係設備関係設備関係設備関係設備関係

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

　 支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。　 支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。　 支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。　 支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。　 支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。　 支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。　 支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

　 無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。　 無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。　 無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。　 無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。　 無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。　 無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。　 無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

　　□ 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。　　□ 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。　　□ 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。　　□ 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。　　□ 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。　　□ 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。　　□ 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　　□ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。　　□ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。　　□ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。　　□ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。　　□ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。　　□ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。　　□ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　　□ 管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための　　□ 管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための　　□ 管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための　　□ 管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための　　□ 管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための　　□ 管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための　　□ 管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための

　　　 措置を講ずること。　　　 措置を講ずること。　　　 措置を講ずること。　　　 措置を講ずること。　　　 措置を講ずること。　　　 措置を講ずること。　　　 措置を講ずること。

　　□ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。　　□ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。　　□ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。　　□ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。　　□ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。　　□ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。　　□ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。　 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。　 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。　 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。　 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。　 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。　 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

その他その他その他その他その他その他その他

　 規定する構造方法によること。　 規定する構造方法によること。　 規定する構造方法によること。　 規定する構造方法によること。　 規定する構造方法によること。　 規定する構造方法によること。　 規定する構造方法によること。

　　　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの　　　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの　　　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの　　　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの　　　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの　　　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの　　　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの
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基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの
圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度

早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト
ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト
ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板 支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱

スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下 はり下はり下はり下はり下はり下はり下はり下

設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の

普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト
ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト
ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト
ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト
ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

■普通■普通■普通■普通■普通■普通■普通

■普通■普通■普通■普通■普通■普通■普通

■普通■普通■普通■普通■普通■普通■普通

■普通、□軽量■普通、□軽量■普通、□軽量■普通、□軽量■普通、□軽量■普通、□軽量■普通、□軽量

□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量

■　砂　　　　　□　山砂　　　　　　　□　人工　　　　□■　砂　　　　　□　山砂　　　　　　　□　人工　　　　□■　砂　　　　　□　山砂　　　　　　　□　人工　　　　□■　砂　　　　　□　山砂　　　　　　　□　人工　　　　□■　砂　　　　　□　山砂　　　　　　　□　人工　　　　□■　砂　　　　　□　山砂　　　　　　　□　人工　　　　□■　砂　　　　　□　山砂　　　　　　　□　人工　　　　□

■　砂利　　　　■　砕石　　　　　　　□　人工　　　　□■　砂利　　　　■　砕石　　　　　　　□　人工　　　　□■　砂利　　　　■　砕石　　　　　　　□　人工　　　　□■　砂利　　　　■　砕石　　　　　　　□　人工　　　　□■　砂利　　　　■　砕石　　　　　　　□　人工　　　　□■　砂利　　　　■　砕石　　　　　　　□　人工　　　　□■　砂利　　　　■　砕石　　　　　　　□　人工　　　　□

■　水道水　　　□　地下水　　　　　　□　工業用水　　□■　水道水　　　□　地下水　　　　　　□　工業用水　　□■　水道水　　　□　地下水　　　　　　□　工業用水　　□■　水道水　　　□　地下水　　　　　　□　工業用水　　□■　水道水　　　□　地下水　　　　　　□　工業用水　　□■　水道水　　　□　地下水　　　　　　□　工業用水　　□■　水道水　　　□　地下水　　　　　　□　工業用水　　□

■　養生（□　現場封かん　　□　現場水中　　■　標準　　　　□　　　　　）■　養生（□　現場封かん　　□　現場水中　　■　標準　　　　□　　　　　）■　養生（□　現場封かん　　□　現場水中　　■　標準　　　　□　　　　　）■　養生（□　現場封かん　　□　現場水中　　■　標準　　　　□　　　　　）■　養生（□　現場封かん　　□　現場水中　　■　標準　　　　□　　　　　）■　養生（□　現場封かん　　□　現場水中　　■　標準　　　　□　　　　　）■　養生（□　現場封かん　　□　現場水中　　■　標準　　　　□　　　　　）

躯体全般躯体全般躯体全般躯体全般躯体全般躯体全般躯体全般

躯体全般躯体全般躯体全般躯体全般躯体全般躯体全般躯体全般

■ 重ね継手■ 重ね継手■ 重ね継手■ 重ね継手■ 重ね継手■ 重ね継手■ 重ね継手

■ ガス圧接継手■ ガス圧接継手■ ガス圧接継手■ ガス圧接継手■ ガス圧接継手■ ガス圧接継手■ ガス圧接継手

□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無

使用個所使用個所使用個所使用個所使用個所使用個所使用個所

JI S　G　3101JI S　G　3101JI S　G　3101JI S　G　3101JI S　G　3101JI S　G　3101JI S　G　3101

■  高 力 ボ ル ト■  高 力 ボ ル ト■  高 力 ボ ル ト■  高 力 ボ ル ト■  高 力 ボ ル ト■  高 力 ボ ル ト■  高 力 ボ ル ト

■  ア ン カ ー ボ ル ト■  ア ン カ ー ボ ル ト■  ア ン カ ー ボ ル ト■  ア ン カ ー ボ ル ト■  ア ン カ ー ボ ル ト■  ア ン カ ー ボ ル ト■  ア ン カ ー ボ ル ト

■ SS400  M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）■ SS400  M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）■ SS400  M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）■ SS400  M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）■ SS400  M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）■ SS400  M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）■ SS400  M     L=      ㎜ 　 ナ ッ ト （ □ シ ン グ ル 、 □ ダ ブ ル ）

■壁　　■床版■壁　　■床版■壁　　■床版■壁　　■床版■壁　　■床版■壁　　■床版■壁　　■床版
■ロッキング　□■ロッキング　□■ロッキング　□■ロッキング　□■ロッキング　□■ロッキング　□■ロッキング　□

ボーリング標準貫入値、土質構成、 （基礎、杭の位置を明記すること）ボーリング標準貫入値、土質構成、 （基礎、杭の位置を明記すること）ボーリング標準貫入値、土質構成、 （基礎、杭の位置を明記すること）ボーリング標準貫入値、土質構成、 （基礎、杭の位置を明記すること）ボーリング標準貫入値、土質構成、 （基礎、杭の位置を明記すること）ボーリング標準貫入値、土質構成、 （基礎、杭の位置を明記すること）ボーリング標準貫入値、土質構成、 （基礎、杭の位置を明記すること）

■  調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。 ■  調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。 ■  調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。 ■  調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。 ■  調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。 ■  調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。 ■  調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。 

■  寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要■  寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要■  寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要■  寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要■  寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要■  寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要■  寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要

■  フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技術評価を受けた■  フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技術評価を受けた■  フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技術評価を受けた■  フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技術評価を受けた■  フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技術評価を受けた■  フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技術評価を受けた■  フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技術評価を受けた

■  乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。■  乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。■  乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。■  乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。■  乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。■  乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。■  乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

■  鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造標準配筋図■  鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造標準配筋図■  鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造標準配筋図■  鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造標準配筋図■  鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造標準配筋図■  鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造標準配筋図■  鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造標準配筋図

■  鉄筋継手等■  鉄筋継手等■  鉄筋継手等■  鉄筋継手等■  鉄筋継手等■  鉄筋継手等■  鉄筋継手等

■　重ね継手■　重ね継手■　重ね継手■　重ね継手■　重ね継手■　重ね継手■　重ね継手

■　圧接継手■　圧接継手■　圧接継手■　圧接継手■　圧接継手■　圧接継手■　圧接継手

■型枠最小存置期間■型枠最小存置期間■型枠最小存置期間■型枠最小存置期間■型枠最小存置期間■型枠最小存置期間■型枠最小存置期間

■  社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」■  社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」■  社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」■  社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」■  社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」■  社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」■  社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

■   鉄骨制作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」■   鉄骨制作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」■   鉄骨制作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」■   鉄骨制作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」■   鉄骨制作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」■   鉄骨制作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」■   鉄骨制作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

■ 制作工場■ 制作工場■ 制作工場■ 制作工場■ 制作工場■ 制作工場■ 制作工場 ■ 制作要領書■ 制作要領書■ 制作要領書■ 制作要領書■ 制作要領書■ 制作要領書■ 制作要領書 ■ 工作図■ 工作図■ 工作図■ 工作図■ 工作図■ 工作図■ 工作図 ■ 施工計画書■ 施工計画書■ 施工計画書■ 施工計画書■ 施工計画書■ 施工計画書■ 施工計画書

■ 材料規格証明書※、または試験成績書■ 材料規格証明書※、または試験成績書■ 材料規格証明書※、または試験成績書■ 材料規格証明書※、または試験成績書■ 材料規格証明書※、または試験成績書■ 材料規格証明書※、または試験成績書■ 材料規格証明書※、または試験成績書

■ 鋼材■ 鋼材■ 鋼材■ 鋼材■ 鋼材■ 鋼材■ 鋼材 ■ 高力ボルト■ 高力ボルト■ 高力ボルト■ 高力ボルト■ 高力ボルト■ 高力ボルト■ 高力ボルト

■ 社内検査表■ 社内検査表■ 社内検査表■ 社内検査表■ 社内検査表■ 社内検査表■ 社内検査表

□ 現寸検査□ 現寸検査□ 現寸検査□ 現寸検査□ 現寸検査□ 現寸検査□ 現寸検査 ■ 製品検査■ 製品検査■ 製品検査■ 製品検査■ 製品検査■ 製品検査■ 製品検査

■ 建方検査■ 建方検査■ 建方検査■ 建方検査■ 建方検査■ 建方検査■ 建方検査

■ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱■ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱■ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱■ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱■ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱■ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱■ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

■ 日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」■ 日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」■ 日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」■ 日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」■ 日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」■ 日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」■ 日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

■ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」■ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」■ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」■ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」■ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」■ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」■ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

■　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。■　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。■　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。■　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。■　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。■　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。■　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

■　トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。■　トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。■　トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。■　トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。■　トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。■　トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。■　トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

■ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。■ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。■ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。■ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。■ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。■ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。■ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

■ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は、工場塗装と同じ錆止めペイント■ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は、工場塗装と同じ錆止めペイント■ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は、工場塗装と同じ錆止めペイント■ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は、工場塗装と同じ錆止めペイント■ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は、工場塗装と同じ錆止めペイント■ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は、工場塗装と同じ錆止めペイント■ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は、工場塗装と同じ錆止めペイント

■ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。■ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。■ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。■ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。■ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。■ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。■ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

■ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。■ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。■ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。■ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。■ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。■ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。■ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

■ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。■ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。■ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。■ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。■ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。■ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。■ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

□ F10T( JI S B1186)  ■ S10T　 認 定 番 号 (      )   □ F8T 認 定 番 号 (     )  （ □ M12 □ M16 □ M20 □ M22 □ M24）□ F10T( JI S B1186)  ■ S10T　 認 定 番 号 (      )   □ F8T 認 定 番 号 (     )  （ □ M12 □ M16 □ M20 □ M22 □ M24）□ F10T( JI S B1186)  ■ S10T　 認 定 番 号 (      )   □ F8T 認 定 番 号 (     )  （ □ M12 □ M16 □ M20 □ M22 □ M24）□ F10T( JI S B1186)  ■ S10T　 認 定 番 号 (      )   □ F8T 認 定 番 号 (     )  （ □ M12 □ M16 □ M20 □ M22 □ M24）□ F10T( JI S B1186)  ■ S10T　 認 定 番 号 (      )   □ F8T 認 定 番 号 (     )  （ □ M12 □ M16 □ M20 □ M22 □ M24）□ F10T( JI S B1186)  ■ S10T　 認 定 番 号 (      )   □ F8T 認 定 番 号 (     )  （ □ M12 □ M16 □ M20 □ M22 □ M24）□ F10T( JI S B1186)  ■ S10T　 認 定 番 号 (      )   □ F8T 認 定 番 号 (     )  （ □ M12 □ M16 □ M20 □ M22 □ M24）

■ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）■ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）■ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）■ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）■ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）■ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）■ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

■ 完全溶込み溶接部■ 完全溶込み溶接部■ 完全溶込み溶接部■ 完全溶込み溶接部■ 完全溶込み溶接部■ 完全溶込み溶接部■ 完全溶込み溶接部

軸力導入試験　□　要　■　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　■　否軸力導入試験　□　要　■　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　■　否軸力導入試験　□　要　■　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　■　否軸力導入試験　□　要　■　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　■　否軸力導入試験　□　要　■　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　■　否軸力導入試験　□　要　■　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　■　否軸力導入試験　□　要　■　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　■　否

■ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）■ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）■ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）■ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）■ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）■ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）■ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

□ STKR400　 　 □ STKR490　 　 □□ STKR400　 　 □ STKR490　 　 □□ STKR400　 　 □ STKR490　 　 □□ STKR400　 　 □ STKR490　 　 □□ STKR400　 　 □ STKR490　 　 □□ STKR400　 　 □ STKR490　 　 □□ STKR400　 　 □ STKR490　 　 □

溶 接 材 料 　 　 □ 　 JI S　 Z溶 接 材 料 　 　 □ 　 JI S　 Z溶 接 材 料 　 　 □ 　 JI S　 Z溶 接 材 料 　 　 □ 　 JI S　 Z溶 接 材 料 　 　 □ 　 JI S　 Z溶 接 材 料 　 　 □ 　 JI S　 Z溶 接 材 料 　 　 □ 　 JI S　 Z

D10～ D16D10～ D16D10～ D16D10～ D16D10～ D16D10～ D16D10～ D16

□□□□□□□

□  SR235□  SR235□  SR235□  SR235□  SR235□  SR235□  SR235

□  材 種□  材 種□  材 種□  材 種□  材 種□  材 種□  材 種

■  SD295A■  SD295A■  SD295A■  SD295A■  SD295A■  SD295A■  SD295A

■  SD345■  SD345■  SD345■  SD345■  SD345■  SD345■  SD345

■  SD390■  SD390■  SD390■  SD390■  SD390■  SD390■  SD390

D19～ D25D19～ D25D19～ D25D19～ D25D19～ D25D19～ D25D19～ D25

D29～D29～D29～D29～D29～D29～D29～

□ 法第２０条第一号（高さ６０m超）□ 法第２０条第一号（高さ６０m超）□ 法第２０条第一号（高さ６０m超）□ 法第２０条第一号（高さ６０m超）□ 法第２０条第一号（高さ６０m超）□ 法第２０条第一号（高さ６０m超）□ 法第２０条第一号（高さ６０m超）

注（３）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。注（３）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。注（３）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。注（３）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。注（３）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。注（３）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。注（３）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

□ 木造（Ｗ）□ 木造（Ｗ）□ 木造（Ｗ）□ 木造（Ｗ）□ 木造（Ｗ）□ 木造（Ｗ）□ 木造（Ｗ） □ 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）□ 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）□ 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）□ 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）□ 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）□ 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）□ 補強コンクリートブロック造（ＣＢ） ■ 鉄骨造（Ｓ）■ 鉄骨造（Ｓ）■ 鉄骨造（Ｓ）■ 鉄骨造（Ｓ）■ 鉄骨造（Ｓ）■ 鉄骨造（Ｓ）■ 鉄骨造（Ｓ）

□ 鉄筋コンクリート造（ＲＣ）□ 鉄筋コンクリート造（ＲＣ）□ 鉄筋コンクリート造（ＲＣ）□ 鉄筋コンクリート造（ＲＣ）□ 鉄筋コンクリート造（ＲＣ）□ 鉄筋コンクリート造（ＲＣ）□ 鉄筋コンクリート造（ＲＣ） □ 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）□ 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）□ 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）□ 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）□ 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）□ 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）□ 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

□ 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）□ 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）□ 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）□ 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）□ 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）□ 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）□ 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ） □ 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）□ 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）□ 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）□ 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）□ 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）□ 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）□ 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

□ プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）□ プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）□ プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）□ プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）□ プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）□ プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）□ プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５）

（６）（６）（６）（６）（６）（６）（６）

（７）（７）（７）（７）（７）（７）（７）

（８）（８）（８）（８）（８）（８）（８）

□ リフト     ｋＮ□ リフト     ｋＮ□ リフト     ｋＮ□ リフト     ｋＮ□ リフト     ｋＮ□ リフト     ｋＮ□ リフト     ｋＮ

□ ホイスト      ｋＮ□ ホイスト      ｋＮ□ ホイスト      ｋＮ□ ホイスト      ｋＮ□ ホイスト      ｋＮ□ ホイスト      ｋＮ□ ホイスト      ｋＮ

（９）（９）（９）（９）（９）（９）（９）

（１０）（１０）（１０）（１０）（１０）（１０）（１０）

（１１）（１１）（１１）（１１）（１１）（１１）（１１）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

ｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍ

１８１８１８１８１８１８１８

１８１８１８１８１８１８１８

１８１８１８１８１８１８１８

１８１８１８１８１８１８１８

１８１８１８１８１８１８１８

１８１８１８１８１８１８１８

１５１５１５１５１５１５１５

１５１５１５１５１５１５１５

１５１５１５１５１５１５１５

混和材料の種類（ＪＩＳ　　　　　　　　　）混和材料の種類（ＪＩＳ　　　　　　　　　）混和材料の種類（ＪＩＳ　　　　　　　　　）混和材料の種類（ＪＩＳ　　　　　　　　　）混和材料の種類（ＪＩＳ　　　　　　　　　）混和材料の種類（ＪＩＳ　　　　　　　　　）混和材料の種類（ＪＩＳ　　　　　　　　　） ■　ＡＥ減水剤　□　高性能ＡＥ減水剤　□　　　　　　　□■　ＡＥ減水剤　□　高性能ＡＥ減水剤　□　　　　　　　□■　ＡＥ減水剤　□　高性能ＡＥ減水剤　□　　　　　　　□■　ＡＥ減水剤　□　高性能ＡＥ減水剤　□　　　　　　　□■　ＡＥ減水剤　□　高性能ＡＥ減水剤　□　　　　　　　□■　ＡＥ減水剤　□　高性能ＡＥ減水剤　□　　　　　　　□■　ＡＥ減水剤　□　高性能ＡＥ減水剤　□　　　　　　　□

■　材齢（■　２８日　　　　□　５６日　　　□　　　　　　　□　　　　　）■　材齢（■　２８日　　　　□　５６日　　　□　　　　　　　□　　　　　）■　材齢（■　２８日　　　　□　５６日　　　□　　　　　　　□　　　　　）■　材齢（■　２８日　　　　□　５６日　　　□　　　　　　　□　　　　　）■　材齢（■　２８日　　　　□　５６日　　　□　　　　　　　□　　　　　）■　材齢（■　２８日　　　　□　５６日　　　□　　　　　　　□　　　　　）■　材齢（■　２８日　　　　□　５６日　　　□　　　　　　　□　　　　　）

■　単位水量は１８５ｋｇ／ｍ３以下、単位セメント量は２７０ｋｇ／ｍ３以上とする。■　単位水量は１８５ｋｇ／ｍ３以下、単位セメント量は２７０ｋｇ／ｍ３以上とする。■　単位水量は１８５ｋｇ／ｍ３以下、単位セメント量は２７０ｋｇ／ｍ３以上とする。■　単位水量は１８５ｋｇ／ｍ３以下、単位セメント量は２７０ｋｇ／ｍ３以上とする。■　単位水量は１８５ｋｇ／ｍ３以下、単位セメント量は２７０ｋｇ／ｍ３以上とする。■　単位水量は１８５ｋｇ／ｍ３以下、単位セメント量は２７０ｋｇ／ｍ３以上とする。■　単位水量は１８５ｋｇ／ｍ３以下、単位セメント量は２７０ｋｇ／ｍ３以上とする。

□ 倉庫積載床用       ｋＮ／ｍ２□ 倉庫積載床用       ｋＮ／ｍ２□ 倉庫積載床用       ｋＮ／ｍ２□ 倉庫積載床用       ｋＮ／ｍ２□ 倉庫積載床用       ｋＮ／ｍ２□ 倉庫積載床用       ｋＮ／ｍ２□ 倉庫積載床用       ｋＮ／ｍ２

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２） コンクリートブロック（ＣＢ）コンクリートブロック（ＣＢ）コンクリートブロック（ＣＢ）コンクリートブロック（ＣＢ）コンクリートブロック（ＣＢ）コンクリートブロック（ＣＢ）コンクリートブロック（ＣＢ）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５）

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）鉄骨鉄骨鉄骨鉄骨鉄骨鉄骨鉄骨

ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト

（６）（６）（６）（６）（６）（６）（６）

建築物の構造内容建築物の構造内容建築物の構造内容建築物の構造内容建築物の構造内容建築物の構造内容建築物の構造内容

使用構造材料使用構造材料使用構造材料使用構造材料使用構造材料使用構造材料使用構造材料

□　Ａ種　□ Ｂ種　□ Ｃ種□　Ａ種　□ Ｂ種　□ Ｃ種□　Ａ種　□ Ｂ種　□ Ｃ種□　Ａ種　□ Ｂ種　□ Ｃ種□　Ａ種　□ Ｂ種　□ Ｃ種□　Ａ種　□ Ｂ種　□ Ｃ種□　Ａ種　□ Ｂ種　□ Ｃ種 厚 □ １００　□ １２０　□ １５０　□ １９０厚 □ １００　□ １２０　□ １５０　□ １９０厚 □ １００　□ １２０　□ １５０　□ １９０厚 □ １００　□ １２０　□ １５０　□ １９０厚 □ １００　□ １２０　□ １５０　□ １９０厚 □ １００　□ １２０　□ １５０　□ １９０厚 □ １００　□ １２０　□ １５０　□ １９０

特殊デッキプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）特殊デッキプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）特殊デッキプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）特殊デッキプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）特殊デッキプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）特殊デッキプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）特殊デッキプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）

デッキプレート　　（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）デッキプレート　　（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）デッキプレート　　（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）デッキプレート　　（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）デッキプレート　　（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）デッキプレート　　（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）デッキプレート　　（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）

キーストンプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）キーストンプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）キーストンプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）キーストンプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）キーストンプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）キーストンプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）キーストンプレート（ＪＩＳ Ｇ ３３５２）

ＡＬＣ      （ＪＩＳ Ａ ５４１６）ＡＬＣ      （ＪＩＳ Ａ ５４１６）ＡＬＣ      （ＪＩＳ Ａ ５４１６）ＡＬＣ      （ＪＩＳ Ａ ５４１６）ＡＬＣ      （ＪＩＳ Ａ ５４１６）ＡＬＣ      （ＪＩＳ Ａ ５４１６）ＡＬＣ      （ＪＩＳ Ａ ５４１６）

Ｈ＝        厚Ｈ＝        厚Ｈ＝        厚Ｈ＝        厚Ｈ＝        厚Ｈ＝        厚Ｈ＝        厚

本仕様５（２）鉄筋の項の鉄筋本仕様５（２）鉄筋の項の鉄筋本仕様５（２）鉄筋の項の鉄筋本仕様５（２）鉄筋の項の鉄筋本仕様５（２）鉄筋の項の鉄筋本仕様５（２）鉄筋の項の鉄筋本仕様５（２）鉄筋の項の鉄筋

大臣認定品　認定番号　ＭＳＴＬ－大臣認定品　認定番号　ＭＳＴＬ－大臣認定品　認定番号　ＭＳＴＬ－大臣認定品　認定番号　ＭＳＴＬ－大臣認定品　認定番号　ＭＳＴＬ－大臣認定品　認定番号　ＭＳＴＬ－大臣認定品　認定番号　ＭＳＴＬ－

□  大 臣 認 定 番 号 　 MSRB-□  大 臣 認 定 番 号 　 MSRB-□  大 臣 認 定 番 号 　 MSRB-□  大 臣 認 定 番 号 　 MSRB-□  大 臣 認 定 番 号 　 MSRB-□  大 臣 認 定 番 号 　 MSRB-□  大 臣 認 定 番 号 　 MSRB-

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５）

（６）（６）（６）（６）（６）（６）（６）

（７）（７）（７）（７）（７）（７）（７）

深さ ＧＬ — 　 ｍ、支持層 —     長期許容応力度    　　 ｋＮ／ｍ２　　　　載荷試験  □ 有  □ 無深さ ＧＬ — 　 ｍ、支持層 —     長期許容応力度    　　 ｋＮ／ｍ２　　　　載荷試験  □ 有  □ 無深さ ＧＬ — 　 ｍ、支持層 —     長期許容応力度    　　 ｋＮ／ｍ２　　　　載荷試験  □ 有  □ 無深さ ＧＬ — 　 ｍ、支持層 —     長期許容応力度    　　 ｋＮ／ｍ２　　　　載荷試験  □ 有  □ 無深さ ＧＬ — 　 ｍ、支持層 —     長期許容応力度    　　 ｋＮ／ｍ２　　　　載荷試験  □ 有  □ 無深さ ＧＬ — 　 ｍ、支持層 —     長期許容応力度    　　 ｋＮ／ｍ２　　　　載荷試験  □ 有  □ 無深さ ＧＬ — 　 ｍ、支持層 —     長期許容応力度    　　 ｋＮ／ｍ２　　　　載荷試験  □ 有  □ 無

深さ ＧＬ － 　 ｍ、長期許容支持力度　　　　　　ｋＮ／ｍ２　　　　　　　　　　　　　　載荷試験　　□　有　　□　無深さ ＧＬ － 　 ｍ、長期許容支持力度　　　　　　ｋＮ／ｍ２　　　　　　　　　　　　　　載荷試験　　□　有　　□　無深さ ＧＬ － 　 ｍ、長期許容支持力度　　　　　　ｋＮ／ｍ２　　　　　　　　　　　　　　載荷試験　　□　有　　□　無深さ ＧＬ － 　 ｍ、長期許容支持力度　　　　　　ｋＮ／ｍ２　　　　　　　　　　　　　　載荷試験　　□　有　　□　無深さ ＧＬ － 　 ｍ、長期許容支持力度　　　　　　ｋＮ／ｍ２　　　　　　　　　　　　　　載荷試験　　□　有　　□　無深さ ＧＬ － 　 ｍ、長期許容支持力度　　　　　　ｋＮ／ｍ２　　　　　　　　　　　　　　載荷試験　　□　有　　□　無深さ ＧＬ － 　 ｍ、長期許容支持力度　　　　　　ｋＮ／ｍ２　　　　　　　　　　　　　　載荷試験　　□　有　　□　無

コ ン ク リ ー ト  Fc=       N/ mm２コ ン ク リ ー ト  Fc=       N/ mm２コ ン ク リ ー ト  Fc=       N/ mm２コ ン ク リ ー ト  Fc=       N/ mm２コ ン ク リ ー ト  Fc=       N/ mm２コ ン ク リ ー ト  Fc=       N/ mm２コ ン ク リ ー ト  Fc=       N/ mm２

　 　 　 　 　 　  Fq=       N/ mm２　 　 　 　 　 　  Fq=       N/ mm２　 　 　 　 　 　  Fq=       N/ mm２　 　 　 　 　 　  Fq=       N/ mm２　 　 　 　 　 　  Fq=       N/ mm２　 　 　 　 　 　  Fq=       N/ mm２　 　 　 　 　 　  Fq=       N/ mm２

セ メ ン ト 量 　 　 　     　 kg/ m３セ メ ン ト 量 　 　 　     　 kg/ m３セ メ ン ト 量 　 　 　     　 kg/ m３セ メ ン ト 量 　 　 　     　 kg/ m３セ メ ン ト 量 　 　 　     　 kg/ m３セ メ ン ト 量 　 　 　     　 kg/ m３セ メ ン ト 量 　 　 　     　 kg/ m３

単 位 水 量 　 　 　 　     　 kg/ m２単 位 水 量 　 　 　 　     　 kg/ m２単 位 水 量 　 　 　 　     　 kg/ m２単 位 水 量 　 　 　 　     　 kg/ m２単 位 水 量 　 　 　 　     　 kg/ m２単 位 水 量 　 　 　 　     　 kg/ m２単 位 水 量 　 　 　 　     　 kg/ m２

Fc= N/ mm２Fc= N/ mm２Fc= N/ mm２Fc= N/ mm２Fc= N/ mm２Fc= N/ mm２Fc= N/ mm２ Fq= N/ mm２Fq= N/ mm２Fq= N/ mm２Fq= N/ mm２Fq= N/ mm２Fq= N/ mm２Fq= N/ mm２

設計支持力（ｋＮ）設計支持力（ｋＮ）設計支持力（ｋＮ）設計支持力（ｋＮ）設計支持力（ｋＮ）設計支持力（ｋＮ）設計支持力（ｋＮ） 杭の先端の深さ（ｍ）杭の先端の深さ（ｍ）杭の先端の深さ（ｍ）杭の先端の深さ（ｍ）杭の先端の深さ（ｍ）杭の先端の深さ（ｍ）杭の先端の深さ（ｍ）杭径（ｍｍ）杭径（ｍｍ）杭径（ｍｍ）杭径（ｍｍ）杭径（ｍｍ）杭径（ｍｍ）杭径（ｍｍ）

□ＲＣ□ＲＣ□ＲＣ□ＲＣ□ＲＣ□ＲＣ□ＲＣ □ＰＲＣ□ＰＲＣ□ＰＲＣ□ＰＲＣ□ＰＲＣ□ＰＲＣ□ＰＲＣ

□ＰＨＣ□ＰＨＣ□ＰＨＣ□ＰＨＣ□ＰＨＣ□ＰＨＣ□ＰＨＣ □Ｈ鋼□Ｈ鋼□Ｈ鋼□Ｈ鋼□Ｈ鋼□Ｈ鋼□Ｈ鋼

□ＳＣ杭　□□ＳＣ杭　□□ＳＣ杭　□□ＳＣ杭　□□ＳＣ杭　□□ＳＣ杭　□□ＳＣ杭　□

本構造設計特記仕様書はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が本構造設計特記仕様書はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が本構造設計特記仕様書はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が本構造設計特記仕様書はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が本構造設計特記仕様書はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が本構造設計特記仕様書はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が本構造設計特記仕様書はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が

３６Ｎ／ｍｍ２以下に適用し、鉄筋の材種はＳＤ３９０以下に適用する。３６Ｎ／ｍｍ２以下に適用し、鉄筋の材種はＳＤ３９０以下に適用する。３６Ｎ／ｍｍ２以下に適用し、鉄筋の材種はＳＤ３９０以下に適用する。３６Ｎ／ｍｍ２以下に適用し、鉄筋の材種はＳＤ３９０以下に適用する。３６Ｎ／ｍｍ２以下に適用し、鉄筋の材種はＳＤ３９０以下に適用する。３６Ｎ／ｍｍ２以下に適用し、鉄筋の材種はＳＤ３９０以下に適用する。３６Ｎ／ｍｍ２以下に適用し、鉄筋の材種はＳＤ３９０以下に適用する。

■  コンクリートは、ＪＩＳ　Ａ ５３０８（レディーミクストコンクリート）に適合するＪＩＳ認定工場の製品とし、■  コンクリートは、ＪＩＳ　Ａ ５３０８（レディーミクストコンクリート）に適合するＪＩＳ認定工場の製品とし、■  コンクリートは、ＪＩＳ　Ａ ５３０８（レディーミクストコンクリート）に適合するＪＩＳ認定工場の製品とし、■  コンクリートは、ＪＩＳ　Ａ ５３０８（レディーミクストコンクリート）に適合するＪＩＳ認定工場の製品とし、■  コンクリートは、ＪＩＳ　Ａ ５３０８（レディーミクストコンクリート）に適合するＪＩＳ認定工場の製品とし、■  コンクリートは、ＪＩＳ　Ａ ５３０８（レディーミクストコンクリート）に適合するＪＩＳ認定工場の製品とし、■  コンクリートは、ＪＩＳ　Ａ ５３０８（レディーミクストコンクリート）に適合するＪＩＳ認定工場の製品とし、

　  施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、ＪＡＳＳ ５ による。　  施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、ＪＡＳＳ ５ による。　  施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、ＪＡＳＳ ５ による。　  施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、ＪＡＳＳ ５ による。　  施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、ＪＡＳＳ ５ による。　  施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、ＪＡＳＳ ５ による。　  施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、ＪＡＳＳ ５ による。

■  セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。■  セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。■  セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。■  セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。■  セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。■  セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。■  セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

　　　測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、　　　測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、　　　測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、　　　測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、　　　測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、　　　測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、　　　測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、

■  構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はＪＡＳＳ５Ｔ－６０３によることとし、共試体は現場水中養生、■  構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はＪＡＳＳ５Ｔ－６０３によることとし、共試体は現場水中養生、■  構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はＪＡＳＳ５Ｔ－６０３によることとし、共試体は現場水中養生、■  構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はＪＡＳＳ５Ｔ－６０３によることとし、共試体は現場水中養生、■  構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はＪＡＳＳ５Ｔ－６０３によることとし、共試体は現場水中養生、■  構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はＪＡＳＳ５Ｔ－６０３によることとし、共試体は現場水中養生、■  構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はＪＡＳＳ５Ｔ－６０３によることとし、共試体は現場水中養生、

　　　また、打ち込み量が、１５０ｍ３を超える場合は、１５０ｍ３ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。　　　また、打ち込み量が、１５０ｍ３を超える場合は、１５０ｍ３ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。　　　また、打ち込み量が、１５０ｍ３を超える場合は、１５０ｍ３ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。　　　また、打ち込み量が、１５０ｍ３を超える場合は、１５０ｍ３ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。　　　また、打ち込み量が、１５０ｍ３を超える場合は、１５０ｍ３ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。　　　また、打ち込み量が、１５０ｍ３を超える場合は、１５０ｍ３ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。　　　また、打ち込み量が、１５０ｍ３を超える場合は、１５０ｍ３ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

　　　一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。　　　一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。　　　一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。　　　一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。　　　一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。　　　一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。　　　一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

■  コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下らないようにする。■  コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下らないようにする。■  コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下らないようにする。■  コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下らないようにする。■  コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下らないようにする。■  コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下らないようにする。■  コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下らないようにする。

■  鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、コンクリート同様に、■  鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、コンクリート同様に、■  鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、コンクリート同様に、■  鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、コンクリート同様に、■  鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、コンクリート同様に、■  鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、コンクリート同様に、■  鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、コンクリート同様に、

　　　ＪＡＳＳ ５　による。　　　ＪＡＳＳ ５　による。　　　ＪＡＳＳ ５　による。　　　ＪＡＳＳ ５　による。　　　ＪＡＳＳ ５　による。　　　ＪＡＳＳ ５　による。　　　ＪＡＳＳ ５　による。

□  高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ Ｇ ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。□  高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ Ｇ ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。□  高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ Ｇ ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。□  高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ Ｇ ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。□  高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ Ｇ ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。□  高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ Ｇ ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。□  高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ Ｇ ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。

　　　（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋基準図（１）（２）」による。　　　（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋基準図（１）（２）」による。　　　（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋基準図（１）（２）」による。　　　（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋基準図（１）（２）」による。　　　（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋基準図（１）（２）」による。　　　（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋基準図（１）（２）」による。　　　（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋基準図（１）（２）」による。

　　　注）　（１）以外の部位に設ける継手は、平成１２年告示第１４６３号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築　　　注）　（１）以外の部位に設ける継手は、平成１２年告示第１４６３号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築　　　注）　（１）以外の部位に設ける継手は、平成１２年告示第１４６３号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築　　　注）　（１）以外の部位に設ける継手は、平成１２年告示第１４６３号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築　　　注）　（１）以外の部位に設ける継手は、平成１２年告示第１４６３号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築　　　注）　（１）以外の部位に設ける継手は、平成１２年告示第１４６３号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築　　　注）　（１）以外の部位に設ける継手は、平成１２年告示第１４６３号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築

　　　　　　　センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物　　　　　　　センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物　　　　　　　センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物　　　　　　　センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物　　　　　　　センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物　　　　　　　センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物　　　　　　　センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物

■  Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。■  Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。■  Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。■  Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。■  Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。■  Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。■  Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。

■  継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、機械式■  継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、機械式■  継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、機械式■  継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、機械式■  継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、機械式■  継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、機械式■  継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、機械式

　  継手工事）による。　  継手工事）による。　  継手工事）による。　  継手工事）による。　  継手工事）による。　  継手工事）による。　  継手工事）による。

■  柱の帯（ＨＯＯＰ）の加工方法は、■ Ｈ型（タガ型）  □ Ｗ型（溶接型）  □ Ｓ型（スパイラル型）とする。■  柱の帯（ＨＯＯＰ）の加工方法は、■ Ｈ型（タガ型）  □ Ｗ型（溶接型）  □ Ｓ型（スパイラル型）とする。■  柱の帯（ＨＯＯＰ）の加工方法は、■ Ｈ型（タガ型）  □ Ｗ型（溶接型）  □ Ｓ型（スパイラル型）とする。■  柱の帯（ＨＯＯＰ）の加工方法は、■ Ｈ型（タガ型）  □ Ｗ型（溶接型）  □ Ｓ型（スパイラル型）とする。■  柱の帯（ＨＯＯＰ）の加工方法は、■ Ｈ型（タガ型）  □ Ｗ型（溶接型）  □ Ｓ型（スパイラル型）とする。■  柱の帯（ＨＯＯＰ）の加工方法は、■ Ｈ型（タガ型）  □ Ｗ型（溶接型）  □ Ｓ型（スパイラル型）とする。■  柱の帯（ＨＯＯＰ）の加工方法は、■ Ｈ型（タガ型）  □ Ｗ型（溶接型）  □ Ｓ型（スパイラル型）とする。

（１）引張力最小部位（１）引張力最小部位（１）引張力最小部位（１）引張力最小部位（１）引張力最小部位（１）引張力最小部位（１）引張力最小部位 （２）（１）以外の部位（注）（２）（１）以外の部位（注）（２）（１）以外の部位（注）（２）（１）以外の部位（注）（２）（１）以外の部位（注）（２）（１）以外の部位（注）（２）（１）以外の部位（注）

■　告示１４６３号第２項各号■　告示１４６３号第２項各号■　告示１４６３号第２項各号■　告示１４６３号第２項各号■　告示１４６３号第２項各号■　告示１４６３号第２項各号■　告示１４６３号第２項各号

□　告示１４６３号第３項各号□　告示１４６３号第３項各号□　告示１４６３号第３項各号□　告示１４６３号第３項各号□　告示１４６３号第３項各号□　告示１４６３号第３項各号□　告示１４６３号第３項各号

□　告示１４６３号第４項各号□　告示１４６３号第４項各号□　告示１４６３号第４項各号□　告示１４６３号第４項各号□　告示１４６３号第４項各号□　告示１４６３号第４項各号□　告示１４６３号第４項各号

■　４０ｄ　　□　３５ｄ　　□（  ）ｄ■　４０ｄ　　□　３５ｄ　　□（  ）ｄ■　４０ｄ　　□　３５ｄ　　□（  ）ｄ■　４０ｄ　　□　３５ｄ　　□（  ）ｄ■　４０ｄ　　□　３５ｄ　　□（  ）ｄ■　４０ｄ　　□　３５ｄ　　□（  ）ｄ■　４０ｄ　　□　３５ｄ　　□（  ）ｄ

Ａ　級Ａ　級Ａ　級Ａ　級Ａ　級Ａ　級Ａ　級 Ｂ　級Ｂ　級Ｂ　級Ｂ　級Ｂ　級Ｂ　級Ｂ　級 ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級

注）　「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針・日本建築センター２０１８」を参考とする注）　「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針・日本建築センター２０１８」を参考とする注）　「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針・日本建築センター２０１８」を参考とする注）　「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針・日本建築センター２０１８」を参考とする注）　「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針・日本建築センター２０１８」を参考とする注）　「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針・日本建築センター２０１８」を参考とする注）　「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針・日本建築センター２０１８」を参考とする

注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえ注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえ注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえ注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえ注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえ注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえ注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえ

注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、監理者の指示による。注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、監理者の指示による。注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、監理者の指示による。注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、監理者の指示による。注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、監理者の指示による。注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、監理者の指示による。注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、監理者の指示による。

■材料　　合板厚　１２ｍｍを標準とする。　　■　施工　　ＪＡＳＳ ５ による。■材料　　合板厚　１２ｍｍを標準とする。　　■　施工　　ＪＡＳＳ ５ による。■材料　　合板厚　１２ｍｍを標準とする。　　■　施工　　ＪＡＳＳ ５ による。■材料　　合板厚　１２ｍｍを標準とする。　　■　施工　　ＪＡＳＳ ５ による。■材料　　合板厚　１２ｍｍを標準とする。　　■　施工　　ＪＡＳＳ ５ による。■材料　　合板厚　１２ｍｍを標準とする。　　■　施工　　ＪＡＳＳ ５ による。■材料　　合板厚　１２ｍｍを標準とする。　　■　施工　　ＪＡＳＳ ５ による。

■  ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さは、コンクリ■  ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さは、コンクリ■  ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さは、コンクリ■  ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さは、コンクリ■  ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さは、コンクリ■  ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さは、コンクリ■  ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さは、コンクリ

１５℃以上１５℃以上１５℃以上１５℃以上１５℃以上１５℃以上１５℃以上

５℃～１５℃５℃～１５℃５℃～１５℃５℃～１５℃５℃～１５℃５℃～１５℃５℃～１５℃

５℃未満５℃未満５℃未満５℃未満５℃未満５℃未満５℃未満

２２２２２２２

３３３３３３３

５５５５５５５

３３３３３３３

５５５５５５５

８８８８８８８

８８８８８８８

１２１２１２１２１２１２１２

１５１５１５１５１５１５１５

１７１７１７１７１７１７１７

２５２５２５２５２５２５２５

２８２８２８２８２８２８２８

２８２８２８２８２８２８２８

２８２８２８２８２８２８２８

２８２８２８２８２８２８２８

５．０Ｎ／ｍｍ２５．０Ｎ／ｍｍ２５．０Ｎ／ｍｍ２５．０Ｎ／ｍｍ２５．０Ｎ／ｍｍ２５．０Ｎ／ｍｍ２５．０Ｎ／ｍｍ２

８５%８５%８５%８５%８５%８５%８５% １００%１００%１００%１００%１００%１００%１００%

高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント
Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント
Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント
Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント
Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント
Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント
Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

■　D（１６）以下■　D（１６）以下■　D（１６）以下■　D（１６）以下■　D（１６）以下■　D（１６）以下■　D（１６）以下

■　D（１９）以上■　D（１９）以上■　D（１９）以上■　D（１９）以上■　D（１９）以上■　D（１９）以上■　D（１９）以上

適用は、 ■ 印を記入する。  適用は、 ■ 印を記入する。  適用は、 ■ 印を記入する。  適用は、 ■ 印を記入する。  適用は、 ■ 印を記入する。  適用は、 ■ 印を記入する。  適用は、 ■ 印を記入する。  
■  日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」■  日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」■  日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」■  日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」■  日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」■  日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」■  日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

■ 平成１２年建設省告示１４６４号第二号イ、ロ■ 平成１２年建設省告示１４６４号第二号イ、ロ■ 平成１２年建設省告示１４６４号第二号イ、ロ■ 平成１２年建設省告示１４６４号第二号イ、ロ■ 平成１２年建設省告示１４６４号第二号イ、ロ■ 平成１２年建設省告示１４６４号第二号イ、ロ■ 平成１２年建設省告示１４６４号第二号イ、ロ

１００１００１００１００１００１００１００

１００１００１００１００１００１００１００ １００１００１００１００１００１００１００

ＡＯＱＬ４ＡＯＱＬ４ＡＯＱＬ４ＡＯＱＬ４ＡＯＱＬ４ＡＯＱＬ４ＡＯＱＬ４
第６水準第６水準第６水準第６水準第６水準第６水準第６水準

※平成１２年建設省※平成１２年建設省※平成１２年建設省※平成１２年建設省※平成１２年建設省※平成１２年建設省※平成１２年建設省
告示第１４６４号第告示第１４６４号第告示第１４６４号第告示第１４６４号第告示第１４６４号第告示第１４６４号第告示第１４６４号第
二号による二号による二号による二号による二号による二号による二号による
（目視及び計測）（目視及び計測）（目視及び計測）（目視及び計測）（目視及び計測）（目視及び計測）（目視及び計測）
（注）東京都の要綱（注）東京都の要綱（注）東京都の要綱（注）東京都の要綱（注）東京都の要綱（注）東京都の要綱（注）東京都の要綱
に基づき必要となるに基づき必要となるに基づき必要となるに基づき必要となるに基づき必要となるに基づき必要となるに基づき必要となる
建築物の場合に実施建築物の場合に実施建築物の場合に実施建築物の場合に実施建築物の場合に実施建築物の場合に実施建築物の場合に実施
するするするするするするする

錆止めペイントは、■ＪＩＳ Ｋ５６７４、□　　　　、□　　　　、□　　　　　を使用して、錆止めペイントは、■ＪＩＳ Ｋ５６７４、□　　　　、□　　　　、□　　　　　を使用して、錆止めペイントは、■ＪＩＳ Ｋ５６７４、□　　　　、□　　　　、□　　　　　を使用して、錆止めペイントは、■ＪＩＳ Ｋ５６７４、□　　　　、□　　　　、□　　　　　を使用して、錆止めペイントは、■ＪＩＳ Ｋ５６７４、□　　　　、□　　　　、□　　　　　を使用して、錆止めペイントは、■ＪＩＳ Ｋ５６７４、□　　　　、□　　　　、□　　　　　を使用して、錆止めペイントは、■ＪＩＳ Ｋ５６７４、□　　　　、□　　　　、□　　　　　を使用して、

４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

を使用し２回塗りとする。を使用し２回塗りとする。を使用し２回塗りとする。を使用し２回塗りとする。を使用し２回塗りとする。を使用し２回塗りとする。を使用し２回塗りとする。

　 満水時の質量が１５Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成１２年建設省告示第１３８８号第５に　 満水時の質量が１５Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成１２年建設省告示第１３８８号第５に　 満水時の質量が１５Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成１２年建設省告示第１３８８号第５に　 満水時の質量が１５Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成１２年建設省告示第１３８８号第５に　 満水時の質量が１５Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成１２年建設省告示第１３８８号第５に　 満水時の質量が１５Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成１２年建設省告示第１３８８号第５に　 満水時の質量が１５Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成１２年建設省告示第１３８８号第５に

注１） 現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと注１） 現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと注１） 現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと注１） 現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと注１） 現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと注１） 現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと注１） 現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと
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■ 溶接継手■ 溶接継手■ 溶接継手■ 溶接継手■ 溶接継手■ 溶接継手■ 溶接継手

　　　　　　　の構造関係技術基準解説書 ２００７）』によって検討した部材の条件・仕様によること。　　　　　　　の構造関係技術基準解説書 ２００７）』によって検討した部材の条件・仕様によること。　　　　　　　の構造関係技術基準解説書 ２００７）』によって検討した部材の条件・仕様によること。　　　　　　　の構造関係技術基準解説書 ２００７）』によって検討した部材の条件・仕様によること。　　　　　　　の構造関係技術基準解説書 ２００７）』によって検討した部材の条件・仕様によること。　　　　　　　の構造関係技術基準解説書 ２００７）』によって検討した部材の条件・仕様によること。　　　　　　　の構造関係技術基準解説書 ２００７）』によって検討した部材の条件・仕様によること。
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□ 新築□ 新築□ 新築□ 新築□ 新築□ 新築□ 新築 ■ 増築■ 増築■ 増築■ 増築■ 増築■ 増築■ 増築

□ 必要としない□ 必要としない□ 必要としない□ 必要としない□ 必要としない□ 必要としない□ 必要としない■ 必要■ 必要■ 必要■ 必要■ 必要■ 必要■ 必要

■ 法第２０条第二号（□　ＲＣ造高さ２０ｍ超　　□　Ｓ造４階建以上　　□　木造高さ１３ｍ超　　■　その他　）■ 法第２０条第二号（□　ＲＣ造高さ２０ｍ超　　□　Ｓ造４階建以上　　□　木造高さ１３ｍ超　　■　その他　）■ 法第２０条第二号（□　ＲＣ造高さ２０ｍ超　　□　Ｓ造４階建以上　　□　木造高さ１３ｍ超　　■　その他　）■ 法第２０条第二号（□　ＲＣ造高さ２０ｍ超　　□　Ｓ造４階建以上　　□　木造高さ１３ｍ超　　■　その他　）■ 法第２０条第二号（□　ＲＣ造高さ２０ｍ超　　□　Ｓ造４階建以上　　□　木造高さ１３ｍ超　　■　その他　）■ 法第２０条第二号（□　ＲＣ造高さ２０ｍ超　　□　Ｓ造４階建以上　　□　木造高さ１３ｍ超　　■　その他　）■ 法第２０条第二号（□　ＲＣ造高さ２０ｍ超　　□　Ｓ造４階建以上　　□　木造高さ１３ｍ超　　■　その他　）

地下    階地下    階地下    階地下    階地下    階地下    階地下    階 地上  3 階地上  3 階地上  3 階地上  3 階地上  3 階地上  3 階地上  3 階

小学校（エレベータ棟）小学校（エレベータ棟）小学校（エレベータ棟）小学校（エレベータ棟）小学校（エレベータ棟）小学校（エレベータ棟）小学校（エレベータ棟）

□ 有り  (                          )      ■ 無し□ 有り  (                          )      ■ 無し□ 有り  (                          )      ■ 無し□ 有り  (                          )      ■ 無し□ 有り  (                          )      ■ 無し□ 有り  (                          )      ■ 無し□ 有り  (                          )      ■ 無し

Ｘ方向ルート　　—（3）　　Ｙ方向ルート　　—（3）Ｘ方向ルート　　—（3）　　Ｙ方向ルート　　—（3）Ｘ方向ルート　　—（3）　　Ｙ方向ルート　　—（3）Ｘ方向ルート　　—（3）　　Ｙ方向ルート　　—（3）Ｘ方向ルート　　—（3）　　Ｙ方向ルート　　—（3）Ｘ方向ルート　　—（3）　　Ｙ方向ルート　　—（3）Ｘ方向ルート　　—（3）　　Ｙ方向ルート　　—（3）

水 セ メ ン ト 比 　 ■ 　 65 % 以 下 　 　 □ 　 55 % 以 下水 セ メ ン ト 比 　 ■ 　 65 % 以 下 　 　 □ 　 55 % 以 下水 セ メ ン ト 比 　 ■ 　 65 % 以 下 　 　 □ 　 55 % 以 下水 セ メ ン ト 比 　 ■ 　 65 % 以 下 　 　 □ 　 55 % 以 下水 セ メ ン ト 比 　 ■ 　 65 % 以 下 　 　 □ 　 55 % 以 下水 セ メ ン ト 比 　 ■ 　 65 % 以 下 　 　 □ 　 55 % 以 下水 セ メ ン ト 比 　 ■ 　 65 % 以 下 　 　 □ 　 55 % 以 下

■ SS400　 　 □ SM400　 　 ■ SN400 A, B, C■ SS400　 　 □ SM400　 　 ■ SN400 A, B, C■ SS400　 　 □ SM400　 　 ■ SN400 A, B, C■ SS400　 　 □ SM400　 　 ■ SN400 A, B, C■ SS400　 　 □ SM400　 　 ■ SN400 A, B, C■ SS400　 　 □ SM400　 　 ■ SN400 A, B, C■ SS400　 　 □ SM400　 　 ■ SN400 A, B, C

■ BCR295　 　 □ BCP235　 　 □ BCP325■ BCR295　 　 □ BCP235　 　 □ BCP325■ BCR295　 　 □ BCP235　 　 □ BCP325■ BCR295　 　 □ BCP235　 　 □ BCP325■ BCR295　 　 □ BCP235　 　 □ BCP325■ BCR295　 　 □ BCP235　 　 □ BCP325■ BCR295　 　 □ BCP235　 　 □ BCP325

梁梁梁梁梁梁梁

柱柱柱柱柱柱柱

ダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラム

□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無

■有 □無■有 □無■有 □無■有 □無■有 □無■有 □無■有 □無

□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無

■ SSC400　 　 □■ SSC400　 　 □■ SSC400　 　 □■ SSC400　 　 □■ SSC400　 　 □■ SSC400　 　 □■ SSC400　 　 □

□ SM490 A　 　 ■ SN490　 B　 　 ■ SN490　 C□ SM490 A　 　 ■ SN490　 B　 　 ■ SN490　 C□ SM490 A　 　 ■ SN490　 B　 　 ■ SN490　 C□ SM490 A　 　 ■ SN490　 B　 　 ■ SN490　 C□ SM490 A　 　 ■ SN490　 B　 　 ■ SN490　 C□ SM490 A　 　 ■ SN490　 B　 　 ■ SN490　 C□ SM490 A　 　 ■ SN490　 B　 　 ■ SN490　 C

型式　QL99-50厚1. 2型式　QL99-50厚1. 2型式　QL99-50厚1. 2型式　QL99-50厚1. 2型式　QL99-50厚1. 2型式　QL99-50厚1. 2型式　QL99-50厚1. 2

支持層 － シルト混り砂支持層 － シルト混り砂支持層 － シルト混り砂支持層 － シルト混り砂支持層 － シルト混り砂支持層 － シルト混り砂支持層 － シルト混り砂

■鋼管  □摩擦杭■鋼管  □摩擦杭■鋼管  □摩擦杭■鋼管  □摩擦杭■鋼管  □摩擦杭■鋼管  □摩擦杭■鋼管  □摩擦杭 鋼 材  □ SS400 ■ STK490鋼 材  □ SS400 ■ STK490鋼 材  □ SS400 ■ STK490鋼 材  □ SS400 ■ STK490鋼 材  □ SS400 ■ STK490鋼 材  □ SS400 ■ STK490鋼 材  □ SS400 ■ STK490

杭仕様　　　■　施工計画書承認　　　■ 杭施工結果報告書杭仕様　　　■　施工計画書承認　　　■ 杭施工結果報告書杭仕様　　　■　施工計画書承認　　　■ 杭施工結果報告書杭仕様　　　■　施工計画書承認　　　■ 杭施工結果報告書杭仕様　　　■　施工計画書承認　　　■ 杭施工結果報告書杭仕様　　　■　施工計画書承認　　　■ 杭施工結果報告書杭仕様　　　■　施工計画書承認　　　■ 杭施工結果報告書

試験杭　　　（■　有　・　□　無）試験杭　　　（■　有　・　□　無）試験杭　　　（■　有　・　□　無）試験杭　　　（■　有　・　□　無）試験杭　　　（■　有　・　□　無）試験杭　　　（■　有　・　□　無）試験杭　　　（■　有　・　□　無） （□ 打ち込み ・□ 載荷・□　孔壁測定）        1本（□ 打ち込み ・□ 載荷・□　孔壁測定）        1本（□ 打ち込み ・□ 載荷・□　孔壁測定）        1本（□ 打ち込み ・□ 載荷・□　孔壁測定）        1本（□ 打ち込み ・□ 載荷・□　孔壁測定）        1本（□ 打ち込み ・□ 載荷・□　孔壁測定）        1本（□ 打ち込み ・□ 載荷・□　孔壁測定）        1本

別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照

別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照
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■ 有(■ 敷地内 □ 近隣）■ 有(■ 敷地内 □ 近隣）■ 有(■ 敷地内 □ 近隣）■ 有(■ 敷地内 □ 近隣）■ 有(■ 敷地内 □ 近隣）■ 有(■ 敷地内 □ 近隣）■ 有(■ 敷地内 □ 近隣）

■ エレベーター   11人乗（機械室レス）■ エレベーター   11人乗（機械室レス）■ エレベーター   11人乗（機械室レス）■ エレベーター   11人乗（機械室レス）■ エレベーター   11人乗（機械室レス）■ エレベーター   11人乗（機械室レス）■ エレベーター   11人乗（機械室レス）

          厚１２５          厚１２５          厚１２５          厚１２５          厚１２５          厚１２５          厚１２５

■床版　□■床版　□■床版　□■床版　□■床版　□■床版　□■床版　□

　　　９０分以内とする。　　　９０分以内とする。　　　９０分以内とする。　　　９０分以内とする。　　　９０分以内とする。　　　９０分以内とする。　　　９０分以内とする。

■ 認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）■ 認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）■ 認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）■ 認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）■ 認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）■ 認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）■ 認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）

　　　尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は　　　尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は　　　尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は　　　尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は　　　尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は　　　尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は　　　尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は
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一級建築士　第332033号一級建築士　第332033号一級建築士　第332033号一級建築士　第332033号一級建築士　第332033号一級建築士　第332033号一級建築士　第332033号
構造設計一級建築士　第8984号　　井上　貴智構造設計一級建築士　第8984号　　井上　貴智構造設計一級建築士　第8984号　　井上　貴智構造設計一級建築士　第8984号　　井上　貴智構造設計一級建築士　第8984号　　井上　貴智構造設計一級建築士　第8984号　　井上　貴智構造設計一級建築士　第8984号　　井上　貴智

構造設計特記仕様書構造設計特記仕様書構造設計特記仕様書構造設計特記仕様書構造設計特記仕様書構造設計特記仕様書構造設計特記仕様書

■EAZET工法　同等以上■EAZET工法　同等以上■EAZET工法　同等以上■EAZET工法　同等以上■EAZET工法　同等以上■EAZET工法　同等以上■EAZET工法　同等以上

■ 吹付ﾛｯｸｳｰﾙｔ＝25（柱・梁　耐火1時間）■ 吹付ﾛｯｸｳｰﾙｔ＝25（柱・梁　耐火1時間）■ 吹付ﾛｯｸｳｰﾙｔ＝25（柱・梁　耐火1時間）■ 吹付ﾛｯｸｳｰﾙｔ＝25（柱・梁　耐火1時間）■ 吹付ﾛｯｸｳｰﾙｔ＝25（柱・梁　耐火1時間）■ 吹付ﾛｯｸｳｰﾙｔ＝25（柱・梁　耐火1時間）■ 吹付ﾛｯｸｳｰﾙｔ＝25（柱・梁　耐火1時間）

■ 建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。■ 建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。■ 建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。■ 建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。■ 建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。■ 建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。■ 建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

■ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という。）は、■ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という。）は、■ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という。）は、■ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という。）は、■ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という。）は、■ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という。）は、■ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という。）は、

■ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、■ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、■ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、■ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、■ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、■ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、■ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、

■ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが２５㎝以上の■ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが２５㎝以上の■ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが２５㎝以上の■ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが２５㎝以上の■ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが２５㎝以上の■ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが２５㎝以上の■ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが２５㎝以上の

■ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備＊を除く）は、■ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備＊を除く）は、■ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備＊を除く）は、■ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備＊を除く）は、■ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備＊を除く）は、■ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備＊を除く）は、■ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備＊を除く）は、

■ 法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成１２年建設省告示第１３８９号により、■ 法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成１２年建設省告示第１３８９号により、■ 法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成１２年建設省告示第１３８９号により、■ 法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成１２年建設省告示第１３８９号により、■ 法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成１２年建設省告示第１３８９号により、■ 法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成１２年建設省告示第１３８９号により、■ 法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成１２年建設省告示第１３８９号により、

■ 給湯設備＊は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。■ 給湯設備＊は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。■ 給湯設備＊は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。■ 給湯設備＊は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。■ 給湯設備＊は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。■ 給湯設備＊は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。■ 給湯設備＊は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　  継手部の検査方法　・外観検査　■有　□無　・引張試験　□有　■無　・超音波探傷試験　■有　□無　  継手部の検査方法　・外観検査　■有　□無　・引張試験　□有　■無　・超音波探傷試験　■有　□無　  継手部の検査方法　・外観検査　■有　□無　・引張試験　□有　■無　・超音波探傷試験　■有　□無　  継手部の検査方法　・外観検査　■有　□無　・引張試験　□有　■無　・超音波探傷試験　■有　□無　  継手部の検査方法　・外観検査　■有　□無　・引張試験　□有　■無　・超音波探傷試験　■有　□無　  継手部の検査方法　・外観検査　■有　□無　・引張試験　□有　■無　・超音波探傷試験　■有　□無　  継手部の検査方法　・外観検査　■有　□無　・引張試験　□有　■無　・超音波探傷試験　■有　□無
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φ・・・直径又は丸鋼φ・・・直径又は丸鋼φ・・・直径又は丸鋼φ・・・直径又は丸鋼φ・・・直径又は丸鋼φ・・・直径又は丸鋼φ・・・直径又は丸鋼
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鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類 鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分
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継  手継  手継  手継  手継  手継  手継  手

2.  継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする2.  継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする2.  継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする2.  継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする2.  継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする2.  継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする2.  継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

3.  直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする3.  直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする3.  直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする3.  直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする3.  直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする3.  直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする3.  直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状

θθθθθθθ ddddddd ddddddd

圧接接手圧接接手圧接接手圧接接手圧接接手圧接接手圧接接手

LLLLLLL 1111111 LLLLLLL 1111111=======
>>>>>>>

重ね接手（下図のいずれかとする）重ね接手（下図のいずれかとする）重ね接手（下図のいずれかとする）重ね接手（下図のいずれかとする）重ね接手（下図のいずれかとする）重ね接手（下図のいずれかとする）重ね接手（下図のいずれかとする）

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶりひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶりひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶりひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶりひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶりひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶりひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり

厚さが部分的に減少する個所についても厚さが部分的に減少する個所についても厚さが部分的に減少する個所についても厚さが部分的に減少する個所についても厚さが部分的に減少する個所についても厚さが部分的に減少する個所についても厚さが部分的に減少する個所についても

最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。

土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分

土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分

屋 根 ス ラ ブ屋 根 ス ラ ブ屋 根 ス ラ ブ屋 根 ス ラ ブ屋 根 ス ラ ブ屋 根 ス ラ ブ屋 根 ス ラ ブ

床  ス  ラ  ブ床  ス  ラ  ブ床  ス  ラ  ブ床  ス  ラ  ブ床  ス  ラ  ブ床  ス  ラ  ブ床  ス  ラ  ブ

非  耐  力  壁非  耐  力  壁非  耐  力  壁非  耐  力  壁非  耐  力  壁非  耐  力  壁非  耐  力  壁

      柱        柱        柱        柱        柱        柱        柱  

屋  内屋  内屋  内屋  内屋  内屋  内屋  内

屋  外屋  外屋  外屋  外屋  外屋  外屋  外

屋  外屋  外屋  外屋  外屋  外屋  外屋  外

屋  内屋  内屋  内屋  内屋  内屋  内屋  内

設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ 最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ

柱・梁・床ｽﾗﾌﾞ・耐力壁柱・梁・床ｽﾗﾌﾞ・耐力壁柱・梁・床ｽﾗﾌﾞ・耐力壁柱・梁・床ｽﾗﾌﾞ・耐力壁柱・梁・床ｽﾗﾌﾞ・耐力壁柱・梁・床ｽﾗﾌﾞ・耐力壁柱・梁・床ｽﾗﾌﾞ・耐力壁

基  礎  ・  擁   壁基  礎  ・  擁   壁基  礎  ・  擁   壁基  礎  ・  擁   壁基  礎  ・  擁   壁基  礎  ・  擁   壁基  礎  ・  擁   壁

部            位部            位部            位部            位部            位部            位部            位

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋

間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔

ddddddd あ きあ きあ きあ きあ きあ きあ きooooooo

丸  鋼丸  鋼丸  鋼丸  鋼丸  鋼丸  鋼丸  鋼

あ きあ きあ きあ きあ きあ きあ きddddddd

間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔

dddddddoooooooddddddd

鉄筋のフック鉄筋のフック鉄筋のフック鉄筋のフック鉄筋のフック鉄筋のフック鉄筋のフック
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f.  その他、本配筋標準に記載する箇所f.  その他、本配筋標準に記載する箇所f.  その他、本配筋標準に記載する箇所f.  その他、本配筋標準に記載する箇所f.  その他、本配筋標準に記載する箇所f.  その他、本配筋標準に記載する箇所f.  その他、本配筋標準に記載する箇所
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補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋
主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径

補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋

柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋

スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。

以上以上以上以上以上以上以上

以上以上以上以上以上以上以上

以下以下以下以下以下以下以下

1.  末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない1.  末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない1.  末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない1.  末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない1.  末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない1.  末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない1.  末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない

[注] 許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、[注] 許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、[注] 許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、[注] 許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、[注] 許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、[注] 許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、[注] 許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、

は       りは       りは       りは       りは       りは       りは       り

耐   力   壁耐   力   壁耐   力   壁耐   力   壁耐   力   壁耐   力   壁耐   力   壁

擁             壁擁             壁擁             壁擁             壁擁             壁擁             壁擁             壁

>>>>>>>

（下げ止まりの影響をあらかじめ（下げ止まりの影響をあらかじめ（下げ止まりの影響をあらかじめ（下げ止まりの影響をあらかじめ（下げ止まりの影響をあらかじめ（下げ止まりの影響をあらかじめ（下げ止まりの影響をあらかじめ

　設計上考慮されている場合に限る）　設計上考慮されている場合に限る）　設計上考慮されている場合に限る）　設計上考慮されている場合に限る）　設計上考慮されている場合に限る）　設計上考慮されている場合に限る）　設計上考慮されている場合に限る）
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   　但し上筋と下筋をよみかえる。   　但し上筋と下筋をよみかえる。   　但し上筋と下筋をよみかえる。   　但し上筋と下筋をよみかえる。   　但し上筋と下筋をよみかえる。   　但し上筋と下筋をよみかえる。   　但し上筋と下筋をよみかえる。

小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

による、おさまりに注意するによる、おさまりに注意するによる、おさまりに注意するによる、おさまりに注意するによる、おさまりに注意するによる、おさまりに注意するによる、おさまりに注意する

地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋
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鉄骨柱 D鉄骨柱 D鉄骨柱 D鉄骨柱 D鉄骨柱 D鉄骨柱 D鉄骨柱 D

注１注１注１注１注１注１注１

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋

地中梁の主筋と頭付スタッド地中梁の主筋と頭付スタッド地中梁の主筋と頭付スタッド地中梁の主筋と頭付スタッド地中梁の主筋と頭付スタッド地中梁の主筋と頭付スタッド地中梁の主筋と頭付スタッド

埋込形埋込形埋込形埋込形埋込形埋込形埋込形
（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側） （基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）

HH HH HH H

フック付フック付フック付フック付フック付フック付フック付

ベース下の施工を慎重にするベース下の施工を慎重にするベース下の施工を慎重にするベース下の施工を慎重にするベース下の施工を慎重にするベース下の施工を慎重にするベース下の施工を慎重にする

さが不足する箇所」に付けるさが不足する箇所」に付けるさが不足する箇所」に付けるさが不足する箇所」に付けるさが不足する箇所」に付けるさが不足する箇所」に付けるさが不足する箇所」に付ける

鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄

筋並びにはりのせいが小さく、筋並びにはりのせいが小さく、筋並びにはりのせいが小さく、筋並びにはりのせいが小さく、筋並びにはりのせいが小さく、筋並びにはりのせいが小さく、筋並びにはりのせいが小さく、

設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長

場合はかご鉄筋で補強、または特記場合はかご鉄筋で補強、または特記場合はかご鉄筋で補強、または特記場合はかご鉄筋で補強、または特記場合はかご鉄筋で補強、または特記場合はかご鉄筋で補強、または特記場合はかご鉄筋で補強、または特記

により増強する。により増強する。により増強する。により増強する。により増強する。により増強する。により増強する。

継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置
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第一帯筋は、梁面に入れる第一帯筋は、梁面に入れる第一帯筋は、梁面に入れる第一帯筋は、梁面に入れる第一帯筋は、梁面に入れる第一帯筋は、梁面に入れる第一帯筋は、梁面に入れる

位置を避ける位置を避ける位置を避ける位置を避ける位置を避ける位置を避ける位置を避ける

フック及び継手の位置は、交互とするフック及び継手の位置は、交互とするフック及び継手の位置は、交互とするフック及び継手の位置は、交互とするフック及び継手の位置は、交互とするフック及び継手の位置は、交互とするフック及び継手の位置は、交互とする

※印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔とする※印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔とする※印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔とする※印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔とする※印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔とする※印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔とする※印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔とする

※1※1※1※1※1※1※1
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 上向きとすることができる 上向きとすることができる 上向きとすることができる 上向きとすることができる 上向きとすることができる 上向きとすることができる 上向きとすることができる

※1上端主筋の定着は、やむを得ない場合、※1上端主筋の定着は、やむを得ない場合、※1上端主筋の定着は、やむを得ない場合、※1上端主筋の定着は、やむを得ない場合、※1上端主筋の定着は、やむを得ない場合、※1上端主筋の定着は、やむを得ない場合、※1上端主筋の定着は、やむを得ない場合、
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LL LL LL L
22 22 22 2

La※2La※2La※2La※2La※2La※2La※2

La※2La※2La※2La※2La※2La※2La※2

La※2La※2La※2La※2La※2La※2La※2La※2La※2La※2La※2La※2La※2La※2

鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類

小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁
（Ｌ１）（Ｌ１）（Ｌ１）（Ｌ１）（Ｌ１）（Ｌ１）（Ｌ１）

重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ
特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び

一般（Ｌ２）一般（Ｌ２）一般（Ｌ２）一般（Ｌ２）一般（Ｌ２）一般（Ｌ２）一般（Ｌ２） 下ば筋（Ｌ３）下ば筋（Ｌ３）下ば筋（Ｌ３）下ば筋（Ｌ３）下ば筋（Ｌ３）下ば筋（Ｌ３）下ば筋（Ｌ３）

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン
クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計
基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲

[注][注][注][注][注][注][注] 1.1.1.1.1.1.1.

2.2.2.2.2.2.2.

3.3.3.3.3.3.3.

4.4.4.4.4.4.4.

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

5.5.5.5.5.5.5. （ ）内は仕上げがある場合。（ ）内は仕上げがある場合。（ ）内は仕上げがある場合。（ ）内は仕上げがある場合。（ ）内は仕上げがある場合。（ ）内は仕上げがある場合。（ ）内は仕上げがある場合。

6.6.6.6.6.6.6. 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。

１．１．１．１．１．１．１．

２．２．２．２．２．２．２．

３．３．３．３．３．３．３．

４．４．４．４．４．４．４．

５．５．５．５．５．５．５．

６．６．６．６．６．６．６．

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

鉄筋末端部の折曲げの形状鉄筋末端部の折曲げの形状鉄筋末端部の折曲げの形状鉄筋末端部の折曲げの形状鉄筋末端部の折曲げの形状鉄筋末端部の折曲げの形状鉄筋末端部の折曲げの形状（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３） 鉄筋の定着及び重ね接手の長さ鉄筋の定着及び重ね接手の長さ鉄筋の定着及び重ね接手の長さ鉄筋の定着及び重ね接手の長さ鉄筋の定着及び重ね接手の長さ鉄筋の定着及び重ね接手の長さ鉄筋の定着及び重ね接手の長さ

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５）

（６）（６）（６）（６）（６）（６）（６）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１） （２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５） （６）（６）（６）（６）（６）（６）（６）

ＳＴ・・・あばら筋ＳＴ・・・あばら筋ＳＴ・・・あばら筋ＳＴ・・・あばら筋ＳＴ・・・あばら筋ＳＴ・・・あばら筋ＳＴ・・・あばら筋 ＨＯＯＰ・・・帯筋ＨＯＯＰ・・・帯筋ＨＯＯＰ・・・帯筋ＨＯＯＰ・・・帯筋ＨＯＯＰ・・・帯筋ＨＯＯＰ・・・帯筋ＨＯＯＰ・・・帯筋

Ｓ．ＨＯＯＰ・・・補強帯筋Ｓ．ＨＯＯＰ・・・補強帯筋Ｓ．ＨＯＯＰ・・・補強帯筋Ｓ．ＨＯＯＰ・・・補強帯筋Ｓ．ＨＯＯＰ・・・補強帯筋Ｓ．ＨＯＯＰ・・・補強帯筋Ｓ．ＨＯＯＰ・・・補強帯筋

h  ・・・部材間の内法高さh  ・・・部材間の内法高さh  ・・・部材間の内法高さh  ・・・部材間の内法高さh  ・・・部材間の内法高さh  ・・・部材間の内法高さh  ・・・部材間の内法高さ

ｄ・・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値 丸鋼では径ｄ・・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値 丸鋼では径ｄ・・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値 丸鋼では径ｄ・・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値 丸鋼では径ｄ・・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値 丸鋼では径ｄ・・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値 丸鋼では径ｄ・・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値 丸鋼では径 Ｄ・・・部材の成Ｄ・・・部材の成Ｄ・・・部材の成Ｄ・・・部材の成Ｄ・・・部材の成Ｄ・・・部材の成Ｄ・・・部材の成 Ｒ・・・直径Ｒ・・・直径Ｒ・・・直径Ｒ・・・直径Ｒ・・・直径Ｒ・・・直径Ｒ・・・直径

ｒ・・・半径ｒ・・・半径ｒ・・・半径ｒ・・・半径ｒ・・・半径ｒ・・・半径ｒ・・・半径

１８０°１８０°１８０°１８０°１８０°１８０°１８０° １３５°１３５°１３５°１３５°１３５°１３５°１３５° ９０°９０°９０°９０°９０°９０°９０°

４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上 ６ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上） ８ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５～ＳＤ３４５の径１６およびD１６以下は３ｄ以上、折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５～ＳＤ３４５の径１６およびD１６以下は３ｄ以上、折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５～ＳＤ３４５の径１６およびD１６以下は３ｄ以上、折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５～ＳＤ３４５の径１６およびD１６以下は３ｄ以上、折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５～ＳＤ３４５の径１６およびD１６以下は３ｄ以上、折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５～ＳＤ３４５の径１６およびD１６以下は３ｄ以上、折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５～ＳＤ３４５の径１６およびD１６以下は３ｄ以上、

ＳＤ２９５～ＳＤ３４５のＤ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、Ｄ４１およびＳＤ３９０は５ｄ以上。ＳＤ２９５～ＳＤ３４５のＤ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、Ｄ４１およびＳＤ３９０は５ｄ以上。ＳＤ２９５～ＳＤ３４５のＤ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、Ｄ４１およびＳＤ３９０は５ｄ以上。ＳＤ２９５～ＳＤ３４５のＤ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、Ｄ４１およびＳＤ３９０は５ｄ以上。ＳＤ２９５～ＳＤ３４５のＤ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、Ｄ４１およびＳＤ３９０は５ｄ以上。ＳＤ２９５～ＳＤ３４５のＤ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、Ｄ４１およびＳＤ３９０は５ｄ以上。ＳＤ２９５～ＳＤ３４５のＤ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、Ｄ４１およびＳＤ３９０は５ｄ以上。

折曲げ角度９０°はスラブ筋、折曲げ角度９０°はスラブ筋、折曲げ角度９０°はスラブ筋、折曲げ角度９０°はスラブ筋、折曲げ角度９０°はスラブ筋、折曲げ角度９０°はスラブ筋、折曲げ角度９０°はスラブ筋、

８
ｄ

以
上

８
ｄ

以
上

８
ｄ

以
上

８
ｄ

以
上

８
ｄ

以
上

８
ｄ

以
上

８
ｄ

以
上

ｄｄｄｄｄｄｄ

鉄筋中間部の折曲げの形状、鉄筋の折り曲げ角度９０°以下鉄筋中間部の折曲げの形状、鉄筋の折り曲げ角度９０°以下鉄筋中間部の折曲げの形状、鉄筋の折り曲げ角度９０°以下鉄筋中間部の折曲げの形状、鉄筋の折り曲げ角度９０°以下鉄筋中間部の折曲げの形状、鉄筋の折り曲げ角度９０°以下鉄筋中間部の折曲げの形状、鉄筋の折り曲げ角度９０°以下鉄筋中間部の折曲げの形状、鉄筋の折り曲げ角度９０°以下

鉄筋の折曲げ内法寸法（Ｒ）鉄筋の折曲げ内法寸法（Ｒ）鉄筋の折曲げ内法寸法（Ｒ）鉄筋の折曲げ内法寸法（Ｒ）鉄筋の折曲げ内法寸法（Ｒ）鉄筋の折曲げ内法寸法（Ｒ）鉄筋の折曲げ内法寸法（Ｒ）

ＳＲ２３５,  ＳＲ２９５ＳＲ２３５,  ＳＲ２９５ＳＲ２３５,  ＳＲ２９５ＳＲ２３５,  ＳＲ２９５ＳＲ２３５,  ＳＲ２９５ＳＲ２３５,  ＳＲ２９５ＳＲ２３５,  ＳＲ２９５

ＳＤ２９５Ａ・ＢＳＤ２９５Ａ・ＢＳＤ２９５Ａ・ＢＳＤ２９５Ａ・ＢＳＤ２９５Ａ・ＢＳＤ２９５Ａ・ＢＳＤ２９５Ａ・Ｂ

ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ・ＢＳＤ２９５Ａ・ＢＳＤ２９５Ａ・ＢＳＤ２９５Ａ・ＢＳＤ２９５Ａ・ＢＳＤ２９５Ａ・ＢＳＤ２９５Ａ・Ｂ

ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５

ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０

１６φ１６φ１６φ１６φ１６φ１６φ１６φ

Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６

１９φ１９φ１９φ１９φ１９φ１９φ１９φ

Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６

Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９

Ｄ１９～Ｄ２５Ｄ１９～Ｄ２５Ｄ１９～Ｄ２５Ｄ１９～Ｄ２５Ｄ１９～Ｄ２５Ｄ１９～Ｄ２５Ｄ１９～Ｄ２５

Ｄ２９～Ｄ４１Ｄ２９～Ｄ４１Ｄ２９～Ｄ４１Ｄ２９～Ｄ４１Ｄ２９～Ｄ４１Ｄ２９～Ｄ４１Ｄ２９～Ｄ４１

３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上

４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上

４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上

６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上

８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上

ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５

ＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５Ｂ

（Ｎ／ｍｍ２）（Ｎ／ｍｍ２）（Ｎ／ｍｍ２）（Ｎ／ｍｍ２）（Ｎ／ｍｍ２）（Ｎ／ｍｍ２）（Ｎ／ｍｍ２）

１８１８１８１８１８１８１８

２１２１２１２１２１２１２１

２４～３６２４～３６２４～３６２４～３６２４～３６２４～３６２４～３６

１８１８１８１８１８１８１８

２１２１２１２１２１２１２１

３０，３３，３６３０，３３，３６３０，３３，３６３０，３３，３６３０，３３，３６３０，３３，３６３０，３３，３６

２４，２７２４，２７２４，２７２４，２７２４，２７２４，２７２４，２７

４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付

３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付

３０ｄまたは２０ｄフック付３０ｄまたは２０ｄフック付３０ｄまたは２０ｄフック付３０ｄまたは２０ｄフック付３０ｄまたは２０ｄフック付３０ｄまたは２０ｄフック付３０ｄまたは２０ｄフック付

４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付

３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付

３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付

３０ｄまたは２０ｄフック付３０ｄまたは２０ｄフック付３０ｄまたは２０ｄフック付３０ｄまたは２０ｄフック付３０ｄまたは２０ｄフック付３０ｄまたは２０ｄフック付３０ｄまたは２０ｄフック付

２０ｄまたは　２０ｄまたは　２０ｄまたは　２０ｄまたは　２０ｄまたは　２０ｄまたは　２０ｄまたは　

１０ｄフック付１０ｄフック付１０ｄフック付１０ｄフック付１０ｄフック付１０ｄフック付１０ｄフック付

１０ｄかつ　　１０ｄかつ　　１０ｄかつ　　１０ｄかつ　　１０ｄかつ　　１０ｄかつ　　１０ｄかつ　　

１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上

　　　　梁主筋の柱への定着は４０ｄとする。　　　　梁主筋の柱への定着は４０ｄとする。　　　　梁主筋の柱への定着は４０ｄとする。　　　　梁主筋の柱への定着は４０ｄとする。　　　　梁主筋の柱への定着は４０ｄとする。　　　　梁主筋の柱への定着は４０ｄとする。　　　　梁主筋の柱への定着は４０ｄとする。

４５ｄまたは３５ｄフック付４５ｄまたは３５ｄフック付４５ｄまたは３５ｄフック付４５ｄまたは３５ｄフック付４５ｄまたは３５ｄフック付４５ｄまたは３５ｄフック付４５ｄまたは３５ｄフック付

４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付

３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付

５０ｄまたは３５ｄフック付５０ｄまたは３５ｄフック付５０ｄまたは３５ｄフック付５０ｄまたは３５ｄフック付５０ｄまたは３５ｄフック付５０ｄまたは３５ｄフック付５０ｄまたは３５ｄフック付

４５ｄまたは３０ｄフック付４５ｄまたは３０ｄフック付４５ｄまたは３０ｄフック付４５ｄまたは３０ｄフック付４５ｄまたは３０ｄフック付４５ｄまたは３０ｄフック付４５ｄまたは３０ｄフック付

４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付４０ｄまたは３０ｄフック付

３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付３５ｄまたは２５ｄフック付

4.  Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない4.  Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない4.  Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない4.  Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない4.  Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない4.  Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない4.  Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

5.  鉄筋径の差が７mmを超える場合は、圧接としてはならない5.  鉄筋径の差が７mmを超える場合は、圧接としてはならない5.  鉄筋径の差が７mmを超える場合は、圧接としてはならない5.  鉄筋径の差が７mmを超える場合は、圧接としてはならない5.  鉄筋径の差が７mmを超える場合は、圧接としてはならない5.  鉄筋径の差が７mmを超える場合は、圧接としてはならない5.  鉄筋径の差が７mmを超える場合は、圧接としてはならない

３ｍｍ以下３ｍｍ以下３ｍｍ以下３ｍｍ以下３ｍｍ以下３ｍｍ以下３ｍｍ以下

θ>８０°θ>８０°θ>８０°θ>８０°θ>８０°θ>８０°θ>８０°

１．１ｄ 以上１．１ｄ 以上１．１ｄ 以上１．１ｄ 以上１．１ｄ 以上１．１ｄ 以上１．１ｄ 以上

１．４ｄ 以上１．４ｄ 以上１．４ｄ 以上１．４ｄ 以上１．４ｄ 以上１．４ｄ 以上１．４ｄ 以上

ｄ／５以下ｄ／５以下ｄ／５以下ｄ／５以下ｄ／５以下ｄ／５以下ｄ／５以下

ｄ／４以下ｄ／４以下ｄ／４以下ｄ／４以下ｄ／４以下ｄ／４以下ｄ／４以下

ａ  ４００ａ  ４００ａ  ４００ａ  ４００ａ  ４００ａ  ４００ａ  ４００

耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて３０ｍｍとすることができる。耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて３０ｍｍとすることができる。耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて３０ｍｍとすることができる。耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて３０ｍｍとすることができる。耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて３０ｍｍとすることができる。耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて３０ｍｍとすることができる。耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて３０ｍｍとすることができる。

耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。

コンクリートの品質及び施工方法に応じ、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。コンクリートの品質及び施工方法に応じ、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。コンクリートの品質及び施工方法に応じ、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。コンクリートの品質及び施工方法に応じ、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。コンクリートの品質及び施工方法に応じ、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。コンクリートの品質及び施工方法に応じ、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。コンクリートの品質及び施工方法に応じ、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。

軽量コンクリートの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。軽量コンクリートの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。軽量コンクリートの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。軽量コンクリートの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。軽量コンクリートの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。軽量コンクリートの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。軽量コンクリートの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。

（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ） （ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）
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（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（２０）（２０）（２０）（２０）（２０）（２０）（２０）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）
（３０）（３０）（３０）（３０）（３０）（３０）（３０）

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

同時に打ち込むＴ型及びＬ型梁同時に打ち込むＴ型及びＬ型梁同時に打ち込むＴ型及びＬ型梁同時に打ち込むＴ型及びＬ型梁同時に打ち込むＴ型及びＬ型梁同時に打ち込むＴ型及びＬ型梁同時に打ち込むＴ型及びＬ型梁

１．５   　以上１．５   　以上１．５   　以上１．５   　以上１．５   　以上１．５   　以上１．５   　以上 約０．５  約０．５  約０．５  約０．５  約０．５  約０．５  約０．５  

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値の１．５ｄ以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値の１．５ｄ以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値の１．５ｄ以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値の１．５ｄ以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値の１．５ｄ以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値の１．５ｄ以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値の１．５ｄ以上

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５ｍｍ以上粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５ｍｍ以上粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５ｍｍ以上粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５ｍｍ以上粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５ｍｍ以上粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５ｍｍ以上粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５ｍｍ以上

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

図の  　印の鉄筋の重ね接手の図の  　印の鉄筋の重ね接手の図の  　印の鉄筋の重ね接手の図の  　印の鉄筋の重ね接手の図の  　印の鉄筋の重ね接手の図の  　印の鉄筋の重ね接手の図の  　印の鉄筋の重ね接手の

ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う
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ＨＯＯＰ  @１５０ＨＯＯＰ  @１５０ＨＯＯＰ  @１５０ＨＯＯＰ  @１５０ＨＯＯＰ  @１５０ＨＯＯＰ  @１５０ＨＯＯＰ  @１５０

但し    　φの場合但し    　φの場合但し    　φの場合但し    　φの場合但し    　φの場合但し    　φの場合但し    　φの場合

    　φの場合の場合は工事監理者の指示による。    　φの場合の場合は工事監理者の指示による。    　φの場合の場合は工事監理者の指示による。    　φの場合の場合は工事監理者の指示による。    　φの場合の場合は工事監理者の指示による。    　φの場合の場合は工事監理者の指示による。    　φの場合の場合は工事監理者の指示による。
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４５°４５°４５°４５°４５°４５°４５°

３ - D１６３ - D１６３ - D１６３ - D１６３ - D１６３ - D１６３ - D１６

３００φ、３５０φ３００φ、３５０φ３００φ、３５０φ３００φ、３５０φ３００φ、３５０φ３００φ、３５０φ３００φ、３５０φ ４００φ４００φ４００φ４００φ４００φ４００φ４００φ ４５０φ４５０φ４５０φ４５０φ４５０φ４５０φ４５０φ ５００φ５００φ５００φ５００φ５００φ５００φ５００φ ６００φ６００φ６００φ６００φ６００φ６００φ６００φ

６－Ｄ１３６－Ｄ１３６－Ｄ１３６－Ｄ１３６－Ｄ１３６－Ｄ１３６－Ｄ１３ ８－Ｄ１３８－Ｄ１３８－Ｄ１３８－Ｄ１３８－Ｄ１３８－Ｄ１３８－Ｄ１３ １０－Ｄ１３１０－Ｄ１３１０－Ｄ１３１０－Ｄ１３１０－Ｄ１３１０－Ｄ１３１０－Ｄ１３ ８－Ｄ１６８－Ｄ１６８－Ｄ１６８－Ｄ１６８－Ｄ１６８－Ｄ１６８－Ｄ１６ １０－Ｄ１６１０－Ｄ１６１０－Ｄ１６１０－Ｄ１６１０－Ｄ１６１０－Ｄ１６１０－Ｄ１６

Ｄ１０ － @１５０Ｄ１０ － @１５０Ｄ１０ － @１５０Ｄ１０ － @１５０Ｄ１０ － @１５０Ｄ１０ － @１５０Ｄ１０ － @１５０ＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰ
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杭間隔は２Xφかつ 杭間隔は２Xφかつ 杭間隔は２Xφかつ 杭間隔は２Xφかつ 杭間隔は２Xφかつ 杭間隔は２Xφかつ 杭間隔は２Xφかつ φ+１，０００以上φ+１，０００以上φ+１，０００以上φ+１，０００以上φ+１，０００以上φ+１，０００以上φ+１，０００以上 １００１００１００１００１００１００１００

主筋のかぶりは１００以上とする主筋のかぶりは１００以上とする主筋のかぶりは１００以上とする主筋のかぶりは１００以上とする主筋のかぶりは１００以上とする主筋のかぶりは１００以上とする主筋のかぶりは１００以上とする

フラットバー @３，０００フラットバー @３，０００フラットバー @３，０００フラットバー @３，０００フラットバー @３，０００フラットバー @３，０００フラットバー @３，０００

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

１０ｄ又は重ね接手４０ｄ１０ｄ又は重ね接手４０ｄ１０ｄ又は重ね接手４０ｄ１０ｄ又は重ね接手４０ｄ１０ｄ又は重ね接手４０ｄ１０ｄ又は重ね接手４０ｄ１０ｄ又は重ね接手４０ｄ
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Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１ ａ＝D１＋２ｄの範囲ａ＝D１＋２ｄの範囲ａ＝D１＋２ｄの範囲ａ＝D１＋２ｄの範囲ａ＝D１＋２ｄの範囲ａ＝D１＋２ｄの範囲ａ＝D１＋２ｄの範囲

  主筋間隔は２００以下  主筋間隔は２００以下  主筋間隔は２００以下  主筋間隔は２００以下  主筋間隔は２００以下  主筋間隔は２００以下  主筋間隔は２００以下

ｂの範囲ｂの範囲ｂの範囲ｂの範囲ｂの範囲ｂの範囲ｂの範囲

  主筋間隔の１．５倍かつ  主筋間隔の１．５倍かつ  主筋間隔の１．５倍かつ  主筋間隔の１．５倍かつ  主筋間隔の１．５倍かつ  主筋間隔の１．５倍かつ  主筋間隔の１．５倍かつ

  ３００以下  ３００以下  ３００以下  ３００以下  ３００以下  ３００以下  ３００以下

斜め筋  ３ - D１３以上斜め筋  ３ - D１３以上斜め筋  ３ - D１３以上斜め筋  ３ - D１３以上斜め筋  ３ - D１３以上斜め筋  ３ - D１３以上斜め筋  ３ - D１３以上
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余長４ｄ余長４ｄ余長４ｄ余長４ｄ余長４ｄ余長４ｄ余長４ｄ

２０ｄ以上２０ｄ以上２０ｄ以上２０ｄ以上２０ｄ以上２０ｄ以上２０ｄ以上 ４０ｄ （片側）４０ｄ （片側）４０ｄ （片側）４０ｄ （片側）４０ｄ （片側）４０ｄ （片側）４０ｄ （片側）

ＨＯＯＰ  @１５０ＨＯＯＰ  @１５０ＨＯＯＰ  @１５０ＨＯＯＰ  @１５０ＨＯＯＰ  @１５０ＨＯＯＰ  @１５０ＨＯＯＰ  @１５０

かぶり厚さ（単位：ｍｍ）かぶり厚さ（単位：ｍｍ）かぶり厚さ（単位：ｍｍ）かぶり厚さ（単位：ｍｍ）かぶり厚さ（単位：ｍｍ）かぶり厚さ（単位：ｍｍ）かぶり厚さ（単位：ｍｍ）

ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）
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１．  耐圧版鉄筋の接手位置は床スラブにならう１．  耐圧版鉄筋の接手位置は床スラブにならう１．  耐圧版鉄筋の接手位置は床スラブにならう１．  耐圧版鉄筋の接手位置は床スラブにならう１．  耐圧版鉄筋の接手位置は床スラブにならう１．  耐圧版鉄筋の接手位置は床スラブにならう１．  耐圧版鉄筋の接手位置は床スラブにならう

４．  埋戻しの土のある場合は４０を７０とする。４．  埋戻しの土のある場合は４０を７０とする。４．  埋戻しの土のある場合は４０を７０とする。４．  埋戻しの土のある場合は４０を７０とする。４．  埋戻しの土のある場合は４０を７０とする。４．  埋戻しの土のある場合は４０を７０とする。４．  埋戻しの土のある場合は４０を７０とする。

２．  ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。２．  ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。２．  ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。２．  ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。２．  ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。２．  ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。２．  ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。

３．  ②の鉄筋はＤ１３以上。３．  ②の鉄筋はＤ１３以上。３．  ②の鉄筋はＤ１３以上。３．  ②の鉄筋はＤ１３以上。３．  ②の鉄筋はＤ１３以上。３．  ②の鉄筋はＤ１３以上。３．  ②の鉄筋はＤ１３以上。
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水平ハンチの場合のあばら筋加工要領水平ハンチの場合のあばら筋加工要領水平ハンチの場合のあばら筋加工要領水平ハンチの場合のあばら筋加工要領水平ハンチの場合のあばら筋加工要領水平ハンチの場合のあばら筋加工要領水平ハンチの場合のあばら筋加工要領（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）
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注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。 1111111 2222222
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注）設備の小開口部が連続して開く場合は縦、横、斜め補強筋とは注）設備の小開口部が連続して開く場合は縦、横、斜め補強筋とは注）設備の小開口部が連続して開く場合は縦、横、斜め補強筋とは注）設備の小開口部が連続して開く場合は縦、横、斜め補強筋とは注）設備の小開口部が連続して開く場合は縦、横、斜め補強筋とは注）設備の小開口部が連続して開く場合は縦、横、斜め補強筋とは注）設備の小開口部が連続して開く場合は縦、横、斜め補強筋とは
　　別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口をさけて補強　　別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口をさけて補強　　別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口をさけて補強　　別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口をさけて補強　　別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口をさけて補強　　別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口をさけて補強　　別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口をさけて補強
　　する．　　する．　　する．　　する．　　する．　　する．　　する．
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スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合

は壁配筋と同じは壁配筋と同じは壁配筋と同じは壁配筋と同じは壁配筋と同じは壁配筋と同じは壁配筋と同じ

（設計図に記入のあるとき）（設計図に記入のあるとき）（設計図に記入のあるとき）（設計図に記入のあるとき）（設計図に記入のあるとき）（設計図に記入のあるとき）（設計図に記入のあるとき）
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部分スリット部分スリット部分スリット部分スリット部分スリット部分スリット部分スリットシーリング使用シーリング使用シーリング使用シーリング使用シーリング使用シーリング使用シーリング使用 シーリング使用シーリング使用シーリング使用シーリング使用シーリング使用シーリング使用シーリング使用

※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、
それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅
補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の
同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に
配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。

注）継手部は必ずモルタルをてん充すること．注）継手部は必ずモルタルをてん充すること．注）継手部は必ずモルタルをてん充すること．注）継手部は必ずモルタルをてん充すること．注）継手部は必ずモルタルをてん充すること．注）継手部は必ずモルタルをてん充すること．注）継手部は必ずモルタルをてん充すること．
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・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする

・梁下端増し打ちの場合も上端増し打ちコンクリート補強と同様とする・梁下端増し打ちの場合も上端増し打ちコンクリート補強と同様とする・梁下端増し打ちの場合も上端増し打ちコンクリート補強と同様とする・梁下端増し打ちの場合も上端増し打ちコンクリート補強と同様とする・梁下端増し打ちの場合も上端増し打ちコンクリート補強と同様とする・梁下端増し打ちの場合も上端増し打ちコンクリート補強と同様とする・梁下端増し打ちの場合も上端増し打ちコンクリート補強と同様とする

貫通孔が連続して間隔等が取れない場合は貫通孔が連続して間隔等が取れない場合は貫通孔が連続して間隔等が取れない場合は貫通孔が連続して間隔等が取れない場合は貫通孔が連続して間隔等が取れない場合は貫通孔が連続して間隔等が取れない場合は貫通孔が連続して間隔等が取れない場合は
設計者又は工事監理者と打ち合せのこと設計者又は工事監理者と打ち合せのこと設計者又は工事監理者と打ち合せのこと設計者又は工事監理者と打ち合せのこと設計者又は工事監理者と打ち合せのこと設計者又は工事監理者と打ち合せのこと設計者又は工事監理者と打ち合せのこと

横  筋横  筋横  筋横  筋横  筋横  筋横  筋

上上上上上上上
下下下下下下下

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 上上上上上上上
下下下下下下下

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

孔補強の有功範囲と孔補強の有功範囲と孔補強の有功範囲と孔補強の有功範囲と孔補強の有功範囲と孔補強の有功範囲と孔補強の有功範囲と

定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方

右記の位置、寸法によらなくて良い右記の位置、寸法によらなくて良い右記の位置、寸法によらなくて良い右記の位置、寸法によらなくて良い右記の位置、寸法によらなくて良い右記の位置、寸法によらなくて良い右記の位置、寸法によらなくて良い

2φ：スターラップ補強範囲2φ：スターラップ補強範囲2φ：スターラップ補強範囲2φ：スターラップ補強範囲2φ：スターラップ補強範囲2φ：スターラップ補強範囲2φ：スターラップ補強範囲

（使用する時には、設計者又は工事監理者と打ち合せのこと）（使用する時には、設計者又は工事監理者と打ち合せのこと）（使用する時には、設計者又は工事監理者と打ち合せのこと）（使用する時には、設計者又は工事監理者と打ち合せのこと）（使用する時には、設計者又は工事監理者と打ち合せのこと）（使用する時には、設計者又は工事監理者と打ち合せのこと）（使用する時には、設計者又は工事監理者と打ち合せのこと）

増築予定増築予定増築予定増築予定増築予定増築予定増築予定 )))))))
増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置をする増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置をする増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置をする増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置をする増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置をする増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置をする増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置をする

将来増築予定のコンクリート増し打ち部分は、将来増築予定のコンクリート増し打ち部分は、将来増築予定のコンクリート増し打ち部分は、将来増築予定のコンクリート増し打ち部分は、将来増築予定のコンクリート増し打ち部分は、将来増築予定のコンクリート増し打ち部分は、将来増築予定のコンクリート増し打ち部分は、

(((((((

柱、梁柱、梁柱、梁柱、梁柱、梁柱、梁柱、梁 地中梁地中梁地中梁地中梁地中梁地中梁地中梁 床版、壁床版、壁床版、壁床版、壁床版、壁床版、壁床版、壁
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1111111 1111111 LLLLLLL1111111

11 11 11 1
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□ リング型□ リング型□ リング型□ リング型□ リング型□ リング型□ リング型 □ パイプ型□ パイプ型□ パイプ型□ パイプ型□ パイプ型□ パイプ型□ パイプ型 □ 金網型□ 金網型□ 金網型□ 金網型□ 金網型□ 金網型□ 金網型 □ プレート型□ プレート型□ プレート型□ プレート型□ プレート型□ プレート型□ プレート型

※部分について計算で確認された場合は※部分について計算で確認された場合は※部分について計算で確認された場合は※部分について計算で確認された場合は※部分について計算で確認された場合は※部分について計算で確認された場合は※部分について計算で確認された場合は

ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。

LLLLLLL1111111
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斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい

3333333

2222222LLLLLLL

LLLLLLL

先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部
注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。
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（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）
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（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）
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２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

折り曲げ起点は３／４Ｄをこえる折り曲げ起点は３／４Ｄをこえる折り曲げ起点は３／４Ｄをこえる折り曲げ起点は３／４Ｄをこえる折り曲げ起点は３／４Ｄをこえる折り曲げ起点は３／４Ｄをこえる折り曲げ起点は３／４Ｄをこえる

注：点線は下端筋の曲下げ定着注：点線は下端筋の曲下げ定着注：点線は下端筋の曲下げ定着注：点線は下端筋の曲下げ定着注：点線は下端筋の曲下げ定着注：点線は下端筋の曲下げ定着注：点線は下端筋の曲下げ定着
　　Ｌ　を示す　　Ｌ　を示す　　Ｌ　を示す　　Ｌ　を示す　　Ｌ　を示す　　Ｌ　を示す　　Ｌ　を示す
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２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

Ｌ ｈ※Ｌ ｈ※Ｌ ｈ※Ｌ ｈ※Ｌ ｈ※Ｌ ｈ※Ｌ ｈ※

折り曲げテール長１５０以上又は１８０ 折り曲げテール長１５０以上又は１８０ 折り曲げテール長１５０以上又は１８０ 折り曲げテール長１５０以上又は１８０ 折り曲げテール長１５０以上又は１８０ 折り曲げテール長１５０以上又は１８０ 折り曲げテール長１５０以上又は１８０ 

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

＝４５＝４５＝４５＝４５＝４５＝４５＝４５

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

Ｌａ※Ｌａ※Ｌａ※Ｌａ※Ｌａ※Ｌａ※Ｌａ※

※Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。※Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。※Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。※Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。※Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。※Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。※Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。

３３３３３３３Ｌ ｈ※Ｌ ｈ※Ｌ ｈ※Ｌ ｈ※Ｌ ｈ※Ｌ ｈ※Ｌ ｈ※

（ＳＡ級、Ａ級継手を使用する場合の継手位置は特記による）（ＳＡ級、Ａ級継手を使用する場合の継手位置は特記による）（ＳＡ級、Ａ級継手を使用する場合の継手位置は特記による）（ＳＡ級、Ａ級継手を使用する場合の継手位置は特記による）（ＳＡ級、Ａ級継手を使用する場合の継手位置は特記による）（ＳＡ級、Ａ級継手を使用する場合の継手位置は特記による）（ＳＡ級、Ａ級継手を使用する場合の継手位置は特記による）

第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する

吊上げ筋は、一般のあばら筋と同サイズを２本巻きとする吊上げ筋は、一般のあばら筋と同サイズを２本巻きとする吊上げ筋は、一般のあばら筋と同サイズを２本巻きとする吊上げ筋は、一般のあばら筋と同サイズを２本巻きとする吊上げ筋は、一般のあばら筋と同サイズを２本巻きとする吊上げ筋は、一般のあばら筋と同サイズを２本巻きとする吊上げ筋は、一般のあばら筋と同サイズを２本巻きとする
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梁成の大きい場合や梁成の大きい場合や梁成の大きい場合や梁成の大きい場合や梁成の大きい場合や梁成の大きい場合や梁成の大きい場合や
ＳＲＣ造のあばら筋の納まりＳＲＣ造のあばら筋の納まりＳＲＣ造のあばら筋の納まりＳＲＣ造のあばら筋の納まりＳＲＣ造のあばら筋の納まりＳＲＣ造のあばら筋の納まりＳＲＣ造のあばら筋の納まり
に使用することができる。に使用することができる。に使用することができる。に使用することができる。に使用することができる。に使用することができる。に使用することができる。（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） 原則として（ａ）のフック先曲げとする．片側床版付（Ｌ型）梁で（ｂ）、両側床版付（Ｔ型）梁で（ｃ）又は（b）とすることができる．原則として（ａ）のフック先曲げとする．片側床版付（Ｌ型）梁で（ｂ）、両側床版付（Ｔ型）梁で（ｃ）又は（b）とすることができる．原則として（ａ）のフック先曲げとする．片側床版付（Ｌ型）梁で（ｂ）、両側床版付（Ｔ型）梁で（ｃ）又は（b）とすることができる．原則として（ａ）のフック先曲げとする．片側床版付（Ｌ型）梁で（ｂ）、両側床版付（Ｔ型）梁で（ｃ）又は（b）とすることができる．原則として（ａ）のフック先曲げとする．片側床版付（Ｌ型）梁で（ｂ）、両側床版付（Ｔ型）梁で（ｃ）又は（b）とすることができる．原則として（ａ）のフック先曲げとする．片側床版付（Ｌ型）梁で（ｂ）、両側床版付（Ｔ型）梁で（ｃ）又は（b）とすることができる．原則として（ａ）のフック先曲げとする．片側床版付（Ｌ型）梁で（ｂ）、両側床版付（Ｔ型）梁で（ｃ）又は（b）とすることができる．

フックの位置は（ａ）にあっては交互、（ｂ）にあってはスラブ側とする． フックの位置は（ａ）にあっては交互、（ｂ）にあってはスラブ側とする． フックの位置は（ａ）にあっては交互、（ｂ）にあってはスラブ側とする． フックの位置は（ａ）にあっては交互、（ｂ）にあってはスラブ側とする． フックの位置は（ａ）にあっては交互、（ｂ）にあってはスラブ側とする． フックの位置は（ａ）にあっては交互、（ｂ）にあってはスラブ側とする． フックの位置は（ａ）にあっては交互、（ｂ）にあってはスラブ側とする． 

Ｄ＜６００不要Ｄ＜６００不要Ｄ＜６００不要Ｄ＜６００不要Ｄ＜６００不要Ｄ＜６００不要Ｄ＜６００不要

２ - Ｄ１０２ - Ｄ１０２ - Ｄ１０２ - Ｄ１０２ - Ｄ１０２ - Ｄ１０２ - Ｄ１０ （９φ） １ 段（９φ） １ 段（９φ） １ 段（９φ） １ 段（９φ） １ 段（９φ） １ 段（９φ） １ 段

４ - Ｄ１０４ - Ｄ１０４ - Ｄ１０４ - Ｄ１０４ - Ｄ１０４ - Ｄ１０４ - Ｄ１０ （９φ） ２ 段（９φ） ２ 段（９φ） ２ 段（９φ） ２ 段（９φ） ２ 段（９φ） ２ 段（９φ） ２ 段

Ｄ１０（９φ）@ ３００以内Ｄ１０（９φ）@ ３００以内Ｄ１０（９φ）@ ３００以内Ｄ１０（９φ）@ ３００以内Ｄ１０（９φ）@ ３００以内Ｄ１０（９φ）@ ３００以内Ｄ１０（９φ）@ ３００以内

Ｄ１０（９φ）@ １０００以内で割付けるＤ１０（９φ）@ １０００以内で割付けるＤ１０（９φ）@ １０００以内で割付けるＤ１０（９φ）@ １０００以内で割付けるＤ１０（９φ）@ １０００以内で割付けるＤ１０（９φ）@ １０００以内で割付けるＤ１０（９φ）@ １０００以内で割付ける
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ｄ

４
ｄ

４
ｄ

４
ｄ

４
ｄ

４
ｄ

４
ｄ

４
ｄ

４
ｄ

４
ｄ

４
ｄ

４
ｄ

４
ｄ

４
ｄ

ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ

（ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ） （ｃ）（ｃ）（ｃ）（ｃ）（ｃ）（ｃ）（ｃ） （ｄ）（ｄ）（ｄ）（ｄ）（ｄ）（ｄ）（ｄ） （ｅ）（ｅ）（ｅ）（ｅ）（ｅ）（ｅ）（ｅ）（ａ）（ａ）（ａ）（ａ）（ａ）（ａ）（ａ） （ｆ）（ｆ）（ｆ）（ｆ）（ｆ）（ｆ）（ｆ）

９００≦Ｄ＜１２００９００≦Ｄ＜１２００９００≦Ｄ＜１２００９００≦Ｄ＜１２００９００≦Ｄ＜１２００９００≦Ｄ＜１２００９００≦Ｄ＜１２００

６００≦Ｄ＜９００６００≦Ｄ＜９００６００≦Ｄ＜９００６００≦Ｄ＜９００６００≦Ｄ＜９００６００≦Ｄ＜９００６００≦Ｄ＜９００

１２００≦Ｄ１２００≦Ｄ１２００≦Ｄ１２００≦Ｄ１２００≦Ｄ１２００≦Ｄ１２００≦Ｄ

※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。

※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。※Ｌ３ｈを確保出来ない場合は、標仕（５．３．４（ｄ）（３））によることができる。

ＬｂＬｂＬｂＬｂＬｂＬｂＬｂ

※ 柱幅が大きくて、直線部だけでＬ２が※ 柱幅が大きくて、直線部だけでＬ２が※ 柱幅が大きくて、直線部だけでＬ２が※ 柱幅が大きくて、直線部だけでＬ２が※ 柱幅が大きくて、直線部だけでＬ２が※ 柱幅が大きくて、直線部だけでＬ２が※ 柱幅が大きくて、直線部だけでＬ２が

７５～１００７５～１００７５～１００７５～１００７５～１００７５～１００７５～１００ ６０６０６０６０６０６０６０

ＬＬＬＬＬＬＬ

Ｌ３Ｌ３Ｌ３Ｌ３Ｌ３Ｌ３Ｌ３

Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

１．先端の折曲げの長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げの長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げの長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げの長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げの長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げの長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げの長さＬは、スラブ厚さより
　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。

２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通
　　してスラブに定着してもよい。　　してスラブに定着してもよい。　　してスラブに定着してもよい。　　してスラブに定着してもよい。　　してスラブに定着してもよい。　　してスラブに定着してもよい。　　してスラブに定着してもよい。

標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置

BBBBBBB

BBBBBBB

A  CA  CA  CA  CA  CA  CA  C

短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向

長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向

短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋
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以
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１
０

ｄ
以

上

１０ｄかつ１５ｄ以上１０ｄかつ１５ｄ以上１０ｄかつ１５ｄ以上１０ｄかつ１５ｄ以上１０ｄかつ１５ｄ以上１０ｄかつ１５ｄ以上１０ｄかつ１５ｄ以上

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

肩筋Ｄ１３以上肩筋Ｄ１３以上肩筋Ｄ１３以上肩筋Ｄ１３以上肩筋Ｄ１３以上肩筋Ｄ１３以上肩筋Ｄ１３以上 １５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ
Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

CCCCCCC AAAAAAA

補強筋は各３－Ｄ１３ 又はスラブ主筋の同一径補強筋は各３－Ｄ１３ 又はスラブ主筋の同一径補強筋は各３－Ｄ１３ 又はスラブ主筋の同一径補強筋は各３－Ｄ１３ 又はスラブ主筋の同一径補強筋は各３－Ｄ１３ 又はスラブ主筋の同一径補強筋は各３－Ｄ１３ 又はスラブ主筋の同一径補強筋は各３－Ｄ１３ 又はスラブ主筋の同一径
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出隅受け部配筋は柱出隅受け部配筋は柱出隅受け部配筋は柱出隅受け部配筋は柱出隅受け部配筋は柱出隅受け部配筋は柱出隅受け部配筋は柱
又は梁にＬ１定着する。又は梁にＬ１定着する。又は梁にＬ１定着する。又は梁にＬ１定着する。又は梁にＬ１定着する。又は梁にＬ１定着する。又は梁にＬ１定着する。

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

孔と孔のへりあきは１００以上孔と孔のへりあきは１００以上孔と孔のへりあきは１００以上孔と孔のへりあきは１００以上孔と孔のへりあきは１００以上孔と孔のへりあきは１００以上孔と孔のへりあきは１００以上
床版厚さ  D床版厚さ  D床版厚さ  D床版厚さ  D床版厚さ  D床版厚さ  D床版厚さ  D 周   囲周   囲周   囲周   囲周   囲周   囲周   囲 斜   め斜   め斜   め斜   め斜   め斜   め斜   め

１５０＜Ｄ≦２００１５０＜Ｄ≦２００１５０＜Ｄ≦２００１５０＜Ｄ≦２００１５０＜Ｄ≦２００１５０＜Ｄ≦２００１５０＜Ｄ≦２００

２００＜Ｄ≦３００２００＜Ｄ≦３００２００＜Ｄ≦３００２００＜Ｄ≦３００２００＜Ｄ≦３００２００＜Ｄ≦３００２００＜Ｄ≦３００

Ｄ≦150Ｄ≦150Ｄ≦150Ｄ≦150Ｄ≦150Ｄ≦150Ｄ≦150 各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３

各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３ 各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３各　２－Ｄ１３

各　１－Ｄ１３各　１－Ｄ１３各　１－Ｄ１３各　１－Ｄ１３各　１－Ｄ１３各　１－Ｄ１３各　１－Ｄ１３

各　２－Ｄ１９各　２－Ｄ１９各　２－Ｄ１９各　２－Ｄ１９各　２－Ｄ１９各　２－Ｄ１９各　２－Ｄ１９ 各　２－Ｄ１６各　２－Ｄ１６各　２－Ｄ１６各　２－Ｄ１６各　２－Ｄ１６各　２－Ｄ１６各　２－Ｄ１６

(開口部の径５００程度の場合)　(開口部の径５００程度の場合)　(開口部の径５００程度の場合)　(開口部の径５００程度の場合)　(開口部の径５００程度の場合)　(開口部の径５００程度の場合)　(開口部の径５００程度の場合)　
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Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６

Ｄ１０ @１５０Ｄ１０ @１５０Ｄ１０ @１５０Ｄ１０ @１５０Ｄ１０ @１５０Ｄ１０ @１５０Ｄ１０ @１５０
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ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ

Ｄ１０ @ ２００Ｄ１０ @ ２００Ｄ１０ @ ２００Ｄ１０ @ ２００Ｄ１０ @ ２００Ｄ１０ @ ２００Ｄ１０ @ ２００

折り曲げ Ｄ１０ @ ２００折り曲げ Ｄ１０ @ ２００折り曲げ Ｄ１０ @ ２００折り曲げ Ｄ１０ @ ２００折り曲げ Ｄ１０ @ ２００折り曲げ Ｄ１０ @ ２００折り曲げ Ｄ１０ @ ２００

Ｄ１０ @ １５０Ｄ１０ @ １５０Ｄ１０ @ １５０Ｄ１０ @ １５０Ｄ１０ @ １５０Ｄ１０ @ １５０Ｄ１０ @ １５０

Ｄ１３ @ ２００ ダブルＤ１３ @ ２００ ダブルＤ１３ @ ２００ ダブルＤ１３ @ ２００ ダブルＤ１３ @ ２００ ダブルＤ１３ @ ２００ ダブルＤ１３ @ ２００ ダブル
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２５０２５０２５０２５０２５０２５０２５０

２－Ｄ１６２－Ｄ１６２－Ｄ１６２－Ｄ１６２－Ｄ１６２－Ｄ１６２－Ｄ１６

１２００Ｘ６００以下１２００Ｘ６００以下１２００Ｘ６００以下１２００Ｘ６００以下１２００Ｘ６００以下１２００Ｘ６００以下１２００Ｘ６００以下 ２－Ｄ１６２－Ｄ１６２－Ｄ１６２－Ｄ１６２－Ｄ１６２－Ｄ１６２－Ｄ１６

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ
ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ

３００３００３００３００３００３００３００ ５０５０５０５０５０５０５０

・設計配筋間隔の１／２ピッチ  長さ ２Ｌ１以上・設計配筋間隔の１／２ピッチ  長さ ２Ｌ１以上・設計配筋間隔の１／２ピッチ  長さ ２Ｌ１以上・設計配筋間隔の１／２ピッチ  長さ ２Ｌ１以上・設計配筋間隔の１／２ピッチ  長さ ２Ｌ１以上・設計配筋間隔の１／２ピッチ  長さ ２Ｌ１以上・設計配筋間隔の１／２ピッチ  長さ ２Ｌ１以上

・無筋部分 Ｄ１０ @ ２００  長さ ８００ 以上・無筋部分 Ｄ１０ @ ２００  長さ ８００ 以上・無筋部分 Ｄ１０ @ ２００  長さ ８００ 以上・無筋部分 Ｄ１０ @ ２００  長さ ８００ 以上・無筋部分 Ｄ１０ @ ２００  長さ ８００ 以上・無筋部分 Ｄ１０ @ ２００  長さ ８００ 以上・無筋部分 Ｄ１０ @ ２００  長さ ８００ 以上

で  　＝１，５００とし、上端筋の下に配筋するで  　＝１，５００とし、上端筋の下に配筋するで  　＝１，５００とし、上端筋の下に配筋するで  　＝１，５００とし、上端筋の下に配筋するで  　＝１，５００とし、上端筋の下に配筋するで  　＝１，５００とし、上端筋の下に配筋するで  　＝１，５００とし、上端筋の下に配筋する
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Ｌ
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Ｌ
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１
５

０
程
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１５０程度１５０程度１５０程度１５０程度１５０程度１５０程度１５０程度

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３
１，０００１，０００１，０００１，０００１，０００１，０００１，０００

Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０

１，０００１，０００１，０００１，０００１，０００１，０００１，０００

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３ Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３
2 - Ｄ１３2 - Ｄ１３2 - Ｄ１３2 - Ｄ１３2 - Ｄ１３2 - Ｄ１３2 - Ｄ１３ 2 - Ｄ１３2 - Ｄ１３2 - Ｄ１３2 - Ｄ１３2 - Ｄ１３2 - Ｄ１３2 - Ｄ１３

Ｄ１０@４００程度Ｄ１０@４００程度Ｄ１０@４００程度Ｄ１０@４００程度Ｄ１０@４００程度Ｄ１０@４００程度Ｄ１０@４００程度

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

２５０２５０２５０２５０２５０２５０２５０ ２５０２５０２５０２５０２５０２５０２５０ｔｔｔｔｔｔｔ

ＷＷ ＷＷ ＷＷ Ｗ

２５０２５０２５０２５０２５０２５０２５０ ２５０２５０２５０２５０２５０２５０２５０ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔはスリット長さの１／１００以上とする。ｔはスリット長さの１／１００以上とする。ｔはスリット長さの１／１００以上とする。ｔはスリット長さの１／１００以上とする。ｔはスリット長さの１／１００以上とする。ｔはスリット長さの１／１００以上とする。ｔはスリット長さの１／１００以上とする。

Ｄ１０@４００程度Ｄ１０@４００程度Ｄ１０@４００程度Ｄ１０@４００程度Ｄ１０@４００程度Ｄ１０@４００程度Ｄ１０@４００程度

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ≦Ｄ/６．Ｗｔ／２Ｗ≦Ｄ/６．Ｗｔ／２Ｗ≦Ｄ/６．Ｗｔ／２Ｗ≦Ｄ/６．Ｗｔ／２Ｗ≦Ｄ/６．Ｗｔ／２Ｗ≦Ｄ/６．Ｗｔ／２Ｗ≦Ｄ/６．Ｗｔ／２
かつ７㎝かつ７㎝かつ７㎝かつ７㎝かつ７㎝かつ７㎝かつ７㎝

スリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さは
２－（４）被り厚さの表、最小２－（４）被り厚さの表、最小２－（４）被り厚さの表、最小２－（４）被り厚さの表、最小２－（４）被り厚さの表、最小２－（４）被り厚さの表、最小２－（４）被り厚さの表、最小
被り厚さ以上とする。被り厚さ以上とする。被り厚さ以上とする。被り厚さ以上とする。被り厚さ以上とする。被り厚さ以上とする。被り厚さ以上とする。

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３
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１
０

０
以

下

１２０以上１２０以上１２０以上１２０以上１２０以上１２０以上１２０以上
Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上 Ｄ１０ @ ２００Ｄ１０ @ ２００Ｄ１０ @ ２００Ｄ１０ @ ２００Ｄ１０ @ ２００Ｄ１０ @ ２００Ｄ１０ @ ２００

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１０ @ ２００ ダブルＤ１０ @ ２００ ダブルＤ１０ @ ２００ ダブルＤ１０ @ ２００ ダブルＤ１０ @ ２００ ダブルＤ１０ @ ２００ ダブルＤ１０ @ ２００ ダブル

Ｄ１０ @ １５０ ダブルＤ１０ @ １５０ ダブルＤ１０ @ １５０ ダブルＤ１０ @ １５０ ダブルＤ１０ @ １５０ ダブルＤ１０ @ １５０ ダブルＤ１０ @ １５０ ダブル
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下

(但し、Ｈ＞８００以上の場合は設計図による)(但し、Ｈ＞８００以上の場合は設計図による)(但し、Ｈ＞８００以上の場合は設計図による)(但し、Ｈ＞８００以上の場合は設計図による)(但し、Ｈ＞８００以上の場合は設計図による)(但し、Ｈ＞８００以上の場合は設計図による)(但し、Ｈ＞８００以上の場合は設計図による)

注）ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする．但し、２００≦ｈ≦４００注）ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする．但し、２００≦ｈ≦４００注）ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする．但し、２００≦ｈ≦４００注）ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする．但し、２００≦ｈ≦４００注）ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする．但し、２００≦ｈ≦４００注）ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする．但し、２００≦ｈ≦４００注）ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする．但し、２００≦ｈ≦４００

注）ｈ０≦２５ｔかつ３５００以下とする．但し、直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く．注）ｈ０≦２５ｔかつ３５００以下とする．但し、直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く．注）ｈ０≦２５ｔかつ３５００以下とする．但し、直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く．注）ｈ０≦２５ｔかつ３５００以下とする．但し、直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く．注）ｈ０≦２５ｔかつ３５００以下とする．但し、直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く．注）ｈ０≦２５ｔかつ３５００以下とする．但し、直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く．注）ｈ０≦２５ｔかつ３５００以下とする．但し、直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く．

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１０ @ ４００Ｄ１０ @ ４００Ｄ１０ @ ４００Ｄ１０ @ ４００Ｄ１０ @ ４００Ｄ１０ @ ４００Ｄ１０ @ ４００

Ｄ１０ @ ６００Ｄ１０ @ ６００Ｄ１０ @ ６００Ｄ１０ @ ６００Ｄ１０ @ ６００Ｄ１０ @ ６００Ｄ１０ @ ６００

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３ Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１０ @ ６００Ｄ１０ @ ６００Ｄ１０ @ ６００Ｄ１０ @ ６００Ｄ１０ @ ６００Ｄ１０ @ ６００Ｄ１０ @ ６００

Ｄ１０ @ ４００Ｄ１０ @ ４００Ｄ１０ @ ４００Ｄ１０ @ ４００Ｄ１０ @ ４００Ｄ１０ @ ４００Ｄ１０ @ ４００

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

３００３００３００３００３００３００３００
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３

０
０

３
０

０
３

０
０

３
０

０
３

０
０

３
０

０

３００３００３００３００３００３００３００

ａ及びｂ≦２００ａ及びｂ≦２００ａ及びｂ≦２００ａ及びｂ≦２００ａ及びｂ≦２００ａ及びｂ≦２００ａ及びｂ≦２００

補強縦筋補強縦筋補強縦筋補強縦筋補強縦筋補強縦筋補強縦筋

増打ち部面積（Ａｃｍ２）増打ち部面積（Ａｃｍ２）増打ち部面積（Ａｃｍ２）増打ち部面積（Ａｃｍ２）増打ち部面積（Ａｃｍ２）増打ち部面積（Ａｃｍ２）増打ち部面積（Ａｃｍ２） Ａ＜５００Ａ＜５００Ａ＜５００Ａ＜５００Ａ＜５００Ａ＜５００Ａ＜５００

３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６

５００≦Ａ＜１０００５００≦Ａ＜１０００５００≦Ａ＜１０００５００≦Ａ＜１０００５００≦Ａ＜１０００５００≦Ａ＜１０００５００≦Ａ＜１０００

４－Ｄ１６４－Ｄ１６４－Ｄ１６４－Ｄ１６４－Ｄ１６４－Ｄ１６４－Ｄ１６

１０００≦Ａ＜１５００１０００≦Ａ＜１５００１０００≦Ａ＜１５００１０００≦Ａ＜１５００１０００≦Ａ＜１５００１０００≦Ａ＜１５００１０００≦Ａ＜１５００

６－Ｄ１６６－Ｄ１６６－Ｄ１６６－Ｄ１６６－Ｄ１６６－Ｄ１６６－Ｄ１６

３００３００３００３００３００３００３００

３
０

０
３

０
０

３
０

０
３

０
０

３
０

０
３

０
０

３
０

０

Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０

ＤＤＤＤＤＤＤ

・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６以上）とする・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６以上）とする・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６以上）とする・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６以上）とする・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６以上）とする・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６以上）とする・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６以上）とする

・腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋に合せる・腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋に合せる・腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋に合せる・腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋に合せる・腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋に合せる・腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋に合せる・腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋に合せる

・Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする・Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする・Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする・Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする・Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする・Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする・Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする

・ａは１００～２００程度・ａは１００～２００程度・ａは１００～２００程度・ａは１００～２００程度・ａは１００～２００程度・ａは１００～２００程度・ａは１００～２００程度

梁端部（  ／１０以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける梁端部（  ／１０以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける梁端部（  ／１０以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける梁端部（  ／１０以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける梁端部（  ／１０以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける梁端部（  ／１０以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける梁端部（  ／１０以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける

Ｄ
/３

Ｄ
/３

Ｄ
/３

Ｄ
/３

Ｄ
/３

Ｄ
/３

Ｄ
/３ ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ

（φ１＋φ２）Ｘ３／２以上（φ１＋φ２）Ｘ３／２以上（φ１＋φ２）Ｘ３／２以上（φ１＋φ２）Ｘ３／２以上（φ１＋φ２）Ｘ３／２以上（φ１＋φ２）Ｘ３／２以上（φ１＋φ２）Ｘ３／２以上

８０８０８０８０８０８０８０ １００１００１００１００１００１００１００

２ －（ ２ - Ｄ１３ )２ －（ ２ - Ｄ１３ )２ －（ ２ - Ｄ１３ )２ －（ ２ - Ｄ１３ )２ －（ ２ - Ｄ１３ )２ －（ ２ - Ｄ１３ )２ －（ ２ - Ｄ１３ )

ＳＴ ２ － Ｄ１３ＳＴ ２ － Ｄ１３ＳＴ ２ － Ｄ１３ＳＴ ２ － Ｄ１３ＳＴ ２ － Ｄ１３ＳＴ ２ － Ｄ１３ＳＴ ２ － Ｄ１３

１００ ＜１００ ＜１００ ＜１００ ＜１００ ＜１００ ＜１００ ＜ １５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０

２ －（ ２ － Ｄ１３ ）２ －（ ２ － Ｄ１３ ）２ －（ ２ － Ｄ１３ ）２ －（ ２ － Ｄ１３ ）２ －（ ２ － Ｄ１３ ）２ －（ ２ － Ｄ１３ ）２ －（ ２ － Ｄ１３ ）
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（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）

平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき

削り面削り面削り面削り面削り面削り面削り面

θθθθθθθ

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢 F. VF. VF. VF. VF. VF. VF. V

θθθθθθθ GGGGGGG LLLLLLL θθθθθθθ GGGGGGG LLLLLLLt1t1t1t1t1t1t1 t1t1t1t1t1t1t1

BBBBBBB

SSSSSSS

ttttttt

φφφφφφφ θθθθθθθ

プレートプレートプレートプレートプレートプレートプレート

寸法（㎜）寸法（㎜）寸法（㎜）寸法（㎜）寸法（㎜）寸法（㎜）寸法（㎜）

θθθθθθθ

（注） f: 余盛（注） f: 余盛（注） f: 余盛（注） f: 余盛（注） f: 余盛（注） f: 余盛（注） f: 余盛 G: ルート間隔G: ルート間隔G: ルート間隔G: ルート間隔G: ルート間隔G: ルート間隔G: ルート間隔 R: フェースR: フェースR: フェースR: フェースR: フェースR: フェースR: フェース S: 脚長S: 脚長S: 脚長S: 脚長S: 脚長S: 脚長S: 脚長

（単位 ㎜）（単位 ㎜）（単位 ㎜）（単位 ㎜）（単位 ㎜）（単位 ㎜）（単位 ㎜）
一般事項一般事項一般事項一般事項一般事項一般事項一般事項

（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般

（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合

（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合

溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする

（ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機（ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機（ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機（ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機（ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機（ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機（ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機

（ロ）アークエアーガウジング機（直流）（ロ）アークエアーガウジング機（直流）（ロ）アークエアーガウジング機（直流）（ロ）アークエアーガウジング機（直流）（ロ）アークエアーガウジング機（直流）（ロ）アークエアーガウジング機（直流）（ロ）アークエアーガウジング機（直流） （ホ）溶接電流を測定する電流計（ホ）溶接電流を測定する電流計（ホ）溶接電流を測定する電流計（ホ）溶接電流を測定する電流計（ホ）溶接電流を測定する電流計（ホ）溶接電流を測定する電流計（ホ）溶接電流を測定する電流計

（ハ）サブマージアーク溶接機 1式（ハ）サブマージアーク溶接機 1式（ハ）サブマージアーク溶接機 1式（ハ）サブマージアーク溶接機 1式（ハ）サブマージアーク溶接機 1式（ハ）サブマージアーク溶接機 1式（ハ）サブマージアーク溶接機 1式 （ヘ）溶接棒乾燥機（ヘ）溶接棒乾燥機（ヘ）溶接棒乾燥機（ヘ）溶接棒乾燥機（ヘ）溶接棒乾燥機（ヘ）溶接棒乾燥機（ヘ）溶接棒乾燥機

上向 O上向 O上向 O上向 O上向 O上向 O上向 O横向 H横向 H横向 H横向 H横向 H横向 H横向 H立向 V立向 V立向 V立向 V立向 V立向 V立向 V下向 F下向 F下向 F下向 F下向 F下向 F下向 F

良良良良良良良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良良良良良良良良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良

（イ）仮付位置（イ）仮付位置（イ）仮付位置（イ）仮付位置（イ）仮付位置（イ）仮付位置（イ）仮付位置

仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接

開先面開先面開先面開先面開先面開先面開先面

又は工事監理者の承認を得る又は工事監理者の承認を得る又は工事監理者の承認を得る又は工事監理者の承認を得る又は工事監理者の承認を得る又は工事監理者の承認を得る又は工事監理者の承認を得る

プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

エンドタブの材質は、母材と同質とするエンドタブの材質は、母材と同質とするエンドタブの材質は、母材と同質とするエンドタブの材質は、母材と同質とするエンドタブの材質は、母材と同質とするエンドタブの材質は、母材と同質とするエンドタブの材質は、母材と同質とする

エンドタブを取り付けるエンドタブを取り付けるエンドタブを取り付けるエンドタブを取り付けるエンドタブを取り付けるエンドタブを取り付けるエンドタブを取り付ける

  Ⅰ）  Ⅰ）  Ⅰ）  Ⅰ）  Ⅰ）  Ⅰ）  Ⅰ）

  Ⅱ）  Ⅱ）  Ⅱ）  Ⅱ）  Ⅱ）  Ⅱ）  Ⅱ）

  Ⅲ）  Ⅲ）  Ⅲ）  Ⅲ）  Ⅲ）  Ⅲ）  Ⅲ）

  Ⅳ）  Ⅳ）  Ⅳ）  Ⅳ）  Ⅳ）  Ⅳ）  Ⅳ）

（イ）エンドタブ（イ）エンドタブ（イ）エンドタブ（イ）エンドタブ（イ）エンドタブ（イ）エンドタブ（イ）エンドタブ

エンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブ

（ロ）裏あて金（ロ）裏あて金（ロ）裏あて金（ロ）裏あて金（ロ）裏あて金（ロ）裏あて金（ロ）裏あて金

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする

（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

（５）塗装（５）塗装（５）塗装（５）塗装（５）塗装（５）塗装（５）塗装

（ニ）裏はつり（ニ）裏はつり（ニ）裏はつり（ニ）裏はつり（ニ）裏はつり（ニ）裏はつり（ニ）裏はつり

（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

励行し、部材に確認マークをつける励行し、部材に確認マークをつける励行し、部材に確認マークをつける励行し、部材に確認マークをつける励行し、部材に確認マークをつける励行し、部材に確認マークをつける励行し、部材に確認マークをつける

　　　をいためない様に、養生を行なう　　　をいためない様に、養生を行なう　　　をいためない様に、養生を行なう　　　をいためない様に、養生を行なう　　　をいためない様に、養生を行なう　　　をいためない様に、養生を行なう　　　をいためない様に、養生を行なう

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

スカーラップスカーラップスカーラップスカーラップスカーラップスカーラップスカーラップ

rrrrrrr

１．１．１．１．１．１．１． ２．２．２．２．２．２．２．

（イ）交流アーク溶接機  ３００Ａ ～ ５００Ａ（イ）交流アーク溶接機  ３００Ａ ～ ５００Ａ（イ）交流アーク溶接機  ３００Ａ ～ ５００Ａ（イ）交流アーク溶接機  ３００Ａ ～ ５００Ａ（イ）交流アーク溶接機  ３００Ａ ～ ５００Ａ（イ）交流アーク溶接機  ３００Ａ ～ ５００Ａ（イ）交流アーク溶接機  ３００Ａ ～ ５００Ａ

アーク手溶接 （ＭＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）

溶接技能者は施工する溶接に適応する ＪＩＳ Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ Ｚ３８４１（半自動溶接）の溶接技能者は施工する溶接に適応する ＪＩＳ Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ Ｚ３８４１（半自動溶接）の溶接技能者は施工する溶接に適応する ＪＩＳ Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ Ｚ３８４１（半自動溶接）の溶接技能者は施工する溶接に適応する ＪＩＳ Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ Ｚ３８４１（半自動溶接）の溶接技能者は施工する溶接に適応する ＪＩＳ Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ Ｚ３８４１（半自動溶接）の溶接技能者は施工する溶接に適応する ＪＩＳ Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ Ｚ３８４１（半自動溶接）の溶接技能者は施工する溶接に適応する ＪＩＳ Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ Ｚ３８４１（半自動溶接）の

ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）

アークエアーガウジング（ＡＡＧ）アークエアーガウジング（ＡＡＧ）アークエアーガウジング（ＡＡＧ）アークエアーガウジング（ＡＡＧ）アークエアーガウジング（ＡＡＧ）アークエアーガウジング（ＡＡＧ）アークエアーガウジング（ＡＡＧ）セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＮＧＣ）セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＮＧＣ）セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＮＧＣ）セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＮＧＣ）セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＮＧＣ）セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＮＧＣ）セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＮＧＣ）

（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査

（ａ）　構造設計仕様による（ａ）　構造設計仕様による（ａ）　構造設計仕様による（ａ）　構造設計仕様による（ａ）　構造設計仕様による（ａ）　構造設計仕様による（ａ）　構造設計仕様による

（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（ｃ）　高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする（ｃ）　高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする（ｃ）　高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする（ｃ）　高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする（ｃ）　高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする（ｃ）　高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする（ｃ）　高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする

（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（ａ）　溶接技能者（ａ）　溶接技能者（ａ）　溶接技能者（ａ）　溶接技能者（ａ）　溶接技能者（ａ）　溶接技能者（ａ）　溶接技能者

（ｂ）　溶接機器（ｂ）　溶接機器（ｂ）　溶接機器（ｂ）　溶接機器（ｂ）　溶接機器（ｂ）　溶接機器（ｂ）　溶接機器

（ｃ）　溶接方法（ｃ）　溶接方法（ｃ）　溶接方法（ｃ）　溶接方法（ｃ）　溶接方法（ｃ）　溶接方法（ｃ）　溶接方法

（ｄ）　溶接姿勢（ｄ）　溶接姿勢（ｄ）　溶接姿勢（ｄ）　溶接姿勢（ｄ）　溶接姿勢（ｄ）　溶接姿勢（ｄ）　溶接姿勢

（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

（ｆ）　溶接施工（ｆ）　溶接施工（ｆ）　溶接施工（ｆ）　溶接施工（ｆ）　溶接施工（ｆ）　溶接施工（ｆ）　溶接施工

かつ２ｔ以上かつ２ｔ以上かつ２ｔ以上かつ２ｔ以上かつ２ｔ以上かつ２ｔ以上かつ２ｔ以上

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

但し梁成が D = １５０㎜ 未満の場合の但し梁成が D = １５０㎜ 未満の場合の但し梁成が D = １５０㎜ 未満の場合の但し梁成が D = １５０㎜ 未満の場合の但し梁成が D = １５０㎜ 未満の場合の但し梁成が D = １５０㎜ 未満の場合の但し梁成が D = １５０㎜ 未満の場合の

スカーラップは r = ２０㎜ とするスカーラップは r = ２０㎜ とするスカーラップは r = ２０㎜ とするスカーラップは r = ２０㎜ とするスカーラップは r = ２０㎜ とするスカーラップは r = ２０㎜ とするスカーラップは r = ２０㎜ とする

r = １０㎜r = １０㎜r = １０㎜r = １０㎜r = １０㎜r = １０㎜r = １０㎜

r = ３０～３５㎜r = ３０～３５㎜r = ３０～３５㎜r = ３０～３５㎜r = ３０～３５㎜r = ３０～３５㎜r = ３０～３５㎜

エンドタブの長さは、ＭＣ :  ３５㎜以上エンドタブの長さは、ＭＣ :  ３５㎜以上エンドタブの長さは、ＭＣ :  ３５㎜以上エンドタブの長さは、ＭＣ :  ３５㎜以上エンドタブの長さは、ＭＣ :  ３５㎜以上エンドタブの長さは、ＭＣ :  ３５㎜以上エンドタブの長さは、ＭＣ :  ３５㎜以上

（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜以下のものとする（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜以下のものとする（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜以下のものとする（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜以下のものとする（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜以下のものとする（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜以下のものとする（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜以下のものとする

ＮＧＣ､ＧＣ :  ４０㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、ＮＧＣ､ＧＣ :  ４０㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、ＮＧＣ､ＧＣ :  ４０㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、ＮＧＣ､ＧＣ :  ４０㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、ＮＧＣ､ＧＣ :  ４０㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、ＮＧＣ､ＧＣ :  ４０㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、ＮＧＣ､ＧＣ :  ４０㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

母材より１０㎜程残し切断して、グラインダー仕上げとする母材より１０㎜程残し切断して、グラインダー仕上げとする母材より１０㎜程残し切断して、グラインダー仕上げとする母材より１０㎜程残し切断して、グラインダー仕上げとする母材より１０㎜程残し切断して、グラインダー仕上げとする母材より１０㎜程残し切断して、グラインダー仕上げとする母材より１０㎜程残し切断して、グラインダー仕上げとする

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６㎜、材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６㎜、材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６㎜、材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６㎜、材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６㎜、材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６㎜、材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６㎜、

半自動溶接で９㎜以上とする半自動溶接で９㎜以上とする半自動溶接で９㎜以上とする半自動溶接で９㎜以上とする半自動溶接で９㎜以上とする半自動溶接で９㎜以上とする半自動溶接で９㎜以上とする

（ハ）スカーラップ半径は３０～３５㎜と、１０㎜のダブルアールとする（ハ）スカーラップ半径は３０～３５㎜と、１０㎜のダブルアールとする（ハ）スカーラップ半径は３０～３５㎜と、１０㎜のダブルアールとする（ハ）スカーラップ半径は３０～３５㎜と、１０㎜のダブルアールとする（ハ）スカーラップ半径は３０～３５㎜と、１０㎜のダブルアールとする（ハ）スカーラップ半径は３０～３５㎜と、１０㎜のダブルアールとする（ハ）スカーラップ半径は３０～３５㎜と、１０㎜のダブルアールとする

３５㎜以上３５㎜以上３５㎜以上３５㎜以上３５㎜以上３５㎜以上３５㎜以上

ｔ≦１６㎜ｔ≦１６㎜ｔ≦１６㎜ｔ≦１６㎜ｔ≦１６㎜ｔ≦１６㎜ｔ≦１６㎜

７以下７以下７以下７以下７以下７以下７以下 ８～１０８～１０８～１０８～１０８～１０８～１０８～１０ １１～１３１１～１３１１～１３１１～１３１１～１３１１～１３１１～１３ １４～１６１４～１６１４～１６１４～１６１４～１６１４～１６１４～１６

７７７７７７７６６６６６６６ １０１０１０１０１０１０１０ １２１２１２１２１２１２１２

・但し片面溶接の場合はｓ＝ｔとする・但し片面溶接の場合はｓ＝ｔとする・但し片面溶接の場合はｓ＝ｔとする・但し片面溶接の場合はｓ＝ｔとする・但し片面溶接の場合はｓ＝ｔとする・但し片面溶接の場合はｓ＝ｔとする・但し片面溶接の場合はｓ＝ｔとする

・t は t１、t２の小なる方とする・t は t１、t２の小なる方とする・t は t１、t２の小なる方とする・t は t１、t２の小なる方とする・t は t１、t２の小なる方とする・t は t１、t２の小なる方とする・t は t１、t２の小なる方とする

　余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする　余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする　余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする　余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする　余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする　余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする　余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする

・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚と・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚と・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚と・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚と・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚と・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚と・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚と

Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１ Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１

Ｇ＝０Ｇ＝０Ｇ＝０Ｇ＝０Ｇ＝０Ｇ＝０Ｇ＝０
θ＝６０゜θ＝６０゜θ＝６０゜θ＝６０゜θ＝６０゜θ＝６０゜θ＝６０゜θ＝６０゜θ＝６０゜θ＝６０゜θ＝６０゜θ＝６０゜θ＝６０゜θ＝６０゜

Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２ ｔ／４　≦　Ｓ　≦　１０㎜ｔ／４　≦　Ｓ　≦　１０㎜ｔ／４　≦　Ｓ　≦　１０㎜ｔ／４　≦　Ｓ　≦　１０㎜ｔ／４　≦　Ｓ　≦　１０㎜ｔ／４　≦　Ｓ　≦　１０㎜ｔ／４　≦　Ｓ　≦　１０㎜

ｔ　≦　ｔ１ｔ　≦　ｔ１ｔ　≦　ｔ１ｔ　≦　ｔ１ｔ　≦　ｔ１ｔ　≦　ｔ１ｔ　≦　ｔ１

ｔｔｔｔｔｔｔ ｔ＞１６㎜ｔ＞１６㎜ｔ＞１６㎜ｔ＞１６㎜ｔ＞１６㎜ｔ＞１６㎜ｔ＞１６㎜

（平継手 Ｔ型継手）（平継手 Ｔ型継手）（平継手 Ｔ型継手）（平継手 Ｔ型継手）（平継手 Ｔ型継手）（平継手 Ｔ型継手）（平継手 Ｔ型継手）

θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°

Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２

ｆｆｆｆｆｆｆ

ｆｆｆｆｆｆｆ

ｔｔｔｔｔｔｔ

Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）

・両側に補強すみ肉溶接を付加する　　ＡＡＧ・両側に補強すみ肉溶接を付加する　　ＡＡＧ・両側に補強すみ肉溶接を付加する　　ＡＡＧ・両側に補強すみ肉溶接を付加する　　ＡＡＧ・両側に補強すみ肉溶接を付加する　　ＡＡＧ・両側に補強すみ肉溶接を付加する　　ＡＡＧ・両側に補強すみ肉溶接を付加する　　ＡＡＧ

f　＝　ｔ／４f　＝　ｔ／４f　＝　ｔ／４f　＝　ｔ／４f　＝　ｔ／４f　＝　ｔ／４f　＝　ｔ／４

６＜ｔ＜１９㎜６＜ｔ＜１９㎜６＜ｔ＜１９㎜６＜ｔ＜１９㎜６＜ｔ＜１９㎜６＜ｔ＜１９㎜６＜ｔ＜１９㎜

GGGGGGG

ｆｆｆｆｆｆｆ

Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２

２５㎜以上２５㎜以上２５㎜以上２５㎜以上２５㎜以上２５㎜以上２５㎜以上

f　＝　ｔ／４f　＝　ｔ／４f　＝　ｔ／４f　＝　ｔ／４f　＝　ｔ／４f　＝　ｔ／４f　＝　ｔ／４

ＭＣ ＮＧＣＭＣ ＮＧＣＭＣ ＮＧＣＭＣ ＮＧＣＭＣ ＮＧＣＭＣ ＮＧＣＭＣ ＮＧＣ ＧＣＧＣＧＣＧＣＧＣＧＣＧＣ

ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜

６≦ｔ＜１２６≦ｔ＜１２６≦ｔ＜１２６≦ｔ＜１２６≦ｔ＜１２６≦ｔ＜１２６≦ｔ＜１２

１２≦ｔ＜１６１２≦ｔ＜１６１２≦ｔ＜１６１２≦ｔ＜１６１２≦ｔ＜１６１２≦ｔ＜１６１２≦ｔ＜１６

１６≦ｔ１６≦ｔ１６≦ｔ１６≦ｔ１６≦ｔ１６≦ｔ１６≦ｔ

ＧＧＧＧＧＧＧ ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

４５°４５°４５°４５°４５°４５°４５°

３５°３５°３５°３５°３５°３５°３５°

３５°３５°３５°３５°３５°３５°３５°

６６６６６６６ ６６６６６６６

９９９９９９９ ９９９９９９９

９９９９９９９９９９９９９９

５５５５５５５

８８８８８８８

８８８８８８８

４５°４５°４５°４５°４５°４５°４５°

４５°４５°４５°４５°４５°４５°４５°

３５°３５°３５°３５°３５°３５°３５°

６６６６６６６

６６６６６６６

９９９９９９９

６６６６６６６

９９９９９９９

９９９９９９９ ８８８８８８８

８８８８８８８

５５５５５５５

θ＝４５°（５５°）θ＝４５°（５５°）θ＝４５°（５５°）θ＝４５°（５５°）θ＝４５°（５５°）θ＝４５°（５５°）θ＝４５°（５５°）

ｆｆｆｆｆｆｆ

ｆｆｆｆｆｆｆ

Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２

Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２

θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°

２／３ｔ２／３ｔ２／３ｔ２／３ｔ２／３ｔ２／３ｔ２／３ｔ

１／３ｔ１／３ｔ１／３ｔ１／３ｔ１／３ｔ１／３ｔ１／３ｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ

　ＡＡＧ（ ）内はＧＣでＦ．Ｈの場合　ＡＡＧ（ ）内はＧＣでＦ．Ｈの場合　ＡＡＧ（ ）内はＧＣでＦ．Ｈの場合　ＡＡＧ（ ）内はＧＣでＦ．Ｈの場合　ＡＡＧ（ ）内はＧＣでＦ．Ｈの場合　ＡＡＧ（ ）内はＧＣでＦ．Ｈの場合　ＡＡＧ（ ）内はＧＣでＦ．Ｈの場合

ｆ　＝　ｔ／４ｆ　＝　ｔ／４ｆ　＝　ｔ／４ｆ　＝　ｔ／４ｆ　＝　ｔ／４ｆ　＝　ｔ／４ｆ　＝　ｔ／４

Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛

ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４

４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２

１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９

ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９

１１１１１１１

２２２２２２２

３３３３３３３

４４４４４４４

ｔｔｔｔｔｔｔ ｔ≧１９㎜ｔ≧１９㎜ｔ≧１９㎜ｔ≧１９㎜ｔ≧１９㎜ｔ≧１９㎜ｔ≧１９㎜

ｆ≧０．５㎜（ただし、ｔ≧１５㎜のときｆ≧０．５㎜（ただし、ｔ≧１５㎜のときｆ≧０．５㎜（ただし、ｔ≧１５㎜のときｆ≧０．５㎜（ただし、ｔ≧１５㎜のときｆ≧０．５㎜（ただし、ｔ≧１５㎜のときｆ≧０．５㎜（ただし、ｔ≧１５㎜のときｆ≧０．５㎜（ただし、ｔ≧１５㎜のとき

４㎜とする）４㎜とする）４㎜とする）４㎜とする）４㎜とする）４㎜とする）４㎜とする）

θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°

ｆｆｆｆｆｆｆ

Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２

Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２

ｔｔｔｔｔｔｔ ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１

５５５５５５５

１１１１１１１

ａ＞４㎜の場合ａ＞４㎜の場合ａ＞４㎜の場合ａ＞４㎜の場合ａ＞４㎜の場合ａ＞４㎜の場合ａ＞４㎜の場合

Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２

ａａａａａａａ

ｔ２ｔ２ｔ２ｔ２ｔ２ｔ２ｔ２

ｔｔｔｔｔｔｔ ６＜t＜１９㎜６＜t＜１９㎜６＜t＜１９㎜６＜t＜１９㎜６＜t＜１９㎜６＜t＜１９㎜６＜t＜１９㎜

ｆｆｆｆｆｆｆ

Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２

ＧＧＧＧＧＧＧ
ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

２５㎜以上２５㎜以上２５㎜以上２５㎜以上２５㎜以上２５㎜以上２５㎜以上

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１ｔ１

ｆ ＝ ｔ／４ｆ ＝ ｔ／４ｆ ＝ ｔ／４ｆ ＝ ｔ／４ｆ ＝ ｔ／４ｆ ＝ ｔ／４ｆ ＝ ｔ／４

ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜

６＜ｔ＜１２６＜ｔ＜１２６＜ｔ＜１２６＜ｔ＜１２６＜ｔ＜１２６＜ｔ＜１２６＜ｔ＜１２

１２≦ｔ≦１９１２≦ｔ≦１９１２≦ｔ≦１９１２≦ｔ≦１９１２≦ｔ≦１９１２≦ｔ≦１９１２≦ｔ≦１９

ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９

４５°４５°４５°４５°４５°４５°４５°

３５°３５°３５°３５°３５°３５°３５°

３５°３５°３５°３５°３５°３５°３５°

６６６６６６６ ６６６６６６６

９９９９９９９

９９９９９９９ ９９９９９９９

９９９９９９９

５５５５５５５

５５５５５５５

８８８８８８８

４５°４５°４５°４５°４５°４５°４５°

４５°４５°４５°４５°４５°４５°４５°

３５°３５°３５°３５°３５°３５°３５°

６６６６６６６

６６６６６６６

９９９９９９９

６６６６６６６

９９９９９９９

９９９９９９９

５５５５５５５

５５５５５５５

８８８８８８８

Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合

・９～１６㎜は １パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする・９～１６㎜は １パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする・９～１６㎜は １パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする・９～１６㎜は １パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする・９～１６㎜は １パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする・９～１６㎜は １パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする・９～１６㎜は １パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする

　溶接棒角度θは３０°～４０°とする　溶接棒角度θは３０°～４０°とする　溶接棒角度θは３０°～４０°とする　溶接棒角度θは３０°～４０°とする　溶接棒角度θは３０°～４０°とする　溶接棒角度θは３０°～４０°とする　溶接棒角度θは３０°～４０°とする

９９９９９９９

１３１３１３１３１３１３１３

１６１６１６１６１６１６１６

１９１９１９１９１９１９１９

２２２２２２２２２２２２２２

２５２５２５２５２５２５２５

ＢＢＢＢＢＢＢ

７７７７７７７

８８８８８８８

９９９９９９９

１０１０１０１０１０１０１０

１１１１１１１１１１１１１１

１２１２１２１２１２１２１２

ＳＳＳＳＳＳＳ

４４４４４４４

４．５４．５４．５４．５４．５４．５４．５

５５５５５５５

６６６６６６６

７７７７７７７

８８８８８８８

ＭＣ　　ＮＧＣＭＣ　　ＮＧＣＭＣ　　ＮＧＣＭＣ　　ＮＧＣＭＣ　　ＮＧＣＭＣ　　ＮＧＣＭＣ　　ＮＧＣ ＧＣＧＣＧＣＧＣＧＣＧＣＧＣ

・溶接記号番号を　　の中に記入のこと・溶接記号番号を　　の中に記入のこと・溶接記号番号を　　の中に記入のこと・溶接記号番号を　　の中に記入のこと・溶接記号番号を　　の中に記入のこと・溶接記号番号を　　の中に記入のこと・溶接記号番号を　　の中に記入のこと
A － A 断面図A － A 断面図A － A 断面図A － A 断面図A － A 断面図A － A 断面図A － A 断面図

１
５

０
以

下
１

５
０

以
下

１
５

０
以

下
１

５
０

以
下

１
５

０
以

下
１

５
０

以
下

１
５

０
以

下

８０以下
８０以下
８０以下
８０以下

８０以下
８０以下
８０以下

２５以上かつ２５以上かつ２５以上かつ２５以上かつ２５以上かつ２５以上かつ２５以上かつ
エンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いに
あたらぬことあたらぬことあたらぬことあたらぬことあたらぬことあたらぬことあたらぬこと

ガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜き
φ＝２０φ＝２０φ＝２０φ＝２０φ＝２０φ＝２０φ＝２０

２
５

以
上

２
５

以
上

２
５

以
上

２
５

以
上

２
５

以
上

２
５

以
上

２
５

以
上

２５以上２５以上２５以上２５以上２５以上２５以上２５以上

４００Ｎ級鋼４００Ｎ級鋼４００Ｎ級鋼４００Ｎ級鋼４００Ｎ級鋼４００Ｎ級鋼４００Ｎ級鋼

４９０Ｎ級鋼４９０Ｎ級鋼４９０Ｎ級鋼４９０Ｎ級鋼４９０Ｎ級鋼４９０Ｎ級鋼４９０Ｎ級鋼

ＪＩＳ　Ｚ　３２１１、３２１２、３２１４ＪＩＳ　Ｚ　３２１１、３２１２、３２１４ＪＩＳ　Ｚ　３２１１、３２１２、３２１４ＪＩＳ　Ｚ　３２１１、３２１２、３２１４ＪＩＳ　Ｚ　３２１１、３２１２、３２１４ＪＩＳ　Ｚ　３２１１、３２１２、３２１４ＪＩＳ　Ｚ　３２１１、３２１２、３２１４

ＹＧＷ－１１、１５ＹＧＷ－１１、１５ＹＧＷ－１１、１５ＹＧＷ－１１、１５ＹＧＷ－１１、１５ＹＧＷ－１１、１５ＹＧＷ－１１、１５

ＹＧＷ－１８、１９ＹＧＷ－１８、１９ＹＧＷ－１８、１９ＹＧＷ－１８、１９ＹＧＷ－１８、１９ＹＧＷ－１８、１９ＹＧＷ－１８、１９

ＹＧＡ－５０Ｗ、５０ＰＹＧＡ－５０Ｗ、５０ＰＹＧＡ－５０Ｗ、５０ＰＹＧＡ－５０Ｗ、５０ＰＹＧＡ－５０Ｗ、５０ＰＹＧＡ－５０Ｗ、５０ＰＹＧＡ－５０Ｗ、５０Ｐ

４０以下４０以下４０以下４０以下４０以下４０以下４０以下 ３５０以下３５０以下３５０以下３５０以下３５０以下３５０以下３５０以下

入熱（ＫＪ/㎝）入熱（ＫＪ/㎝）入熱（ＫＪ/㎝）入熱（ＫＪ/㎝）入熱（ＫＪ/㎝）入熱（ＫＪ/㎝）入熱（ＫＪ/㎝）

ＪＩＳ　Ｚ　３２１２、３２１４ＪＩＳ　Ｚ　３２１２、３２１４ＪＩＳ　Ｚ　３２１２、３２１４ＪＩＳ　Ｚ　３２１２、３２１４ＪＩＳ　Ｚ　３２１２、３２１４ＪＩＳ　Ｚ　３２１２、３２１４ＪＩＳ　Ｚ　３２１２、３２１４

ＹＧＷ－１１、１５ＹＧＷ－１１、１５ＹＧＷ－１１、１５ＹＧＷ－１１、１５ＹＧＷ－１１、１５ＹＧＷ－１１、１５ＹＧＷ－１１、１５

ＹＧＷ－１８、１９ＹＧＷ－１８、１９ＹＧＷ－１８、１９ＹＧＷ－１８、１９ＹＧＷ－１８、１９ＹＧＷ－１８、１９ＹＧＷ－１８、１９

ＹＧＡ－５０Ｗ、５０ＰＹＧＡ－５０Ｗ、５０ＰＹＧＡ－５０Ｗ、５０ＰＹＧＡ－５０Ｗ、５０ＰＹＧＡ－５０Ｗ、５０ＰＹＧＡ－５０Ｗ、５０ＰＹＧＡ－５０Ｗ、５０Ｐ

３０以下３０以下３０以下３０以下３０以下３０以下３０以下

４０以下４０以下４０以下４０以下４０以下４０以下４０以下

４０以下４０以下４０以下４０以下４０以下４０以下４０以下

２５０以下２５０以下２５０以下２５０以下２５０以下２５０以下２５０以下

３５０以下３５０以下３５０以下３５０以下３５０以下３５０以下３５０以下

３５０以下３５０以下３５０以下３５０以下３５０以下３５０以下３５０以下

＜柱材料：ＢＣＲ２９５、ＢＣＰ３２５を使用する場合＞＜柱材料：ＢＣＲ２９５、ＢＣＰ３２５を使用する場合＞＜柱材料：ＢＣＲ２９５、ＢＣＰ３２５を使用する場合＞＜柱材料：ＢＣＲ２９５、ＢＣＰ３２５を使用する場合＞＜柱材料：ＢＣＲ２９５、ＢＣＰ３２５を使用する場合＞＜柱材料：ＢＣＲ２９５、ＢＣＰ３２５を使用する場合＞＜柱材料：ＢＣＲ２９５、ＢＣＰ３２５を使用する場合＞

通しダイアフラムは、ＳＮ４９０Ｂ・Ｃ、ＳＭ４９０同等以上の鋼材を使用すること通しダイアフラムは、ＳＮ４９０Ｂ・Ｃ、ＳＭ４９０同等以上の鋼材を使用すること通しダイアフラムは、ＳＮ４９０Ｂ・Ｃ、ＳＭ４９０同等以上の鋼材を使用すること通しダイアフラムは、ＳＮ４９０Ｂ・Ｃ、ＳＭ４９０同等以上の鋼材を使用すること通しダイアフラムは、ＳＮ４９０Ｂ・Ｃ、ＳＭ４９０同等以上の鋼材を使用すること通しダイアフラムは、ＳＮ４９０Ｂ・Ｃ、ＳＭ４９０同等以上の鋼材を使用すること通しダイアフラムは、ＳＮ４９０Ｂ・Ｃ、ＳＭ４９０同等以上の鋼材を使用すること
通しダイアフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の２サイズアップ以上とする通しダイアフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の２サイズアップ以上とする通しダイアフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の２サイズアップ以上とする通しダイアフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の２サイズアップ以上とする通しダイアフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の２サイズアップ以上とする通しダイアフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の２サイズアップ以上とする通しダイアフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の２サイズアップ以上とする

内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム

内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム

（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）

内ダイアフラムの場合は柱の内ダイアフラムの場合は柱の内ダイアフラムの場合は柱の内ダイアフラムの場合は柱の内ダイアフラムの場合は柱の内ダイアフラムの場合は柱の内ダイアフラムの場合は柱の
角のＲに接しないこと角のＲに接しないこと角のＲに接しないこと角のＲに接しないこと角のＲに接しないこと角のＲに接しないこと角のＲに接しないこと

※梁フランジが通しダイアフラム板厚の内部で溶接する。※梁フランジが通しダイアフラム板厚の内部で溶接する。※梁フランジが通しダイアフラム板厚の内部で溶接する。※梁フランジが通しダイアフラム板厚の内部で溶接する。※梁フランジが通しダイアフラム板厚の内部で溶接する。※梁フランジが通しダイアフラム板厚の内部で溶接する。※梁フランジが通しダイアフラム板厚の内部で溶接する。

ｔｔｔｔｔｔｔ

Ｇ＝６Ｇ＝６Ｇ＝６Ｇ＝６Ｇ＝６Ｇ＝６Ｇ＝６

裏当て金：板厚９㎜以上とする裏当て金：板厚９㎜以上とする裏当て金：板厚９㎜以上とする裏当て金：板厚９㎜以上とする裏当て金：板厚９㎜以上とする裏当て金：板厚９㎜以上とする裏当て金：板厚９㎜以上とする
　　　　　（フィレット部の曲げ加工したもの）　　　　　（フィレット部の曲げ加工したもの）　　　　　（フィレット部の曲げ加工したもの）　　　　　（フィレット部の曲げ加工したもの）　　　　　（フィレット部の曲げ加工したもの）　　　　　（フィレット部の曲げ加工したもの）　　　　　（フィレット部の曲げ加工したもの）
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　ｔ≧２８の場合 ※＝ｔかつ３０㎜以上　ｔ≧２８の場合 ※＝ｔかつ３０㎜以上　ｔ≧２８の場合 ※＝ｔかつ３０㎜以上　ｔ≧２８の場合 ※＝ｔかつ３０㎜以上　ｔ≧２８の場合 ※＝ｔかつ３０㎜以上　ｔ≧２８の場合 ※＝ｔかつ３０㎜以上　ｔ≧２８の場合 ※＝ｔかつ３０㎜以上
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内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム
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ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚
θ=７５°～１０５°θ=７５°～１０５°θ=７５°～１０５°θ=７５°～１０５°θ=７５°～１０５°θ=７５°～１０５°θ=７５°～１０５°

※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする

※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は②又は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は②又は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は②又は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は②又は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は②又は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は②又は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は②又は③～⑤とする

※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする※ｔ＞１６㎜　場合の溶接は③～⑤とする
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Ｈ－400・200・8・13Ｈ－400・200・8・13Ｈ－400・200・8・13Ｈ－400・200・8・13Ｈ－400・200・8・13Ｈ－400・200・8・13Ｈ－400・200・8・13

Ｈ－400・200・8・13Ｈ－400・200・8・13Ｈ－400・200・8・13Ｈ－400・200・8・13Ｈ－400・200・8・13Ｈ－400・200・8・13Ｈ－400・200・8・13

N(片側)N(片側)N(片側)N(片側)N(片側)N(片側)N(片側)

PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2) PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)
PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)

PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)

(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕

〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕端部をBHとする場合の部材は設計図による端部をBHとする場合の部材は設計図による端部をBHとする場合の部材は設計図による端部をBHとする場合の部材は設計図による端部をBHとする場合の部材は設計図による端部をBHとする場合の部材は設計図による端部をBHとする場合の部材は設計図による

符 号符 号符 号符 号符 号符 号符 号

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1) PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2) N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径1111111 N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径2222222PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)
部 　材部 　材部 　材部 　材部 　材部 　材部 　材

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ ウエブウエブウエブウエブウエブウエブウエブ

（３）剛接合梁継手リスト（３）剛接合梁継手リスト（３）剛接合梁継手リスト（３）剛接合梁継手リスト（３）剛接合梁継手リスト（３）剛接合梁継手リスト（３）剛接合梁継手リスト

（４） ハンチ部の継手（４） ハンチ部の継手（４） ハンチ部の継手（４） ハンチ部の継手（４） ハンチ部の継手（４） ハンチ部の継手（４） ハンチ部の継手

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

リブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレート

ハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよい

r：半径　t：板厚r：半径　t：板厚r：半径　t：板厚r：半径　t：板厚r：半径　t：板厚r：半径　t：板厚r：半径　t：板厚

ハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図による

フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合

r>8t以上r>8t以上r>8t以上r>8t以上r>8t以上r>8t以上r>8t以上

1111111FtFtFtFtFtFtFt FtFtFtFtFtFtFt

FtFtFtFtFtFtFt

1111111WtWtWtWtWtWtWt WtWtWtWtWtWtWt 2222222

2222222

2222222FtFtFtFtFtFtFt 1111111

1111111 2222222

1111111 2222222Wt -WtWt -WtWt -WtWt -WtWt -WtWt -WtWt -Wt
Ft -FtFt -FtFt -FtFt -FtFt -FtFt -FtFt -Ft ≧1㎜　フィラプレート併用の事≧1㎜　フィラプレート併用の事≧1㎜　フィラプレート併用の事≧1㎜　フィラプレート併用の事≧1㎜　フィラプレート併用の事≧1㎜　フィラプレート併用の事≧1㎜　フィラプレート併用の事

（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

N (片側)N (片側)N (片側)N (片側)N (片側)N (片側)N (片側)2222222

N (片側)N (片側)N (片側)N (片側)N (片側)N (片側)N (片側)1111111

1111111 1111111B = 300B = 300B = 300B = 300B = 300B = 300B = 300 1111111B =350(400)B =350(400)B =350(400)B =350(400)B =350(400)B =350(400)B =350(400)

N N N N N N N 1111111

PP PP PP P
PP PP PP P

PP PP PP P
ee ee ee e

ee ee ee e
ee ee ee e

ee ee ee e
ee ee ee e

LL LL LL L 1010 1010 1010 10

PP PP PP P
PP PP PP P

PP PP PP P
PP PP PP P

ee ee ee e
ee ee ee e

ee ee ee e
ee ee ee e

LL LL LL L 1010 1010 1010 10

ee ee ee e
ee ee ee e

4545 4545 4545 45
〃〃 〃〃 〃〃 〃

4545 4545 4545 45
〃〃 〃〃 〃〃 〃

4545 4545 4545 45

B B B B B B B 

B B B B B B B 1111111

2222222 B B B B B B B 2222222 2222222B B B B B B B 

B B B B B B B 1111111

2222222 2222222B B B B B B B B B B B B B B 

N N N N N N N N N N N N N N 1111111
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１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ ６０６０６０６０６０６０６０

１７５１７５１７５１７５１７５１７５１７５ ７０７０７０７０７０７０７０

８０８０８０８０８０８０８０

１００１００１００１００１００１００１００

１１０１１０１１０１１０１１０１１０１１０

１４０１４０１４０１４０１４０１４０１４０

１７０１７０１７０１７０１７０１７０１７０４００４００４００４００４００４００４００

３５０３５０３５０３５０３５０３５０３５０

３００３００３００３００３００３００３００

２５０２５０２５０２５０２５０２５０２５０

２００２００２００２００２００２００２００

4545 4545 4545 45

40404040404040 40404040404040150150150150150150150 140140140140140140140 7070707070707070707070707070
(90)(90)(90)(90)(90)(90)(90) (90)(90)(90)(90)(90)(90)(90)
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PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)
PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2) PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

柱 D=250㎜以下とする柱 D=250㎜以下とする柱 D=250㎜以下とする柱 D=250㎜以下とする柱 D=250㎜以下とする柱 D=250㎜以下とする柱 D=250㎜以下とする

B ≦ 250B ≦ 250B ≦ 250B ≦ 250B ≦ 250B ≦ 250B ≦ 250

B B B B B B B 2222222

LL LL LL L 1010 1010 1010 10
PP PP PP P

ee ee ee e

PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)

LL LL LL L 1010 1010 1010 10
PP PP PP P

PP PP PP P
ee ee ee e

ee ee ee e
ee ee ee e

ee ee ee e

LL LL LL L 1010 1010 1010 10
PP PP PP P

PP PP PP P
ee ee ee e

ee ee ee e
ee ee ee e

ee ee ee e

NNNNNNN 2222222 NNNNNNN
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PL
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PL
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PL
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D≦300D≦300D≦300D≦300D≦300D≦300D≦300

Aタイプ使用はAタイプ使用はAタイプ使用はAタイプ使用はAタイプ使用はAタイプ使用はAタイプ使用は

エレクションピースエレクションピースエレクションピースエレクションピースエレクションピースエレクションピースエレクションピース

1111111

1111111

35以上35以上35以上35以上35以上35以上35以上 35以上35以上35以上35以上35以上35以上35以上

4444444

4444444 4444444

C タイプC タイプC タイプC タイプC タイプC タイプC タイプ

D≦150D≦150D≦150D≦150D≦150D≦150D≦150

PL
-(
3)

PL
-(
3)

PL
-(

3)
PL

-(
3)

PL
-(

3)
PL
-(

3)
PL

-(
3)

PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

2222222

N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径1111111 2222222

B タイプB タイプB タイプB タイプB タイプB タイプB タイプ

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ ウエブウエブウエブウエブウエブウエブウエブ

（５）柱継手リスト（５）柱継手リスト（５）柱継手リスト（５）柱継手リスト（５）柱継手リスト（５）柱継手リスト（５）柱継手リスト

(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)

M14M14M14M14M14M14M14 M16M16M16M16M16M16M16 M18M18M18M18M18M18M18 M20M20M20M20M20M20M20 M22M22M22M22M22M22M22M12M12M12M12M12M12M12ねじの呼び (d)ねじの呼び (d)ねじの呼び (d)ねじの呼び (d)ねじの呼び (d)ねじの呼び (d)ねじの呼び (d)

最　　 　　大最　　 　　大最　　 　　大最　　 　　大最　　 　　大最　　 　　大最　　 　　大
軸径 d1軸径 d1軸径 d1軸径 d1軸径 d1軸径 d1軸径 d1

最　　 　　小最　　 　　小最　　 　　小最　　 　　小最　　 　　小最　　 　　小最　　 　　小

SSSSSSS調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ

RRRRRRR

はしあき(最小)はしあき(最小)はしあき(最小)はしあき(最小)はしあき(最小)はしあき(最小)はしあき(最小)

切板製切板製切板製切板製切板製切板製切板製 (最小)(最小)(最小)(最小)(最小)(最小)(最小)
へりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあき

(最小)(最小)(最小)(最小)(最小)(最小)(最小)
へりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあき
板 　厚板 　厚板 　厚板 　厚板 　厚板 　厚板 　厚

板 　厚板 　厚板 　厚板 　厚板 　厚板 　厚板 　厚

e1e1e1e1e1e1e1

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

e2e2e2e2e2e2e2

ttttttt

ttttttt

許容差 +0 , -0.5 ㎜許容差 +0 , -0.5 ㎜許容差 +0 , -0.5 ㎜許容差 +0 , -0.5 ㎜許容差 +0 , -0.5 ㎜許容差 +0 , -0.5 ㎜許容差 +0 , -0.5 ㎜
取付けボルト穴径取付けボルト穴径取付けボルト穴径取付けボルト穴径取付けボルト穴径取付けボルト穴径取付けボルト穴径

ボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボル
ト穴芯のあき (最小)ト穴芯のあき (最小)ト穴芯のあき (最小)ト穴芯のあき (最小)ト穴芯のあき (最小)ト穴芯のあき (最小)ト穴芯のあき (最小)

e2e2e2e2e2e2e2

e3e3e3e3e3e3e3

平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

溶接長さ(最小)溶接長さ(最小)溶接長さ(最小)溶接長さ(最小)溶接長さ(最小)溶接長さ(最小)溶接長さ(最小)

取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト

本   数本   数本   数本   数本   数本   数本   数

ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び

種　 類種　 類種　 類種　 類種　 類種　 類種　 類
JIS B 1186  2種高力ボルト(F10T)JIS B 1186  2種高力ボルト(F10T)JIS B 1186  2種高力ボルト(F10T)JIS B 1186  2種高力ボルト(F10T)JIS B 1186  2種高力ボルト(F10T)JIS B 1186  2種高力ボルト(F10T)JIS B 1186  2種高力ボルト(F10T)

12.6512.6512.6512.6512.6512.6512.65 14.6514.6514.6514.6514.6514.6514.65 16.3316.3316.3316.3316.3316.3316.33 18.3318.3318.3318.3318.3318.3318.33 20.3320.3320.3320.3320.3320.3320.3310.8110.8110.8110.8110.8110.8110.81

10.6410.6410.6410.6410.6410.6410.64 12.4612.4612.4612.4612.4612.4612.46 14.4614.4614.4614.4614.4614.4614.46 16.1116.1116.1116.1116.1116.1116.11 18.1118.1118.1118.1118.1118.1118.11 20.1120.1120.1120.1120.1120.1120.11

100100100100100100100 115115115115115115115 125125125125125125125 140140140140140140140 150150150150150150150 165165165165165165165

13.013.013.013.013.013.013.0 17.017.017.017.017.017.017.0 17.017.017.017.017.017.017.0 21.521.521.521.521.521.521.5 21.521.521.521.521.521.521.5 23.523.523.523.523.523.523.5

35353535353535 40404040404040 45454545454545 50505050505050 50505050505050 55555555555555

22222222222222 28282828282828 28282828282828 34343434343434 34343434343434 38383838383838

4.54.54.54.54.54.54.5 6666666 6666666 9999999 9999999 9999999

19.019.019.019.019.019.019.0 25.025.025.025.025.025.025.0 25.025.025.025.025.025.025.0 32.532.532.532.532.532.532.5 32.532.532.532.532.532.532.5 37.537.537.537.537.537.537.5

4.54.54.54.54.54.54.5 6666666 6666666 9999999 9999999 9999999

47474747474747 52525252525252 59595959595959 66666666666666 66666666666666 73737373737373

40404040404040 50505050505050 55555555555555 60606060606060 75757575757575 85858585858585

1111111 1111111 1111111 1111111 1111111 1111111
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注〕現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う注〕現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う注〕現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う注〕現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う注〕現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う注〕現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う注〕現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う

〔注〕(1) e1,e2が確保されてれば形状は自由でよい〔注〕(1) e1,e2が確保されてれば形状は自由でよい〔注〕(1) e1,e2が確保されてれば形状は自由でよい〔注〕(1) e1,e2が確保されてれば形状は自由でよい〔注〕(1) e1,e2が確保されてれば形状は自由でよい〔注〕(1) e1,e2が確保されてれば形状は自由でよい〔注〕(1) e1,e2が確保されてれば形状は自由でよい

　　　(2) 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする　　　(2) 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする　　　(2) 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする　　　(2) 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする　　　(2) 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする　　　(2) 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする　　　(2) 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする

(a) 羽子板ボルト(a) 羽子板ボルト(a) 羽子板ボルト(a) 羽子板ボルト(a) 羽子板ボルト(a) 羽子板ボルト(a) 羽子板ボルト

符 号符 号符 号符 号符 号符 号符 号

符 号符 号符 号符 号符 号符 号符 号

部 　材部 　材部 　材部 　材部 　材部 　材部 　材

部 　材部 　材部 　材部 　材部 　材部 　材部 　材

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径

N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径
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長 さ長 さ長 さ長 さ長 さ長 さ長 さ

ddddddd

8888888
SSSSSSS

e1e1e1e1e1e1e1
RRRRRRRd1d1 d1d1 d1d1 d1

tt tt tt t

ddddddd

SSSSSSS

d1d1 d1d1 d1d1 d1 e2e2 e2e2 e2e2 e2

e1e1e1e1e1e1e1
RRRRRRRRRRRRRR

e3e3e3e3e3e3e3 PPPPPPP

tt tt tt t

e3e3e3e3e3e3e3

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)
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羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト 平鋼ブレース平鋼ブレース平鋼ブレース平鋼ブレース平鋼ブレース平鋼ブレース平鋼ブレース
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PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

FB-65×9FB-65×9FB-65×9FB-65×9FB-65×9FB-65×9FB-65×9 中ボルトM16中ボルトM16中ボルトM16中ボルトM16中ボルトM16中ボルトM16中ボルトM16

e2e2 e2e2 e2e2 e2

1515 1515 1515 15

（６）鉄筋ブレース（６）鉄筋ブレース（６）鉄筋ブレース（６）鉄筋ブレース（６）鉄筋ブレース（６）鉄筋ブレース（６）鉄筋ブレース

(床剛性を考慮する合成床，合成梁のときは構造図参照)(床剛性を考慮する合成床，合成梁のときは構造図参照)(床剛性を考慮する合成床，合成梁のときは構造図参照)(床剛性を考慮する合成床，合成梁のときは構造図参照)(床剛性を考慮する合成床，合成梁のときは構造図参照)(床剛性を考慮する合成床，合成梁のときは構造図参照)(床剛性を考慮する合成床，合成梁のときは構造図参照)

16φ =@20016φ =@20016φ =@20016φ =@20016φ =@20016φ =@20016φ =@200
アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接

水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース

梁との溶接およびコネクター梁との溶接およびコネクター梁との溶接およびコネクター梁との溶接およびコネクター梁との溶接およびコネクター梁との溶接およびコネクター梁との溶接およびコネクター

受梁へのかかり寸法及端部処理受梁へのかかり寸法及端部処理受梁へのかかり寸法及端部処理受梁へのかかり寸法及端部処理受梁へのかかり寸法及端部処理受梁へのかかり寸法及端部処理受梁へのかかり寸法及端部処理 e≧35㎜e≧35㎜e≧35㎜e≧35㎜e≧35㎜e≧35㎜e≧35㎜
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折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工
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梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合
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長 さ長 さ長 さ長 さ長 さ長 さ長 さ
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既製品面戸(鉄板)既製品面戸(鉄板)既製品面戸(鉄板)既製品面戸(鉄板)既製品面戸(鉄板)既製品面戸(鉄板)既製品面戸(鉄板)

あて板(鉄板)あて板(鉄板)あて板(鉄板)あて板(鉄板)あて板(鉄板)あて板(鉄板)あて板(鉄板)

eeeeeee

8888888

梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合

50-20050-20050-20050-20050-20050-20050-200
L形綱L形綱L形綱L形綱L形綱L形綱L形綱

スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材 補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材

50-20050-20050-20050-20050-20050-20050-200

eeeeeee

50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400

50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400

1111111

50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400
1111111

PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6

1111111
6666666

PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×650505050505050

50505050505050 30303030303030

eeeeeee
50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400

50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400

PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6

L-50×50×6L-50×50×6L-50×50×6L-50×50×6L-50×50×6L-50×50×6L-50×50×6 @≦600@≦600@≦600@≦600@≦600@≦600@≦600

PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6

PL-3.2PL-3.2PL-3.2PL-3.2PL-3.2PL-3.2PL-3.2

1111111

1111111

1111111

300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下 600以下600以下600以下600以下600以下600以下600以下

（７）デッキプレート（７）デッキプレート（７）デッキプレート（７）デッキプレート（７）デッキプレート（７）デッキプレート（７）デッキプレート

注) 許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式注) 許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式注) 許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式注) 許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式注) 許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式注) 許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式注) 許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式

根巻き形式柱脚根巻き形式柱脚根巻き形式柱脚根巻き形式柱脚根巻き形式柱脚根巻き形式柱脚根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚埋込み形式柱脚埋込み形式柱脚埋込み形式柱脚埋込み形式柱脚埋込み形式柱脚埋込み形式柱脚露出形式柱脚露出形式柱脚露出形式柱脚露出形式柱脚露出形式柱脚露出形式柱脚露出形式柱脚

等の戻り等の戻り等の戻り等の戻り等の戻り等の戻り等の戻り

座金座金座金座金座金座金座金

止め止め止め止め止め止め止め
プレート厚プレート厚プレート厚プレート厚プレート厚プレート厚プレート厚
≧１.３ｄ≧１.３ｄ≧１.３ｄ≧１.３ｄ≧１.３ｄ≧１.３ｄ≧１.３ｄ

二重ナット二重ナット二重ナット二重ナット二重ナット二重ナット二重ナット

ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径
(ｄ)(ｄ)(ｄ)(ｄ)(ｄ)(ｄ)(ｄ)

アンカーアンカーアンカーアンカーアンカーアンカーアンカー

(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d
かぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げる
等の措置)等の措置)等の措置)等の措置)等の措置)等の措置)等の措置)

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置
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縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔
の径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表に
示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)

アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心

アンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積の
総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2
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ベースベースベースベースベースベースベース

を準用)を準用)を準用)を準用)を準用)を準用)を準用)

(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の
折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、

DD DD DD D

表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)
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立上り主筋立上り主筋立上り主筋立上り主筋立上り主筋立上り主筋立上り主筋

柱幅柱幅柱幅柱幅柱幅柱幅柱幅
( DとHのいずれか( DとHのいずれか( DとHのいずれか( DとHのいずれか( DとHのいずれか( DとHのいずれか( DとHのいずれか

大きな方)大きな方)大きな方)大きな方)大きな方)大きな方)大きな方)

帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条
のかぶり厚さのかぶり厚さのかぶり厚さのかぶり厚さのかぶり厚さのかぶり厚さのかぶり厚さ
(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート
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U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋

U字形U字形U字形U字形U字形U字形U字形
補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋

基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋

基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋

（８）柱脚（８）柱脚（８）柱脚（８）柱脚（８）柱脚（８）柱脚（８）柱脚

(JIS規格品とする ･･･ JIS A 5540･･･1982/5541・5542･･･2003)(JIS規格品とする ･･･ JIS A 5540･･･1982/5541・5542･･･2003)(JIS規格品とする ･･･ JIS A 5540･･･1982/5541・5542･･･2003)(JIS規格品とする ･･･ JIS A 5540･･･1982/5541・5542･･･2003)(JIS規格品とする ･･･ JIS A 5540･･･1982/5541・5542･･･2003)(JIS規格品とする ･･･ JIS A 5540･･･1982/5541・5542･･･2003)(JIS規格品とする ･･･ JIS A 5540･･･1982/5541・5542･･･2003)

( JIS B 1198 )( JIS B 1198 )( JIS B 1198 )( JIS B 1198 )( JIS B 1198 )( JIS B 1198 )( JIS B 1198 )

(b) 形鋼ブレース(b) 形鋼ブレース(b) 形鋼ブレース(b) 形鋼ブレース(b) 形鋼ブレース(b) 形鋼ブレース(b) 形鋼ブレース

形 状形 状形 状形 状形 状形 状形 状
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65656565656565 12121212121212 37373737373737

9999999

9999999

グラウトロ－トグラウトロ－トグラウトロ－トグラウトロ－トグラウトロ－トグラウトロ－トグラウトロ－ト

グラウト材グラウト材グラウト材グラウト材グラウト材グラウト材グラウト材
注入座金注入座金注入座金注入座金注入座金注入座金注入座金

（桟木等）（桟木等）（桟木等）（桟木等）（桟木等）（桟木等）（桟木等）
注入枠注入枠注入枠注入枠注入枠注入枠注入枠

角形鋼管角形鋼管角形鋼管角形鋼管角形鋼管角形鋼管角形鋼管

XXXXXXX

45454545454545

45454545454545

60606060606060M36M36M36M36M36M36M36

M27M27M27M27M27M27M27

M30M30M30M30M30M30M30

M33M33M33M33M33M33M33

M36M36M36M36M36M36M36

D38D38D38D38D38D38D38 770770770770770770770 130130130130130130130

※トップフープはダブルとし、※トップフープはダブルとし、※トップフープはダブルとし、※トップフープはダブルとし、※トップフープはダブルとし、※トップフープはダブルとし、※トップフープはダブルとし、

45454545454545

LLLLLLL

45454545454545

２/３　程度２/３　程度２/３　程度２/３　程度２/３　程度２/３　程度２/３　程度

1 アンカーボルト1 アンカーボルト1 アンカーボルト1 アンカーボルト1 アンカーボルト1 アンカーボルト1 アンカーボルト

2 注入座金2 注入座金2 注入座金2 注入座金2 注入座金2 注入座金2 注入座金

3 Ｍナット3 Ｍナット3 Ｍナット3 Ｍナット3 Ｍナット3 Ｍナット3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)4 ベースパックグラウト(グラウト材)4 ベースパックグラウト(グラウト材)4 ベースパックグラウト(グラウト材)4 ベースパックグラウト(グラウト材)4 ベースパックグラウト(グラウト材)4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金5 定着座金5 定着座金5 定着座金5 定着座金5 定着座金5 定着座金

6 テンプレート6 テンプレート6 テンプレート6 テンプレート6 テンプレート6 テンプレート6 テンプレート

7 フレームポスト7 フレームポスト7 フレームポスト7 フレームポスト7 フレームポスト7 フレームポスト7 フレームポスト

8 フレームベース8 フレームベース8 フレームベース8 フレームベース8 フレームベース8 フレームベース8 フレームベース

9 ステコンアンカー9 ステコンアンカー9 ステコンアンカー9 ステコンアンカー9 ステコンアンカー9 ステコンアンカー9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）  （コンクリートアンカー）  （コンクリートアンカー）  （コンクリートアンカー）  （コンクリートアンカー）  （コンクリートアンカー）  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート10 ベースプレート10 ベースプレート10 ベースプレート10 ベースプレート10 ベースプレート10 ベースプレート

アンカーボルト据付けアンカーボルト据付けアンカーボルト据付けアンカーボルト据付けアンカーボルト据付けアンカーボルト据付けアンカーボルト据付け

ddddddd

120120120120120120120 XXXXXXX bbbbbbb

ddddddd

LLLLLLL LLLLLLL

120120120120120120120 XXXXXXX 50505050505050

ddddddd ddddddd

PM27PM27PM27PM27PM27PM27PM27

記号記号記号記号記号記号記号

M33M33M33M33M33M33M33

M36M36M36M36M36M36M36

35353535353535

適用適用適用適用適用適用適用
a1a1a1a1a1a1a1 ccccccc ttttttt ddddddd

a2a2 a2a2 a2a2 a2

ddddddd

注入口注入口注入口注入口注入口注入口注入口

tt tt tt t

M27M27M27M27M27M27M27

M30M30M30M30M30M30M30PM30PM30PM30PM30PM30PM30PM30

PM33PM33PM33PM33PM33PM33PM33

PM36PM36PM36PM36PM36PM36PM36

32323232323232

32323232323232

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

a1a1 a1a1 a1a1 a1

a2a2a2a2a2a2a2

45454545454545

42424242424242

42424242424242

35353535353535 45454545454545

ccccccc

ボルト孔ボルト孔ボルト孔ボルト孔ボルト孔ボルト孔ボルト孔

ddddddd
異形部異形部異形部異形部異形部異形部異形部
呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名

呼び呼び呼び呼び呼び呼び呼び
ddddddd

異形部異形部異形部異形部異形部異形部異形部
呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名

ベースパックグラウトベースパックグラウトベースパックグラウトベースパックグラウトベースパックグラウトベースパックグラウトベースパックグラウト

注1)注1)注1)注1)注1)注1)注1) 注1)注1)注1)注1)注1)注1)注1)

記号記号記号記号記号記号記号
寸法(mm)寸法(mm)寸法(mm)寸法(mm)寸法(mm)寸法(mm)寸法(mm)

ベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレート

採用採用採用採用採用採用採用
本数-呼び本数-呼び本数-呼び本数-呼び本数-呼び本数-呼び本数-呼び

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋

コンクリート柱型コンクリート柱型コンクリート柱型コンクリート柱型コンクリート柱型コンクリート柱型コンクリート柱型

材質材質材質材質材質材質材質 形状形状形状形状形状形状形状

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト柱柱柱柱柱柱柱

外径外径外径外径外径外径外径 板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚 寸法W(mm)寸法W(mm)寸法W(mm)寸法W(mm)寸法W(mm)寸法W(mm)寸法W(mm)

フレームベースフレームベースフレームベースフレームベースフレームベースフレームベースフレームベース

寸法X(mm)寸法X(mm)寸法X(mm)寸法X(mm)寸法X(mm)寸法X(mm)寸法X(mm)

フレームポスト間フレームポスト間フレームポスト間フレームポスト間フレームポスト間フレームポスト間フレームポスト間
ベースパックベースパックベースパックベースパックベースパックベースパックベースパック

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm) (mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

ﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟﾀｲﾌﾟﾀｲﾌﾟﾀｲﾌﾟﾀｲﾌﾟﾀｲﾌﾟﾀｲﾌﾟ

寸法D(mm)寸法D(mm)寸法D(mm)寸法D(mm)寸法D(mm)寸法D(mm)寸法D(mm)

(JASS 6　鉄骨工事による)(JASS 6　鉄骨工事による)(JASS 6　鉄骨工事による)(JASS 6　鉄骨工事による)(JASS 6　鉄骨工事による)(JASS 6　鉄骨工事による)(JASS 6　鉄骨工事による)

GG GG GG G

RRRRRRR

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）

図図図図図図図

ベ－スプレ－トベ－スプレ－トベ－スプレ－トベ－スプレ－トベ－スプレ－トベ－スプレ－トベ－スプレ－ト

ααααααα
1111111

適用板厚適用板厚適用板厚適用板厚適用板厚適用板厚適用板厚
T(mm)T(mm)T(mm)T(mm)T(mm)T(mm)T(mm)

溶接溶接溶接溶接溶接溶接溶接
方法方法方法方法方法方法方法

アアアアアアア

ククククククク
｜｜｜｜｜｜｜

溶溶溶溶溶溶溶
接接接接接接接

TTTTTTT

覆覆覆覆覆覆覆
被被被被被被被

6～6～6～6～6～6～6～

6～6～6～6～6～6～6～

ルート間隔G(mm)ルート間隔G(mm)ルート間隔G(mm)ルート間隔G(mm)ルート間隔G(mm)ルート間隔G(mm)ルート間隔G(mm)

標準値標準値標準値標準値標準値標準値標準値 許容差許容差許容差許容差許容差許容差許容差

7777777

9999999

6666666

7777777

-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞

(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)

ルート面R(mm)ルート面R(mm)ルート面R(mm)ルート面R(mm)ルート面R(mm)ルート面R(mm)ルート面R(mm)

標準値標準値標準値標準値標準値標準値標準値 許容差許容差許容差許容差許容差許容差許容差

2222222

2222222

2222222

2222222

-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1

(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)

-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞

(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)

-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞

(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)

-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞-2,+∞

(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)(-3,+∞)

-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1

(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)

-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1

(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)

-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1-2,+1

(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)(-2,+2)

開先角度α1(°)開先角度α1(°)開先角度α1(°)開先角度α1(°)開先角度α1(°)開先角度α1(°)開先角度α1(°)

標準値標準値標準値標準値標準値標準値標準値 許容差許容差許容差許容差許容差許容差許容差

α1：45α1：45α1：45α1：45α1：45α1：45α1：45

-2.5,+∞-2.5,+∞-2.5,+∞-2.5,+∞-2.5,+∞-2.5,+∞-2.5,+∞

(-5,+∞)(-5,+∞)(-5,+∞)(-5,+∞)(-5,+∞)(-5,+∞)(-5,+∞)
下向き下向き下向き下向き下向き下向き下向き

溶接溶接溶接溶接溶接溶接溶接
姿勢姿勢姿勢姿勢姿勢姿勢姿勢

α1：35α1：35α1：35α1：35α1：35α1：35α1：35

α1：45α1：45α1：45α1：45α1：45α1：45α1：45

α1：35α1：35α1：35α1：35α1：35α1：35α1：35

-2.5,+∞-2.5,+∞-2.5,+∞-2.5,+∞-2.5,+∞-2.5,+∞-2.5,+∞

(-5,+∞)(-5,+∞)(-5,+∞)(-5,+∞)(-5,+∞)(-5,+∞)(-5,+∞)
下向き下向き下向き下向き下向き下向き下向き

許容差許容差許容差許容差許容差許容差許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。・記号+∞は制限無しを示す。・記号+∞は制限無しを示す。・記号+∞は制限無しを示す。・記号+∞は制限無しを示す。・記号+∞は制限無しを示す。・記号+∞は制限無しを示す。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)
溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

鋼種鋼種鋼種鋼種鋼種鋼種鋼種

予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし

低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接CO ガスシールドアーク溶接CO ガスシールドアーク溶接CO ガスシールドアーク溶接CO ガスシールドアーク溶接CO ガスシールドアーク溶接CO ガスシールドアーク溶接

32≦t≦5032≦t≦5032≦t≦5032≦t≦5032≦t≦5032≦t≦5032≦t≦50

予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし

予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なしSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

SD345(D19,D22)SD345(D19,D22)SD345(D19,D22)SD345(D19,D22)SD345(D19,D22)SD345(D19,D22)SD345(D19,D22)

SD295(D13,D16)SD295(D13,D16)SD295(D13,D16)SD295(D13,D16)SD295(D13,D16)SD295(D13,D16)SD295(D13,D16)

ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ

ＤＤＤＤＤＤＤ

２２２２２２２

角形鋼管角形鋼管角形鋼管角形鋼管角形鋼管角形鋼管角形鋼管

50505050505050xxxxxxx

5050 5050 5050 50
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3030 3030 3030 30
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上
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上
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上
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上
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上
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法
h寸

法
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法
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法
h寸

法
h寸

法

WWWWWWW
5050 5050 5050 50

50505050505050xxxxxxx

WWWWWWW

JJ JJ JJ J
3030 3030 3030 30

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

9090 9090 9090 90
h寸

法
h寸

法
h寸

法
h寸

法
h寸

法
h寸

法
h寸

法

ddddddd

aaaaaaa

l1l1l1l1l1l1l1 l1l1l1l1l1l1l1l2l2l2l2l2l2l2

ddddddd

aaaaaaa

M39M39M39M39M39M39M39 31313131313131 60606060606060 69696969696969

60606060606060M39M39M39M39M39M39M39 D41D41D41D41D41D41D41 770,810770,810770,810770,810770,810770,810770,810 98,13598,13598,13598,13598,13598,13598,135

80808080808080 12121212121212 40404040404040M39M39M39M39M39M39M39

M39M39M39M39M39M39M39PM39PM39PM39PM39PM39PM39PM39 38383838383838 48484848484848

50505050505050 50505050505050WWWWWWW65656565656565

5050 5050 5050 50
5050 5050 5050 50

WW WW WW W
6565 6565 6565 65

50505050505050 50505050505050WWWWWWW

5050 5050 5050 50
5050 5050 5050 50

WW WW WW W

基礎梁天端基礎梁天端基礎梁天端基礎梁天端基礎梁天端基礎梁天端基礎梁天端
あるいはあるいはあるいはあるいはあるいはあるいはあるいは
フーチング天端フーチング天端フーチング天端フーチング天端フーチング天端フーチング天端フーチング天端

立上り高さ立上り高さ立上り高さ立上り高さ立上り高さ立上り高さ立上り高さ
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基準高さより誤差は基準高さより誤差は基準高さより誤差は基準高さより誤差は基準高さより誤差は基準高さより誤差は基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との:柱心とテンプレ－トのけがき線との:柱心とテンプレ－トのけがき線との:柱心とテンプレ－トのけがき線との:柱心とテンプレ－トのけがき線との:柱心とテンプレ－トのけがき線との:柱心とテンプレ－トのけがき線との
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中心線
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中心線
中心線
中心線

柱心柱心柱心柱心柱心柱心柱心

柱心柱心柱心柱心
柱心柱心柱心

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】
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ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合
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※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

ｱﾝｶｰｱﾝｶｰｱﾝｶｰｱﾝｶｰｱﾝｶｰｱﾝｶｰｱﾝｶｰ

　柱型上端近くに配置する。　柱型上端近くに配置する。　柱型上端近くに配置する。　柱型上端近くに配置する。　柱型上端近くに配置する。　柱型上端近くに配置する。　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け※立上り筋の頂部にはフックを設け※立上り筋の頂部にはフックを設け※立上り筋の頂部にはフックを設け※立上り筋の頂部にはフックを設け※立上り筋の頂部にはフックを設け※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。　なくてよい。　なくてよい。　なくてよい。　なくてよい。　なくてよい。　なくてよい。

梁主筋梁主筋梁主筋梁主筋梁主筋梁主筋梁主筋

上記内容によらない場合は下記による。上記内容によらない場合は下記による。上記内容によらない場合は下記による。上記内容によらない場合は下記による。上記内容によらない場合は下記による。上記内容によらない場合は下記による。上記内容によらない場合は下記による。

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。

ベースパック　 型ベースパック　 型ベースパック　 型ベースパック　 型ベースパック　 型ベースパック　 型ベースパック　 型

角形鋼管角形鋼管角形鋼管角形鋼管角形鋼管角形鋼管角形鋼管

□-150×150 ～ □-300×300 用□-150×150 ～ □-300×300 用□-150×150 ～ □-300×300 用□-150×150 ～ □-300×300 用□-150×150 ～ □-300×300 用□-150×150 ～ □-300×300 用□-150×150 ～ □-300×300 用

F値295N/mm 以下F値295N/mm 以下F値295N/mm 以下F値295N/mm 以下F値295N/mm 以下F値295N/mm 以下F値295N/mm 以下

（ 一財） 日本建築センターによる一般評定「 BCJ評定-ST0093-19」 （ 令和6年6月21日付）（ 一財） 日本建築センターによる一般評定「 BCJ評定-ST0093-19」 （ 令和6年6月21日付）（ 一財） 日本建築センターによる一般評定「 BCJ評定-ST0093-19」 （ 令和6年6月21日付）（ 一財） 日本建築センターによる一般評定「 BCJ評定-ST0093-19」 （ 令和6年6月21日付）（ 一財） 日本建築センターによる一般評定「 BCJ評定-ST0093-19」 （ 令和6年6月21日付）（ 一財） 日本建築センターによる一般評定「 BCJ評定-ST0093-19」 （ 令和6年6月21日付）（ 一財） 日本建築センターによる一般評定「 BCJ評定-ST0093-19」 （ 令和6年6月21日付）

●ベースパック柱脚工法の設計は「 ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」 による。●ベースパック柱脚工法の設計は「 ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」 による。●ベースパック柱脚工法の設計は「 ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」 による。●ベースパック柱脚工法の設計は「 ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」 による。●ベースパック柱脚工法の設計は「 ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」 による。●ベースパック柱脚工法の設計は「 ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」 による。●ベースパック柱脚工法の設計は「 ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」 による。

岡部株式会社岡部株式会社岡部株式会社岡部株式会社岡部株式会社岡部株式会社岡部株式会社 旭化成建材株式会社旭化成建材株式会社旭化成建材株式会社旭化成建材株式会社旭化成建材株式会社旭化成建材株式会社旭化成建材株式会社
TEL03（ 3296） 3515TEL03（ 3296） 3515TEL03（ 3296） 3515TEL03（ 3296） 3515TEL03（ 3296） 3515TEL03（ 3296） 3515TEL03（ 3296） 3515TEL03（ 3624） 5336TEL03（ 3624） 5336TEL03（ 3624） 5336TEL03（ 3624） 5336TEL03（ 3624） 5336TEL03（ 3624） 5336TEL03（ 3624） 5336

2024年10月作成2024年10月作成2024年10月作成2024年10月作成2024年10月作成2024年10月作成2024年10月作成

１． 工法概要１． 工法概要１． 工法概要１． 工法概要１． 工法概要１． 工法概要１． 工法概要 ３． 構成部材・ 寸法３． 構成部材・ 寸法３． 構成部材・ 寸法３． 構成部材・ 寸法３． 構成部材・ 寸法３． 構成部材・ 寸法３． 構成部材・ 寸法

５ ． 工場製作（ 溶接）５ ． 工場製作（ 溶接）５ ． 工場製作（ 溶接）５ ． 工場製作（ 溶接）５ ． 工場製作（ 溶接）５ ． 工場製作（ 溶接）５ ． 工場製作（ 溶接）

６ ． 工事場施工６ ． 工事場施工６ ． 工事場施工６ ． 工事場施工６ ． 工事場施工６ ． 工事場施工６ ． 工事場施工４ ． コンクリート 柱型４ ． コンクリート 柱型４ ． コンクリート 柱型４ ． コンクリート 柱型４ ． コンクリート 柱型４ ． コンクリート 柱型４ ． コンクリート 柱型

７ ． 本工法の施工及び施工管理７ ． 本工法の施工及び施工管理７ ． 本工法の施工及び施工管理７ ． 本工法の施工及び施工管理７ ． 本工法の施工及び施工管理７ ． 本工法の施工及び施工管理７ ． 本工法の施工及び施工管理

２． 柱２． 柱２． 柱２． 柱２． 柱２． 柱２． 柱

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋 基礎工事基礎工事基礎工事基礎工事基礎工事基礎工事基礎工事

配筋およびコンクリート 打設配筋およびコンクリート 打設配筋およびコンクリート 打設配筋およびコンクリート 打設配筋およびコンクリート 打設配筋およびコンクリート 打設配筋およびコンクリート 打設

建方建方建方建方建方建方建方

アンカーボルト の本締め（ 弛み止め）アンカーボルト の本締め（ 弛み止め）アンカーボルト の本締め（ 弛み止め）アンカーボルト の本締め（ 弛み止め）アンカーボルト の本締め（ 弛み止め）アンカーボルト の本締め（ 弛み止め）アンカーボルト の本締め（ 弛み止め）

ベースパックグラウト (グラウト 材)の注入ベースパックグラウト (グラウト 材)の注入ベースパックグラウト (グラウト 材)の注入ベースパックグラウト (グラウト 材)の注入ベースパックグラウト (グラウト 材)の注入ベースパックグラウト (グラウト 材)の注入ベースパックグラウト (グラウト 材)の注入

特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項

基礎立上がり基礎立上がり基礎立上がり基礎立上がり基礎立上がり基礎立上がり基礎立上がり

形状・ 材質形状・ 材質形状・ 材質形状・ 材質形状・ 材質形状・ 材質形状・ 材質

フレームベースフレームベースフレームベースフレームベースフレームベースフレームベースフレームベース

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

アンカーボルト （ Mアンカーボルト ）アンカーボルト （ Mアンカーボルト ）アンカーボルト （ Mアンカーボルト ）アンカーボルト （ Mアンカーボルト ）アンカーボルト （ Mアンカーボルト ）アンカーボルト （ Mアンカーボルト ）アンカーボルト （ Mアンカーボルト ）

MナットMナットMナットMナットMナットMナットMナット

ベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレート

定着座金定着座金定着座金定着座金定着座金定着座金定着座金

柱脚の定着方法概要柱脚の定着方法概要柱脚の定着方法概要柱脚の定着方法概要柱脚の定着方法概要柱脚の定着方法概要柱脚の定着方法概要

構成部材構成部材構成部材構成部材構成部材構成部材構成部材

注入座金注入座金注入座金注入座金注入座金注入座金注入座金

普通コンクリート とし、 設計基準強度普通コンクリート とし、 設計基準強度普通コンクリート とし、 設計基準強度普通コンクリート とし、 設計基準強度普通コンクリート とし、 設計基準強度普通コンクリート とし、 設計基準強度普通コンクリート とし、 設計基準強度

は21N/mm　 以上とする。は21N/mm　 以上とする。は21N/mm　 以上とする。は21N/mm　 以上とする。は21N/mm　 以上とする。は21N/mm　 以上とする。は21N/mm　 以上とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり□  下表標準柱型寸法からの変更あり□  下表標準柱型寸法からの変更あり□  下表標準柱型寸法からの変更あり□  下表標準柱型寸法からの変更あり□  下表標準柱型寸法からの変更あり□  下表標準柱型寸法からの変更あり

□  下表標準配筋仕様からの変更あり□  下表標準配筋仕様からの変更あり□  下表標準配筋仕様からの変更あり□  下表標準配筋仕様からの変更あり□  下表標準配筋仕様からの変更あり□  下表標準配筋仕様からの変更あり□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要□  立上り筋に頂部フックが必要□  立上り筋に頂部フックが必要□  立上り筋に頂部フックが必要□  立上り筋に頂部フックが必要□  立上り筋に頂部フックが必要□  立上り筋に頂部フックが必要

採用採用採用採用採用採用採用

●完全溶込み溶接とする。●完全溶込み溶接とする。●完全溶込み溶接とする。●完全溶込み溶接とする。●完全溶込み溶接とする。●完全溶込み溶接とする。●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（ 完全溶込み溶接)■溶接方法（ 完全溶込み溶接)■溶接方法（ 完全溶込み溶接)■溶接方法（ 完全溶込み溶接)■溶接方法（ 完全溶込み溶接)■溶接方法（ 完全溶込み溶接)■溶接方法（ 完全溶込み溶接)

■組立■組立■組立■組立■組立■組立■組立

●ベースプレート の中心線（ ｹｶ゙ ｷ線） に柱材軸心を合わせる。●ベースプレート の中心線（ ｹｶ゙ ｷ線） に柱材軸心を合わせる。●ベースプレート の中心線（ ｹｶ゙ ｷ線） に柱材軸心を合わせる。●ベースプレート の中心線（ ｹｶ゙ ｷ線） に柱材軸心を合わせる。●ベースプレート の中心線（ ｹｶ゙ ｷ線） に柱材軸心を合わせる。●ベースプレート の中心線（ ｹｶ゙ ｷ線） に柱材軸心を合わせる。●ベースプレート の中心線（ ｹｶ゙ ｷ線） に柱材軸心を合わせる。

グラウト（グラウト材）を使用しグラウト（グラウト材）を使用しグラウト（グラウト材）を使用しグラウト（グラウト材）を使用しグラウト（グラウト材）を使用しグラウト（グラウト材）を使用しグラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。大きさは右図による。大きさは右図による。大きさは右図による。大きさは右図による。大きさは右図による。大きさは右図による。

形状は正方形とし、 寸法は下表に形状は正方形とし、 寸法は下表に形状は正方形とし、 寸法は下表に形状は正方形とし、 寸法は下表に形状は正方形とし、 寸法は下表に形状は正方形とし、 寸法は下表に形状は正方形とし、 寸法は下表に

記載の値とする。記載の値とする。記載の値とする。記載の値とする。記載の値とする。記載の値とする。記載の値とする。

配筋仕様は下表による。配筋仕様は下表による。配筋仕様は下表による。配筋仕様は下表による。配筋仕様は下表による。配筋仕様は下表による。配筋仕様は下表による。
【 JI S G 3136】【 JI S G 3136】【 JI S G 3136】【 JI S G 3136】【 JI S G 3136】【 JI S G 3136】【 JI S G 3136】

10101010101010

5555555

9999999

3333333 2222222

4444444

1111111

3333333

7777777

8888888

10101010101010

5555555

9999999

3333333
2222222

4444444

1111111

8888888

7777777

3333333

1111111

3333333 6666666

鋼種鋼種鋼種鋼種鋼種鋼種鋼種 採用採用採用採用採用採用採用

15-12V15-12V15-12V15-12V15-12V15-12V15-12V

17-12V17-12V17-12V17-12V17-12V17-12V17-12V

20-09V20-09V20-09V20-09V20-09V20-09V20-09V

20-12V20-12V20-12V20-12V20-12V20-12V20-12V

25-09V25-09V25-09V25-09V25-09V25-09V25-09V

25-12V25-12V25-12V25-12V25-12V25-12V25-12V

25-16V25-16V25-16V25-16V25-16V25-16V25-16V

30-09V30-09V30-09V30-09V30-09V30-09V30-09V

30-12V30-12V30-12V30-12V30-12V30-12V30-12V

30-16V30-16V30-16V30-16V30-16V30-16V30-16V

30-19V30-19V30-19V30-19V30-19V30-19V30-19V

t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12□-150×150□-150×150□-150×150□-150×150□-150×150□-150×150□-150×150

□-175×175□-175×175□-175×175□-175×175□-175×175□-175×175□-175×175

□-200×200□-200×200□-200×200□-200×200□-200×200□-200×200□-200×200

□-200×200□-200×200□-200×200□-200×200□-200×200□-200×200□-200×200

□-250×250□-250×250□-250×250□-250×250□-250×250□-250×250□-250×250

□-250×250□-250×250□-250×250□-250×250□-250×250□-250×250□-250×250

□-250×250□-250×250□-250×250□-250×250□-250×250□-250×250□-250×250

□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300

□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300

□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300

□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300□-300×300

t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12

t≦9t≦9t≦9t≦9t≦9t≦9t≦9

t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12

t≦9t≦9t≦9t≦9t≦9t≦9t≦9

t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12

t≦16t≦16t≦16t≦16t≦16t≦16t≦16

t≦9t≦9t≦9t≦9t≦9t≦9t≦9

t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12t≦12

t≦16t≦16t≦16t≦16t≦16t≦16t≦16

t≦19t≦19t≦19t≦19t≦19t≦19t≦19

4-M274-M274-M274-M274-M274-M274-M27

4-M304-M304-M304-M304-M304-M304-M30

4-M304-M304-M304-M304-M304-M304-M30

4-M334-M334-M334-M334-M334-M334-M33

4-M364-M364-M364-M364-M364-M364-M36

4-M394-M394-M394-M394-M394-M394-M39

8-M338-M338-M338-M338-M338-M338-M33

4-M394-M394-M394-M394-M394-M394-M39

8-M308-M308-M308-M308-M308-M308-M30

8-M368-M368-M368-M368-M368-M368-M36

8-M368-M368-M368-M368-M368-M368-M36

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

490490490490490490490

490490490490490490490

490490490490490490490

490490490490490490490

490490490490490490490

490490490490490490490

490490490490490490490

490490490490490490490

490490490490490490490

490490490490490490490

490490490490490490490

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

CCCCCCC

500500500500500500500

610610610610610610610

530530530530530530530

560560560560560560560

560560560560560560560

680680680680680680680

700700700700700700700

740740740740740740740

630630630630630630630

620620620620620620620

710710710710710710710

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

CCCCCCC

CCCCCCC

CCCCCCC

（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）

（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）

（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）

（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）

（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）

（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）

（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）

（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）

（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）（ ハ）

（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）

（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）（ イ）

300300300300300300300

320320320320320320320

360360360360360360360

360360360360360360360

420420420420420420420

420420420420420420420

450450450450450450450

480480480480480480480

520520520520520520520

520520520520520520520

550550550550550550550

50505050505050

45454545454545

50505050505050

50505050505050

55555555555555

55555555555555

50505050505050

60606060606060

50505050505050

50505050505050

50505050505050

310310310310310310310

310310310310310310310

80808080808080

360360360360360360360

200200200200200200200

230230230230230230230

260260260260260260260

260260260260260260260

28282828282828

32323232323232

28282828282828

32323232323232

32323232323232

36363636363636

32323232323232

36363636363636

32323232323232

40404040404040

50505050505050

80808080808080

80808080808080

80808080808080

-------

-------

-------

-------

-------

-------

-------

260260260260260260260

260260260260260260260

290290290290290290290

190190190190190190190

-------

-------

-------

-------

-------

-------

710710710710710710710

740740740740740740740

-------

640640640640640640640

710710710710710710710

12-D2212-D2212-D2212-D2212-D2212-D2212-D22

12-D1612-D1612-D1612-D1612-D1612-D1612-D16

12-D1912-D1912-D1912-D1912-D1912-D1912-D19

12-D1612-D1612-D1612-D1612-D1612-D1612-D16

12-D1912-D1912-D1912-D1912-D1912-D1912-D19

12-D1912-D1912-D1912-D1912-D1912-D1912-D19

12-D1912-D1912-D1912-D1912-D1912-D1912-D19

12-D1912-D1912-D1912-D1912-D1912-D1912-D19

12-D2212-D2212-D2212-D2212-D2212-D2212-D22

12-D2212-D2212-D2212-D2212-D2212-D2212-D22

12-D2212-D2212-D2212-D2212-D2212-D2212-D22

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

250250250250250250250

280280280280280280280

310310310310310310310

310310310310310310310

360360360360360360360

370370370370370370370

240240240240240240240

420420420420420420420

310310310310310310310

310310310310310310310

340340340340340340340

150150150150150150150

180180180180180180180

210210210210210210210

210210210210210210210

260260260260260260260

270270270270270270270

140140140140140140140

320320320320320320320

210210210210210210210

210210210210210210210

240240240240240240240

-------

-------

-------

-------

-------

-------

440440440440440440440

-------

510510510510510510510

510510510510510510510

540540540540540540540

550550550550550550550

600600600600600600600

600600600600600600600

600600600600600600600

650650650650650650650

650650650650650650650

650650650650650650650

650650650650650650650

650650650650650650650

700700700700700700700

700700700700700700700

135135135135135135135

135135135135135135135

135135135135135135135

135135135135135135135

150150150150150150150

150150150150150150150

135135135135135135135

150150150150150150150

135135135135135135135

150150150150150150150

150150150150150150150

-------

-------

-------

-------

-------

-------

300300300300300300300

-------

370370370370370370370

370370370370370370370

400400400400400400400

2222222

235235235235235235235

BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295

BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235

295295295295295295295

STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400

TSC295TSC295TSC295TSC295TSC295TSC295TSC295

単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm 単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm

単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm

単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm

110110110110110110110

101101101101101101101

101101101101101101101

110110110110110110110

118118118118118118118

18181818181818

18181818181818

18181818181818

18181818181818

18181818181818

34343434343434

31313131313131

28282828282828

37373737373737

40404040404040

単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm

単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm

単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm単位 mm

2222222(N/mm )(N/mm )(N/mm )(N/mm )(N/mm )(N/mm )(N/mm ) 2222222(N/mm )(N/mm )(N/mm )(N/mm )(N/mm )(N/mm )(N/mm )

2222222

2222222

l1l1l1l1l1l1l1 l2l2l2l2l2l2l2 l3l3l3l3l3l3l3 l2l2l2l2l2l2l2 l1l1l1l1l1l1l1

aa aa aa a

l1l1 l1l1 l1l1 l1
l2l2 l2l2 l2l2 l2

l3l3 l3l3 l3l3 l3
l2l2 l2l2 l2l2 l2

l1l1 l1l1 l1l1 l1

aa aa aa a

l1l1 l1l1 l1l1 l1
l1l1 l1l1 l1l1 l1

l2l2 l2l2 l2l2 l2

tt tt tt ttt tt tt t

２２２２２２２

F値(N/mm  )F値(N/mm  )F値(N/mm  )F値(N/mm  )F値(N/mm  )F値(N/mm  )F値(N/mm  ) ２２２２２２２

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

設計設計設計設計設計設計設計

施工施工施工施工施工施工施工

(N/mm )(N/mm )(N/mm )(N/mm )(N/mm )(N/mm )(N/mm ) 2222222

ベースパック柱脚工法　標準図ベースパック柱脚工法　標準図ベースパック柱脚工法　標準図ベースパック柱脚工法　標準図ベースパック柱脚工法　標準図ベースパック柱脚工法　標準図ベースパック柱脚工法　標準図

１．１１．１１．１１．１１．１１．１１．１

１．２１．２１．２１．２１．２１．２１．２

３．１３．１３．１３．１３．１３．１３．１ ３．２３．２３．２３．２３．２３．２３．２

３．３３．３３．３３．３３．３３．３３．３

３．４３．４３．４３．４３．４３．４３．４

４．１４．１４．１４．１４．１４．１４．１ ４．２４．２４．２４．２４．２４．２４．２

４．３４．３４．３４．３４．３４．３４．３

６．１６．１６．１６．１６．１６．１６．１

６．２６．２６．２６．２６．２６．２６．２

６．３６．３６．３６．３６．３６．３６．３

６．４６．４６．４６．４６．４６．４６．４

６．５６．５６．５６．５６．５６．５６．５

６．６６．６６．６６．６６．６６．６６．６

３．５３．５３．５３．５３．５３．５３．５

３．６３．６３．６３．６３．６３．６３．６

３．７３．７３．７３．７３．７３．７３．７

４．４４．４４．４４．４４．４４．４４．４

φ45φ45φ45φ45φ45φ45φ45

φ45φ45φ45φ45φ45φ45φ45

φ45φ45φ45φ45φ45φ45φ45

φ50φ50φ50φ50φ50φ50φ50

φ55φ55φ55φ55φ55φ55φ55

φ55φ55φ55φ55φ55φ55φ55

φ50φ50φ50φ50φ50φ50φ50

φ55φ55φ55φ55φ55φ55φ55

φ50φ50φ50φ50φ50φ50φ50

φ55φ55φ55φ55φ55φ55φ55

φ55φ55φ55φ55φ55φ55φ55

21以上21以上21以上21以上21以上21以上21以上

21以上21以上21以上21以上21以上21以上21以上

21以上21以上21以上21以上21以上21以上21以上

21以上21以上21以上21以上21以上21以上21以上

21以上21以上21以上21以上21以上21以上21以上

21以上21以上21以上21以上21以上21以上21以上

21以上21以上21以上21以上21以上21以上21以上

21以上21以上21以上21以上21以上21以上21以上

21以上21以上21以上21以上21以上21以上21以上

21以上21以上21以上21以上21以上21以上21以上

21以上21以上21以上21以上21以上21以上21以上

AAAAAAA BBBBBBB 呼び 呼び 呼び 呼び 呼び 呼び 呼び (e)(e)(e)(e)(e)(e)(e)

●材質●材質●材質●材質●材質●材質●材質

●ベースパックの据付け高さ（ h寸法） はフレームベース下端からコンクリート 柱型●ベースパックの据付け高さ（ h寸法） はフレームベース下端からコンクリート 柱型●ベースパックの据付け高さ（ h寸法） はフレームベース下端からコンクリート 柱型●ベースパックの据付け高さ（ h寸法） はフレームベース下端からコンクリート 柱型●ベースパックの据付け高さ（ h寸法） はフレームベース下端からコンクリート 柱型●ベースパックの据付け高さ（ h寸法） はフレームベース下端からコンクリート 柱型●ベースパックの据付け高さ（ h寸法） はフレームベース下端からコンクリート 柱型
　 天端までを示す。 据付けに最低限必要な高さ（ 最低h寸法） は下表に記載の値とする。　 天端までを示す。 据付けに最低限必要な高さ（ 最低h寸法） は下表に記載の値とする。　 天端までを示す。 据付けに最低限必要な高さ（ 最低h寸法） は下表に記載の値とする。　 天端までを示す。 据付けに最低限必要な高さ（ 最低h寸法） は下表に記載の値とする。　 天端までを示す。 据付けに最低限必要な高さ（ 最低h寸法） は下表に記載の値とする。　 天端までを示す。 据付けに最低限必要な高さ（ 最低h寸法） は下表に記載の値とする。　 天端までを示す。 据付けに最低限必要な高さ（ 最低h寸法） は下表に記載の値とする。

●形状●形状●形状●形状●形状●形状●形状

●コンクリ－ト●コンクリ－ト●コンクリ－ト●コンクリ－ト●コンクリ－ト●コンクリ－ト●コンクリ－ト

●鉄筋●鉄筋●鉄筋●鉄筋●鉄筋●鉄筋●鉄筋

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。●基礎立上がり高さは50mm以下とする。●基礎立上がり高さは50mm以下とする。●基礎立上がり高さは50mm以下とする。●基礎立上がり高さは50mm以下とする。●基礎立上がり高さは50mm以下とする。●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、 表面は平滑に仕上げる。●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、 表面は平滑に仕上げる。●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、 表面は平滑に仕上げる。●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、 表面は平滑に仕上げる。●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、 表面は平滑に仕上げる。●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、 表面は平滑に仕上げる。●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、 表面は平滑に仕上げる。

●アンカーボルト （ フレーム） の組立ては、 4隅のアンカーボルト 4本で組立て●アンカーボルト （ フレーム） の組立ては、 4隅のアンカーボルト 4本で組立て●アンカーボルト （ フレーム） の組立ては、 4隅のアンカーボルト 4本で組立て●アンカーボルト （ フレーム） の組立ては、 4隅のアンカーボルト 4本で組立て●アンカーボルト （ フレーム） の組立ては、 4隅のアンカーボルト 4本で組立て●アンカーボルト （ フレーム） の組立ては、 4隅のアンカーボルト 4本で組立て●アンカーボルト （ フレーム） の組立ては、 4隅のアンカーボルト 4本で組立て

を行う。を行う。を行う。を行う。を行う。を行う。を行う。

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●位置決めは、 テンプレート の中心線と地墨等の柱心を合致させることにより●位置決めは、 テンプレート の中心線と地墨等の柱心を合致させることにより●位置決めは、 テンプレート の中心線と地墨等の柱心を合致させることにより●位置決めは、 テンプレート の中心線と地墨等の柱心を合致させることにより●位置決めは、 テンプレート の中心線と地墨等の柱心を合致させることにより●位置決めは、 テンプレート の中心線と地墨等の柱心を合致させることにより●位置決めは、 テンプレート の中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、 標準許容差は下図による。行い、 標準許容差は下図による。行い、 標準許容差は下図による。行い、 標準許容差は下図による。行い、 標準許容差は下図による。行い、 標準許容差は下図による。行い、 標準許容差は下図による。

●コンクリート 打設前にテンプレート 位置精度を確認する。●コンクリート 打設前にテンプレート 位置精度を確認する。●コンクリート 打設前にテンプレート 位置精度を確認する。●コンクリート 打設前にテンプレート 位置精度を確認する。●コンクリート 打設前にテンプレート 位置精度を確認する。●コンクリート 打設前にテンプレート 位置精度を確認する。●コンクリート 打設前にテンプレート 位置精度を確認する。

●配筋はアンカーボルト （ フレーム） との取り合いを考慮する。●配筋はアンカーボルト （ フレーム） との取り合いを考慮する。●配筋はアンカーボルト （ フレーム） との取り合いを考慮する。●配筋はアンカーボルト （ フレーム） との取り合いを考慮する。●配筋はアンカーボルト （ フレーム） との取り合いを考慮する。●配筋はアンカーボルト （ フレーム） との取り合いを考慮する。●配筋はアンカーボルト （ フレーム） との取り合いを考慮する。

●レベルモルタルはベースパック●レベルモルタルはベースパック●レベルモルタルはベースパック●レベルモルタルはベースパック●レベルモルタルはベースパック●レベルモルタルはベースパック●レベルモルタルはベースパック

●本締めはグラウト 材の充填前に行い、 ダブルナット を標準とする。●本締めはグラウト 材の充填前に行い、 ダブルナット を標準とする。●本締めはグラウト 材の充填前に行い、 ダブルナット を標準とする。●本締めはグラウト 材の充填前に行い、 ダブルナット を標準とする。●本締めはグラウト 材の充填前に行い、 ダブルナット を標準とする。●本締めはグラウト 材の充填前に行い、 ダブルナット を標準とする。●本締めはグラウト 材の充填前に行い、 ダブルナット を標準とする。

●グラウト 材のカクハンは、 グラウト 材１ 袋（ 6kg） に対して、 計量カップで●グラウト 材のカクハンは、 グラウト 材１ 袋（ 6kg） に対して、 計量カップで●グラウト 材のカクハンは、 グラウト 材１ 袋（ 6kg） に対して、 計量カップで●グラウト 材のカクハンは、 グラウト 材１ 袋（ 6kg） に対して、 計量カップで●グラウト 材のカクハンは、 グラウト 材１ 袋（ 6kg） に対して、 計量カップで●グラウト 材のカクハンは、 グラウト 材１ 袋（ 6kg） に対して、 計量カップで●グラウト 材のカクハンは、 グラウト 材１ 袋（ 6kg） に対して、 計量カップで
の水を加え、 電動カクハン機で混練することにより行う。の水を加え、 電動カクハン機で混練することにより行う。の水を加え、 電動カクハン機で混練することにより行う。の水を加え、 電動カクハン機で混練することにより行う。の水を加え、 電動カクハン機で混練することにより行う。の水を加え、 電動カクハン機で混練することにより行う。の水を加え、 電動カクハン機で混練することにより行う。

●グラウト 材の注入は、 グラウト ロート を注入座金にセット し、 グラウト 材の●グラウト 材の注入は、 グラウト ロート を注入座金にセット し、 グラウト 材の●グラウト 材の注入は、 グラウト ロート を注入座金にセット し、 グラウト 材の●グラウト 材の注入は、 グラウト ロート を注入座金にセット し、 グラウト 材の●グラウト 材の注入は、 グラウト ロート を注入座金にセット し、 グラウト 材の●グラウト 材の注入は、 グラウト ロート を注入座金にセット し、 グラウト 材の●グラウト 材の注入は、 グラウト ロート を注入座金にセット し、 グラウト 材の
自重圧により他の注入座金からグラウト 材が噴き出るまで行う。自重圧により他の注入座金からグラウト 材が噴き出るまで行う。自重圧により他の注入座金からグラウト 材が噴き出るまで行う。自重圧により他の注入座金からグラウト 材が噴き出るまで行う。自重圧により他の注入座金からグラウト 材が噴き出るまで行う。自重圧により他の注入座金からグラウト 材が噴き出るまで行う。自重圧により他の注入座金からグラウト 材が噴き出るまで行う。

●本工法は、 管理者又は施工者（ 元請） の管理のもとで実施するものとする。●本工法は、 管理者又は施工者（ 元請） の管理のもとで実施するものとする。●本工法は、 管理者又は施工者（ 元請） の管理のもとで実施するものとする。●本工法は、 管理者又は施工者（ 元請） の管理のもとで実施するものとする。●本工法は、 管理者又は施工者（ 元請） の管理のもとで実施するものとする。●本工法は、 管理者又は施工者（ 元請） の管理のもとで実施するものとする。●本工法は、 管理者又は施工者（ 元請） の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６ ． ２ アンカーボルト 据付け及び６ ． ６ベースパックグラウト の●本工法のうち６ ． ２ アンカーボルト 据付け及び６ ． ６ベースパックグラウト の●本工法のうち６ ． ２ アンカーボルト 据付け及び６ ． ６ベースパックグラウト の●本工法のうち６ ． ２ アンカーボルト 据付け及び６ ． ６ベースパックグラウト の●本工法のうち６ ． ２ アンカーボルト 据付け及び６ ． ６ベースパックグラウト の●本工法のうち６ ． ２ アンカーボルト 据付け及び６ ． ６ベースパックグラウト の●本工法のうち６ ． ２ アンカーボルト 据付け及び６ ． ６ベースパックグラウト の

注入は、 ベースパック・ セレクト ベース施工技術委員会によって認定された有注入は、 ベースパック・ セレクト ベース施工技術委員会によって認定された有注入は、 ベースパック・ セレクト ベース施工技術委員会によって認定された有注入は、 ベースパック・ セレクト ベース施工技術委員会によって認定された有注入は、 ベースパック・ セレクト ベース施工技術委員会によって認定された有注入は、 ベースパック・ セレクト ベース施工技術委員会によって認定された有注入は、 ベースパック・ セレクト ベース施工技術委員会によって認定された有

資格者（ ベースパック施工管理技術者・ 施工技能者） が施工を実施し、 チェッ資格者（ ベースパック施工管理技術者・ 施工技能者） が施工を実施し、 チェッ資格者（ ベースパック施工管理技術者・ 施工技能者） が施工を実施し、 チェッ資格者（ ベースパック施工管理技術者・ 施工技能者） が施工を実施し、 チェッ資格者（ ベースパック施工管理技術者・ 施工技能者） が施工を実施し、 チェッ資格者（ ベースパック施工管理技術者・ 施工技能者） が施工を実施し、 チェッ資格者（ ベースパック施工管理技術者・ 施工技能者） が施工を実施し、 チェッ

クシート 等により施工管理を行うものとする。クシート 等により施工管理を行うものとする。クシート 等により施工管理を行うものとする。クシート 等により施工管理を行うものとする。クシート 等により施工管理を行うものとする。クシート 等により施工管理を行うものとする。クシート 等により施工管理を行うものとする。

●ベースプレート 溶接部の施工管理は、 鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理●ベースプレート 溶接部の施工管理は、 鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理●ベースプレート 溶接部の施工管理は、 鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理●ベースプレート 溶接部の施工管理は、 鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理●ベースプレート 溶接部の施工管理は、 鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理●ベースプレート 溶接部の施工管理は、 鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理●ベースプレート 溶接部の施工管理は、 鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。技術者等による。技術者等による。技術者等による。技術者等による。技術者等による。技術者等による。

■ベースプレート の予熱■ベースプレート の予熱■ベースプレート の予熱■ベースプレート の予熱■ベースプレート の予熱■ベースプレート の予熱■ベースプレート の予熱

　 す予熱温度標準により行う。 その他必要に応じて適切な予熱をする。　 す予熱温度標準により行う。 その他必要に応じて適切な予熱をする。　 す予熱温度標準により行う。 その他必要に応じて適切な予熱をする。　 す予熱温度標準により行う。 その他必要に応じて適切な予熱をする。　 す予熱温度標準により行う。 その他必要に応じて適切な予熱をする。　 す予熱温度標準により行う。 その他必要に応じて適切な予熱をする。　 す予熱温度標準により行う。 その他必要に応じて適切な予熱をする。

■施工管理： ７ ． 本工法の施工及び施工管理参照。■施工管理： ７ ． 本工法の施工及び施工管理参照。■施工管理： ７ ． 本工法の施工及び施工管理参照。■施工管理： ７ ． 本工法の施工及び施工管理参照。■施工管理： ７ ． 本工法の施工及び施工管理参照。■施工管理： ７ ． 本工法の施工及び施工管理参照。■施工管理： ７ ． 本工法の施工及び施工管理参照。

■検査方法： 溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。■検査方法： 溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。■検査方法： 溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。■検査方法： 溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。■検査方法： 溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。■検査方法： 溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。■検査方法： 溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

●気温(鋼材表面温度)が5゚ C以上でのベースプレート の予熱は次に示●気温(鋼材表面温度)が5゚ C以上でのベースプレート の予熱は次に示●気温(鋼材表面温度)が5゚ C以上でのベースプレート の予熱は次に示●気温(鋼材表面温度)が5゚ C以上でのベースプレート の予熱は次に示●気温(鋼材表面温度)が5゚ C以上でのベースプレート の予熱は次に示●気温(鋼材表面温度)が5゚ C以上でのベースプレート の予熱は次に示●気温(鋼材表面温度)が5゚ C以上でのベースプレート の予熱は次に示

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

(N/mm  )(N/mm  )(N/mm  )(N/mm  )(N/mm  )(N/mm  )(N/mm  )立上り筋立上り筋立上り筋立上り筋立上り筋立上り筋立上り筋l3l3l3l3l3l3l3 dddddddaaaaaaa l1l1l1l1l1l1l1 l2l2l2l2l2l2l2ttttttt 標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ 特C特C特C特C特C特C特C (mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

J寸法J寸法J寸法J寸法J寸法J寸法J寸法

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

最低h寸法最低h寸法最低h寸法最低h寸法最低h寸法最低h寸法最低h寸法

特C特C特C特C特C特C特C 標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ 特C特C特C特C特C特C特C標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑフープ筋フープ筋フープ筋フープ筋フープ筋フープ筋フープ筋

基準強度基準強度基準強度基準強度基準強度基準強度基準強度

< Aタイプ >< Aタイプ >< Aタイプ >< Aタイプ >< Aタイプ >< Aタイプ >< Aタイプ >

i i )  Cタイプi i )  Cタイプi i )  Cタイプi i )  Cタイプi i )  Cタイプi i )  Cタイプi i )  Cタイプ i i i )  特Cタイプi i i )  特Cタイプi i i )  特Cタイプi i i )  特Cタイプi i i )  特Cタイプi i i )  特Cタイプi i i )  特Cタイプ
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溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向 建物外回り ＱＬデッキ幅方向 建物外回り ＱＬデッキ幅方向 建物外回り ＱＬデッキ幅方向 建物外回り ＱＬデッキ幅方向 建物外回り ＱＬデッキ幅方向 建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｂ部ｂ部ｂ部ｂ部ｂ部ｂ部ｂ部開口部開口部開口部開口部開口部開口部開口部 開口部開口部開口部開口部開口部開口部開口部２スパン                     １スパン２スパン                     １スパン２スパン                     １スパン２スパン                     １スパン２スパン                     １スパン２スパン                     １スパン２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周
部
大
梁

外
周
部
大

梁
外

周
部
大
梁

外
周
部
大
梁

外
周

部
大

梁
外

周
部
大

梁
外

周
部
大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋ＨＨＨＨＨＨＨ １スパン１スパン１スパン１スパン１スパン１スパン１スパン 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照
溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 ｃｃｃｃｃｃｃＣＣＣＣＣＣＣ床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ 2222222４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００ 注2)注2)注2)注2)注2)注2)注2) ＧＧＧＧＧＧＧ外周部大梁外周部大梁外周部大梁外周部大梁外周部大梁外周部大梁外周部大梁 大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095 ｅｅｅｅｅｅｅ

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照 ４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

※2※2※2※2※2※2※2軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０
※2※2※2※2※2※2※2耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋 １０１０１０１０１０１０１０ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 ３０３０３０３０３０３０３０ ３０３０３０３０３０３０３０ 耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部 Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部 Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部 Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキφ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 壁壁壁壁壁壁壁ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2222222 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁壁壁壁壁壁壁 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００ 注2)注2)注2)注2)注2)注2)注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートクローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサー 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００  ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下
ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ 2222222 アークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又は注2)注2)注2)注2)注2)注2)注2)３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下

φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下
ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋※1※1※1※1※1※1※1ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1 ５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上 梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート

※1※1※1※1※1※1※1梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆
梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３

０
３

０
３

０
３

０
３

０
３

０
３

０

コンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さ 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 １０１０１０１０１０１０１０※2※2※2※2※2※2※2ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 １０１０１０１０１０１０１０ フラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシング耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋３０３０３０３０３０３０３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部 Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０８５０８５０８５０８５０８５０８５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ ５０５０５０５０５０５０５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパンスパンスパンスパンスパンスパンスパン スパンスパンスパンスパンスパンスパンスパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1※1※1※1※1※1※1 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

クローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサー
 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部 ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部

※2※2※2※2※2※2※2
2222222 すみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み

QLデッキ切断、柱へののみ込みなしQLデッキ切断、柱へののみ込みなしQLデッキ切断、柱へののみ込みなしQLデッキ切断、柱へののみ込みなしQLデッキ切断、柱へののみ込みなしQLデッキ切断、柱へののみ込みなしQLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重
ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００） 梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上50ｍｍ以上50ｍｍ以上50ｍｍ以上50ｍｍ以上50ｍｍ以上50ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上

※1※1※1※1※1※1※1すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照
梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 ａａａａａａａ ａａａａａａａ又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上 フラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシング

FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照
軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り 柱廻り 柱廻り 柱廻り 柱廻り 柱廻り 柱廻り  小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎＥ部Ｅ部Ｅ部Ｅ部Ｅ部Ｅ部Ｅ部 Ｆ部Ｆ部Ｆ部Ｆ部Ｆ部Ｆ部Ｆ部 Ｇ部Ｇ部Ｇ部Ｇ部Ｇ部Ｇ部Ｇ部 QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部
１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上 柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁梁梁梁梁梁梁 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）
柱柱柱柱柱柱柱FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上
ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照

連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合
2222222 見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口※3※3※3※3※3※3※3溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重
※1※1※1※1※1※1※1 クローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサー（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじ

梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火
φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート ８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 ＬＬＬＬＬＬＬ

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗｗｗｗｗｗｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） ＭＭＭＭＭＭＭ開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート ｗｗｗｗｗｗｗ ｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３
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３
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３
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３
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３
０

３
０

３
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３
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３
０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。
開口部開口部開口部開口部開口部開口部開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方３

０
３

０
３

０
３

０
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０
３

０
３

０

耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ 2222222１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ １５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)３０３０３０３０３０３０３０ ３０３０３０３０３０３０３０ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ １５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ 2222222ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０５０５０５０５０５０５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ １５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗｗｗｗｗｗｗ(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強連続支持連続支持連続支持連続支持連続支持連続支持連続支持 単純支持単純支持単純支持単純支持単純支持単純支持単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ コンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜き合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部開口部開口部開口部開口部開口部開口部ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 ｗｗ ｗｗ ｗｗ ｗ　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口開口開口開口開口開口開口

１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０ ＬＬＬＬＬＬＬＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍ３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上 大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上 部部部部部部部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋
ＬＬＬＬＬＬＬ２２２２２２２ 開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３２２２２２２２ 2222222２.７２.７２.７２.７２.７２.７２.７ 2222222 ３.４３.４３.４３.４３.４３.４３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０８５０８５０８５０８５０８５０８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０
４

０
４

０
４

０
４

０
４

０
４

０

(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下
※※※※※※※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。に支持されるものとする。に支持されるものとする。に支持されるものとする。に支持されるものとする。に支持されるものとする。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

DDDDDDDＱＱＱＱＱＱＱ
Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接 ＡwＡwＡwＡwＡwＡwＡw 鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド ２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)DDDDDDD  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。

板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株)　 　　日本ヒルティ(株)　 　　日本ヒルティ(株)　 　　日本ヒルティ(株)　 　　日本ヒルティ(株)　 　　日本ヒルティ(株)　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁

QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合 （１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 １    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生フラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシング ３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13
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13
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13
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13
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13
.5

13
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3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚 梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚 電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ） 電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ） アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満 ３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０ ３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０） ２５２５２５２５２５２５２５ 梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上 ３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０ ３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサー （４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満 ３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０検　　査検　　査検　　査検　　査検　　査検　　査検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

２
８

２
８

２
８

２
８

２
８

２
８

４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上 ３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形 【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領１８５１８５１８５１８５１８５１８５１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

QL99-75QL99-75QL99-75QL99-75QL99-75QL99-75QL99-75QL99-50QL99-50QL99-50QL99-50QL99-50QL99-50QL99-50 (単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ) S造・施工時のスパンの取り方S造・施工時のスパンの取り方S造・施工時のスパンの取り方S造・施工時のスパンの取り方S造・施工時のスパンの取り方S造・施工時のスパンの取り方S造・施工時のスパンの取り方施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100100100100100100100100100100100100100 60606060606060 70707070707070 80808080808080 9090909090909060606060606060 70707070707070 80808080808080 90909090909090ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm) 板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.61.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 【単純支持】【単純支持】【単純支持】【単純支持】【単純支持】【単純支持】【単純支持】

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、
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3.373.373.373.373.373.373.372.542.542.542.542.542.542.54 3.613.613.613.613.613.613.61 3.553.553.553.553.553.553.55 3.483.483.483.483.483.483.48 3.423.423.423.423.423.423.422.752.752.752.752.752.752.75 2.692.692.692.692.692.692.69 2.642.642.642.642.642.642.64 2.592.592.592.592.592.592.59 3.073.073.073.073.073.073.072.332.332.332.332.332.332.33 3.313.313.313.313.313.313.31 3.243.243.243.243.243.243.24 3.183.183.183.183.183.183.18 3.133.133.133.133.133.133.132.522.522.522.522.522.522.52 2.472.472.472.472.472.472.47 2.422.422.422.422.422.422.42 2.372.372.372.372.372.372.37 単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)
スパンスパンスパンスパンスパンスパンスパン(3.37)(3.37)(3.37)(3.37)(3.37)(3.37)(3.37)(2.54)(2.54)(2.54)(2.54)(2.54)(2.54)(2.54) (3.61)(3.61)(3.61)(3.61)(3.61)(3.61)(3.61) (3.55)(3.55)(3.55)(3.55)(3.55)(3.55)(3.55) (3.48)(3.48)(3.48)(3.48)(3.48)(3.48)(3.48) (3.42)(3.42)(3.42)(3.42)(3.42)(3.42)(3.42)(2.75)(2.75)(2.75)(2.75)(2.75)(2.75)(2.75) (2.69)(2.69)(2.69)(2.69)(2.69)(2.69)(2.69) (2.64)(2.64)(2.64)(2.64)(2.64)(2.64)(2.64) (2.59)(2.59)(2.59)(2.59)(2.59)(2.59)(2.59) (3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(2.33)(2.33)(2.33)(2.33)(2.33)(2.33)(2.33) (3.31)(3.31)(3.31)(3.31)(3.31)(3.31)(3.31) (3.24)(3.24)(3.24)(3.24)(3.24)(3.24)(3.24) (3.18)(3.18)(3.18)(3.18)(3.18)(3.18)(3.18) (3.13)(3.13)(3.13)(3.13)(3.13)(3.13)(3.13)(2.52)(2.52)(2.52)(2.52)(2.52)(2.52)(2.52) (2.47)(2.47)(2.47)(2.47)(2.47)(2.47)(2.47) (2.42)(2.42)(2.42)(2.42)(2.42)(2.42)(2.42) (2.37)(2.37)(2.37)(2.37)(2.37)(2.37)(2.37)表面処理が亜鉛めっきの場合表面処理が亜鉛めっきの場合表面処理が亜鉛めっきの場合表面処理が亜鉛めっきの場合表面処理が亜鉛めっきの場合表面処理が亜鉛めっきの場合表面処理が亜鉛めっきの場合

4.074.074.074.074.074.074.073.413.413.413.413.413.413.41 4.304.304.304.304.304.304.30 4.244.244.244.244.244.244.24 4.184.184.184.184.184.184.18 4.134.134.134.134.134.134.133.673.673.673.673.673.673.67 3.613.613.613.613.613.613.61 3.543.543.543.543.543.543.54 3.473.473.473.473.473.473.47 3.733.733.733.733.733.733.733.123.123.123.123.123.123.12 4.024.024.024.024.024.024.02 3.963.963.963.963.963.963.96 3.913.913.913.913.913.913.91 3.833.833.833.833.833.833.833.383.383.383.383.383.383.38 3.313.313.313.313.313.313.31 3.243.243.243.243.243.243.24 3.183.183.183.183.183.183.18注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 【連続支持】【連続支持】【連続支持】【連続支持】【連続支持】【連続支持】【連続支持】２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続
(4.07)(4.07)(4.07)(4.07)(4.07)(4.07)(4.07)(3.41)(3.41)(3.41)(3.41)(3.41)(3.41)(3.41) (4.30)(4.30)(4.30)(4.30)(4.30)(4.30)(4.30) (4.24)(4.24)(4.24)(4.24)(4.24)(4.24)(4.24) (4.18)(4.18)(4.18)(4.18)(4.18)(4.18)(4.18) (4.13)(4.13)(4.13)(4.13)(4.13)(4.13)(4.13)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67) (3.61)(3.61)(3.61)(3.61)(3.61)(3.61)(3.61) (3.54)(3.54)(3.54)(3.54)(3.54)(3.54)(3.54) (3.47)(3.47)(3.47)(3.47)(3.47)(3.47)(3.47) (3.49)(3.49)(3.49)(3.49)(3.49)(3.49)(3.49)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07) (3.89)(3.89)(3.89)(3.89)(3.89)(3.89)(3.89) (3.78)(3.78)(3.78)(3.78)(3.78)(3.78)(3.78) (3.67)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67) (3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.38)(3.38)(3.38)(3.38)(3.38)(3.38)(3.38) (3.31)(3.31)(3.31)(3.31)(3.31)(3.31)(3.31) (3.24)(3.24)(3.24)(3.24)(3.24)(3.24)(3.24) (3.15)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15)

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 3.833.833.833.833.833.833.833.153.153.153.153.153.153.15 4.054.054.054.054.054.054.05 3.993.993.993.993.993.993.99 3.933.933.933.933.933.933.93 3.883.883.883.883.883.883.883.403.403.403.403.403.403.40 3.333.333.333.333.333.333.33 3.263.263.263.263.263.263.26 3.203.203.203.203.203.203.20 3.583.583.583.583.583.583.582.882.882.882.882.882.882.88 3.783.783.783.783.783.783.78 3.733.733.733.733.733.733.73 3.683.683.683.683.683.683.68 3.633.633.633.633.633.633.633.123.123.123.123.123.123.12 3.053.053.053.053.053.053.05 2.992.992.992.992.992.992.99 2.932.932.932.932.932.932.93 スパンスパンスパンスパンスパンスパンスパン スパンスパンスパンスパンスパンスパンスパン３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続 その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。(3.83)(3.83)(3.83)(3.83)(3.83)(3.83)(3.83)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15) (4.05)(4.05)(4.05)(4.05)(4.05)(4.05)(4.05) (3.99)(3.99)(3.99)(3.99)(3.99)(3.99)(3.99) (3.93)(3.93)(3.93)(3.93)(3.93)(3.93)(3.93) (3.88)(3.88)(3.88)(3.88)(3.88)(3.88)(3.88)(3.40)(3.40)(3.40)(3.40)(3.40)(3.40)(3.40) (3.33)(3.33)(3.33)(3.33)(3.33)(3.33)(3.33) (3.26)(3.26)(3.26)(3.26)(3.26)(3.26)(3.26) (3.20)(3.20)(3.20)(3.20)(3.20)(3.20)(3.20) (3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(2.88)(2.88)(2.88)(2.88)(2.88)(2.88)(2.88) (3.78)(3.78)(3.78)(3.78)(3.78)(3.78)(3.78) (3.73)(3.73)(3.73)(3.73)(3.73)(3.73)(3.73) (3.68)(3.68)(3.68)(3.68)(3.68)(3.68)(3.68) (3.63)(3.63)(3.63)(3.63)(3.63)(3.63)(3.63)(3.12)(3.12)(3.12)(3.12)(3.12)(3.12)(3.12) (3.05)(3.05)(3.05)(3.05)(3.05)(3.05)(3.05) (2.99)(2.99)(2.99)(2.99)(2.99)(2.99)(2.99) (2.93)(2.93)(2.93)(2.93)(2.93)(2.93)(2.93)

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】

開口部補強案開口部補強案開口部補強案開口部補強案開口部補強案開口部補強案開口部補強案

スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋 耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序施工順序施工順序施工順序施工順序施工順序施工順序 敷　込　み敷　込　み敷　込　み敷　込　み敷　込　み敷　込　み敷　込　み 検　　　　査検　　　　査検　　　　査検　　　　査検　　　　査検　　　　査検　　　　査

施
　
　
　
　
工

施
　
　
　
　
工

施
　
　
　
　
工

施
　
　
　
　
工

施
　
　
　
　
工

施
　
　
　
　
工

施
　
　
　
　
工

アクセサリーアクセサリーアクセサリーアクセサリーアクセサリーアクセサリーアクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用][耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用][耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用][耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用][耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用][耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用][耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート

表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理デッキプレート種類デッキプレート種類デッキプレート種類デッキプレート種類デッキプレート種類デッキプレート種類デッキプレート種類 板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)

端部加工端部加工端部加工端部加工端部加工端部加工端部加工

*1*1*1*1*1*1*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５ □無し□無し□無し□無し□無し□無し□無し
□亜鉛めっき□亜鉛めっき□亜鉛めっき□亜鉛めっき□亜鉛めっき□亜鉛めっき□亜鉛めっき

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) □JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) □JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) □JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) □JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) □JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) □JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ][ □Y18   □Y27 ][ □Y18   □Y27 ][ □Y18   □Y27 ][ □Y18   □Y27 ][ □Y18   □Y27 ][ □Y18   □Y27 ]□1.6□1.6□1.6□1.6□1.6□1.6□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート

 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類  □軽量コンクリート □軽量コンクリート □軽量コンクリート □軽量コンクリート □軽量コンクリート □軽量コンクリート □軽量コンクリート [ □１種   □２種 ][ □１種   □２種 ][ □１種   □２種 ][ □１種   □２種 ][ □１種   □２種 ][ □１種   □２種 ][ □１種   □２種 ]
2222222 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度

 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) □６０□６０□６０□６０□６０□６０□６０ □７０□７０□７０□７０□７０□７０□７０ □８５□８５□８５□８５□８５□８５□８５ □９０□９０□９０□９０□９０□９０□９０ □９５□９５□９５□９５□９５□９５□９５ □１００□１００□１００□１００□１００□１００□１００ □（　　　）□（　　　）□（　　　）□（　　　）□（　　　）□（　　　）□（　　　）ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５□φ６-７５×７５□φ６-７５×７５□φ６-７５×７５□φ６-７５×７５□φ６-７５×７５□φ６-７５×７５
 ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2*2*2*2*2*2*2□φ６-１００×１００□φ６-１００×１００□φ６-１００×１００□φ６-１００×１００□φ６-１００×１００□φ６-１００×１００□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０□Ｄ１０-１５０×１５０□Ｄ１０-１５０×１５０□Ｄ１０-１５０×１５０□Ｄ１０-１５０×１５０□Ｄ１０-１５０×１５０□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００□Ｄ１０-２００×２００□Ｄ１０-２００×２００□Ｄ１０-２００×２００□Ｄ１０-２００×２００□Ｄ１０-２００×２００□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００　Ｄ１３-＠３００　Ｄ１３-＠３００　Ｄ１３-＠３００　Ｄ１３-＠３００　Ｄ１３-＠３００　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの*2 線形6㎜以上を用いたもの*2 線形6㎜以上を用いたもの*2 線形6㎜以上を用いたもの*2 線形6㎜以上を用いたもの*2 線形6㎜以上を用いたもの*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合接　　　合接　　　合接　　　合接　　　合接　　　合接　　　合

JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198 □φ１３□φ１３□φ１３□φ１３□φ１３□φ１３□φ１３ □φ１６□φ１６□φ１６□φ１６□φ１６□φ１６□φ１６ □φ１９□φ１９□φ１９□φ１９□φ１９□φ１９□φ１９ □φ２２□φ２２□φ２２□φ２２□φ２２□φ２２□φ２２
□頭付きスタッド□頭付きスタッド□頭付きスタッド□頭付きスタッド□頭付きスタッド□頭付きスタッド□頭付きスタッド *3*3*3*3*3*3*3（各長さ・ピッチは特記による　）（各長さ・ピッチは特記による　）（各長さ・ピッチは特記による　）（各長さ・ピッチは特記による　）（各長さ・ピッチは特記による　）（各長さ・ピッチは特記による　）（各長さ・ピッチは特記による　）
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アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒

イナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレート

ピースアングルピースアングルピースアングルピースアングルピースアングルピースアングルピースアングル

バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材
Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6

35353535353535
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4
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4
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0

4
0

4
0
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5

7
5

1
01
0

1
0

1
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0
1
0
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0

7
57
5

7
5

7
5 7
5
7
5

7
5

自重受け金具自重受け金具自重受け金具自重受け金具自重受け金具自重受け金具自重受け金具

短冊プレート短冊プレート短冊プレート短冊プレート短冊プレート短冊プレート短冊プレート

ＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナット

アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒

モルタルモルタルモルタルモルタルモルタルモルタルモルタル

ＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナット

アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒

Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6

短冊プレート短冊プレート短冊プレート短冊プレート短冊プレート短冊プレート短冊プレート

自重受け金具自重受け金具自重受け金具自重受け金具自重受け金具自重受け金具自重受け金具

アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒

ＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナット

目地受けプレート目地受けプレート目地受けプレート目地受けプレート目地受けプレート目地受けプレート目地受けプレート

標準図標準図標準図標準図標準図標準図標準図
設計設計設計設計設計設計設計
施工施工施工施工施工施工施工

薄付け仕上塗材 （JIS A 6909）薄付け仕上塗材 （JIS A 6909）薄付け仕上塗材 （JIS A 6909）薄付け仕上塗材 （JIS A 6909）薄付け仕上塗材 （JIS A 6909）薄付け仕上塗材 （JIS A 6909）薄付け仕上塗材 （JIS A 6909）

※モジュラスの低いもの(経年時の50％引張応力の値が0.3N/mm2以下)を選定※モジュラスの低いもの(経年時の50％引張応力の値が0.3N/mm2以下)を選定※モジュラスの低いもの(経年時の50％引張応力の値が0.3N/mm2以下)を選定※モジュラスの低いもの(経年時の50％引張応力の値が0.3N/mm2以下)を選定※モジュラスの低いもの(経年時の50％引張応力の値が0.3N/mm2以下)を選定※モジュラスの低いもの(経年時の50％引張応力の値が0.3N/mm2以下)を選定※モジュラスの低いもの(経年時の50％引張応力の値が0.3N/mm2以下)を選定

)))))))(((((((

((((((( )))))))

特記:特記:特記:特記:特記:特記:特記:((((((( )))))))

特記:特記:特記:特記:特記:特記:特記:((((((( )))))))

特記:特記:特記:特記:特記:特記:特記:((((((( )))))))

)))))))

その他その他その他その他その他その他その他

ボ-ド張りボ-ド張りボ-ド張りボ-ド張りボ-ド張りボ-ド張りボ-ド張り

金属パネル張り金属パネル張り金属パネル張り金属パネル張り金属パネル張り金属パネル張り金属パネル張り

タイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張り

張り仕上げ張り仕上げ張り仕上げ張り仕上げ張り仕上げ張り仕上げ張り仕上げ

(((((((特記:特記:特記:特記:特記:特記:特記:

厚付け仕上塗材　(JIS A 6909)厚付け仕上塗材　(JIS A 6909)厚付け仕上塗材　(JIS A 6909)厚付け仕上塗材　(JIS A 6909)厚付け仕上塗材　(JIS A 6909)厚付け仕上塗材　(JIS A 6909)厚付け仕上塗材　(JIS A 6909)

その他その他その他その他その他その他その他

その他その他その他その他その他その他その他

その他その他その他その他その他その他その他

特記:特記:特記:特記:特記:特記:特記: )))))))(((((((吹付け仕上げ吹付け仕上げ吹付け仕上げ吹付け仕上げ吹付け仕上げ吹付け仕上げ吹付け仕上げ

複層仕上塗材　(JIS A 6909)複層仕上塗材　(JIS A 6909)複層仕上塗材　(JIS A 6909)複層仕上塗材　(JIS A 6909)複層仕上塗材　(JIS A 6909)複層仕上塗材　(JIS A 6909)複層仕上塗材　(JIS A 6909)

複層塗材Ｅ (アクリルタイル)複層塗材Ｅ (アクリルタイル)複層塗材Ｅ (アクリルタイル)複層塗材Ｅ (アクリルタイル)複層塗材Ｅ (アクリルタイル)複層塗材Ｅ (アクリルタイル)複層塗材Ｅ (アクリルタイル)

複層塗材Ｓｉ (シリカタイル)複層塗材Ｓｉ (シリカタイル)複層塗材Ｓｉ (シリカタイル)複層塗材Ｓｉ (シリカタイル)複層塗材Ｓｉ (シリカタイル)複層塗材Ｓｉ (シリカタイル)複層塗材Ｓｉ (シリカタイル)

外装厚塗材Ｅ (樹脂スタッコ)外装厚塗材Ｅ (樹脂スタッコ)外装厚塗材Ｅ (樹脂スタッコ)外装厚塗材Ｅ (樹脂スタッコ)外装厚塗材Ｅ (樹脂スタッコ)外装厚塗材Ｅ (樹脂スタッコ)外装厚塗材Ｅ (樹脂スタッコ)

外装厚塗材Ｓｉ(シリカスタッコ)外装厚塗材Ｓｉ(シリカスタッコ)外装厚塗材Ｓｉ(シリカスタッコ)外装厚塗材Ｓｉ(シリカスタッコ)外装厚塗材Ｓｉ(シリカスタッコ)外装厚塗材Ｓｉ(シリカスタッコ)外装厚塗材Ｓｉ(シリカスタッコ)

複層塗材ＣＥ (セメント系吹付タイル)複層塗材ＣＥ (セメント系吹付タイル)複層塗材ＣＥ (セメント系吹付タイル)複層塗材ＣＥ (セメント系吹付タイル)複層塗材ＣＥ (セメント系吹付タイル)複層塗材ＣＥ (セメント系吹付タイル)複層塗材ＣＥ (セメント系吹付タイル)

外装薄塗材Ｓ (溶液リシン)外装薄塗材Ｓ (溶液リシン)外装薄塗材Ｓ (溶液リシン)外装薄塗材Ｓ (溶液リシン)外装薄塗材Ｓ (溶液リシン)外装薄塗材Ｓ (溶液リシン)外装薄塗材Ｓ (溶液リシン)

外装薄塗材Ｅ (樹脂リシン)外装薄塗材Ｅ (樹脂リシン)外装薄塗材Ｅ (樹脂リシン)外装薄塗材Ｅ (樹脂リシン)外装薄塗材Ｅ (樹脂リシン)外装薄塗材Ｅ (樹脂リシン)外装薄塗材Ｅ (樹脂リシン)

1 シ-リング材1 シ-リング材1 シ-リング材1 シ-リング材1 シ-リング材1 シ-リング材1 シ-リング材 （ＡＬＣパネル間）（ＡＬＣパネル間）（ＡＬＣパネル間）（ＡＬＣパネル間）（ＡＬＣパネル間）（ＡＬＣパネル間）（ＡＬＣパネル間）

(((((((

(1)種類(1)種類(1)種類(1)種類(1)種類(1)種類(1)種類

)))))))JIS A 5758 に基く耐久性区分JIS A 5758 に基く耐久性区分JIS A 5758 に基く耐久性区分JIS A 5758 に基く耐久性区分JIS A 5758 に基く耐久性区分JIS A 5758 に基く耐久性区分JIS A 5758 に基く耐久性区分

1 外装仕上げ1 外装仕上げ1 外装仕上げ1 外装仕上げ1 外装仕上げ1 外装仕上げ1 外装仕上げ

)))))))(((((((特記:特記:特記:特記:特記:特記:特記:

2 内装仕上げ2 内装仕上げ2 内装仕上げ2 内装仕上げ2 内装仕上げ2 内装仕上げ2 内装仕上げ

胴縁工法胴縁工法胴縁工法胴縁工法胴縁工法胴縁工法胴縁工法ボ-ド仕上げボ-ド仕上げボ-ド仕上げボ-ド仕上げボ-ド仕上げボ-ド仕上げボ-ド仕上げ

関連資材仕様関連資材仕様関連資材仕様関連資材仕様関連資材仕様関連資材仕様関連資材仕様

内外装仕様内外装仕様内外装仕様内外装仕様内外装仕様内外装仕様内外装仕様

2 耐火目地材2 耐火目地材2 耐火目地材2 耐火目地材2 耐火目地材2 耐火目地材2 耐火目地材

ロックウール保温板(JIS A 9504) またはロックウール保温板(JIS A 9504) またはロックウール保温板(JIS A 9504) またはロックウール保温板(JIS A 9504) またはロックウール保温板(JIS A 9504) またはロックウール保温板(JIS A 9504) またはロックウール保温板(JIS A 9504) または

高温断熱ウ-ルＡＥＳブランケット(JIS R 3311)品質同等高温断熱ウ-ルＡＥＳブランケット(JIS R 3311)品質同等高温断熱ウ-ルＡＥＳブランケット(JIS R 3311)品質同等高温断熱ウ-ルＡＥＳブランケット(JIS R 3311)品質同等高温断熱ウ-ルＡＥＳブランケット(JIS R 3311)品質同等高温断熱ウ-ルＡＥＳブランケット(JIS R 3311)品質同等高温断熱ウ-ルＡＥＳブランケット(JIS R 3311)品質同等

3 防錆塗料 (ＡＬＣ下地鋼材、開口部補強鋼材塗装用)3 防錆塗料 (ＡＬＣ下地鋼材、開口部補強鋼材塗装用)3 防錆塗料 (ＡＬＣ下地鋼材、開口部補強鋼材塗装用)3 防錆塗料 (ＡＬＣ下地鋼材、開口部補強鋼材塗装用)3 防錆塗料 (ＡＬＣ下地鋼材、開口部補強鋼材塗装用)3 防錆塗料 (ＡＬＣ下地鋼材、開口部補強鋼材塗装用)3 防錆塗料 (ＡＬＣ下地鋼材、開口部補強鋼材塗装用)

特記による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）特記による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）特記による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）特記による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）特記による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）特記による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）特記による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ポリウレタン系ポリウレタン系ポリウレタン系ポリウレタン系ポリウレタン系ポリウレタン系ポリウレタン系

変成シリコ-ン系変成シリコ-ン系変成シリコ-ン系変成シリコ-ン系変成シリコ-ン系変成シリコ-ン系変成シリコ-ン系

耐久性区分　9030耐久性区分　9030耐久性区分　9030耐久性区分　9030耐久性区分　9030耐久性区分　9030耐久性区分　9030

耐久性区分　8020耐久性区分　8020耐久性区分　8020耐久性区分　8020耐久性区分　8020耐久性区分　8020耐久性区分　8020

耐久性区分　8020耐久性区分　8020耐久性区分　8020耐久性区分　8020耐久性区分　8020耐久性区分　8020耐久性区分　8020

耐久性区分　9030耐久性区分　9030耐久性区分　9030耐久性区分　9030耐久性区分　9030耐久性区分　9030耐久性区分　9030

品名:品名:品名:品名:品名:品名:品名:((((((((2)その他特記事項(2)その他特記事項(2)その他特記事項(2)その他特記事項(2)その他特記事項(2)その他特記事項(2)その他特記事項 )))))))

アクリル系アクリル系アクリル系アクリル系アクリル系アクリル系アクリル系 （エマルジョンタイプ）（エマルジョンタイプ）（エマルジョンタイプ）（エマルジョンタイプ）（エマルジョンタイプ）（エマルジョンタイプ）（エマルジョンタイプ） 耐久性区分　7020耐久性区分　7020耐久性区分　7020耐久性区分　7020耐久性区分　7020耐久性区分　7020耐久性区分　7020

耐久性区分耐久性区分耐久性区分耐久性区分耐久性区分耐久性区分耐久性区分)))))))(((((((その他その他その他その他その他その他その他 ((((((( )))))))

)))))))

)))))))

)))))))

その他その他その他その他その他その他その他 特記:特記:特記:特記:特記:特記:特記:(((((((

タイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張り 特記:特記:特記:特記:特記:特記:特記:(((((((

吹付け仕上げ吹付け仕上げ吹付け仕上げ吹付け仕上げ吹付け仕上げ吹付け仕上げ吹付け仕上げ 特記:特記:特記:特記:特記:特記:特記:(((((((

)))))))(((((((特記:特記:特記:特記:特記:特記:特記:ペイント仕上げペイント仕上げペイント仕上げペイント仕上げペイント仕上げペイント仕上げペイント仕上げ

1 ＡＬＣパネル仕様1 ＡＬＣパネル仕様1 ＡＬＣパネル仕様1 ＡＬＣパネル仕様1 ＡＬＣパネル仕様1 ＡＬＣパネル仕様1 ＡＬＣパネル仕様

ＡＬＣパネル仕様ＡＬＣパネル仕様ＡＬＣパネル仕様ＡＬＣパネル仕様ＡＬＣパネル仕様ＡＬＣパネル仕様ＡＬＣパネル仕様

)))))))

階階階階階階階 ～～～～～～～ 階階階階階階階

階階階階階階階～～～～～～～階階階階階階階

階階階階階階階～～～～～～～階階階階階階階

階階階階階階階～～～～～～～階階階階階階階

正正正正正正正 負負負負負負負

正正正正正正正 負負負負負負負

正正正正正正正 負負負負負負負

正正正正正正正 負負負負負負負

(2)設計風圧力(2)設計風圧力(2)設計風圧力(2)設計風圧力(2)設計風圧力(2)設計風圧力(2)設計風圧力

〔〔〔〔〔〔〔 〕〕〕〕〕〕〕 N/m N/m N/m N/m N/m N/m N/m

〔〔〔〔〔〔〔 〕〕〕〕〕〕〕 N/m N/m N/m N/m N/m N/m N/m

〔〔〔〔〔〔〔 〕〕〕〕〕〕〕 N/m N/m N/m N/m N/m N/m N/m

〔〔〔〔〔〔〔 〕〕〕〕〕〕〕 N/m N/m N/m N/m N/m N/m N/m

2 ＡＬＣパネル使用部位およびパネル厚2 ＡＬＣパネル使用部位およびパネル厚2 ＡＬＣパネル使用部位およびパネル厚2 ＡＬＣパネル使用部位およびパネル厚2 ＡＬＣパネル使用部位およびパネル厚2 ＡＬＣパネル使用部位およびパネル厚2 ＡＬＣパネル使用部位およびパネル厚

(1)パネル取付け構法(1)パネル取付け構法(1)パネル取付け構法(1)パネル取付け構法(1)パネル取付け構法(1)パネル取付け構法(1)パネル取付け構法

縦壁ロッキング構法縦壁ロッキング構法縦壁ロッキング構法縦壁ロッキング構法縦壁ロッキング構法縦壁ロッキング構法縦壁ロッキング構法縦壁構法縦壁構法縦壁構法縦壁構法縦壁構法縦壁構法縦壁構法

(((((((その他その他その他その他その他その他その他

3 ＡＬＣ外壁仕様3 ＡＬＣ外壁仕様3 ＡＬＣ外壁仕様3 ＡＬＣ外壁仕様3 ＡＬＣ外壁仕様3 ＡＬＣ外壁仕様3 ＡＬＣ外壁仕様

（吸水性を抑えたパネル　　　　　）（吸水性を抑えたパネル　　　　　）（吸水性を抑えたパネル　　　　　）（吸水性を抑えたパネル　　　　　）（吸水性を抑えたパネル　　　　　）（吸水性を抑えたパネル　　　　　）（吸水性を抑えたパネル　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　）

（表面にフィラー下地処理済み　　）（表面にフィラー下地処理済み　　）（表面にフィラー下地処理済み　　）（表面にフィラー下地処理済み　　）（表面にフィラー下地処理済み　　）（表面にフィラー下地処理済み　　）（表面にフィラー下地処理済み　　）

（表面に凹凸デザイン模様　　　　）（表面に凹凸デザイン模様　　　　）（表面に凹凸デザイン模様　　　　）（表面に凹凸デザイン模様　　　　）（表面に凹凸デザイン模様　　　　）（表面に凹凸デザイン模様　　　　）（表面に凹凸デザイン模様　　　　）

（岩肌調デザイン模様　　　　　　）（岩肌調デザイン模様　　　　　　）（岩肌調デザイン模様　　　　　　）（岩肌調デザイン模様　　　　　　）（岩肌調デザイン模様　　　　　　）（岩肌調デザイン模様　　　　　　）（岩肌調デザイン模様　　　　　　）

（表面にブラスト模様　　　　　　）（表面にブラスト模様　　　　　　）（表面にブラスト模様　　　　　　）（表面にブラスト模様　　　　　　）（表面にブラスト模様　　　　　　）（表面にブラスト模様　　　　　　）（表面にブラスト模様　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　）

（特記:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（特記:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（特記:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（特記:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（特記:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（特記:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（特記:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他その他その他その他その他その他その他

その他その他その他その他その他その他その他

ＳＰパネルＳＰパネルＳＰパネルＳＰパネルＳＰパネルＳＰパネルＳＰパネル

ＳＩパネルＳＩパネルＳＩパネルＳＩパネルＳＩパネルＳＩパネルＳＩパネル

(3)パネル特殊仕様(3)パネル特殊仕様(3)パネル特殊仕様(3)パネル特殊仕様(3)パネル特殊仕様(3)パネル特殊仕様(3)パネル特殊仕様

特記:特記:特記:特記:特記:特記:特記: 意匠パネル意匠パネル意匠パネル意匠パネル意匠パネル意匠パネル意匠パネル

デザインパネルデザインパネルデザインパネルデザインパネルデザインパネルデザインパネルデザインパネル

ジーファスパネルジーファスパネルジーファスパネルジーファスパネルジーファスパネルジーファスパネルジーファスパネル

 番号 番号 番号 番号 番号 番号 番号

下地処理済みパネル下地処理済みパネル下地処理済みパネル下地処理済みパネル下地処理済みパネル下地処理済みパネル下地処理済みパネル

CanvasパネルCanvasパネルCanvasパネルCanvasパネルCanvasパネルCanvasパネルCanvasパネル

スタンダ-ドスタンダ-ドスタンダ-ドスタンダ-ドスタンダ-ドスタンダ-ドスタンダ-ド

オリジナルオリジナルオリジナルオリジナルオリジナルオリジナルオリジナル

(1)パネル取付け構法(1)パネル取付け構法(1)パネル取付け構法(1)パネル取付け構法(1)パネル取付け構法(1)パネル取付け構法(1)パネル取付け構法

縦壁構法縦壁構法縦壁構法縦壁構法縦壁構法縦壁構法縦壁構法

その他その他その他その他その他その他その他 ((((((( )))))))

4 ＡＬＣ間仕切壁仕様4 ＡＬＣ間仕切壁仕様4 ＡＬＣ間仕切壁仕様4 ＡＬＣ間仕切壁仕様4 ＡＬＣ間仕切壁仕様4 ＡＬＣ間仕切壁仕様4 ＡＬＣ間仕切壁仕様

(2)パネル特殊仕様(2)パネル特殊仕様(2)パネル特殊仕様(2)パネル特殊仕様(2)パネル特殊仕様(2)パネル特殊仕様(2)パネル特殊仕様

(((((((特記:特記:特記:特記:特記:特記:特記: )))))))

JIS A 5416 軽量気泡コンクリ-トパネル（ＡＬＣパネル）に適合するものJIS A 5416 軽量気泡コンクリ-トパネル（ＡＬＣパネル）に適合するものJIS A 5416 軽量気泡コンクリ-トパネル（ＡＬＣパネル）に適合するものJIS A 5416 軽量気泡コンクリ-トパネル（ＡＬＣパネル）に適合するものJIS A 5416 軽量気泡コンクリ-トパネル（ＡＬＣパネル）に適合するものJIS A 5416 軽量気泡コンクリ-トパネル（ＡＬＣパネル）に適合するものJIS A 5416 軽量気泡コンクリ-トパネル（ＡＬＣパネル）に適合するもの

外壁 平パネル外壁 平パネル外壁 平パネル外壁 平パネル外壁 平パネル外壁 平パネル外壁 平パネル 100厚100厚100厚100厚100厚100厚100厚 間仕切壁間仕切壁間仕切壁間仕切壁間仕切壁間仕切壁間仕切壁 75厚75厚75厚75厚75厚75厚75厚

100厚100厚100厚100厚100厚100厚100厚

縦壁ＨＤＲ構法（一般用）縦壁ＨＤＲ構法（一般用）縦壁ＨＤＲ構法（一般用）縦壁ＨＤＲ構法（一般用）縦壁ＨＤＲ構法（一般用）縦壁ＨＤＲ構法（一般用）縦壁ＨＤＲ構法（一般用）

125厚125厚125厚125厚125厚125厚125厚

150厚150厚150厚150厚150厚150厚150厚

外壁 意匠パネル外壁 意匠パネル外壁 意匠パネル外壁 意匠パネル外壁 意匠パネル外壁 意匠パネル外壁 意匠パネル 100厚100厚100厚100厚100厚100厚100厚

125厚125厚125厚125厚125厚125厚125厚

150厚150厚150厚150厚150厚150厚150厚

125厚125厚125厚125厚125厚125厚125厚

150厚150厚150厚150厚150厚150厚150厚

縦壁ロッキング構法縦壁ロッキング構法縦壁ロッキング構法縦壁ロッキング構法縦壁ロッキング構法縦壁ロッキング構法縦壁ロッキング構法 縦壁ＨＤＲ構法（一般用）縦壁ＨＤＲ構法（一般用）縦壁ＨＤＲ構法（一般用）縦壁ＨＤＲ構法（一般用）縦壁ＨＤＲ構法（一般用）縦壁ＨＤＲ構法（一般用）縦壁ＨＤＲ構法（一般用）

Ｄ：パネル有効厚Ｄ：パネル有効厚Ｄ：パネル有効厚Ｄ：パネル有効厚Ｄ：パネル有効厚Ｄ：パネル有効厚Ｄ：パネル有効厚(1)はね出し寸法６Ｄ以下(1)はね出し寸法６Ｄ以下(1)はね出し寸法６Ｄ以下(1)はね出し寸法６Ｄ以下(1)はね出し寸法６Ｄ以下(1)はね出し寸法６Ｄ以下(1)はね出し寸法６Ｄ以下

1.構法概要（縦壁ＨＤＲ構法（一般用））1.構法概要（縦壁ＨＤＲ構法（一般用））1.構法概要（縦壁ＨＤＲ構法（一般用））1.構法概要（縦壁ＨＤＲ構法（一般用））1.構法概要（縦壁ＨＤＲ構法（一般用））1.構法概要（縦壁ＨＤＲ構法（一般用））1.構法概要（縦壁ＨＤＲ構法（一般用）） 2.一般部2.一般部2.一般部2.一般部2.一般部2.一般部2.一般部 6.パラペット部6.パラペット部6.パラペット部6.パラペット部6.パラペット部6.パラペット部6.パラペット部

7.下がり壁部7.下がり壁部7.下がり壁部7.下がり壁部7.下がり壁部7.下がり壁部7.下がり壁部

アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒

ＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナット

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6

目地受けプレート目地受けプレート目地受けプレート目地受けプレート目地受けプレート目地受けプレート目地受けプレート
自重受け金具自重受け金具自重受け金具自重受け金具自重受け金具自重受け金具自重受け金具

バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材

開口部Ｗ開口部Ｗ開口部Ｗ開口部Ｗ開口部Ｗ開口部Ｗ開口部Ｗ

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材

ＰＵＢ金具ＰＵＢ金具ＰＵＢ金具ＰＵＢ金具ＰＵＢ金具ＰＵＢ金具ＰＵＢ金具

ＰＵＢ金具ＰＵＢ金具ＰＵＢ金具ＰＵＢ金具ＰＵＢ金具ＰＵＢ金具ＰＵＢ金具

開
口

部
Ｈ

開
口

部
Ｈ

開
口

部
Ｈ

開
口

部
Ｈ

開
口

部
Ｈ

開
口

部
Ｈ

開
口

部
Ｈ

開口部Ｗ開口部Ｗ開口部Ｗ開口部Ｗ開口部Ｗ開口部Ｗ開口部Ｗ

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材

イナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレート

イナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレート

開
口

部
Ｈ

開
口

部
Ｈ

開
口

部
Ｈ

開
口

部
Ｈ

開
口

部
Ｈ

開
口

部
Ｈ

開
口

部
Ｈ

アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒

ＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナット

アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒

ＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナット

開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)

開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)

開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)

開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)

開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)

開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)開口補強鋼材(タテ材)

開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)

開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)

開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)

開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)

開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)

開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)開口補強鋼材(ヨコ材)

3.開口部3.開口部3.開口部3.開口部3.開口部3.開口部3.開口部
(1)Ｏナットを使用する場合(1)Ｏナットを使用する場合(1)Ｏナットを使用する場合(1)Ｏナットを使用する場合(1)Ｏナットを使用する場合(1)Ｏナットを使用する場合(1)Ｏナットを使用する場合 (2)ＰＵＢ金具を使用する場合(2)ＰＵＢ金具を使用する場合(2)ＰＵＢ金具を使用する場合(2)ＰＵＢ金具を使用する場合(2)ＰＵＢ金具を使用する場合(2)ＰＵＢ金具を使用する場合(2)ＰＵＢ金具を使用する場合

4.軒先部4.軒先部4.軒先部4.軒先部4.軒先部4.軒先部4.軒先部 5.布基礎部5.布基礎部5.布基礎部5.布基礎部5.布基礎部5.布基礎部5.布基礎部

（2）ベースクリップ仕様（2）ベースクリップ仕様（2）ベースクリップ仕様（2）ベースクリップ仕様（2）ベースクリップ仕様（2）ベースクリップ仕様（2）ベースクリップ仕様

▽梁天端▽梁天端▽梁天端▽梁天端▽梁天端▽梁天端▽梁天端

2
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2
0

2
0 2
0

2
0

2
0

35353535353535

アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒

ＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナット

バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

イナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレート

Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6Ｌ－65×65×6

モルタルモルタルモルタルモルタルモルタルモルタルモルタル

2
0～

4
0

2
0～

4
0

2
0～

4
0

2
0～

4
0

2
0～

4
0

2
0～

4
0

2
0～

4
0

＠600＠600＠600＠600＠600＠600＠600

バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

ＲスペーサーＲスペーサーＲスペーサーＲスペーサーＲスペーサーＲスペーサーＲスペーサー

Ｌ-50×50×6以上Ｌ-50×50×6以上Ｌ-50×50×6以上Ｌ-50×50×6以上Ｌ-50×50×6以上Ｌ-50×50×6以上Ｌ-50×50×6以上

ベースクリップベースクリップベースクリップベースクリップベースクリップベースクリップベースクリップ

アンカー筋　9φアンカー筋　9φアンカー筋　9φアンカー筋　9φアンカー筋　9φアンカー筋　9φアンカー筋　9φ

定規アングル定規アングル定規アングル定規アングル定規アングル定規アングル定規アングル

イナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレートイナズマプレート

ＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナットＯナット

アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒アンカー鋼棒

ピースアングルピースアングルピースアングルピースアングルピースアングルピースアングルピースアングル

バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材バックアップ材

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

ＲスペーサーＲスペーサーＲスペーサーＲスペーサーＲスペーサーＲスペーサーＲスペーサー

Ｌ-50×50×6以上Ｌ-50×50×6以上Ｌ-50×50×6以上Ｌ-50×50×6以上Ｌ-50×50×6以上Ｌ-50×50×6以上Ｌ-50×50×6以上
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※2　耐火目地材：横目地、出隅、入隅部、伸縮目地や軒まわりなどの目地で、耐火構造・断熱など必要な場合は、指定された耐火目地材を充てんする。※2　耐火目地材：横目地、出隅、入隅部、伸縮目地や軒まわりなどの目地で、耐火構造・断熱など必要な場合は、指定された耐火目地材を充てんする。※2　耐火目地材：横目地、出隅、入隅部、伸縮目地や軒まわりなどの目地で、耐火構造・断熱など必要な場合は、指定された耐火目地材を充てんする。※2　耐火目地材：横目地、出隅、入隅部、伸縮目地や軒まわりなどの目地で、耐火構造・断熱など必要な場合は、指定された耐火目地材を充てんする。※2　耐火目地材：横目地、出隅、入隅部、伸縮目地や軒まわりなどの目地で、耐火構造・断熱など必要な場合は、指定された耐火目地材を充てんする。※2　耐火目地材：横目地、出隅、入隅部、伸縮目地や軒まわりなどの目地で、耐火構造・断熱など必要な場合は、指定された耐火目地材を充てんする。※2　耐火目地材：横目地、出隅、入隅部、伸縮目地や軒まわりなどの目地で、耐火構造・断熱など必要な場合は、指定された耐火目地材を充てんする。
※3　絶縁材：床取合い部では、モルタルがパネルのロッキングを拘束しないように、パネルとモルタルの間に全長にわたって絶縁材を設ける。※3　絶縁材：床取合い部では、モルタルがパネルのロッキングを拘束しないように、パネルとモルタルの間に全長にわたって絶縁材を設ける。※3　絶縁材：床取合い部では、モルタルがパネルのロッキングを拘束しないように、パネルとモルタルの間に全長にわたって絶縁材を設ける。※3　絶縁材：床取合い部では、モルタルがパネルのロッキングを拘束しないように、パネルとモルタルの間に全長にわたって絶縁材を設ける。※3　絶縁材：床取合い部では、モルタルがパネルのロッキングを拘束しないように、パネルとモルタルの間に全長にわたって絶縁材を設ける。※3　絶縁材：床取合い部では、モルタルがパネルのロッキングを拘束しないように、パネルとモルタルの間に全長にわたって絶縁材を設ける。※3　絶縁材：床取合い部では、モルタルがパネルのロッキングを拘束しないように、パネルとモルタルの間に全長にわたって絶縁材を設ける。
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※1　平パネル厚さ150mmの場合、自重受け金具を取り付ける定規アングルはL-75×75×6を使用する。またパネルと躯体とのクリアランスは45～50mmとする。※1　平パネル厚さ150mmの場合、自重受け金具を取り付ける定規アングルはL-75×75×6を使用する。またパネルと躯体とのクリアランスは45～50mmとする。※1　平パネル厚さ150mmの場合、自重受け金具を取り付ける定規アングルはL-75×75×6を使用する。またパネルと躯体とのクリアランスは45～50mmとする。※1　平パネル厚さ150mmの場合、自重受け金具を取り付ける定規アングルはL-75×75×6を使用する。またパネルと躯体とのクリアランスは45～50mmとする。※1　平パネル厚さ150mmの場合、自重受け金具を取り付ける定規アングルはL-75×75×6を使用する。またパネルと躯体とのクリアランスは45～50mmとする。※1　平パネル厚さ150mmの場合、自重受け金具を取り付ける定規アングルはL-75×75×6を使用する。またパネルと躯体とのクリアランスは45～50mmとする。※1　平パネル厚さ150mmの場合、自重受け金具を取り付ける定規アングルはL-75×75×6を使用する。またパネルと躯体とのクリアランスは45～50mmとする。
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ボルト本数 外プレート
厚×長さ（㎜）
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梁リスト（特記無きはSS400,SSC400）
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-
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- -

- -
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無収縮
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津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用途区分は消防法施行令別表第一による表記

電気設備工事特記仕様書

Ⅰ．工事概要

 １．工事名称

 ２．工事場所

 ３．建物概要

 ４．工事種目
 　　下記において●印を付した工事を対象とする。
 　　　・電力設備　　　　　・受変電設備　　　　　・電力貯蔵設備　　　・発電設備
 　　　・通信・情報設備　　・中央監視制御設備　　・医療関係設備
 　　　・構内配電線路　　　・構内通信線路　　　　・その他

Ⅱ．共通仕様
　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項については下記による。

 ２．施工仕様
 　　下記の該当する項目を適用する。また、選択する事項は、●印のついたものを適用する。

　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
　　　「公共建築工事標準仕様書」（建築工事編・電気(機械)設備工事編　各令和4年版）
　　　「公共建築改修工事標準仕様書」(建築工事編・電気(機械)設備工事編　各令和4年版)
　　　「公共建築設備工事標準図」（電気設備工事編・機械設備工事編　各令和4年版）
　　・電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）
　　・電気工事業の業務の適正化に関する法律
　　・電気工事士法
　　・労働安全衛生法
　　・消防関連法規（条例・所轄署指導要領を含む。）
　　・電力会社供給約款
　　・その他関連法令、関連諸基準

Ⅲ．特記仕様
 １．一般共通事項
 　　下記の該当する項目を適用する。また、選択する事項は、●印のついたものを適用する。

　１．一般事項
　　(１)工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し監督
　　　員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。
　　(２)設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不
　　　都合、図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工
　　　することで将来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督員と協
　　　議すること。
　　　　なお、設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は、協議のう
　　　え改善策を講じること。
　　(３)他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に
　　　努めること。調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は、監督員の
　　　指示により手直し施工を行うこと。

　１．既設設備等の調査
　　　既設設備等の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響をきたさないよう、現地工事着
　　工前に十分な調査を行うこと。
　　(１)地中埋設管路
　　　１）項　　目　　・埋設配管　　・構造物　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　２）調査範囲　　・埋設ルート　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　(２)貫通及びはつり
　　　１）項　　目　　・鉄筋　　・配管　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　２）調査範囲　　・施工部分　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　(３)既設との取合い
　　　１）項　　目　　・接続箇所　　・増設箇所　　・その他（　　　　　　　　　　　　　）
　　　２）調査範囲　　・施工部分　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２．施工前の測定等
　　　改修工事にあたっては、工事範囲の既設機器の動作確認及び絶縁測定等を着工前に行い、
　　監督員に報告すること。

　３．耐震施工
　　(１)想定される地震に対応するものとする。
　　(２)耐震計算書を監督員に提出するものとする。

　４．耐震基準
　　　耐震措置の計算及び施工方法は、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準　平成２５年版」
　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部）及び「建築設備耐震設計・施工指針　２０１４年版」
　　（(一財)日本建築センター）を適用する。

　５．はつり
　　(１)穴開け及び補修　　　・なし　　・あり　(貫通場所及び口径は別図による）
　　(２)溝はつり及び補修　　・なし　　・あり　(はつり深さは別図による）

　６．あと施工アンカー
　　　性能確認試験及び施工確認試験　　・行う　　・行わない

　７．基礎の配線ピット
　　　基礎に配線ピットを設ける場合、ピットの寸法は敷設するケーブルの曲げ半径、条数、将
　　来増設時の作業性、事故時の対応、排水等に配慮する。

　８．配管・配線の耐震処置
　　　建物引込部の配管の耐震処置　　　　　　　　　　　　　　・行う　　・行わない
　　　建物のエキスパンションジョイント部の配線の耐震処置　　・行う　　・行わない

　９．最上階の埋込配管
　　　最上階のコンクリート屋根スラブへの埋込配管は、原則として行わない。

　10．露出配管
　　(１)雨線外など水気のある場所に施設する場合は、Ｕ字配管を行わない。
　　(２)附属品は、ねじ込み形を使用する。
　　(３)壁面配管で人が容易に触れるおそれのある部分（２ｍ以下）の配管には、突起のない支
　　　持金物又は保護カバーを使用する。
　　(４)通路部分では床配管を避け、天井配管の場合は原則２.１ｍ以上とする。
　　(５)監督員の指示がある場合は、上記に係わらずその指示に従う。

　11．合成樹脂管
　　(１)合成樹脂管の管端には、ブッシングを取り付ける。
　　(２)原則として屋外の露出には使用しない。（ＰＦ管）

　12．予備配管等
　　  埋込型分電盤からの立上り予備配管は、予備回路が４回路以下は（ＰＦ２２）を１本、
　　５回路以上は（ＰＦ２２）を２本施工する。スラブ天井の場合は、天井又は梁下２００mm
　　まで立上げ、位置ボックスを取付ける。また、二重天井の場合は、天井まで立上げ、位置
　　ボックスを取付ける。

　13．金属製電線管等の塗装
　　(１)露出配管、露出ボックス、鋼製プルボックス等のうち下記の部分には、塗装を施す。
　　　１）屋外、屋内（電気室、機械室、ＥＰＳ、居室、廊下）、その他建築意匠上必要な箇所。
　　　２）図面に特記なき場合は、溶融亜鉛メッキ鋼材製のポール及びアームは塗装しなくても
　　　　よい。ただし、図面に指示がある場合はその指示による。
　　　３）湿気、水気のある場所及びコンクリート埋込みの金属製位置ボックスの内面には絶縁
　　　　性防錆塗料を十分に塗布すること。（監督員が指示した場所は除く。）
　　　４）仮枠貫通部の金属配管には錆止め塗装を施すこと。
　　(２)塗装はエッチングプライマー１種の下地処理のうえ、監督員の指定する色にて調合ペイ
　　　ント２回塗りとする。ただし、指定場所及びその他建築意匠上、必要な箇所の露出プルボッ
　　　クスは指定色焼付塗装とする。

　14．導入線
　　　通線を行わない配管及び配線引抜き後に空となった配管には、導入線（φ１.２mm以上の樹
　　脂被覆鉄線等）を挿入する。ただし、長さ１ｍ以下の部分は省略することができる。

　15．予備スリーブ
　　　梁下に配管・配線スペースがない梁には、１スパンに２本程度を予備スリーブとして埋込
　　む。
　　　なお、防火区画貫通スリーブは、防火区画処理を行うこと。

　16．ボックス類
　　　位置ボックス及びジョイントボックス類は、特記なき場合、原則として金属製とする。

　17．軽量間仕切のボックス
　　　軽量間仕切に位置ボックスを固定する場合は、ボルト等により堅固に固定する。

　18．プルボックス
　　(１)屋外形、特殊な形状又は一辺が８００㎜以上のものは、製作図を提出すること。
　　(２)屋外形プルボックスはボックス内に支持ボルトが突出しない構造とし、取付部にはコー
　　　キングを行う。

　　　　　　　　　　　　　　・　その他（　　　　　　）

　　内部足場の種別（参考）　・　脚立　・　棚足場　・その他（　　　　　）
　　外部足場の種別（参考）　・　手摺先行据置枠組本足場　・　移動足場　・　高所作業車

　　外部足場設置範囲（参考）・　外部改修部　・　設備改修部　・　昇降用　・　転落防止用
　　防護シート等による養生　・　適用する　・　適用しない

　６０日以上のものに限る）の組立て後、市監督員立ち合いの下、当該足場の組立てを担当し

　た者以外の足場に関し十分な知識と経験を有する者により点検を行うこと。なお、「十分な
知識と経験を有する者」とは、以下の者とする。

　　　く足場の設置等の届出に係る「計画作成参画者」に必要な資格を有する者
　３）　全国仮設安全事業協同組合が行う「仮設安全監理者資格取得講習」、建設業労働災害
　　　防止協会が行う「施工管理者等のための足場点検実務研修」を受けた者等足場の点検に
　　　必要な専門的知識の習得のために行う教育、研修又は講習を修了するなど、足場の安全

点検について、上記１）又は２）に掲げる者と同等の知識・経験を有する者

　　　設置する足場について、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省平成21年

　　　ある者）や厚生労働大臣の登録を受けた者が行う研修を修了した者等法第８８条に基づ
　２）　労働安全衛生法第８１条に規定する労働安全コンサルタント（区分が土木又は建築で

　１）　足場の組立て等作業主任者であって、労働安全衛生法第１９条の２に基づく足場の組
　　　立て等作業主任者能力向上教育を受けた者

　　　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合

　　ストの数量の集計）を超えて請求することはできない。
　　　なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表（マニフェ

　　には、完成年度の翌年度の４月１日から８月31日までの間に、別に定める様式に産業廃棄物
　　税納付証明書を添付して、当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。

　　　・一般電気工作物　　・自家用電気工作物

　２．足場

　３．三重県産業廃棄物税

　４．電気工作物の種類

　　　電気工事士法の区分により施工するものとし、契約電力が５００kW以上の電気工作物にお
　　いても、第一種電気工事士により施工するものとする。

　　　電気工事の施工場所ごとに、その見やすい場所に、氏名又は名称、登録番号その他の経済
　　産業省令で定める事項を記載した標識を掲げなければならない。

　５．電気工事士

　６．電気工事業の業務の適正化に関する法律

　　行う。

　　明を行い、工事の調整にあたる指導を受けるものとする。
　　　なお、電気主任技術者の立会費用は、下記のとおりとする。
　　　・受注者負担　　・不要　　・その他（　　　　　　　　）

　　　電気工作物に係る工事は電気保安技術者を配置し、工事期間中の電気工作物の保安業務を

　　　また、電気主任技術者が選任されている施設においては、電気主任技術者に工事内容の説

　７．電気保安技術者

　　　工事施工に関して、着手前・施工途中・施工後の自主検査を実施すること。
　　　チェックリスト等を作成し、管理を行うこと。

　８．品質管理

　９．出来形管理
　　　以下の項目について、出来形管理の対象として管理を行うこと。

　　　①　各種盤据付

　　　　　　基礎寸法
　　　　　　耐震強度（設計標準震度、アンカーの種類・サイズ確認・埋め込み深さ）

　　　　　　水平垂直
　　　②　配管・配線工事
　　　　　　支持間隔
　　　③　スイッチ類の取付高さ

　　　受注者は施工に先立ち、次の書類を提出し監督員と打合せを行う。
　　　なお、書類の作成においては、関連する関係者と十分に調整すること。
　　　①　総合施工計画書
　　　　　　包含工事の場合は、電気設備工事施工計画書とする。
　　　②　工種別施工計画書（施工要領書）
　　　　　　各種工種ごとに作成し、停電及び搬入計画書も作成する。
　　　③　施工図（プロット図、平面図、展開図、各種詳細図）
　　　　　　主要機器、重量機器、３㎏超過吊器具類等については、固定方法、吊り方法等の詳
　　　　　　細図を作成し、十分な耐震性能を確保する施工方法を提案すること。

　11．施工計画等

　　　④　耐震計算書
　　　⑤　照度分布図

　　　工事に使用する材料及び機器等については、次の書類を提出する。
　　　①　使用機材届出書
　　　②　機器明細図
　　　　　　使用機材届出書に記載のものの他、監督員の指示による。
　　　③　各種計算書
　　　　　　設計図書による他、監督員の指示による。

　12．機材等

　　完成図作図範囲（設計図を訂正）

　13．完成図書
　　作成する　（　・　完成図　　・　保全に関する資料　　・（　　　　　））

　　完成図はＣＡＤにより作成することとし、著作権（著作権法第27条及び第28条に規定する
　権利を含む）にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。また、製本２部（原図サイズ

）により提出すること。

　　　なお、デジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、「デジタル工事写真の小黒板
　　情報電子化について（平成29年3月1日付け国営整第211号）」による。

　　　営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（最新版））に従い撮影する
　　こと。

　14．工事写真

　　　監督員及び関係部局と協議調整し決定すること。
　　(１)施工可能日
　　　　・指定なし
　　　　・一部指定あり（振動・騒音等作業、重機搬入等入退場、停電作業等）
　　　　・指定あり
　　　　　　指定日（・施設休業日　　・打ち合わせ　　・その他（　　　　　　　　　　　））
　　(２)施工可能時間帯
　　　　・指定なし
　　　　・一部指定あり（振動・騒音等作業、重機搬入等入退場、停電作業等）
　　　　・指定あり
　　　　　　指定時間（・(　)時～(　)時　　・打ち合わせ　　・その他（　　　　　　　　））

　　(３)その他
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　15．施工条件

　　　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式によ
　　り工事事故報告書を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。
　　　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取
　　調査、検証等に協力すること。

　16．事故の発生時

　　　受注者は再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合は、工事着手前及び工事完了後
　　に「再生資源利用計画書（実施書）」、「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に
　　提出することとし、また、法令等に基づき、再生資源利用計画を工事現場の公衆が見えやす
　　い場所に掲げること。
　　　なお、工事着手前にはJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へデータ入力し、
　　工事完了時にはシステムへ実績報告を行うこと。

　17．建築副産物情報交換システムの利用

　18．発生材の処理等

　10．測定機器の校正等
　　　試験に使用する計測器類は２年以内の校正証明書（写）又は有効期限内の精度保証書（写）

　　　　　分別解体等の方法

　　　　　分別解体の方法　・手作業　・手作業、機械作業併用

　　　・本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設
　　　　工事に係る資材の再資源化等に関する法律」施行令で定める建設工事の規模に関する基

　　　　準以上の工事である。

　　(１)引き渡しを要するものは下記のとおりとし、それ以外は別途監督員の指示による。

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　(２)特別管理産業廃棄物

　　　　　なお、施工に際してＰＣＢ等特別管理産業廃棄物及び疑わしき機器等を発見した場合
　　　　は、監督員に報告し対応を協議するものとする。

　　　　　現場内の監督員の指定する場所へ保管するものとする。
　　　　・変圧器　　・コンデンサ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　の他関係法令に従い適正に処理し、監督員に報告すること。
　　　する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、そ
　　(６)引き渡しを要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関

　　　（マニフェストＡ、Ｂ２、Ｄ票を提示すること。）

　　　なお、当該手続きに係る費用は受注者の負担とする。

　19．官公署への手続き

　　(１)消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成
　20．消防法関係の手続き

　　　　・本工事　( ・建築工事　・電気設備工事　・機械設備工事 )　　・別途工事
　　(２)防火対象物使用開始届出書
　　　　書類の作成（電気設備図面の作成及び電気設備に関する部分の記入）を行うこと。

　　　　構内への設置　　・できる（施設管理者と協議）　　・できない
　21．工事用仮設物

　　　　構内既存の施設
　　　　・利用できる（　・有償　・無償）　・利用できない

　　　本工事で新規受電した時からの電力料金は本工事に含まれる。また、本受電後，引渡しま
　　での電気主任技術者の選任及びこれに伴う費用負担も本工事に含まれる。

　　　　構内既存の施設
　　　　・利用できる（　・有償　・無償）　・利用できない

　　　電気工作物の範囲が変更になった場合、工事着手から引渡しまでの電気保安管理等にかか
　　る費用は本工事に含まれる。

　22．工事用電力

　23．工事用水

　24．工事中等の保安監理

　　　工事の着手、着工、完成にあたり、関係官公署への必要な届出、手続き等を遅滞なく行う。

　　　　・消防設備関係　　・電気工作物関係　　・受電関係　　・通信関係　　・建設工事関係
　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　棄物規制課）に基づき適切に　処理すること。

　　(３)現場内において再利用を図るもの

　　　　・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材　・（　　　　　）
　　(４)再資源化を図るもの

　　　　・発生土　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　・蛍光ランプ　　・ＨＩＤランプ（高輝度放電ランプ）　　・その他（　　　　　　　）
　　(５)水銀使用製品産業廃棄物として取り扱うもの

　　　大型機器、重量物等の搬入前に、搬入経路の有効寸法（扉、天井高さ、搬入経路上の曲が
　　り等）、障害物（足場等）、養生方法、運送車両、揚重機械、搬入機械の種類、台数及び数
　　量、雨天の場合の処置、受入検査の方法等を記載し監督員に提出する。

　　　発注者及び受注者の協議により仕様を決定し、製作するような規格品でない製品並びに監
　　督員が指定する製品については、試験及び検査等を行う機器が整備された施設内において、
　　監督員等が製品の確認をするものとする。

　　　検査及び試験を行うべき機材等は、設計図書によるほか、監督員の指示による。

　　　機器の動作確認、電圧、極性、相回転等確認できるように電源を確保すること。

　　　総合盤等操作の必要な機器については、使用開始前に操作説明を行うものとする。また、
　　必要に応じて操作説明書、操作注意事項書を作成し、機側に備えるものとする。

　　　を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不正軽油（地方税法第144条の32(製造等の承
　　　認を受ける義務等）の規定に違反する燃料をいう。）を使用してはならない。

　　　い。また、受注者は下請負者等に不正軽油の使用が判明した場合は速やかに是正措置を講
　　　じるよう管理及び監督しなければならない。

　　(１)市工事の施工に当たり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（資機材の搬出入車両

　　(３)受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければならな

　　(２)受注者は、県が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければならな
　　　い。また、受注者は下請負者等に同調査に協力するよう管理及び監督しなければならない。

　25．搬入計画

　26．製品確認

　27．機材等の検査及び試験

　28．完成確認及び完成検査時等の電源確保

　29．完成時の操作説明

　30．不正軽油の使用の禁止

　等を提出する。
　　また、照度計、騒音計、振動レベル計等の特定計量器を用いて計測する場合は、計量法に
　基づく検定に合格し、かつ検定有効期限内のものを使用する。

　　　　　分別解体等及び特定建設資材の再資源等の実施について適正な措置を講ずることとす
　　　　　る。工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い
　　　　　場合は、監督員と協議するものとする。

　・足場（つり足場、張出し足場又は高さが１０ｍ以上の足場で、組立から解体までの期間が

　　４月）」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん
及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の　作業は、「手すり先行
工法による足場の組立等に関する基準」の２の(２)手すり据置き型方式又は(３)手すり先行
専用足場方式により行うこと。

　　　　「水銀廃棄物ガイドライン 第３版」（令和3年3月 環境省　環境再生・資源循環局　廃

　　　　　工種　・新築　・増築　・修繕　・模様替　・解体　・その他（　　　　　　　　　）
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【発電設備】

10．燃料式
　　発電設備
(１)用途　　　　　１）用途　　・防災電源専用（防災認定品）　・防災電源兼用（防災認定品）
　　　　　　　　　　　　　　　・一般用
　　　　　　　　　２）区分　　・常用　　・非常用
(２)設置場所　　　・屋内　　　・屋外（・普通地域　　・塩害地域）
(３)機器　　　　　・発電装置　　・燃料槽　　・給油ボックス　　・燃料移送ポンプ
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)発電装置　　　１）種類　　・ディーゼル発電装置　　・ガスエンジン発電装置
　　　　　　　　　　　　　　　・ガスタービン発電装置
　　　　　　　　　２）形式　　・簡易形　・オープン式
　　　　　　　　　　　　　　　・キュービクル式（・85dB(A)/1m　　・75dB(A)/1m）
　　　　　　　　　３）始動時間（停電検出後）　　・１０秒以内　　・４０秒以内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　）秒以内
　　　　　　　　　４）連続運転時間　・２時間以上　　・１０時間以上　　・２４時間以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・７２時間以上　・その他（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　５）発電機
　　　　　　　　　　①電気方式　・三相３線式（・６.６ｋＶ 　・２００Ｖ　・(　　　　)Ｖ）
　　　　　　　　　　　　　　　　・単相３線式（２００／１００Ｖ）
　　　　　　　　　　　　　　　　・単相２線式（・２００Ｖ　　・１００Ｖ　・(　　　　)Ｖ）
　　　　　　　　　　②定格周波数　　６０Ｈｚ
　　　　　　　　　　③定格出力　　　（　　　　　）ｋＶＡ
　　　　　　　　　６）原動機
　　　　　　　　　　①定格出力　・（　　　　　）ｋＷ 以上　・（　　　　　）ｐｓ 以上
　　　　　　　　　　②冷却方式　・ラジエータ方式　　・その他（　　　　　　　　　　　　）
(５)燃料　　　　　１）種類　　　　　・軽油　・灯油　・Ａ重油　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）引渡時燃料　　・満タン　　・指定なし　　・その他（　　　　　　　）
(６)燃料槽　　　　１）形式及び容量　　・パッケージ搭載タンク（　　　　　）リットル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・燃料小出槽（　　　　）リットル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・主燃料槽（　　　　　）リットル
　　　　　　　　　２）燃料小出槽　　　・屋外型（・ステンレス製　・鋼製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・屋内型（・ステンレス製　・鋼製）
　　　　　　　　　３）主燃料槽
　　　　　　　　　　①設置場所　　　・屋内　　・屋外(地上)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地下埋設（・タンク室内埋設　　・直埋設）
　　　　　　　　　　②形式　　　　　・二重殻タンク　　・一重殻タンク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　③設置工事　　　・本工事　・別途工事　・その他（　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　④タンク室工事　・本工事　・別途工事　・既設利用　・その他（　　　）
(７)給油ボックス　１）材質　　　　　・ステンレス製　・鋼製　・その他（　　　　 　　　 ）
　　　　　　　　　２）油量指示計　　・有　　・無
(８)燃料移送　　　１）電動ポンプ　　・歯車ポンプ　　・油中ポンプ
　　ポンプ　　　　２）手動ポンプ（ウイングポンプ）　　・有　　・無
　　　　　　　　　３）電動ポンプ水没防止カバー　　　　・有　　・無
(９)基礎　　　　　・本工事（・２１N/㎜2 　　・１８N/㎜2） 　・別途工事　　・既設利用
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　）

11．その他　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）の仕様詳細は別図による。
　　発電設備

【通信･情報設備】

12．構内情報　　　・仕様詳細は別図による。
　　通信網設備

13．構内交換設備
(１)機器　　　　　・交換装置　　・電話機　　・端子盤類　　・アウトレット
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)交換装置　　　１）種別　・構内交換装置（・デジタルPBX　・IP-PBX　・VoIPサーバ）
　　　　　　　　　　　　　　・ボタン電話装置
　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）局線応答方式　　・局線中継台　　・分散中継台　　・ダイヤルイン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ダイレクトインダイヤル　・ダイレクトインライン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）保安用接地　　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）本配電盤(MDF) 　・自立ﾌﾚｰﾑ（・片面形　・両面形）　・交換機一体型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・壁掛型　・その他（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　５）電源装置　　①形式　・別置型　・一体形　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　②停電補償時間　　・３０分以上　・（　　　　　）以上
(３)電話機　　　　・一般電話機　　・多機能電話機　　・ＩＰ電話機
　　　　　　　　　・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺｰﾄﾞﾚｽ電話機（PHS方式） 　　・IPｺｰﾄﾞﾚｽ電話機（無線LAN方式）
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)端子盤類　　　１）端子盤　　・中継端子盤（ＩＤＦ）　　・室内端子盤
　　　　　　　　　２）中継端子盤には実装数の２０％以上、室内端子盤には１０Ｐ以上の接続
　　　　　　　　　　端子板スペースを見込む。
(５)アウトレット　・ローテンションアウトレット（・固定型　・上下動型（アップ式を含む））
　　　　　　　　　・壁コンセント　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

14．情報表示設備
(１)設備　　　　　・ﾏﾙﾁｻｲﾝ装置　・出退表示装置　・時刻表示装置　・警報等表示装置
(２)ﾏﾙﾁｻｲﾝ装置　　　仕様詳細は別図による。
(３)出退表示装置　　仕様詳細は別図による。
(４)時刻表示装置　　仕様詳細は別図による。
(５)警報等表示　　１）機器　　　・表示盤　　・検出装置　　・その他（　　　　　　　　　）
　　装置　　　　　２）表示盤　　①表示方式　・表示窓式　　・その他（　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　②施工　　　・本工事　・別途工事　・既設利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）検出装置　①検出方式　・電極　・無電圧接点　・その他（　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　②施工　　　・本工事　・別途工事　・既設利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）図面に特記明示がない場合、検出装置への接続は本工事とする。

15．映像音響設備　・仕様詳細は別図による。

 ３．機器仕様
 　　下記の該当する項目を適用する。また、選択する事項は、●印のついたものを適用する。
 　　なお、詳細については図面による。

【電力設備】

１．電灯設備
(１)既設等との　　・無し　・盤改造　・配線接続　・電源供給　・その他（　　　　　　　　）
　　取り合い
(２)機器類　　　　・一般照明器具　・照明制御装置　・外灯（単独設置）　・コンセント等
　　　　　　　　　・分電盤、制御盤等　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)一般照明器具　１）形式　　・公共型　　　　・一般型
　　　　　　　　　２）灯具　　・ＬＥＤ灯　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）用途　　・屋内用　　　　・屋外用　　　・防災用
　　　　　　　　　４）環境　　・普通地域　　　・塩害地域
　　　　　　　　　５）照明器具は、認証書又は認定書、試験成績書を提出すること。
(４)照明制御器　　１）センサ類　・明るさセンサ　・人感センサ　・タイマ　・調光スイッチ
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）調光方式　・連続調光　・段階調光　・ＯＮ／ＯＦＦ制御
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）制御方式　・有線　・無線通信
(５)外灯　　　　　１）照明用ポール
　　(単独設置)　　　①材質　　・アルミニウム製　　・鋼製　　・溶融亜鉛メッキ
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　②配線用遮断器又はカットアウトスイッチ内蔵型とする。
　　　　　　　　　２）基礎　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　）
　　　　　　　　　３）灯具　　・ＬＥＤ灯　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）電源　　・商用電源(60Hz)（・200V　　・100V）　　・その他（　　　）
　　　　　　　　　５）制御　　・ＥＥスイッチ　　・タイマ　　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　６）接地　　・単独接地（・本工事　・別途工事　・既設利用）　・共用
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(６)コンセント等　・一般型　　・防水型
　　　　　　　　　・ﾊｲﾃﾝｼｮﾝｱｳﾄﾚｯﾄ （・固定型　・上下動型(アップ式を含む)）
(７)分電盤、　　　１）銘板には、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に定める事項に
　　制御盤等　　　　加えて、施工年月、受注者名、施工者名を記載する。
　　　　　　　　　２）図面ホルダーは、Ａ４サイズ以上（キャビネットのサイズ等により取付
　　　　　　　　　　けできない場合を除く。）とする。
　　　　　　　　　３）表示ランプ等がある場合は、ランプテストボタンを取付ける。
　　　　　　　　　４）接地用端子又は接地線用銅帯は点検のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　５）絶縁抵抗測定用接地端子は盤内の作業のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　６）配線用遮断器の定格電流は、予備を含めた負荷電流以上とし、定格遮断
　　　　　　　　　　容量は、系統に流れる短絡電流の値以上とする。

２．動力設備
(１)既設との　　　・無し　　・盤改造　　・配線接続　　・その他（　　　　　　　　　　　）
　　取り合い
(２)機器類　　　　・分電盤、制御盤等　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)負荷設備　　　・給水　　・排水　　・消火　　・空調　　・換気　　・排煙　　・昇降機
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)負荷設備への　　図面に特記明示がない場合、負荷設備への接続は本工事とする。
　　接続
(５)電動機等の　　・専用接地　　・金属管接地（７.５ｋＷ以下）
　　接地
(６)分電盤、　　　１）銘板には、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に定める事項に
　　制御盤等　　　　加えて、施工制御盤等年月、受注者名、施工者名を記載する。
　　　　　　　　　２）図面ホルダーは、Ａ４サイズ以上（キャビネットのサイズ等により取付
　　　　　　　　　　けできない場合を除く。）とする。
　　　　　　　　　３）表示ランプ等がある場合は、ランプテストボタンを取付ける。
　　　　　　　　　４）接地用端子又は接地線用銅帯は点検のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　５）絶縁抵抗測定用接地端子は盤内の作業のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　６）配線用遮断器の定格電流は、予備を含めた負荷電流以上とし、定格遮断
　　　　　　　　　　容量は、系統に流れる短絡電流の値以上とする。
　　　　　　　　　７）電流計は赤指針付（定格電流指示）とする。

３．雷保護設備
(１)避雷針　　　　１）受雷部　　　・突針　・棟上導体　・笠木等の別途施工物
　　　　　　　　　２）避雷導線　　・引下げ導線　・建築構造体利用
　　　　　　　　　３）接地極　　　・接地極埋設　・建築構造体利用　・測定用補助接地極
　　　　　　　　　４）接地抵抗の測定
　　　　　　　　　　　①測定方法　　・電位差計方式　・電圧降下法
　　　　　　　　　　　②測定回数　　・３回　・（　　　　　）回
　　　　　　　　　５）接地極埋設標を設置する。

(２)雷サージ保護　１）耐雷トランス　　・設置（・単相用　・動力用）　・設置しない
　　　　　　　　　２）ＳＰＤ　　・低圧用（・クラスⅠ　・クラスⅡ）
　　　　　　　　　　　　　　　　・通信用（・カテゴリＣ２　・カテゴリＤ１）
　　　　　　　　　３）ＳＰＤの性能仕様は別図による
(３)電源回路保護　１）低圧用ＳＰＤに使用する配線用遮断器は警報接点付とする。
　　　　　　　　　２）主幹機器の２次側に設ける場合の配線用遮断器は、定格遮断容量５ｋＡ
　　　　　　　　　　以上とする。
(４)通信回線保護　　電話回線、制御回線などの通信回線に侵入するおそれがある場所は、雷サー
　　　　　　　　　ジから機器を保護するため通信用ＳＰＤを設置する。

４．接地設備
(１)接地工事　　　１）種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種
　　　　　　　　　２）施工　　・各種単独　　・共用有り（　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)接地抵抗測定　１）測定方法　　・電位差計方式　　・電圧降下法

(３)接地極埋設標　　接地には接地極埋設標を施工し、接地極の位置がわかるようにする。

【受変電設備】

５．受変電設備　　　高圧以外の受変電設備については、本項によらず別図による。
(１)既設との　　　・無し　・改造（機器取替、追加等を含む）　・増設　・配線接続
　　取り合い　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)機器類　　　　・盤類　・交流遮断器　・断路器　・避雷器　・負荷開閉器　・変圧器
　　　　　　　　　・進相コンデンサ　・直列リアクトル　・配線用遮断器　・電磁接触器
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)盤類　　　　　１）形式　　・キュービクル式配電盤（JIS C 4620）
　　　　　　　　　　　　　　　・高圧スイッチギア（JEM 1425）（・CX　・CW　・PW　・MW）
　　　　　　　　　　　　　　　・開放形配電盤　・その他 (　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）中通路　・有　・無
　　　　　　　　　３）特記事項　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)交流遮断器　　真空遮断器（ＶＣＢ）
　　　　　　　　　　①操作方式　　　・手動ばね操作　・電動ばね操作　　　・電磁操作
　　　　　　　　　　②引外し方式　　・電流引外し　　・コンデンサ引外し　・直流電圧引外し
(５)断路器　　　　１）形式　　　　・３極単投　・単極単投（避雷器用に限る）
　　　　　　　　　２）操作方式　　・遠方手動操作　・フック棒操作（避雷器用に限る）
(６)負荷開閉器　　１）形式　　　・配電盤用　　・引込柱用　　・地中引込用
　　　　　　　　　２）配電盤用　　①操作方式　・フック棒操作　・遠方手動操作　・電動操作
　　　　　　　　　　　　　　　　　②限流ヒューズ　・有（ストライカ付き）　・無
　　　　　　　　　　　　　　　　　③引外し装置　　・ストライカ引外し　・電圧引外し　・無
　　　　　　　　　３）引込柱用　　①本体及び制御箱の材質　・ステンレス製　・鋼製
　　　　　　　　　　　　　　　　　②保護装置　過電流蓄勢トリップ付地絡方向継電器とし、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　制御電源用変圧器内蔵とする
　　　　　　　　　　　　　　　　　③避雷器　　・内蔵　・無
　　　　　　　　　４）地中引込用　　保護装置は、過電流蓄勢トリップ付地絡方向継電器とし、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　制御電源用変圧器内蔵とする
(７)変圧器　　　　１）形式　　　　・油入　　・モールド
　　　　　　　　　２）設置方式　　・屋外型　・屋内型
　　　　　　　　　３）ダイヤル温度計　　・有（・最大値指針 有　・最大値指針 無 ） ・無
　　　　　　　　　　　油入５００ｋＶＡ以上、モールド１５０ｋＶＡ以上の場合は必須とする
(８)進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ　　１）絶縁方式　　・油入　　　・モールド　　　・ガス入
　　　　　　　　　２）その他　　　　①内部異常を検知して動作する保護接点を設けること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②放電装置を附属又は内蔵すること
(９)直列ﾘｱｸﾄﾙ 　　１）絶縁方式　　・油入　　　・モールド
（進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ用）　２）容量　　　　・６％　　　・１３％
　　　　　　　　　３）その他　　　内部異常を検知して動作する警報接点を設けること
(10)キュービクル　１）銘板には、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に定める事項に
　　等　　　　　　　加えて、施工年月、受注者名、施工者名を記載する。
　　　　　　　　　２）図面ホルダーは、Ａ４サイズ以上（キャビネットのサイズ等により取付
　　　　　　　　　　けできない場合を除く。）とする。
　　　　　　　　　３）表示ランプ等がある場合は、ランプテストボタンを取付ける。
　　　　　　　　　４）接地用端子又は接地線用銅帯は点検のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　５）絶縁抵抗測定用接地端子は盤内の作業のしやすい場所に設ける。
(11)基礎　　　　　・本工事（・２１N/㎜2　　・１８N/㎜2）　　・別途工事　　・既設利用
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(12)配線ピット　　１）施工　　・本工事　・別途工事　・既設利用　・その他（　　　　　　）
　　及び蓋　　　　２）ピット蓋の加工が必要な場合は、本工事にて行うこと。
(13)設置場所　　　・屋内　・屋外（・地上　・屋上）

【電力貯蔵設備】

６．直流電源設備
(１)用途　　　　　・非常用照明器具電源　・受電変設備制御電源　・その他（　　　　　　　）
(２)容量　　　　　（　　　　　）ｋＶＡ
(３)整流装置　　　１）出力電圧　　直流（・１２Ｖ　・２４Ｖ　・４８Ｖ　・(　　　)Ｖ）
　　　　　　　　　２）整流装置は、蓄電池を充電するための電流並びに監視及び制御等で消費
　　　　　　　　　　される電流を考慮して選定する。
(４)蓄電池　　　　１）種類　　・鉛蓄電池（・ＨＳ　・ＭＳＥ　・長寿命形ＭＳＥ）
　　　　　　　　　　　　　　　・アルカリ蓄電池（・ＡＨ　・ＡＭＨ）
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）最低蓄電池温度　・５℃　・15℃　　・25℃　　・-5℃　・(　　　)℃

７．交流無停電
　　電源設備
(１)用途　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)容量　　　　　（　　　　　）ｋＶＡ
(３)給電方式　　　・常時インバータ給電方式　・ラインインタラクティブ方式
　　　　　　　　　・常時商用給電方式　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)整流装置等　　　整流装置、インバーター装置は、接続する負荷の特性を配慮し選定する。
(５)蓄電池　　　　１）種類　　・鉛蓄電池（・ＨＳ　・ＭＳＥ　・長寿命形ＭＳＥ）
　　　　　　　　　　　　　　　・アルカリ蓄電池（・ＡＨ　・ＡＭＨ）
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）最低蓄電池温度　・５℃　・15℃　　・25℃　　・-5℃　・(　　　)℃
(６)性能　　　　　　停電補償時間　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８．電力平準化用　・仕様詳細は別図による。
　　蓄電設備

９．分散電源エネ　・仕様詳細は別図による。
　ルギーマネジメ
　ントシステム

　19．ボルト・ナット類
　　　屋外に使用する支持金物及びボルト、ナット類で特記のないもの
　　　　・ステンレス　　・溶融亜鉛メッキ仕上げ

　　(１)表示
　　　　下記の箇所で、ケーブル等に行き先等表示札（ケーブル種別及びサイズ、行き先、施工
　　　年、用途、施工者名等を表示。）を取り付ける。
　　　　①　ケーブルがスラブを貫通する部分
　　　　②　ケーブル分岐部分
　　　　③　変電所内のケーブル引出し部分
　　　　④　盤内及び接地端子箱の外部配線引込み部分
　　　　⑤　屋内の直線部分は、３０ｍごと
　　　　⑥　プルボックス内
　　　　⑦　屋外の共同溝等の直線部分は、５０ｍごと
　　　　⑧　屋外の地中管路より建物内への引込み部分
　　　　⑨　マンホール及びハンドホールごと
　　(２)ケーブル余長
　　　１）地中線式の場合、マンホール、ハンドホール内でケーブル余長を見込む箇所数
　　　　　　・２箇所　　・４箇所　　・（　　　　　）箇所
　　　２）架空線式の場合、電柱上でケーブル余長を見込む箇所数
　　　　　　・２箇所　　・４箇所　　・（　　　　　）箇所

　　(１)特殊コンセントはプラグ付とする。
　　(２)電源の種類により色を区別する。

　　　　なお、器具を実装しない位置ボックスには用途表示をすること。

　　(３)配線器具を取り付ける場所が金属の場合は、絶縁枠を使用する。
　　(４)プレートは、図面に特記なき場合、新金属製とする。
　　(５)カバープレートは、原則として新金属製とする。

　　(６)フロアプレートは、水平高低調整型（空転防止リング付）とする。

　　(１)照明器具取付完了後、照度測定を行う。照度計は一般形ＡＡ級とする。
　　(２)天井下地材より支持をする場合は、ワイヤ等により脱落防止の措置を行う。
　　(３)パイプ吊りの照明器具は振れ止めを施工する。

　　　対象室の改修前後の照度及び回路電流値の測定を次のとおり行うこと。
　　　　測定箇所　(　　　　　　　　　　)　　　　測定回数　前後各(　　　　) 回

　　　図面ホルダー内には、完成図及び回路の行き先がわかる図面を備える。また、既設分電
　　盤・制御盤等を改造した場合は、図面を修正するものとする。

　　(１)保守点検、防火上有効な空間、維持管理の空間を考慮する。
　　(２)屋内に設置する場合は、床の強度計算書、換気計算書等を監督員に提出する。

　　(３)基礎の高さは周囲の状況を考慮する。
　　(４)電気室には水管、蒸気管、ガス管、ダクト等を通過させない。

　　(２)配管の接続は、機器の取外し又は保守点検を考慮し施工する。
　　(１)フレキシブルジョイント取付位置は、施工前に所轄の消防署と十分に打合せを行う。

　　(１)放送区域の各部からスピーカまでの水平距離は１０ｍ以内とする。
　　(２)階段等にスピーカを設置する場合は、垂直距離１５ｍ以内とする。

　　(１)埋戻しの材料及び工法
　　　　　・Ｂ種　　( 材料：根切り土の中の良質土 / 工法：機器による締固め ）
　　　　　・その他　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　ただし、配管周りの埋戻し材料は山砂とする。
　　(２)特記なき地中埋設配管の深さは、ＧＬ―６００㎜以上とする。
　　(３)根切りの種類は、マンホール、ハンドホール、屋外受変電設備及び自家発電装置の基礎
　　　等は総掘り、埋設管路等は布掘り、外灯基礎、電柱等はつぼ掘りとする。
　　(４)機械掘削は根切り底を乱さないようにする。

　　　高さ９００㎜を超えるものにあっては、タラップ付とする。
　　　なお、タラップの取付は４５０㎜間隔以内とする。

　　　下記の箇所に、地中配線路の表示杭を設置する。
　　　　①　建物への引込口及び送出口付近
　　　　②　マンホール・ハンドホール付近
　　　　③　地中線路の曲折箇所
　　　　④　道路横断箇所
　　　　⑤　直線部分では３０ｍ程度に１個（３０ｍに満たない部分はその間に１個）

　20．ケーブル及び配線

　21．配線器具の設置

　22．照明器具の設置

　23．照明改修の際の測定

　24．分電盤、制御盤、キュービクル等

　25．受変電設備、発電設備の設置場所

　26．発電設備の燃料配管

　27．非常放送設備のスピーカ設置

　28．土工事

　29．ハンドホール、マンホール

　30．地中配線路の表示杭

　　　　　　　　　２）測定回数　　・３回　　・（　　　　　）回
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16．拡声設備　
(１)機器　　　　　・増幅器　・付属機器　・操作装置　・スピーカ　・その他（　　　　　　）
(２)増幅器　　　　・非常放送兼用（仕様は非常放送装置を参照）
　　　　　　　　　・専用　　出力　（　　　　　）Ｗ
　　　　　　　　　　　　　　出力インピーダンス　　・Lo形　　・Hi形
(３)付属機器　　　・オーディオミキサー　　・リモコンマイク　　・電源制御器
　　　　　　　　　・録音再生装置（・ＣＤ　・メモリオーディオ　・その他（　　　　　　））
　　　　　　　　　・アナウンスレコーダ（・チャイム　・独自メッセージ　・プログラムタイマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　・有線マイクロホン
　　　　　　　　　・無線マイクロホン（・電波式（・アナログ　・デジタル）　・赤外線式）
　　　　　　　　　・ラジオチューナー（・ＦＭ　　・ＡＭ　　・その他（　　　　　　　　））
　　　　　　　　　・スピーカ切替装置　　・その他の機器（　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)操作装置　　　・卓型　・キャビネットラック型　・壁掛型　・その他（　　　　　　　　）
(５)スピーカ　　　・非常放送兼用（仕様は非常放送装置を参照）
　　　　　　　　　・専用　　結線　　・１Ｗ　・３Ｗ　・（　　　　　）Ｗ
　　　　　　　　　　　　　　インピーダンス　　・Lo形　・Hi形
　　　　　　　　　　　　　　設置場所　　・屋内　・屋外　・その他（　　　　　　　　　　）

17．誘導支援設備
(１)設備　　　　　・音声誘導装置　　・インターホン　・トイレ等呼出装置
(２)音声誘導装置　１）検出方式　　・磁気式　・無線式　・画像認識式　・その他（　　　　）
　　　　　　　　　２）設置場所　　・屋外（防雨形）　　・屋内
　　　　　　　　　３）機能　　・自動火災報知設備より火災報知信号を受信した場合停止する
　　　　　　　　　　　　　　　・タイムスケジュールにより停止及び開始を可能とする
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）機器　　・制御装置　・送信機　・受信機　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　５）制御装置　・壁掛型　・卓上形　・複合盤組込　・その他（　　　　　）
　　　　　　　　　６）送信機　　・壁掛形　・卓上形　・埋込形　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　７）受信機　　・スピーカ式　・イヤホン式　・その他（　　　　　　　　）
(３)インターホン　１）用途　・内部受付用　・外部受付用　・夜間訪問用　・身体障害者用
　　　　　　　　　　　　　　・保守用　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）機能　・音声通話　・映像モニタ
　　　　　　　　　３）通話網　　・親子式　　・相互式　　・複合式
　　　　　　　　　４）通話方式　・同時通話式　・交互通話式　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　５）機器　　　・親機　　・子機　　・その他（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　６）親機
　　　　　　　　　　①形状　　　・壁掛型　・卓上形　・複合盤組込　・その他（　　　　　）
　　　　　　　　　　②送受話器　・電話機形　・マイク形　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　７）子機
　　　　　　　　　　①形状　　・壁掛形　・卓上形　・埋込形　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　②送受話器　　・電話機形　・マイク形　・その他（　　　　　　　　　）
(４)トイレ等　　　１）用途　　・トイレ呼出　　・受付呼出　　・非常通報
　　呼出装置　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）機器　　・親機　・呼出スイッチ　・警報装置　・その他（　　　　　）
　　　　　　　　　３）親機　　・壁掛型　・卓上型　・複合盤組込　・その他（　　　　　　）
　　　　　　　　　４）呼出スイッチ　　・押ボタン式　・引紐式　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　５）警報装置　　・光　・音声　・ブザー　・ベル　・その他（　　　　　）

18．テレビ共同
　　受信設備
(１)受信放送　　　・UHF 　・BS　・CS　・FM　・CATV　・その他（　　　　　　　　　　　　）
(２)機器　　　　　・増幅器　・混合器　・分波器　・分岐器　・分配器　・機器収容箱
　　　　　　　　　・アンテナ　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)アンテナ　　　１）放送　　・UHF 　・BS　・CS　・FM　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）マスト　・地上波用（・壁面取付　・自立　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　・衛星用　（・壁面取付　・自立　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　・その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）自立用基礎　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

19．監視ｶﾒﾗ設備 　・仕様詳細は別図による。

20．駐車場　　　　・仕様詳細は別図による。
　　管制設備

21．防犯・入退室　・仕様詳細は別図による。
　　管理設備

22．自動火災
　　報知設備
(１)機器　　　　　・受信機　・副受信機（表示装置）　・中継器　・発信機　・感知器
　　　　　　　　　・光警報装置　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)受信機　　　　１）型式　　　　・Ｐ型１級　　・Ｐ型２級　　・Ｒ型
　　　　　　　　　２）回線数　　　・（　　　　　）回線　　　　・（　　　　　）アドレス
　　　　　　　　　３）試験機能　　・自動試験機能　　・遠隔試験機能
　　　　　　　　　４）盤形式　　　・複合盤組込　　　・自立型　　　・壁掛型
　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)副受信機　　　１）盤形式　　　・自立型　　・壁掛型　　・その他（　　　　　　　　　）
　（表示装置）　　２）回線数　　　・（　　　　　）回線　　　　・（　　　　　）アドレス
　　　　　　　　　３）表示装置の仕様詳細は別図による。
(４)中継器　　　　　試験機能　　・自動試験機能　　・遠隔試験機能
(５)発信機　　　　１）型式　　・アドレス付　　・Ｐ型１級　　・Ｐ型２級
　　　　　　　　　２）消火栓ポンプ起動　　特記なき場合は、発信機連動方式とし、発信機表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面に「消火栓起動」等の文字を併記する。
　　　　　　　　　３）設置　　・単独設置　　・機器収容箱に組込
　　　　　　　　　　　　　　　・消火栓ボックス（別途）に組込　・その他（　　　　　　　）
(６)感知器　　　　１）型式　　・アドレス付　　・一般型
　　　　　　　　　２）種類　　・熱感知器　　・空気管式　　・煙感知器　　・炎感知器
　　　　　　　　　３）試験機能　　・自動試験機能　・遠隔試験機能
　　　　　　　　　４）機器仕様　　・一般　・防水　・防爆　・防食　・その他（　　　　　）
(７)光警報装置　　１）機器　　・警報装置　　・制御装置　　・同期装置
　　　　　　　　　２）警報装置　　・天井付　　・壁付
　　　　　　　　　３）同期装置　　・自走同期式　　・外部同期式

23．自動閉鎖設備
(１)機器　　　　　・連動制御器　　・感知器　・自動閉鎖装置　・自動開錠装置
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)連動制御器　　１）制御対象　　・防火戸　・防火シャッター　・防排煙ダンパー　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　・非常口等の扉　・その他（　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）回線数　　　　（　　　　　）回線（遠方復帰機構（　　　　　）回路）
　　　　　　　　　３）設置　　　　・単独（・壁掛形　・自立形）　・火災受信機等との複合盤
(３)感知器　　　　１）型式　　　　・アドレス付　　・一般型
　　　　　　　　　２）種類　　　　煙感知器（・２種　　・３種）
　　　　　　　　　３）試験機能　　・自動試験機能　　・遠隔試験機能
　　　　　　　　　４）機器仕様　　・一般　・防水　・防爆　・防食　・その他（　　　　　）
(４)自動閉鎖装置　１）方式　　・電磁式　・ラッチ式　・その他（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）施工　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事
　　　　　　　　　　　　　　　・既設利用　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(５)自動開錠装置　１）方式　　・電気錠　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）施工　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事
　　　　　　　　　　　　　　　・既設利用　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

24．非常警報設備
(１)設備　　　　　・非常放送装置　・非常ベル
(２)非常放送装置　１）消防法基準適合マーク品とする。
　　　　　　　　　２）機器　　・増幅器　　・スピーカ　　・非常用リモコンマイク
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）増幅器
　　　　　　　　　　①出力　　（　　　　　）Ｗ
　　　　　　　　　　②出力インピーダンス　　・Lo形　　・Hi形
　　　　　　　　　　③形式　・ロングラック型　・スタンダードラック型　・壁掛型
　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　）
　　　　　　　　　　④機能　・マイク放送　・連動放送（・自火報設備　・緊急地震速報設備）
　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　⑤用途　・拡声設備兼用　　・非常放送専用
　　　　　　　　　４）スピーカ
　　　　　　　　　　①結線　　・１Ｗ　・３Ｗ　・（　　　　　）Ｗ
　　　　　　　　　　②インピーダンス　　・Lo形　・Hi形
　　　　　　　　　　③設置場所　　・屋内　　・屋外　・その他（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　④用途　　　　・拡声設備兼用　・非常放送専用
　　　　　　　　　５）非常用リモコンマイク
　　　　　　　　　　　型式　　・壁掛形　・ラック収納形　・卓上形　・その他（　　　　　）
(３)非常ベル　　　１）機器　　・起動装置　・非常ベル　・表示灯　・その他（　　　　　　）
　(自動ｻｲﾚﾝを 　　２）設置　　・単独設置　・機器収容箱に組込
　 含む)　　　　　　　　　　　・消火栓ボックス（別途）に組込　・その他（　　　　　　　）

25．ガス漏れ火災
　　警報設備
(１)機器　　　　　・受信機　　・副受信機　・中継器　・検知器　・警報器
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)受信機　　　　１）回線数　　（　　　　　）回線
　　　　　　　　　２）種類　　・都市ガス用　・液化石油ガス用
　　　　　　　　　３）設置　　・単独（・壁掛形　・自立形）　・火災受信機等との複合盤
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)副受信機　　　　設置　　　・単独（・壁掛形　・自立形）　　・火災受信機等との複合盤
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)検知器　　　　１）動作　　・単独（単独動作）　・連動（受信機に伝送）
　　　　　　　　　２）定格電圧　　・ＡＣ１００Ｖ　・ＤＣ２４Ｖ（受信機等から供給）
　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）ガス検知出力信号　　・有電圧出力方式　・無電圧接点方式

【中央監視　　　　・仕様詳細は別紙による。
　　　制御設備】

【医療関係設備】　・仕様詳細は別紙による。

【構内配電線路】

26．構内配電線路
(１)配線方式　　　・地中線式（・直埋　・管路）　・架空線式（・直接　・ちょう架線添架）
　　　　　　　　　・建築物等添架式（・露出配管　・隠蔽配管　・その他（　　　　　　　））
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)建柱　　　　　１）施工　　　・本工事　・既設柱利用　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）電柱　　　・コンクリート柱　・鋼管柱　・パンザマスト
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）支持材　　・根かせ　・根はじき　・根巻き　・底板
　　　　　　　　　　　　　　　　・支線（保護ガード　・有　・無）
　　　　　　　　　４）装柱材料　・有（電力仕様）　・無
　　　　　　　　　５）銘板　　　・有　・無
(３)装柱機器　　　１）機器　　　　・開閉器　・避雷器　・カットアウト　・碍子
　　（高圧用）　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）耐環境性　　・一般用　・耐塩用
　　　　　　　　　３）開閉器　　　仕様は　５．受変電設備　(６)負荷開閉器　による。
(４)装柱機器　　　１）機器　　・開閉器　・開閉器箱　・避雷器　・カットアウト　・碍子
　　（低圧用）　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）耐環境性　　・一般用　　・耐塩用
(５)ハンドホール　１）形式　　・ブロック式　　・現場打ち
　　マンホール　　２）施工　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事
　　　　　　　　　　　　　　　・既設利用　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）ケーブル支持金物の取付　　・２箇所　・４箇所　・（　　　　）箇所
　　　　　　　　　４）重車両の通行
　　　　　　　　　　　・有（破壊荷重　200kN以上、衝撃係数　0.1(走行速度制限箇所)）・無
(６)鋳鉄蓋　　　　１）鋳鉄蓋の刻印は「強電」、「電力」又は「高圧」とする。
　　　　　　　　　２）雨水の流れ込みを防ぐため防水パッキン付とする。
(７)地中ケーブル　１）種類　　・FEP　・GLT（PEライニング管）　・VE　・HIVE　・SGP
　　保護材料　　　　　　　　　・厚鋼電線管　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）標示杭埋設　　・コンクリート製　　・鉄製（アスファルト部分）
　　　　　　　　　３）埋設標識シート　　・２倍長　　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）埋設標識シートの表記は電力用であることがわかるものとする。

【構内通信線路】

27．構内通信線路
(１)用途　　　　　・電話　・拡声　・時刻表示　・火災報知　・非常警報　・インターホン
　　　　　　　　　・テレビ共同受信　・防犯　・制御　・その他（　　　　　　　　　　　　）
(２)配線方式　　　・地中線式（・直埋　・管路）　・架空線式（・直接　・ちょう架線添架）
　　　　　　　　　・建築物等添架式（・露出配管　・隠蔽配管　・その他（　　　　　　　））
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)建柱　　　　　１）施工　　　・本工事　・既設柱利用　・構内配電線柱に添架
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）電柱　　　・コンクリート柱　・鋼管柱　・パンザマスト
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）支持材　　・根かせ　・根はじき　・根巻き　・底板
　　　　　　　　　　　　　　　　・支線（保護ガード　・有　・無）
　　　　　　　　　４）装柱材料　・有　・無
　　　　　　　　　５）銘板　　　・有　・無
(４)ハンドホール　１）形式　　・ブロック式　・現場打ち
　　マンホール　　２）施工　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事
　　　　　　　　　　　　　　　・既設利用　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）ケーブル支持金物の取付　　・２箇所　・４箇所　・（　　　　）箇所
　　　　　　　　　４）重車両の通行
　　　　　　　　　　　・有（破壊荷重　200kN以上、衝撃係数　0.1(走行速度制限箇所)）・無
(５)鋳鉄蓋　　　　１）鋳鉄蓋の刻印は「弱電」又は「通信」とする。
　　　　　　　　　２）雨水の流れ込みを防ぐため防水パッキン付とする。
(６)地中ケーブル　１）種類　　・FEP　・GLT（PEライニング管）　・VE　・HIVE　・SGP
　　保護材料　　　　　　　　　・厚鋼電線管　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）標示杭埋設　　・コンクリート製　　・鉄製（アスファルト部分）
　　　　　　　　　３）埋設標識シート　　・２倍長　　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）埋設標識シートの表記は弱電用であることがわかるものとする。

【その他】

28．消火器　　　　１）設置　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事　・機械設備工事）
　　　　　　　　　　　　　　　・別途工事
　　　　　　　　　２）消火器　　　　　種別（　　　　　　　　　　）、数量（　　　　）本
　　　　　　　　　３）消火器収納箱　　材質（　　　　　　　　　　）、数量（　　　　）面

　４．使用資機材の適用規格

　　　（ＪＩＳ規格）適合品の使用を原則とする。
　　　　●　電気用品安全法に定める特定電気用品又は特定電気用品以外の電気用品
　　　　　　・電気用品安全法適合品
　　　　●　耐熱・耐火電線、耐熱・耐火ケーブル
　　　　　　・消防庁の登録認定機関として消防庁告示に規定された耐火・耐熱電線及び耐火バ
　　　　　　　スダクトの適合性検査を行い合格したもの
　　　　　　・第三者認証機関として(一社)日本電線工業会規格（JCS規格）への適合性検査を行
　　　　　　　い合格したもの
　　　　●　非常用照明器具
　　　　　　・建築基準法に定める国土交通大臣認定品
　　　　　　・(一社)日本照明工業会の自主評定を受け、JIL5501適合マークが貼付されたもの
　　　　●　誘導灯
　　　　　　・登録認定機関（(一社)日本電気協会（JEA誘導灯認定委員会））の認定を受け、
　　　　　　　認定証票が貼付されたもの
　　　　●　制御盤
　　　　　　・(一社)日本配電制御システム工業会規格（JSIA規格）適合品
　　　　●　消防用加圧送水装置、不活性ガス消火設備及びハロゲン化物消火設備の制御盤、火
　　　　　災通報装置、総合操作盤等の認定対象品
　　　　　　・登録認定機関（(一財)日本消防設備安全センター（消防用設備等認定委員会））
　　　　　　　の認定を受け、認定証票が貼付されたもの
　　　　●　不活性ガス消火設備等の操作箱、新ガス系消火設備制御盤、緊急通報装置、非常通
　　　　　報装置等の性能評定対象品
　　　　　　・(一財)日本消防設備安全センターの性能評定を受け、評定証票が貼付されたもの
　　　　●　金属閉鎖形スイッチギア
　　　　　　・(一社)日本電機工業会規格（JEM規格）適合品
　　　　●　高圧機器（遮断器、限流ヒューズ、負荷開閉器、避雷器、断路器、特定機器以外の
　　　　　変圧器、計器用変成器、保護継電器）
　　　　　　・(一社)電気学会電気規格調査会規格（JEC規格）適合品
　　　　●　直流電源装置（防災電源用）
　　　　　　・登録認定機関（(一社)日本電気協会（JEA蓄電池設備認定委員会））の認定をう
　　　　　　　け、認定証票が貼付されたもの
　　　　●　交流無停電電源装置
　　　　　　・(一社)電気学会電気規格調査会規格（JEC規格）適合品
　　　　●　自家発電装置（防災電源用）
　　　　　　・登録認定機関（(一社)日本内燃力発電設備協会）の認定を受け、認定証票（長時
　　　　　　　間形）が貼付されたもの
　　　　●　自家発電装置（防災電源用でないもの）
　　　　　　・(一社)日本電機工業会規格（JEM規格）適合品
　　　　●　太陽電池モジュールの支持物
　　　　　　・電気設備の技術基準の解釈第４６条第２項又は第３項の規定に適合するもの
　　　　●　電話用設備（電話交換機、電話機等）
　　　　　　・登録認定機関（(一財)電気通信端末機器審査協会（JATE）等）の技術基準適合認
　　　　　　　定を受け、適合表示が貼付されたもの
　　　　●　非常用放送設備
　　　　　　・登録認定機関（日本消防検定協会）の認定を受け、認定証票が貼付されたもの
　　　　●　テレビ共同受信機器
　　　　　　・優良住宅部品（BL部品）の認定を受けたもので、BLマーク証紙が貼付されたもの
　　　　　　・(一社)電子情報技術産業協会スーパーハイビジョン受信マーク登録品の認定を受
　　　　　　　けたもので、SHマークが貼付されたもの
　　　　●　自動火災報知設備
　　　　　　・登録認定機関（日本消防検定協会）の認定を受け、認定証票が貼付されたもの
　　(２)特殊仕様の資機材を使用する場合は、仕様・性能等を証明する書類を監督員に提出し、
　　　監督員の承諾を得るものとする。

　　(１)以下に定めるとおりとする。なお、以下に定めのない資機材については、日本産業規格
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照明器具姿図

本体:鋼板(白色粉体塗装)
ライトバー(カバー):ポリカーボネート(乳白)

A32

弱電機器姿図

壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）形　　状
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LED（赤）表 示 灯

アラーム音 65dB（距離1m）、背面ボリュームで可変

形    状 壁掛形

カバー、ケース：AES樹脂,シャーシ：鋼板製材　　質

呼出表示灯 LED（赤）

電子メロディー（8種）／トレモロ音／チャイム音呼出音

呼出種別 一般呼出、緊急呼出

復旧、呼出音停止、呼出音量、転送、設定操作スイッチ

電　　源 AC-GC100V  50／60Hz，最大14W（待機時2W）

パラ表示／転送受入機能備　　考
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形  状

プレート／握り 抗菌樹脂

確認灯 LED（赤）

呼出ボタン ノンロック式

よびだし点　字

JIS C-0920 IPx5（防噴流形）適合備  考

壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）

形  状 壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）

樹脂プレート

復旧スイッチ ノンロック式
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トイレ呼出押ボタン（引きひも付） トイレ表示灯（ブザー付）

トイレ復旧ボタン 3窓用呼出表示器

2F

3F

誘導支援設備（トイレ呼出）　系統図

壁内および面台内は、PF管にて保護とする。

図中記入なき配線は下記とする

保護管(PF16)

保護管(PF16)

Ｎ

Ｎ

CB

CB

Ｎ
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(MM1B)ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ付
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CB

最寄り電灯回路

EM-AE1.2-3C
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EM-AE1.2-2CEM-EEF1.6-3C                  
EM-AE1.2-3C

(MM1A)
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EM-AE1.2-3C

EM-AE1.2-2C

B

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ 3200lmﾀｲﾌﾟ 公共型番：LSS9-2-30 LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ 公共型番：LRS1-08

参考型番：BT-312ZR

参考型番：BL-644U/8

参考型番：BR-302RAU

参考型番：IRP-3B
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332WP

L-1-2

CB

SB

2EET

★

★

(A)

(B)

2

CB

SB

凡例

記号 名称

既設電灯分電盤

直付FL20W×2

埋込ｽｲｯﾁ　1P15A×1

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2

ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ + ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ1個用

防火区画貫通処理

備考

脱着

開閉器増設

新設LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ

脱着

脱着

新設

新設

新設

既設壁貫通補修 新設★

2EET 埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 E・ET付 新設

332WP ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ SS300×300×200WP-SUS 新設

(D)

2

(A)

(B)

2
(D)

2
(D)

2

(A)

(B)

(C) (C) (C)

★
直付FL20W×2を脱着
既設配線と接続

A32

改修前　1階平面図  S=1/200

物入

階段室C

直付FL20W×2を撤去

受変電設備改修内容は、
「単線結線図」参照

既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 既設再使用

、PS060WL-0695、PS060WL-0694等

参考:PS060FL-0682、PS060WL-0866

国土交通大臣認定工法による

図中記入なき配線は下記とする

天井ころがし

新設壁内立下げは、PF22にて保護とする

新設ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽJB

2E 埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 E付 新設

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

(VAﾓｰﾙ)を撤去し、C(MM1A)に更新

記号

VVF1.6-3C(VAﾓｰﾙ)を撤去し、(A)

(B)

MM1用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ1個用に更新し、

(C)

既設埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2を再取付

MM1用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ1個用および

露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ1個用(樹脂製)を撤去。

露出ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1(扇風機用)を撤去し、

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2を一時取外し、

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1(扇風機用)に更新

(D)

改修内容

EM-EEF1.6-3C(MM1A)に更新

EM-EEF2.0-3C 内1C接地

1φ2W(100V) EM-EEF2.0-3C(MM1A)

既設(FEP100)に入線
3φ3W EM-CET14を

3φ3W EM-CET14(FEP40)

3φ3W EM-CET14(HIVE36)

犬走はつり補修(建築工事) 1500×2700

既設分電盤改造共
MCCB2P50AF20AT×1を増設

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ SS200×200×100WP-SUS撤去
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電灯・動力設備　2階平面図
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普通教室
(特別支援教室6組)

普通教室
(特別支援教室5組)

(3-1) (3-2) (きらきら) (少人数)

EV
EVﾎｰﾙ

多目的便所

■：ＮＯＴＥ

設　計　担　当

三重県知事登録第1-518号

Drawing Title

Job Title

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

多湖 弘樹

一級建築士 第382361号

[原図A2]

A2:1/200　　A3:1/280

Ｅ－０８

2025 - Jan

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

(D) (D)

2

2

2 2

2

(A)

(B)

(D)

2

(A)

(B)

2
(D)

2
(D)

2

(A)

(B)

(C) (C) (C) 2
(D)

2

(A)

(B)

(C)

2

2
(D)

2

(A)

(B)

(C)

2

(D) (D)

改修前　2階平面図  S=1/200

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2を脱着し、
露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽを撤去

A32
★

直付FL20W×2を脱着
既設配線と接続

2E
新設

JB

JB
CB

CBCB

SB

L-2-2 ★

階段室C

2E

VVF2.0-3C 天井内ころがし
壁面露出立上部(VE16)にて保護
配管・配線共に撤去

2

撤去

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

3φ3W EM-CET14(HIVE36)

3φ3W EM-CET14(HIVE36)
EM-EEF2.0-3C(MM1A)

EM-EEF2.0-3C(MM1A)

EM-EEF2.0-3C(MM1A)

既設分電盤改造共
MCCB2P50AF20AT×1を増設
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ELV制御盤
(建築工事)

階段室C
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2

VVF2.0-3C 天井内ころがし
壁面露出立上部(VE16)にて保護
配管・配線共に撤去

改修前　3階平面図  S=1/200
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埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2を脱着し、
露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽを撤去

(D)

(D)

(D)

(D)

A32
★

直付FL20W×2を脱着
既設配線と接続

撤去

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

ケーブル余長 10mを見込むこと

3φ3W EM-CET14 天井ころがし

3φ3W EM-CET14(HIVE36)
ELV照明 1φ2W(100V) EM-CE5.5-3C(MM1B)

ELV照明 1φ2W(100V) EM-CE5.5-3C 天井ころがし
ELV動力 3φ3W       EM-CET14    天井ころがし

ELV照明 1φ2W(100V) EM-CE5.5-3C(E25)
ELV動力 3φ3W       EM-CET14(E39)

既設分電盤改造共
MCCB2P50AF20AT×1を増設
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理科教室

理科準備室

職員玄関

保健室

家庭科教室

廊下

廊下

物入

物入

階段室A

階段室B 階段室C

屋外階段

昇降口

ほのぼの教室

男子便所

女子便所

男子便所 女子便所

多目的便所

相談室

弱電設備　1階平面図
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ｔｔ ｔ

ＡＳ ＡＳ
(VA) (VA)

RR R

ＰＢ

Ｐ Ｂ

Ｐ

Ｂ

Ｐ

Ｂ

EM-UTP0.5-4P(VAﾓｰﾙ) 脱着

図中記入なき配線は下記とする

(VA)

VTR用接続端子

直列ﾕﾆｯﾄ 中間

直列ﾕﾆｯﾄ 端末

ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ (テレビ用)

R

ＡＳ

ｔ

凡例

記号 名称

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ

壁掛ｽﾋﾟｰｶｰ

ｱｯﾃﾈｰﾀｰ

子時計

ｲﾝﾀｰﾎﾝ　子機

備考

脱着

脱着

脱着

脱着

脱着

脱着

脱着

脱着

脱着

CB

主

ＡＭＰ

ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

交換機

非常用ｱﾝﾌﾟ

警戒区域番号

脱着直列ﾕﾆｯﾄ 中間(2端子型)

2R 直列ﾕﾆｯﾄ 端末(2端子型) 脱着

2

新設

既設再使用

既設再使用

新設

Ｓ 煙感知器 2種 点検函付 新設

No

複合型受信機 P型1級50回線 既設再使用

記号 名称 備考

防火区画貫通処理

ｔ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ用ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機

国土交通大臣認定工法による

参考:PS060FL-0682、PS060WL-0866

、PS060WL-0695、PS060WL-0694等

既設壁貫通補修★

建築工事

新設

新設

Ｐ

Ｂ

発信機　P型1級

表示灯

電鈴　150Φ

既設再使用

既設再使用

既設再使用

非常放送設備と自動火災報知設備は連動なし。

非常放送設備のﾏｲｸ使用時にﾍﾞﾙ鳴動が停止する

措置を講じているものとする。

自動火災報知設備と火災通報装置は連動なし。

Ｐ Ｂ 消火栓BOX　発信機・地区音響装置組込

表示灯は消火栓BOXの上部壁面に取付

既設再使用

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事
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CB

★

以降「普通教室棟　弱電設備　2階平面詳細図」参照

★

ｔ

2R

ｔ

2

ｔ

ＡＳ
(VA) ｔ

ＡＳ
(VA) ｔ

ＡＳ
(VA) ｔ

ＡＳ
(VA) ｔ

ＡＳ
(VA)

ＰＢ

Ｐ Ｂ

Ｐ

Ｂ

Ｐ

Ｂ

ﾄｲﾚ呼出 EM-AE1.2-3C×2 天井ころがし

CB

拡声 EM-HP1.2-3C(MM1A)

電話      EM-TIEF0.65-2C×2 天井ころがし
ELVｲﾝﾀｰﾎﾝ EM-FCPEE0.9-5P 天井ころがし
拡声      EM-HP1.2-3C 天井ころがし
火災信号  EM-HP1.2-2C 天井ころがし
感知器    EM-AE1.2-2C 天井ころがし

電話      EM-TIEF0.65-2C×2(E19)
ELVｲﾝﾀｰﾎﾝ EM-FCPEE0.9-5P(E25)
拡声      EM-HP1.2-3C(E19)
火災信号  EM-HP1.2-2C(E19)
感知器    EM-AE1.2-2C(E19)

Ｎ
Ｃ ﾄｲﾚ呼出 EM-EEF1.6-3C

　　　  EM-AE1.2-3C×2
(MM1B)ｾﾊﾟﾚｰﾀ付

2階平面図  S=1/200

X3

Y2

ｔ
CB

CB

主
CB

職員室

廊下

2階平面詳細図  S=1/100

23

既設火災通報装置

以降「2階平面図」参照

※既設複合型受信機の予備窓　　にELVを追加

※AMP及び遠隔操作器にELVの放送区域を最尾に追加する。

火災信号 EM-HP1.2-2C
感知器   EM-AE1.2-2C        

(MM1A)

ELVｲﾝﾀｰﾎﾝ EM-FCPEE0.9-5P(MM1B)

電話 EM-TIEF0.65-2C×2(MM1A)

以降「2階平面詳細図」参照

天井裏にて既設配線と接続

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事
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図画工作室

いきいき教室
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女子便所

廊下

弱電設備　3階平面図
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普通教室

(特別支援教室7組)
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(特別支援教室8組)(4-2)(4-1)

多目的便所

EV
EVﾎｰﾙ

■：ＮＯＴＥ

設　計　担　当

三重県知事登録第1-518号

Drawing Title

Job Title

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

多湖 弘樹

一級建築士 第382361号

[原図A2]

A2:1/200　　A3:1/280

Ｅ－１２

2025 - Jan

ELV制御盤
(建築工事)
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ｔ
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ＡＳ
(VA)

ＡＳ
(VA)

ＡＳ
(VA)
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(VA)
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(VA)
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(VA)
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(VA)

23

Ｐ

Ｂ

Ｐ

Ｂ

Ｐ Ｂ

ＰＢ

拡声      EM-HP1.2-3C(E19)
火災信号  EM-HP1.2-2C(E19)

電話      EM-TIEF0.65-2C×2(E19)
ELVｲﾝﾀｰﾎﾝ EM-FCPEE0.9-5P(E25)

感知器 EM-AE1.2-2C(E19)

電話      EM-TIEF0.65-2C×2(E19)
ELVｲﾝﾀｰﾎﾝ EM-FCPEE0.9-5P(E25)
拡声      EM-HP1.2-3C(E19)
火災信号  EM-HP1.2-2C(E19)
感知器    EM-AE1.2-2C(E19)

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事
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廊下

男子便所 女子便所

多目的便所
ET

ET
ET 2ET

Ｎ

Ｎ

廊下

男子便所 女子便所

多目的便所

Ｓ

2SL

改修後　ｺﾝｾﾝﾄ設備　2階平面詳細図  S=1/100

改修後　電灯設備　2階平面詳細図  S=1/100

改修後　誘導支援設備　2階平面詳細図  S=1/100

廊下

男子便所 女子便所

L-2-2

図中記入なき配線は下記とする

保護管(PF16)

保護管(PF16)

壁内および面台内は、PF管にて保護とする。

図中記入なき配線は下記とする

保護管(PF22)

壁内および面台内は、PF管にて保護とする。

既設LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ(LSS10-4)一時取外し

改修前　電灯設備　2階平面詳細図  S=1/100

以降、
2階平面図参照

★

L-2-2

B

凡例

記号 名称

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ

埋込ｽｲｯﾁ　1P15A×1

埋込確認表示灯　PL×1

天井埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15A×1

壁付換気扇

備考

既設

既設

既設

既設

既設

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ 取外し

2.0×2(19)

2.0×3(19)

2.0×4(25)

図中記入なき配線は下記とする

既設再使用

既設再使用

既設再使用

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 ET付

ET

2ET

凡例

記号 名称

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1 ET付

備考

新設

新設

凡例

記号 名称 備考

既設壁貫通補修 新設★

新設

、PS060WL-0695、PS060WL-0694等

参考:PS060FL-0682、PS060WL-0866

防火区画貫通処理

国土交通大臣認定工法による

※２

※１

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

既設

CB

EM-EEF2.0-4C(MM1A)

EM-EEF2.0-3C 内1C接地

L-2-2

EM-AE1.2-3C(E19)

EM-AE1.2-2C

EM-AE1.2-3C

EM-AE1.2-2C　　　　　　　
EM-AE1.2-3C

(MM1A)

CB

CB

2SL

Ｓ

凡例

記号 名称

LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

操作ﾕﾆｯﾄ 2回路用

熱線ｾﾝｻｰ　親器

備考

新設

新設

新設

新設ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

確認表示灯　PL×1

ｽｲｯﾁ　1P15A×2
撤去・新設

天井換気扇（機械設備工事）

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ

埋込ｽｲｯﾁ　1P15A×1

埋込確認表示灯　PL×1

天井埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15A×1

壁付換気扇

機械設備

既設

既設

既設

既設

既設

2.0×2(19)

2.0×3(19)

2.0×4(25)

図中記入なき配線は下記とする

既設再使用

既設再使用

既設再使用

保護管(PF22)

保護管(PF22)

壁内は、PF管にて保護とする。

記号傍記「既設」は、既設品の移設を示す。
※１は、ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽを天井内にて新設し、既設配線と接続を示す。

※２は、ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽを天井内にて新設し、既設配線と接続を示す。

EM-EEF1.6-3C 内1C接地

EM-EEF1.6-3C×2 内1C接地

既設分電盤改造共
MCCB2P50AF20AT×2増設

EM-EEF2.0-4C(天井ころがし)
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男子便所 女子便所

普通教室棟　3階平面詳細図

多目的便所
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Drawing Title

Job Title

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

多湖 弘樹
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Ｎ

Ｎ

8,500

X8 X9

改修後　ｺﾝｾﾝﾄ設備　3階平面詳細図  S=1/100
改修後　誘導支援設備　3階平面詳細図  S=1/100

★

L-3-2
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多目的便所
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0
0
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,
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Ｓ

2SL

8,500

X8 X9

改修後　電灯設備　3階平面詳細図  S=1/100

廊下

男子便所 女子便所

L-3-2

既設LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ(LSS10-4)一時取外し

改修前　電灯設備　3階平面詳細図  S=1/100
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床区画貫通処理共
はつり補修

L-3-2

CB

※２

EM-EEF2.0-4C(MM1A)

既設

※１

EM-AE1.2-3C(E19)

CB

EM-AE1.2-3C
(MM1A)

EM-AE1.2-2C　　　　　　　

既設分電盤改造共
MCCB2P50AF20AT×2増設

EM-EEF2.0-4C(天井ころがし)



ＥＲＭ ＲＭ

職員室

１ 階

２ 階

３ 階

５

５

５

５５

５５

放送室

ＨＰ１．２－５Ｐ

ＨＰ１．２－１０Ｐ

ＨＰ１．２－５Ｐ
ＨＰ１．２－１５Ｐｘ２

５ ５

５

５

５

５ ５

５ ５ ５ ５

５
５

図中記入なき配線は下記による

ＨＩＶ１．２ｘ３

ＨＩＶ１．２ｘ２

ＨＩＶ１．２ｘ５５

拡声設備系統図

普通教室棟・特別教室管理棟・給食棟屋内運動場

＞アンプ２７０Ｗ

合計（Ｗ）

防災アンプ２７０Ｗ

体育館

３階

２階

１階

計（Ｗ）

スピーカー１１６Ｗ

スピーカー ホーン型

１Ｗ

３

１４

２１

１５

５６

２

３０Ｗ

６０

１１６

５

CB

HP1.2-3C(E19)

ELV制御盤
(建築工事)HP1.2-3C

拡声設備　系統図
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三重県知事登録第1-518号
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Job Title
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一級建築士 第382361号

[原図A2]

A2:N/S　　A3:N/S

Ｅ－１５

2025 - Jan

凡例

記号 名称

壁掛ｽﾋﾟｰｶｰ

ｱｯﾃﾈｰﾀｰ

備考

脱着

ＡＭＰ 非常用ｱﾝﾌﾟ 既設再使用

既設再使用天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ

壁掛ｽﾋﾟｰｶ-

ｱｯﾃﾈｰﾀｰ

増築棟

脱着

CB ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ 新設

既設再使用

既設再使用

ﾜｲﾄﾞﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶｰ 既設再使用

ＲＭ

ＥＲＭ

ﾏﾙﾁﾘﾓｺﾝ 既設再使用

非常ﾘﾓｺﾝ 既設再使用

３ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

既設再使用

既設再使用

既設再使用

実線表示の機器及び配管配線は、新設を示す。

点線表示の機器及び配管配線は、既設再使用を示す。

ＲＭ ＡＭＰ

HP1.2-3C(MM1A)

Ｈ Ｐ １ ． ２ － ５ Ｐ
Ｆ Ｃ Ｐ Ｖ Ｓ １ ． ２ － ５ Ｐ
Ｍ Ｖ Ｖ Ｓ ０ ． ７ ５ － ２ Ｃ

Ｆ Ｃ Ｐ Ｖ Ｓ １ ． ２ － ５ Ｐ
Ｍ Ｖ Ｖ Ｓ ０ ． ７ ５ － ２ Ｃ

× ２

Ｕ Ｔ Ｐ 　 Ｃ ａ ｔ ５ × ２

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事



普通教室棟・特別教室管理棟・給食棟屋内運動場

火災報知設備系統図

図中記入なき配線は下記による

５

１０Ｐ

ＨＩＶ１．２ｘ５

ＨＩＶ１．２x２

ＨＰ１．２－１０Ｐ

ＨＩＶ１．２ｘ５

ＨＰ１．２－３Ｐ

ＨＩＶ１．２ｘ８

ＨＩＶ１．２ｘ１０

ＨＰ１．２－５Ｐ

ＨＰ１．２－１０Ｐ

ＨＰ１．２－１５Ｐ

ＨＰ１．２－２０Ｐ

ＨＰ１．２－２５Ｐ

（ロ）

（Ｄ）

（イ）

（ハ）

（Ｆ）

（Ｃ）

（Ｅ）

（Ａ）

（Ｂ）

（ニ）（Ａ）（Ｂ）

５

５

５ ５

５

５

５

５

５

５ ５

５

１０Ｐ

１０Ｐ

１０Ｐ

（ロ） （ホ）
（イ）

（Ｅ）
（ホ）

（ニ）

（ホ）

消火ポンプ

（ホ）

（ホ） （Ｄ）

（Ｃ）

（ハ）（ホ）

（Ｃ）
（Ｃ）ｘ４

（Ａ）（Ｂ）

（ロ） （ホ）（ハ）

（ロ） （ホ）（ハ）

（Ｆ）（ホ）
（ホ）（ハ）（イ）

ＨＩＶ２．０ｘ４

ＨＩＶ２．０ｘ６

（ニ）

（ホ）

Ｂ Ｐ

Ｂ Ｐ Ｂ Ｐ Ｂ Ｐ

Ｂ Ｐ

Ｂ Ｐ

Ｂ Ｐ

Ｂ Ｐ Ｂ Ｐ

Ｂ Ｐ

Ｂ Ｐ Ｂ Ｐ

Ｂ Ｐ

Ｂ Ｐ

Ｐ－１－５０Ｌ
（３０Ｌ＋２０Ｌ）

火災報知設備　系統図
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CB

ELV制御盤
(建築工事)

１ 階

２ 階

３ 階

Ｓ

２３

（ニ）（Ｃ）ｘ２

増築棟

ＡＭＰ

凡例

記号 名称 備考

ＡＭＰ 非常用ｱﾝﾌﾟ 既設再使用

新設煙感知器 2種 点検函付

警戒区域番号

複合型受信機 P型1級50回線

CB ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ 新設

新設

既設再使用

既設再使用

総合盤 既設再使用

Ｓ

No

No 警戒区域番号

Ｂ Ｐ

実線表示の機器及び配管配線は、新設を示す。

点線表示の機器及び配管配線は、既設再使用を示す。

既設再使用

既設再使用

既設再使用

既設再使用

既設再使用

既設再使用

既設再使用

既設再使用

既設再使用

既設再使用

既設再使用

既設再使用

既設再使用

既設再使用

１９

２２ ２１ ２０

１８

ＨＰ１．２－２Ｃ
宿直室
端子盤

１５
Ｋ Ｋ Ｋ

１７１６

１４
DW７１０

４ ７

１ ２ ３ ２ ３ ４ ５ １０ ５

９１１９８５ ６

９８ １２ １３ １２ １３

６

１

火災信号 EM-HP1.2-2C
感知器   EM-AE1.2-2C       

(MM1A)

火災信号  EM-HP1.2-2C(E19)

感知器　EM-AE1.2-2C(E19)

感知器  EM-AE1.2-2C

１１

火災信号  EM-HP1.2-2C

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事



縮尺

図面名称

No.

原図：Ａ２

津　市　建　設　部　営　繕　課

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

室外機置場

受変電

側溝 警報盤

　制御盤へ接続すること

※受水槽下部より立上し

EM-HP1.2-6C（HIVE16）

給水設備　受水槽置場平面図（改修後）　S=1/60
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4
,
0
0
0

4
,
5
0
0

8
,
5
0
0

職員室

廊下
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0
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1
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0

3
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0
0

2
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9
0
0

7
,
8
0
0

5,000

2,360 2,640

8,000 3,000 8,000 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500

19,000 6,000 68,000

3,000 3,000

給水設備　2階平面図　S=1/250既設警報盤へ接続

警報盤

EM-HP1.2-6C 天井ころがし

1/60
1/250

高置水槽電極

EM-HP1.2-5C（HIVE16）

PB 200×200×200　SUS・WP

警報盤

EM-HP1.2-6C（HIVE16）★

給水設備　受水槽廻り平面図・2階平面図

PB　200×200×200　SUS・WP

CB

★は壁貫通を示す

高置水槽電極
EM-HP1.2-5C（HIVE16）

MCCB3P125AF100AT×1　撤去

MCCB3P100AF30AT×1　 新設

EM-CE3.5-4C（既設FEP100へ入線）

EM-CE3.5-4C（FEP30）

EM-HP1.2-6C（MM1A）

動力系統　予備ﾌﾞﾚｰｶ

※　盤・機器への接続は、金属製可とう電線管（ビニル被覆、防水）を使用すること

※　露出配管は配管支持用ﾌﾞﾛｯｸにて支持

は防火区画貫通処理を示す

E-17



給水設備　屋上階　平面図　S=1/250

＊　屋上露出配管は配管支持用ﾌﾞﾛｯｸ（ｺﾞﾑﾍﾞｰｽ付き）にて支持

縮尺

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

原図：Ａ２

図面名称

No.
津　市　建　設　部　営　繕　課

塔屋　平面図（改修後）　S=1/75
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EM-HP1.2-5C（HIVE16）

＊　屋上露出配管は配管支持用ﾌﾞﾛｯｸ（ｺﾞﾑﾍﾞｰｽ付き）にて支持
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93,000
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68,000
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1
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4
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1
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0
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塔屋　平面図（改修前）　S=1/75

PB 150×150×100　撤去

CVV2.0-5C（25） 撤去

1/250

1/75
1/50

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ

給水設備　１階ポンプ庫平面詳細図　S=1/50

塔屋　平面図参照

EM-HP1.2-5C（HIVE16）

PB　200×200×200　SUS・WP

制御盤

揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ

給水設備　屋上階・塔屋平面図・ポンプ庫平面詳細図

CV5.5-3C.E5.5 ×2　撤去　※配管類残置

E-18

以降、E-17参照



小学校　ＲＣ造　3階建

　本工事施工に伴う、既存設備の軽微な加工・改造は、本工事とする。

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合には完成年度の

翌年度の４月１日から８月３１日までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該工事の

発注者に対して支払請求を行うことができる。なお、この期間を超えて請求することはできない。

また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することはできない。

報告書を監督員が指示する期日までに監督員へ提出すること。

　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員へ通報するとともに、所定の様式により事故発生

に協力すること。

　なお、事故発生後の措置について、監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取、調査、検証等

機能・仕上げ共、既設にならい復旧すること。

また、工事施工に際し、既存部分を汚損・破損等しないよう養生を行うこと。なお汚損・破損等した場合は、

２）　調査の協力

　　　　受注者は、市が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければならない。

　　また、受注者は下請負者等に同調査を協力するよう管理及び監督しなければならない。
３）　是正措置

　　　　受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければならない。

１）　一般事項

　　　　工事の施工に当たり、工事現場で使用し、又は使用される車両（資機材等の搬入車両を含む。）並びに

　　反する燃料をいう。）を使用してはならない。

　　建設機械等の燃料として、不正軽油（地方税法第１４４条の３２（製造等の承認を受ける義務等）の規定に違

　　監督しなければならない。

　　また、受注者は下請負者等に不正軽油の使用が判明した場合は速やかに是正措置を講じるよう管理及び

１）　使用機械

低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。

２）　測定機器の校正記録

工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。

測定に先立ち使用する測定機器の検査済証（写し）又は校正記録（写し）を監督員に

提示すること。

当該工事を施工するに当たって施工時にフロン類の充填、回収作業を行う場合は、フロン類の使用の

充填回収登録業者が行うこと。

３）　フロン回収及び充填

　　えで、工事を実施すること。

２）　設計図書に明示された施工条件と工事現場が一致せず、安全確保のために指定仮設の変更や計上が必

　　要な場合は、監督員と協議を行い、指示を受けた後、受注者として適切な安全確保の措置を講じたう

　　実施すること。

１）　受注者は工事中の適切な安全確保の措置等の一切の手段について、自らの責任において定め、工事を

（１８）　三重県産業廃棄物税

（１９）　事故の発生時

（２０）　既設との取合い・養生

（２１）　不正軽油の使用の禁止

（２２）　その他

（２３）　現場での安全確保（自主施工の原則）

指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

（１１）　発生材の処理等機械設備工事特記仕様書 工事細目
９１ 工事名称 　（１）　配管材料

給水管 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　ＪＷＷＡ　Ｋ１１６
２ 工事場所

（一般；　ＳＧＰ－ＶＢ　　地中　；　ＳＧＰ－ＶＤ　）
３ 建築概要

□ フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管　ＷＳＰ　０１１

（一般；　ＳＧＰ－ＦＶＡ，　ＦＶＢ　　地中　；　ＳＧＰ－ＦＶＤ）
４ 適用基準 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、以下による ※ 継ぎ手はコア内蔵型とする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 ※ 給水管１００Ａはねじ又はフランジ接合、１２５Ａ以上は

フランジ接合（工場加工）とする。

水道用硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４２

□ 水道配水用ポリエチレン管　ＪＷＷＡ　Ｋ　１４４　（地中：ＰＥ）
独立行政法人　建築研究所監修 □ 水道用ステンレス鋼鋼管ＪＷＷＡ　Ｇ　１１５
「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」 □ 一般配管用ステンレス鋼鋼管　ＪＩＳ　Ｇ　３４４８
下記の該当する項目を適用する。また、特記事項において選択する事項は、

※ 地中埋設管は、取出し位置のＧＬ面又はＳＬ，ＦＬ面より＋１００立ち

上げた所までとする。
５ 一般事項

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各適用基準に準拠し、監督員 雑排水管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　（ＳＧＰ－白）

※ 継ぎ手はドレネジ継ぎ手又は、ＭＤ継ぎ手を使用
　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、 （地中・コンクリート埋設は防食テープ２重巻き）
図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書とおりに施工することで将

来不具合が発生しうると判断される場合については、その都度、監督員と協議すること。なお設計 □ 土間：　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　ＪＩＳ　Ｋ　９７９８　（ＲＦ－ＶＰ）　
図書とおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、改善策を講じること。 ※ １２５Ａ以下はＶＰ、１５０Ａ以上はＶＵとする。
　他工事との取り合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努 ■ 排水・通気用耐火二層管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１（硬質塩化ビニル管ＶＰ）又は
めること。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示 ＪＩＳ　Ｋ　９７９８（リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管ＲＦ－ＶＰ）規格品
により手直し施工を行うこと。 に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

通気管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　（ＳＧＰ－白）
１）工事書類　： ・打合記録 ・施工要領書 ※ 継ぎ手はドレネジ継ぎ手又は、ＭＤ継ぎ手を使用

・機器明細図 ・工程表　　　　・施工図等
２）工事完成図書： ・工事日報

・安全・訓練実施記録 □ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　ＪＩＳ　Ｋ　９７９８　（ＲＦ－ＶＰ）　

※ １２５Ａ以下はＶＰ、１５０Ａ以上はＶＵとする。　ＲＦ－ＶＰは屋外露出不可

■ 排水・通気用耐火二層管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１（硬質塩化ビニル管ＶＰ）又は

ＪＩＳ　Ｋ　９７９８（リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管ＲＦ－ＶＰ）規格品

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

汚水管 □ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　ＷＳＰ　０４２

※ 同上ＭＤ継ぎ手　ＪＰＦ　ＭＤＪ　００２

※ 竣工図・施工図はＣＡＤにより作成すること。 □ 土間：　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　ＪＩＳ　Ｋ　９７９８　（ＲＦ－ＶＰ）
※ ※ １２５Ａ以下はＶＰ、１５０Ａ以上はＶＵとする。

■ 排水・通気用耐火二層管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１（硬質塩化ビニル管ＶＰ）又は

ＪＩＳ　Ｋ　９７９８（リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管ＲＦ－ＶＰ）規格品

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。
（２）　機器及び材料等 □ 鉛管 □ 排水・通気用鉛管　　ＳＨＡＳＥ－Ｓ２０３

工事に使用する機器及び材料等については、予め使用機材届出書（メーカーリスト）、 □ 給湯管 □ 水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　ＪＷＷＡ　Ｋ　１４０
機器明細図、現品、カタログ、その他諸資料を事前に届け出ること。 （一般　；　ＳＧＰ　－ＨＶＡ　　地中　；　ＷＨＴＬＰ　内外面耐熱性硬質塩ビライニング鋼管）
尚、図面に記載の品番は、参考品番として便宜上メーカー品番を使用しているので、 □ 水道用ステンレス鋼鋼管ＪＷＷＡ　Ｇ　１１５
メーカー選定にあたっては、同等品以上の性能を有するものとする。また、国等による □ 一般配管用ステンレス鋼鋼管　ＪＩＳ　Ｇ　３４４８
環境物品等の調達推進に関する法律（グリーン購入法）を考慮し、再生品などの

環境に優しい（環境物品）の調達に努める。

又、重量機器については、機器据付要領・耐震計算書もあわせて提出すること。 □ ガス管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　（ＳＧＰ－　白）

□ 土間：　塩化ビニル被覆鋼管（黒）
（３）　官公署等への届出手続 □ ガス用ポリエチレン管　ＪＩＳ　Ｋ　６７７４　（地中：ＰＥ）

工事に伴う関係官公署への必要な諸手続きは、受注者が遅滞なく行い、これに ※ 地中埋設鋼管は、取出し位置のＧＬ面又はＳＬ，ＦＬ面より＋１００立ち
要する費用も負担する。 上げた所までとする。
１）消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成 ガス事業者の供給規定に準じる□

□ 消火管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　（ＳＧＰ－　白）

□ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（白）ＷＳＰ０４１　（ＳＧＰ－ＶＳ）
２）防火対象物使用開始届出書 ※ 地中埋設管ＶＳ　は、取出し位置のＧＬ面又はＳＬ，ＦＬ面より＋１００立ち

書類の作成（機械設備図面の作成及び機械設備に関する部分の記入）を行うこと。 上げた所までとする。

屋外埋設排水
（４）　品質管理 □ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　ＪＩＳ　Ｋ　９７９８　（ＲＦ－ＶＰ）

工事施工に関して、着手前・施工途中・施工後の自主検査を実施すること。 □
チェックリスト等を作成し、管理を行うこと。 □ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管　ＪＩＳ　Ｋ　９７９７　（ＲＳ－ＶＵ）

※ １２５Ａ以下はＶＰ、１５０Ａ以上はＶＵとする。
（５）　出来形管理 □ コンクリート管　ＪＩＳ　Ａ　５３７２（プレキャスト鉄筋コンクリート製品）

以下の項目について、出来形管理の対象として管理を行うこと。 （１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管）
１）各種機器据付 □ 冷温水配管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　（ＳＧＰ－　白）

・ 耐震強度（設計標準震度、アンカーの種類・サイズ確認・埋め込み深さ） □ 水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　ＪＷＷＡ　Ｋ　１４０
・ 基礎寸法 ・ 水平、垂直等 （一般　；　ＳＧＰ　－ＨＶＡ）

２）配管・ダクト工事 □ 冷却水管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　（ＳＧＰ－　白）
・ 支持間隔 ・ 振れ止め支持間隔 □ 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　ＪＷＷＡ　Ｋ１１６　（一般；　ＳＧＰ－ＶＡ，　ＶＢ）

３）屋外排水工事 □ フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管　ＷＳＰ　０１１　（一般；　ＳＧＰ－ＦＶＡ，　ＦＶＢ）
・ 排水勾配 ・ 桝の深さ ドレン管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　（ＳＧＰ－　白）

４）水栓、リモコンスイッチ類の取付高さ

（６）　製品確認

発注者、受注者において仕様を決定し、製作するような規格品ではない製品については、試

験・検査等を行う機器が整備された施設内において、監督員等が製品の確認を行うものとする。

適用する 適用しない

（７）　耐震安全性の分類

構造体（　）類　　建築非構造部材（　）類　　建築設備（　）類

機器名

設置階 （　　　） 設計標準震度Ｋｓ　（　　　　　　　）

水槽類

設置階 （　　　） 設計標準震度Ｋｓ　（　　　　　　　）

その他監督員が指示するもの

　　冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編　２．４．３により、次の

　書類の写しを監督員に提出すること。

　　・フロン回収行程管理票

　　　・特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）

　撤去する前にフロンを屋外機ユニットに集める作業（ポンプダウン）を行うこと。

　パッケージ形空調機の移設等により、冷媒の回収が必要となる場合においても、上記に準じて

　　冷媒の大気中への飛散を防止する措置を講じること。

（１０）　中間技術検査

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　ＪＩＳ　Ｋ　９７９８　（ＲＦ－ＶＰ）

※ １２５Ａ以下はＶＰ、１５０Ａ以上はＶＵとする。　ＲＦ－ＶＰは屋外露出不可。

□ 排水・通気用耐火二層管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１（硬質塩化ビニル管ＶＰ）又は

ＪＩＳ　Ｋ　９７９８（リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管ＲＦ－ＶＰ）規格品

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

冷媒管 □ 銅及び銅合金継目無管　硬質、軟質または半硬質　ＪＩＳ　Ｈ３３００

断熱材被覆銅管　原管はＪＩＳ　Ｈ３３００による。　製造者標準品

ただし、保温厚は　ガス管　２０ｍｍ、液管　１０ｍｍとする。

※

□ 油管 □ 配管用炭素鋼鋼管（黒）　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

□ 蒸気管 □ 配管用炭素鋼鋼管（黒）　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

□ ブライン管 □ 配管用炭素鋼鋼管（黒）　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

※ 弁類

保温層付硬質ポリ塩化ビニル管

□別途工事

□本工事（□建築工事　□電気設備工事　□機械設備工事）

地域係数　　　（１．０）

地域係数　　　（１．０）

・総合調整測定表（試験結果・測定結果等）　１部

・保守に関する説明書（取扱説明書・保証書）　２部

・機器完成図（ファイル等１部）

・品質確認書類

・機器使用願

・施工計画書

・工事写真

・機器性能試験成績書　１部

・官公署届出書類控、検査済証　１部

・出来形確認書類　１部　等

・竣工図｛製本４（原寸　２部、Ａ３（見開き）　２部）｝

「公共建築工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）令和４年版」

「公共建築改修工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）令和４年版」

「公共建築設備工事標準図（電気、機械設備工事編）令和４年版」

なお、以下において選択する事項は、■印のついたものを適用する。

※ 建築包含工事の場合、監督員に確認のこと。

工事写真は営繕工事写真撮影要領（国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成３１年版））

に従い撮影すること。

実施する段階（　　　）
実施回数　（　　　）回

□　建設発生木材　）

（１２）　電気保安技術者

（１３）　施工条件

１）施工可能日 □ 一部に土、日曜日、祝祭日施工あり □ 指定なし

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）施工可能時間帯 □ 指定なし □ 指定あり （　　　時　～　　　時　）

（１４）　概成工期

　建築物等の使用を想定して総合試運転調整を行ううえで、関連工事を含めた各工事が支障の

指定なし □

（１５）　仮設工事

１）便所 □　利用できる □　利用できない

２）工事用水 □　利用できる（有償） □　利用できる（無償） □　利用できない

３）工事用電力 □　利用できる（有償） □　利用できる（無償） □　利用できない

※ 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に起因する電力料

（１６）　足場

□　コンクリート塊　　□　アスファルトコンクリート塊

１）　引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３）　現場内において再利用を図るもの　□発生土　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４）　再資源化を図るもの　（　

５）　発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。また再利用を図る

　　ものについても調書を作成し、監督員へ提出すること。

上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。

２）　特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　処理方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

冷媒用銅管の肉厚は、冷凍保安規則関係例示基準の規定による。

　　　　　協議するものとする。
　　　　　なお施工に際して廃石綿等特別管理廃棄物及び疑わしき機器等を発見した場合は、監督員に報告し対応を

６）　引渡しを要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の

　　有効な利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係法令によるほか、

　　提示すること。）

　　「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切処理し、監督員に報告すること。（マニフェストＡ、Ｂ２、Ｄ票を

「建築、電気、機械設備工事監理指針令和４年版」

指定あり　（　令和　　年　　月　　日　）

塩ビライニング鋼管に使用する際は、管端防食コア付き、又はライニング弁を使用すること。

揚水ポンプ（二次側）、消火ポンプ（二次側）、水道直圧部は　１０Ｋとし、それ以外は　５Ｋとする。

□

排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管　ＡＳ－５８　（ＲＥＰ－ＶＵ）

（１７）　建築材料等

１）　本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とする。

　　（認定製品の品名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（認定製品の品名：　・間伐材製工事用バリケード・間伐材工事看板・間伐材表示板

　　（　　　　　　　　　））

品質が求められる水準以上であれば、市内生産品の優先使用に努めること。

２）　本工事で使用する建設資材の調達にあたっては、極力市内の取り扱い業者から購入するよう努めること。

ただし認定製品が入手できない場合は、監督員と別途協議を行うこと。

３）　下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用すること。

に努めること。

４）　下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用するよう

　　足場（つり足場、張出し足場又は高さが１０ｍ以上の足場で、組立から解体までの期間が６０日以上のもの

　に限る）の組立て後、市監督員立ち合いの下、当該足場の組立てを担当した者以外の足場に関し十分な知識と

　経験を有する者により点検を行うこと。なお、「十分な知識と経験を有する者」とは、以下の者とする。

　１）　足場の組立て等作業主任者であって、労働安全衛生法第１９条の２に基づく足場の組立て等作業主任者能

　　　力向上教育を受けた者

　２）　労働安全衛生法第８１条に規定する労働安全コンサルタント（区分が土木又は建築である者）や厚生労働

　　　大臣の登録を受けた者が行う研修を修了した者等法第８８条に基づく足場の設置等の届出に係る「計画作

　　　成参画者」に必要な資格を有する者

　３）　全国仮設安全事業協同組合が行う「仮設安全監理者資格取得講習」、建設業労働災害防止協会が行う「施

　　　工管理者等のための足場点検実務研修」を受けた者等足場の点検に必要な専門的知識の習得のために行う

　　　教育、研修又は講習を修了するなど、足場の安全点検について、上記１）又は２）に掲げる者と同等の知識
　　　・経験を有する者

より、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する

の２の（２）手すり据置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」

　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省平成２１年４月）に

合理化及び管理の適正化に関する法律（令和２年４月１日施行）等の関係法令を遵守し、第１種フロン類

■建築工事に準じる

構内既存の施設　　■建築工事に準じる

金は本工事に含まれる。

□建築工事に準じる

監督員及び依頼部局と協議調整し決定すること。　　■建築工事に準じる

７ 工事概要
給排水衛生設備工事　

（１）　給水設備工事
本工事は図示のごとくを工事範囲とし、高置水槽方式により

（２）　屋外排水設備工事
本工事は、汚水、雑排水を合流方式とし、敷地内最終桝
に至る配管、桝を勾配に十分留意し敷設するものとする。

６ 工事種目　　給排水衛生設備工事

空調設備工事

□　浄化槽設備工事

□　屋外ガス設備工事

□　厨房機器設備

□　屋外給水設備工事 ■　屋内給水設備工事

■　屋内排水通気設備工事 ■　衛生器具設備工事

□　給湯設備工事

■　機器設備工事 ■　配管設備工事

所要の各所に給水する。直圧部の弁類は、水道局規格品ＪＩＳ１０Ｋ、その他ＪＩＳ５Ｋを使用する。

（３）　屋内排水通気設備工事
本工事は汚水、雑排水を合流式により屋外桝に接続放流する。

桝は公団型、現場打ちまたはプラスチック桝とする。

既設の不要な配管は撤去処分とする。

（４）　衛生器具設備工事
衛生器具を所定の位置に附属金具により堅固に取り付けるものとし、陶器の
色は監督員と協議の上決定する。

既設の不要な配管は撤去処分とする。

空調設備工事
（１）　機器設備工事

本工事は、空冷ヒートポンプパッケージエアコンにより冷暖房をおこなうものとする。

各機器の据付・試運転調整を含めて機器設備工事とする。

８ 総合調整

（１）　風量調整

適用する

（２）　水量調整

適用する 適用しない

（３）　室内外空気の温度測定

適用する 適用しない

（４）　室内外空気の湿度測定

□ 適用する 適用しない

（５）　　室内気流及びじんあいの測定

□ 適用する 適用しない

（６）　　騒音の測定

□ 適用する 適用しない

（７）　飲料水の水質の測定（水道法施行規則第１０条による水質検査）

適用する 適用しない

のうち　一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩化物イオン、

有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）、ｐＨ値、味、臭気、色度、濁度　について測定を行なうこと。

　　※遊離残留塩素　については、上記適用の有無にかかわらず、測定を行なうこと。

（８）　その他（　　）

□ 適用する 適用しない

　空調設備工事に於ける外気、室内の温湿度条件

乾球温度℃ 湿球温度℃ 相対湿度％

外気条件 夏期 ３４．５ ２７．３ ５７．６

冬期 １．７ －１．３ ４９．６

室内条件 夏期 ２６ － 成行き

冬期 ２２ － 成行き

（２）　配管設備工事

各機器間のドレン、冷媒配管をおこなう

ものとし、配管の振動及び共振に十分留意の上施工する。

（３）　換気設備工事

換気扇の設置ならびに付帯ダクト設備を行うものとする。

既設の不要な器具は撤去処分とする。

既設の不要な配管は撤去処分とする。

既設の不要な配管は撤去処分とする。

■

■

■

■

■ ■

（屋外埋設　；　ＨＩＶＰ）

■

■

■

■

■

■ 土間・一般：　硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　（ＶＰ）

（地中・コンクリート埋設は防食テープ２重巻き）

硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　（ＶＰ）

土間・一般：　硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　（ＶＰ）

■ ■ 硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　（ＶＰ）

■

■ 硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　（ＶＰ）（屋外　カラーＶＰ）

□

□

■

■

□　屋内ガス設備工事

□　消火設備工事

□　屋外排水設備工事

■　換気設備工事

（１）　提出図書　　■建築工事に準じる

□ ■

　□　配置する　　　　　■　配置しない

ない状態まで完了していること。　　■建築工事に準じる

□ 適用しない■

消施令の適用　７項

■：ＮＯＴＥ

設　計　担　当

三重県知事登録第1-518号
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■

■

■

□

□

□

津市　豊が丘二丁目　地内

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

（９）　冷媒（フロン類）の回収　　　■適用する　　　　　□適用しない

（８）　機器の地震力（主要機器）　■図示による

■
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３）種別
※ 横走り管の吊り間隔 給排水衛生設備配管の保温仕様

鋼管 １００Ａ以下　　－　　２ｍ　以下 １ ２ ３ ４
１２５Ａ以上　　－　　３ｍ以下 屋内露出 保温筒 鉄線 合成樹脂製カバー

機械室・書庫・倉庫 保温筒 鉄線 原紙 アルミカ゛ラスクロス仕上
ビニル管 　８０Ａ以下　　－　　１ｍ　以下 アルミカ゛ラス化粧保温筒アルミガラスクロス粘着テープ天井内・ＰＳ内
耐火二層管 １００Ａ以上　　－　　２ｍ以下 暗渠内（ピット内） 保温筒 鉄線 着色アルミカ゛ラスクロス
銅管 屋外露出 保温筒 鉄線 ＳＵＳ鋼板仕上

※ １）排水管については、上表暗渠内（ピット内）の仕様を防食テープ巻きに読み替える。
鉛管 １．５ｍ以下 ※ ２）サヤ管工法；架橋ポリエチレン・ボリブデン管使用の場合は、上表保温不要。

※ ３）消火管の外部露出のは保温を行う。
鋳鉄管 標準図による

空調設備配管の保温仕様（Ｒ、Ｇ保温材の仕様のみ）
※横走り管形鋼振れ止め支持間隔 １ ２ ３ ４ ５

支持間隔 ６ｍ以下 ８ｍ以下 １２ｍ以下 ホ゜リエチレンフィルム屋内露出 保温筒 鉄線 合成樹脂製カバー
鋼管 － ５０Ａ～１００Ａ １２５Ａ～ ホ゜リエチレンフィルム アルミガラスクロス仕上機械室・書庫・倉庫 保温筒 鉄線 原紙
鋳鉄管 ホ゜リエチレンフィルム アルミガラスクロス仕上天井内・ＰＳ内 保温筒 鉄線
ビニル管 （温水・蒸気管以外）
耐火二層管 ２５Ａ～４０Ａ ５０Ａ～１００Ａ １２５Ａ～ ホ゜リエチレンフィルム 着色アルミガラスクロス仕上暗渠内（ピット内） 保温筒 鉄線
銅管 ホ゜リエチレンフィルム屋外露出 保温筒 鉄線 ＳＵＳ鋼板仕上

※ １）冷媒管に断熱材被覆銅管を使用した場合の保温種別
※ 保温化粧ケース仕上

基準外径　９．５２ｍｍ　以下　　吊り間隔　　１．５ｍ以下

基準外径　１２．７０ｍｍ　以上　吊り間隔　　２．０ｍ以下 機器保温仕様
形鋼振れ止め支持間隔は、銅管に準ずる。 １ ２ ３ ４ ５

冷水・冷温水タンク
（２）　ダクト工事 鋼板製タンク 鋲 保温板 ポリエチレン 鉄線 ＳＵＳ鋼板仕上

矩形ダクト □ 亜鉛鉄板　ＪＩＳ　Ｇ　３３０２　（ＳＧＣＣ　、ＳＧＣＣＡ）　鍍金付着Ｚ１８以上 冷水・冷温水ヘッダ フィルム
□ ステンレス鋼板　ＪＩＳ　Ｇ４３０５ 温水・膨張・還水

工法 □ アングルフランジ工法 貯湯タンク 鋲 保温板 鉄線 ＳＵＳ鋼板仕上
□ 共板フランジ工法 温水・蒸気ヘッダ
□ スライドオンフランジ工法 熱交換器

形鋼補強 □ 山形鋼　　　ＪＩＳ　Ｇ　３１０１□ ＳＵＳ鋼材　　ＪＩＳ　Ｇ　４３１７ ※ １）密閉式膨張タンク及び、プレート形熱交換器は、保温施工不要
丸ダクト　　 スパイラルダクト

□ 下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管　（多湿箇所）　ＡＳ－６２　（ＲＳ－ＶＵ） ダクト・チャンバー・煙道　保温仕様

１ ２ ３ ４ ５
（３）　保温塗装工事 鋲 保温板 カラー鉄板長方 屋内露出 一般・廊下

１）材料 アルミガラスクロス化粧保温板鋲形ダ 機械室
グラスウール保温材 保温筒　ＪＩＳ　Ａ　９５０４　２号　４０Ｋ アルミガラスクロス化粧保温板鋲クト 屋内隠蔽、ＤＳ内
（屋内一般等） 保温板、保温帯　ＪＩＳ　Ａ　９５０４　２号　４０Ｋ 鋲 保温板 鉄線 ＳＵＳ鋼板屋外露出、多湿箇所
給水管 排水管 □ 給湯管 □ 温水管 保温帯 鉄線 カラー鉄板スパ 屋内露出 一般・廊下

□ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管 □ 冷媒管 □ イラ 機械室
（屋外等） ルダ 屋内隠蔽、多湿箇所
給湯管□ □ 温水管 □ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管 保温帯 鉄線 鉄線 ＳＵＳ鋼板クト 屋外露出、多湿箇所
冷媒管 □ □ □ 鋲 保温板 ガラスクロス 銅亀甲金網サプライチャンバー

鋲 保温板 ガラスクロス消音チャンバー、エルボ
□ ロックウール保温材 保温板、保温帯、ブランケット アルミガラスクロス化粧保温板鋲排煙ダクト長方形 屋内隠蔽

（防火区画貫通部等） １号ＪＩＳ　Ａ　９５０４ 排煙ダクト　円形 屋内隠蔽
□ 給水管 □ 排水管 □ 給湯管 □ 温水管 ブランケット鉄線 カラー鉄板煙道
□ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管 □ 冷媒管 □ 消火管 ※ １）排煙ダクトは、ロックウール保温板、保温帯、１号を使用。

※ ２）

※ ３）

配管用炭素鋼鋼管の塗装仕様　　

塗り回数
機材 状態 塗料の種別 備考

下塗り 中塗り 上塗り

白管 露出 １ １ １ 下塗りはさび止めペイント

黒管 露出 ２ １ １ 下塗りはさび止めペイント

※ １）ねじ切りした部分の鉄面は、さび止めペイント２回塗りを行う。

４）施工

ダクト保温施工範囲

　　　１．ＳＡ

□　保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　２．ＥＡ

　　　３．ＲＡ

□　保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　４．ＯＡ

□　保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

チャンバー内貼施工

□　内貼あり（　　　　　　ｍｍ　）　　　　□内貼なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　）

　（４）　スリーブ工事

１．管スリーブの径は、原則として、管の外径（保温されるものは、保温厚さを含む）

より４０ｍｍ程度大（＝２サイズＵＰ）なるものとする。

箱抜きスリーブは、木枠又は鋼板（実管ダクト）とする。

２．地中部分のスリーブは、塩化ビニル管（ＶＵ）とし、水密を要する部分のスリーブは、

つば付き鋼管とする。

３．その他のスリーブは、特記なき限り、紙ボイドとする。紙ボイド使用の際は、

配管前に必ず撤去のこと。

冷媒用銅管の横走り管の支持間隔

※　液管・ガス管共吊りの場合は液管の外径を

基準とする。

ポリエチレンフィルム

ポリエチレンフィルム

アルミガラスクロス粘着テープ

アルミガラスクロス粘着テープ

ポリエチレンフィルム

アルミガラスクロス化粧保温帯

アルミガラスクロス化粧保温帯

アルミガラスクロス粘着テープ

アルミガラスクロス化粧保温帯

ポリエチレンフィルム

アルミガラスクロス粘着テープ

アルミガラスクロス粘着テープ

アルミガラスクロス粘着テープ

カラー亜鉛鉄板（屋内）

カラー亜鉛鉄板（屋内）

ポリスチレンフォーム保温材 保温筒　ＪＩＳ　Ａ　９５１１　３号

（屋内一般等） 保温板　ＪＩＳ　Ａ　９５１１　３号
冷水管（２～４℃）給水管 □ 排水管 □ 冷水・冷温水管 □

□ ブライン管 □ □ □

（屋外等）
給湯管□ 給水管 □ 排水管 □ □ 冷水・冷温水管

□ ブライン管 □ 消火管 □ □

■

（露出）

□ 給水管 □ 排水管 □ 通気管 □ ドレン管

□ ガス管 □ 消火管 □ 油管 □ 冷却水管

合成樹脂調合ペイント塗り塗料 ＪＩＳ　Ｋ　５５１６（合成樹脂調合ペイント）　１種　

■ □ダクト（亜鉛鉄板製） ダクト（鋼板製）

□

（露出）

□ □

さび止めペイント塗り塗料 ＪＩＳ　Ｋ　５６２１（一般用錆止めペイント）　２種　

蒸気管（往） ダクト（鋼板製）

２）保温厚

・ グラスウール、ロックウール

保温厚　（ｍｍ）
給水・排水・ドレン・給湯

膨張・温水・消火管

蒸気管

冷水・冷温水・冷媒管

・ ポリスチレンフォーム

保温厚（ｍｍ） ２０ ２５ ３０ ４０ ５０ ６５

給水・消火・排水管 ～８０Ａ １００Ａ～－ － － －

冷水・冷温水管 － － ～２５Ａ ３２～２００Ａ２５０Ａ～ －

冷水管（冷水温度２～４℃） － － ～２０Ａ ２５Ａ～１００Ａ１２５Ａ～ －

ブライン管 － － － ～２５Ａ ３２～８０Ａ １００Ａ～

・ 機器ダクト保温厚

保温厚

２５ｍｍ ダクト（屋内露出［機械室、書庫、倉庫］、隠蔽部）、消音チャンバー・エルボ

膨張タンク、鋼板製タンク、排煙ダクト隠蔽部（ロックウール）

５０ｍｍ ダクト（屋内露出［一般居室、廊下］）、サプライチャンバー、貯湯タンク類

冷水・冷温水・温水・環水タンク、熱交換器、冷水・冷温水・温水・蒸気ヘッダー

排気筒隠蔽部（ロックウール）

７５ｍｍ 煙導（ロックウール）

煙道ブランケットは、ＪＩＳ　Ｇ　３５５４　（亀甲金網）による亜鉛鍍金を施した網目呼称１６線径０．５５

の金網又はＲＷＡＳ０２による防錆処理を施した平ラス０号で外面補強したものを使用。

銅亀甲金網は、ＪＩＳ　Ｈ　３２６０　網目呼称１０、線径０．５を使用。

合成樹脂調合ペイント

合成樹脂調合ペイント

共通事項

１）陸上ポンプ、送排風機（エアハン含む）の電動機は、すべて全閉防まつ形とする。

２）配管途中、要所にはフランジ接続箇所を設置し、取り外しを容易にすること。

３）系統が分かるように、必要箇所（機械室、ＰＳ内等）に文字書き・矢印記入・バルブ札取付を

行うこと。手書きもしくはカッティングシートとする。
４）機器・配管・支持金物には、絶縁処理を行うこと。

５）配管に空気が滞留する恐れのある箇所には、エア抜き弁を設置し、最寄りの

ドレン管に接続すること。

６）屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、構造体鉄筋より取り出す、

もしくはあと施工アンカー工法の類とする。使用アンカーについては、

機器仕様書、耐震クラス等を確認すること。また、重量機器にあと施工アンカー

工法を採用する場合、ケミカルアンカーを使用し施工すること。

７）機器、配管の耐震措置及び機器、ダクトの防振・消音については、標準仕様書

、標準図、施工監理指針及び建築設備耐震設計・施工指針に基づき十分考慮

すること。

８）雨がかり部に取り付けるガラリのチャンバーには、水抜きを設けること。

９）屋外埋設管（給水、消火、ガス）には、埋設シートを敷設し、曲がり・分岐部には、

地中埋設標を施工すること。

１０）冷水及び冷温水管の支持材には、合成樹脂製支持受けを使用すること。

１１）水栓は、節水機構付きのものを使用すること。

１２）冷媒管等防火区画貫通部は、建築基準法・消防法に適合する工法にて

防火処理を行うこと。

１３）地中埋設配管については、下記の沈下対策を講ずること。

・ 管は継ぎ手の組み合わせにより可とう性をもたせる。

・ 接続箇所は必要に応じコンクリートで保護する。

・土間配管は、土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持すること。

・呼び径１００Ａ以下はＭ１０、１２５Ａ～２５０ＡはＭ１２、２５０Ａ以上はＭ１６のステンレス

棒鋼を使用する。

１４）屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、ＳＵＳ又はＳＳ溶融亜鉛

メッキ仕上げとすること。

１５）屋外設置のマンホール類には用途名を入れること。

１６）合成樹脂製カバーの仕上げについては、保温見切り箇所には菊座の取り付けを

行うこと。

１７）送風機用ベルトカバーには点検口を設けること。

２０ ２５ ３０ ４０ ５０

～８０Ａ １００～１５０Ａ－ ２００Ａ～ －

～２５Ａ － ３２～５０Ａ ６５Ａ～ －

－ － ～２５Ａ ３２～２００Ａ２５０Ａ～

■

■

■ □

ポリスチレン成形の上、ＳＵＳ鋼板仕上（屋外露出部分）■

□

□　保温あり　　　■保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□
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■

■

施工条件

　事前に学校および市監督員と協議の上、施工を行うこと。

特記仕様書02

・給水設備改修に伴う断水作業について、学校運営に支障を来さないよう、
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衛　生　器　具　表

付 　 属 　 品参 　 考 　 品 　 番名 　 　 称

C F S 4 9 7 B P C

B C - P 1 1 0 P M

Y H 7 0 2

C F - 6 3 H S T

L 2 7 0 C

L 2 7 5 A N

L S A 9 0 A A P

A W L - 7 1 U 2 A M

E W C 2 8 3 C R

K F C - 2 7 5 T 1 U

Y M 4 5 1 0 F A

K F - W 4 5 0 H 1 0 0 0 A H
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（固定金具）

（固定金具）
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（固定金具）
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（ SUS製 ）

TL E 2 8 S S 1 A（ 自 動 水 栓 ） ,T L D P 2 1 0 5 J A , T L 2 2 0 D

A M - 3 1 1 C V 1（ 自 動 水 栓 ） ,L F - 1 0 5 P A , S F - 1 0 E , K F - 3 0 D N

T 1 1 2 H K 7 R

化 粧 鏡

T1 1 2 C L 1 2

K F - 9 2 6 A E 8 0 D 2 5 J

L - A 9 5 5 M 2 E

（自動水栓　100Ｖ）

L S B 1 3 5 A Nハ イ バ ッ ク 洗 面 器 単水栓（自己発電）　壁排水
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換　気　機　器　表

機器番号 機器名称

参考型番

送風機 台数

（Ｗ）

電源

（φ-Ｖ）

電　気　容　量

設置場所及び備考形　式　・　仕　様

V-1

消費電力は参考とする注記

風　　量

形　　式

m3/h

付属品

1-100 23.0 2

150VD-15ZPC14

2.3階多目的便所

Pa50

天井扇 低騒音型

SUS深型フード（ガラリ付）、他一式

記　　号 名　　称

図　示　記　号

給　水　管

D ド　レ　ン　管

換　気　ダ　ク　ト

給　水　栓

混　合　水　栓

排　水　金　物

床　上　掃　除　口

弁　類

排　水　管

通　気　管

冷　媒　管

給　湯　管

ガ　ス　管

R

Ｇ

（ 上 段 ： Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ）

（ 下 段 ： Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ ）

（ 上 段 ： Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ）

（ 下 段 ： Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ ）

KF - 4 7 1 E H 7 0 J U
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TCF5554AUP(洗浄便座）壁排水

DQ-PA150PCH(ロータンク）,CW-PA21LQE-NEC-R1(洗浄便座）壁排水
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既設配管を示す（撤去）

凡例
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ﾄﾞﾚﾝ管25撤去

雨樋改修（建築工事）に係わる
ﾄﾞﾚﾝ管25撤去

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事



普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

廊下

物入

物入階段室B 階段室C

昇降口

男子便所 女子便所

多目的便所

EVEVﾎｰﾙ

Ｈ

Ｈ

(1-1) (1-2) (特別支援教室4組) (放課後児童ｸﾗﾌﾞ)

8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500

68,000

X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

1階平面図（改修後）  S=1/150

4
,
0
0
0

2
,
5
0
0

8
,
0
0
0

1
4
,
5
0
0

Y7

Y8

Y6

Y4

■：ＮＯＴＥ

設　計　担　当

三重県知事登録第1-518号

Drawing Title

Job Title

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

多湖 弘樹

一級建築士 第382361号

[原図A2]

A2:1/150　　A3:1/210

Ｍ－０５

2025 - Jan

1階平面図(改修後)
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雨樋（建築工事)新設空調ﾄﾞﾚﾝ管40
（本工事）

20
00
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考
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空調ﾄﾞﾚﾝ接続詳細図
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新設空調ﾄﾞﾚﾝ管25
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40

 D 

新設配管を示す
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既設配管を示す

既設配管接続箇所を示す
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※屋内機は残置
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雨樋改修（建築工事）に係わる
ﾄﾞﾚﾝ管25撤去

扇風機：取外しを示す

既設配管を示す（撤去）

凡例

既設配管を示す（残置）

既設配管切断箇所を示す
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3階平面図（改修後）
A2:1/150　A3:1/210

Ｍ－０９

2025 - Jan

3階平面詳細図参照

扇風機：再取付を示す

40
※ｶﾗｰVP

25※ｶﾗｰVP 25※ｶﾗｰVP

40
※ｶﾗｰVP

25※ｶﾗｰVP

40
※ｶﾗｰVP

25※ｶﾗｰVP

40
※ｶﾗｰVP

25※ｶﾗｰVP

40
※ｶﾗｰVP

25※ｶﾗｰVP

40
※ｶﾗｰVP

25※ｶﾗｰVP

40
※ｶﾗｰVP

新設配管を示す

凡例

既設配管を示す

既設配管接続箇所を示す

普通教室 普通教室 普通教室

廊下

普通教室 普通教室 普通教室

階段室C階段室B

男子便所 女子便所

(6-2)(6-1)(5-2)(5-1)

普通教室

(特別支援教室7組)

普通教室

(特別支援教室8組)(4-2)(4-1)

Ｈ

Ｈ

多目的便所

EVEVﾎｰﾙ

8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500

68,000

X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

4
,
0
0
0

Y8

2
,
5
0
0

1
4
,
5
0
0

8
,
0
0
0

Y4

3階平面図（改修後）  S=1/150

D D D D D D D

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事



既設配管を示す（撤去）

凡例

既設配管を示す（残置）

既設配管切断箇所を示す

手はつり箇所を示す

水栓 撤去

撤去手洗い ※建築工事

３

１

化粧鏡 撤去３

※既設給排水配管は鋼管
※建築工事にて解体の無い壁内の
　配管は残置とする(壁面まで配管撤去）

新設配管を示す

凡例

既設配管を示す

既設配管接続箇所を示す

コア抜き箇所を示す

洗面器 残置１

 -  - 
 - 

 - 
80
100 100

80

80

50100

25

50

50

40

40

65

 - 

50

100

40

75

20

20

40

 - 20(露出・天井)

40

20.75(床上配管）

20

20

50

20
(工事用)

4020

40

20
 -  - 
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男子便所 女子便所

Y6

Y4

8,
00

0

廊下

8,500
X8 X9

8,
00

0

Y6

Y4

廊下

8,500
X8 X9

男子便所 女子便所

２階平面詳細図（改修前）　S＝1/50

便所前室 　　既存機器表

 -  - 

 - 
 - 

 - 

80
100 100

80

80

50100

50

25

20
20

20

20

50

50

50

40

40

65

 - 20(露出・天井)

40

既設洗面器（残置)

２階平面詳細図（改修後）　S＝1/50

COB100 COB80

COA50

掃兼ﾄﾞﾚﾝ50

GV20

COB100

COB100 COB80

COB50

COB100

面台にてキャップ止め（将来用）

ﾄﾞﾙｺﾞ通気弁50

多目的便所

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

既設手すり撤去

2階平面詳細図（給排水衛生設備）
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3階平面詳細図（給排水衛生設備）
A2:1/50　　A3:1/70

Ｍ－１１

2025 - Jan

既設配管を示す（撤去）

凡例

既設配管を示す（残置）

既設配管切断箇所を示す

手はつり箇所を示す

新設配管を示す

凡例

既設配管を示す

既設配管接続箇所を示す

コア抜き箇所を示す

※既設給排水配管は鋼管
※建築工事にて解体の無い壁内の
　配管は残置とする(壁面まで配管撤去）

便所前 室　　既存機器表

水栓 撤去

撤去手洗い ※建築工 事

３

１

化粧鏡 撤去３

洗面器 残置１

 -  - 
 - 

 - 

80
100 100

80

80

50100

25

50

50

40

40

65

 - 

50

100

40

75

20

20

40

 - 20(露出・天井)

40

20.75(床上配管）

20

20

50

20
(工事用)

4020

40

20
 - 

廊下

8,500
X8 X9

Y6

Y4

8,
00

0

女子便所男子便所

廊下

8,500
X8 X9

8,
00

0

Y6

Y4

女子便所男子便所

 -  - 

 - 
 - 

 - 

80
100 100

80

80

50100

50

25

20
20

20

20

50

50

50

40

40

65

 - 20(露出・天井)

40

既設洗面器（残置)

３階平面詳細図（改修後）　S＝1/50３階平面詳細図（改修前）　S＝1/50

COB100 COB80

掃兼ﾄﾞﾚﾝ50

GV20

COB100

COA50

COB100 COB80

COB50

COB100

ﾄﾞﾙｺﾞ通気弁50

面台にてｷｬｯﾌﾟ止め（将来用）

多目的便所

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

既設手すり撤去



SD100（露出）

SD100（天井内）

※塗装

V
1

SD100（露出）

SD100（天井内）

※塗装

V
1

新設機器､ﾀﾞｸﾄを示す

凡例

コア抜き箇所を示す

新設機器､ﾀﾞｸﾄを示す

凡例

コア抜き箇所を示す
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2.3階平面詳細図（換気設備）
A2:1/50　　A3:1/70

Ｍ－１２

2025 - Jan

男子便所 女子便所

Y6

Y4
8,

00
0

廊下

8,500
X8 X9

廊下

8,500
X8 X9

Y6

Y4

8,
00

0

女子便所男子便所

２階平面詳細図（改修後）　S＝1/50 ３階平面詳細図（改修後）　S＝1/50

多目的便所多目的便所

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

既設ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ撤去
ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ新設　30cm用 ｽﾃﾝﾚｽ製 防虫網付

既設ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ撤去
ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ新設　30cm用 ｽﾃﾝﾚｽ製 防虫網付
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,
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0
0

8
,
0
0
0

1
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,
5
0
0

X11 X12 X13

Y7

Y8

Y6

Y4

1階平面図  S=1/150

普通教室

物入

階段室C

EVEVﾎｰﾙ

Ｈ

(放課後児童ｸﾗﾌﾞ)

4
,
0
0
0

2
,
5
0
0

8
,
0
0
0

1
4
,
5
0
0

Y7

Y8

Y6

Y4

普通教室

階段室C

普通教室

8,500 8,500

X11 X12 X13

(きらきら) (少人数)

Ｈ

EVEVﾎｰﾙ

2階平面図  S=1/150
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9.5φ-5.9φ×2

 R 
 R 

9.5φ-5.9φ×2

機器 仕様 台数 備考

6.3kW 2

既設機器リスト（1階普通教室系統)

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ屋内機 既設残置

機器 仕様 台数 備考

6.3kW 2

既設機器リスト（1階普通教室系統)

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ屋外機 仮設使用（移設）

※仮設使用後、既設設置位置へ再設置する事

仮設使用（移設）後再設置

既設移設品（仮設使用後既設設置位置に再設置）

仮設配管、機器を示す

凡例

既設配管、機器を示す

既設配管、配線接続箇所を示す

※仮設使用後仮設配管、配線は撤去する事
※仮設配管、配線撤去後、既設屋外機設置位置系統の
　既設配管へ接続する事

R

R

仮設計画図（空調設備）

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事



縮尺

図面名称

No.

原図：Ａ２

津　市　建　設　部　営　繕　課

給水設備　配置図

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

M-14

自転車置場

プール

隣地境界線

道路境界線

道
路

境
界
線

道
路

境
界
線

花壇

花壇

倉庫

倉庫

学童保育所

倉庫

トイレ

焼釜庫

ゴミ焼却炉

普通教室棟

特別教室棟

屋内運動場

Ｍ

GV75GV75

1/500

図示記号 名称

凡例

弁類

給水管

既設配管

Ｍ 水道メーター

給水設備　配置図　S=1/500

75A（埋設）

75A（埋設）

75A（埋設）

室外機
置場

受変電 受水槽



図示記号

1

備考

既設機器表

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ

80Φ×750L/min×48m×11kW　3相200V

揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ

1/250

縮尺

図面名称

No.

原図：Ａ２

津　市　建　設　部　営　繕　課

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

22,000

19,000
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,
2
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2
,
2
7
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8
,
5
0
0

4
2
,
5
0
0

4
,
2
5
0

4
,
2
50

控室

厨房前室

食品庫

配膳室

ほのぼの教室

男子便所

女子便所

家庭科教室

理科教室

保健室理科準備室

相談室

職員玄関

11

9

7

5

4

3

A B C D

1
2
,
7
0
0

8,
5
0
0

8
,
5
0
0

ポンプ庫

平面詳細図参照

給水設備　１階平面図　S=1/250

図示記号 名称

凡例

既設配管

給水管

弁類

X 消火管

既設配管切断接続

撤去・新設配管

給水設備　ポンプ庫平面詳細図　S=1/50

1/50

X

1
吸込管

吐出管

GV80

4,
0
0
0

2
,
5
0
0

1
4,
5
0
0

8
,
0
0
0

多目的便所

学童保育室普通教室1-1 普通教室1-2 普通教室4組
男子便所

女子便所

d

c

b

a

71,000

68,000

8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500

E F G H I J K L M

3,0003,000

PW

PF
1

1

PW

PF

揚水ポンプ（撤去）

撤去

残置

65Φ×280L/min×33.5m×3.7kW　3相200V

台数

2

1

GV80×2,CV80×2,FJ80*500L×2

※配管保温材のｴﾙﾎﾞ部に石綿が含有しているとみなし、適切に除去および処分すること。

50

以降、屋上階平面図参照

M-15

以降、1階平面詳細図参照

受水槽

受変電

室外機置場

給水設備　1階平面図・ポンプ庫平面詳細図
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原図：Ａ２

図面名称

No.
津　市　建　設　部　営　繕　課

3
,
8
0
0

4
,
0
0
0

2
,
9
0
0

2
,
5
0
0

1
4
,
5
0
0

7
,
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8
,
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0
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,
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1
,
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FJ50

8,500

給水設備　屋上階　平面図　S=1/250
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,
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,
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3
4
,
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0
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,
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0
0

1
,
0
0
0

1,000

8,000 3,000

19,000

8,000 3,000 3,000

6,000

8,500 8,500

93,000

8,500

68,000

8,500 8,500 8,500 8,500

1,000

50

CBA FED MLKJIHG

3

9

4

5

7

GV20

自動エア抜弁20A

給水設備　屋上階平面図

塔屋　平面詳細図参照

M-16

凡例

図示記号 名称

撤去・新設配管

既設配管

既設配管切断接続

給水管

消火管X

弁類

※配管架台は、溶融亜鉛メッキ製とすること。



縮尺

図面名称

No.

原図：Ａ２

津　市　建　設　部　営　繕　課

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事

室外機置場

75A（埋設）

75A（埋設）

受変電

75A（埋設）

図示記号 能力・仕様

1

機器表（新設）

溢れ管

弁類

図示記号 名称

凡例

既設配管

給水管

新設配管

排水管

既設配管接続SUS製防虫網65

GV40

GV40,定水位弁40,YST40,FJ40,

1/30
1/50

側溝

1

土間コン t=50  

砕石敷き t=100(再生クラッシャラン)  

（建築工事）

水槽廻り:5,000×3,500

TW

TW

名称　：受水槽付揚水ポンプユニット　（参考型番：KW2TM9-406AE1.5）

形式　：SUS444製パネルタンク（単板）　Kh=1.5G

受水槽付揚水ポンプユニット

給水口

排水口

FJ20,BT20,GV20

FJ50

配管および水栓再取付

以降、１階平面図参照

ポンプ仕様　：Φ40×φ32×100L/min×23m×1.5kW×2台（自動交互運転）

緊急用水栓 GV40×2,13A×5（再取付）

清掃用水栓 GV20,ホーム水栓13A

※配管架台は、溶融亜鉛メッキ製とすること。

給水設備　1階平面詳細図（改修後）　S=1/50

給水設備　1階平面詳細図（改修後）

M-17

仕様　：2000×2500×H2000

付属品　：制御盤、電極、内外はしご、点検扉付カバー、南京錠

GV80(VC-3)

GV40(VC-1)

40A（埋設）



地中でｷｬｯﾌﾟ止め

縮尺

図面名称

No.

原図：Ａ２

津　市　建　設　部　営　繕　課

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事 1/50

室外機置場

受変電

75A（埋設）

75A（埋設）

側溝

50A（埋設）

75A（埋設）

地中でﾌﾟﾗｸﾞ止め

ﾊﾞﾙﾌﾞ以降、配管および水栓取外し

既設受水槽撤去

FRP製タンク

3000×5000×2000H

給水管

排水管

溢れ管

弁類

図示記号 名称

凡例

既設配管

給水管

排水管

撤去配管

既設配管切断

受水槽（撤去）

GV50,定水位弁50,YST50

GV50

SUS製防虫網125

BT20,GV20×2

電極

ホーム水栓

FLS4P

GV80,FJ80給水管

13A×5（取外し）5,400

1,600400 1,200 400 1,400 400

5
0

3
5
0

1
5
0

3
,
4
0
0

基礎平面図　S=1/50 基礎断面図　S=1/50

ベース架台共

基礎撤去（建築工事）

給水設備　1階平面詳細図（改修前）

給水設備　1階平面詳細図（改修前）　S=1/50

M-18

※既設基礎の撤去は建築工事とする。



縮尺
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原図：Ａ２

図面名称

No.
津　市　建　設　部　営　繕　課

X

4
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1,000 1,0008,000

既設高置水槽撤去

FRP製タンク

ベース架台共

2000×5000×1000H

FJ80

FJ125

FJ50CV50

GV50
BFV125

塔屋下の壁面にて切断、ﾓﾙﾀﾙ穴埋め 塔屋下の壁面手前まで撤去

X

4
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1,000 1,0008,000

FLS5P

1

TWH

新設

50

FJ50

GV50,CV50

FJ50

塔屋下の壁面手前より新設

SUS製防虫網80
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図示記号 名称

既設配管

既設配管切断接続

給水管

消火管X

弁類

撤去配管

凡例

図示記号

既設配管

既設配管切断接続

給水管

消火管X

弁類

図示記号 備考

形式　：SUS444製パネルタンク（単板）　Kh=2.0G

機器表

1
TWH

※配管架台は、溶融亜鉛メッキ製とすること。

仕様　：1500×1500×2000H（溶融亜鉛メッキ平架台共）

名称

新設配管
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給水設備　塔屋　平面図（改修後）　S=1/50給水設備　塔屋　平面図（改修前）　S=1/50
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付属品：通気口（防虫網付）、電極座（防雨カバー付）、マンホール（内蓋付）、南京錠

給水設備　塔屋平面詳細図
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ン等の穴あけ工事ン等の穴あけ工事ン等の穴あけ工事ン等の穴あけ工事ン等の穴あけ工事ン等の穴あけ工事ン等の穴あけ工事

（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に

１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする

こと）こと）こと）こと）こと）こと）こと）

　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　２

２．２．２．２．２．２．２． 鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場

合）並びにシキイ受材の設置工事合）並びにシキイ受材の設置工事合）並びにシキイ受材の設置工事合）並びにシキイ受材の設置工事合）並びにシキイ受材の設置工事合）並びにシキイ受材の設置工事合）並びにシキイ受材の設置工事

３．３．３．３．３．３．３． 鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー

ケース等の取付用鋼材設置工事ケース等の取付用鋼材設置工事ケース等の取付用鋼材設置工事ケース等の取付用鋼材設置工事ケース等の取付用鋼材設置工事ケース等の取付用鋼材設置工事ケース等の取付用鋼材設置工事

４．４．４．４．４．４．４． 鉄骨構造階の敷居取付材設置工事（敷居への作用荷重に鉄骨構造階の敷居取付材設置工事（敷居への作用荷重に鉄骨構造階の敷居取付材設置工事（敷居への作用荷重に鉄骨構造階の敷居取付材設置工事（敷居への作用荷重に鉄骨構造階の敷居取付材設置工事（敷居への作用荷重に鉄骨構造階の敷居取付材設置工事（敷居への作用荷重に鉄骨構造階の敷居取付材設置工事（敷居への作用荷重に

対して、たわみは１ｍｍ以下となる部材を設置すること）対して、たわみは１ｍｍ以下となる部材を設置すること）対して、たわみは１ｍｍ以下となる部材を設置すること）対して、たわみは１ｍｍ以下となる部材を設置すること）対して、たわみは１ｍｍ以下となる部材を設置すること）対して、たわみは１ｍｍ以下となる部材を設置すること）対して、たわみは１ｍｍ以下となる部材を設置すること）

５．５．５．５．５．５．５． 鉄骨構造階の昇降路における鉄骨材の耐火処理工事および鉄骨構造階の昇降路における鉄骨材の耐火処理工事および鉄骨構造階の昇降路における鉄骨材の耐火処理工事および鉄骨構造階の昇降路における鉄骨材の耐火処理工事および鉄骨構造階の昇降路における鉄骨材の耐火処理工事および鉄骨構造階の昇降路における鉄骨材の耐火処理工事および鉄骨構造階の昇降路における鉄骨材の耐火処理工事および

乗場出入口廻りの耐火処理工事乗場出入口廻りの耐火処理工事乗場出入口廻りの耐火処理工事乗場出入口廻りの耐火処理工事乗場出入口廻りの耐火処理工事乗場出入口廻りの耐火処理工事乗場出入口廻りの耐火処理工事

６．６．６．６．６．６．６． 各階乗場出入口枠周囲のロックウール詰め工事各階乗場出入口枠周囲のロックウール詰め工事各階乗場出入口枠周囲のロックウール詰め工事各階乗場出入口枠周囲のロックウール詰め工事各階乗場出入口枠周囲のロックウール詰め工事各階乗場出入口枠周囲のロックウール詰め工事各階乗場出入口枠周囲のロックウール詰め工事

７．７．７．７．７．７．７． 乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事

８．８．８．８．８．８．８． 昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビーム昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビーム昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビーム昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビーム昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビーム昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビーム昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビーム

の設置工事（　　　ｋＮ）／台の設置工事（　　　ｋＮ）／台の設置工事（　　　ｋＮ）／台の設置工事（　　　ｋＮ）／台の設置工事（　　　ｋＮ）／台の設置工事（　　　ｋＮ）／台の設置工事（　　　ｋＮ）／台

９．９．９．９．９．９．９． 通過階がある場合の非常救出口設置工事（かご敷居先端か通過階がある場合の非常救出口設置工事（かご敷居先端か通過階がある場合の非常救出口設置工事（かご敷居先端か通過階がある場合の非常救出口設置工事（かご敷居先端か通過階がある場合の非常救出口設置工事（かご敷居先端か通過階がある場合の非常救出口設置工事（かご敷居先端か通過階がある場合の非常救出口設置工事（かご敷居先端か

ら１２５ｍｍ以下）ら１２５ｍｍ以下）ら１２５ｍｍ以下）ら１２５ｍｍ以下）ら１２５ｍｍ以下）ら１２５ｍｍ以下）ら１２５ｍｍ以下）

１０．１０．１０．１０．１０．１０．１０． ピット内防水仕上工事（必要の時は、排水設備工事含む）ピット内防水仕上工事（必要の時は、排水設備工事含む）ピット内防水仕上工事（必要の時は、排水設備工事含む）ピット内防水仕上工事（必要の時は、排水設備工事含む）ピット内防水仕上工事（必要の時は、排水設備工事含む）ピット内防水仕上工事（必要の時は、排水設備工事含む）ピット内防水仕上工事（必要の時は、排水設備工事含む）

１１．１１．１１．１１．１１．１１．１１． ピット床下部使用の場合の建築対策工事ピット床下部使用の場合の建築対策工事ピット床下部使用の場合の建築対策工事ピット床下部使用の場合の建築対策工事ピット床下部使用の場合の建築対策工事ピット床下部使用の場合の建築対策工事ピット床下部使用の場合の建築対策工事

１２．１２．１２．１２．１２．１２．１２． ピットが深い場合の埋め戻し・浅い場合のはつり工事ピットが深い場合の埋め戻し・浅い場合のはつり工事ピットが深い場合の埋め戻し・浅い場合のはつり工事ピットが深い場合の埋め戻し・浅い場合のはつり工事ピットが深い場合の埋め戻し・浅い場合のはつり工事ピットが深い場合の埋め戻し・浅い場合のはつり工事ピットが深い場合の埋め戻し・浅い場合のはつり工事

１３．１３．１３．１３．１３．１３．１３． 段違いピット時のピット内保護柵工事（必要の場合）段違いピット時のピット内保護柵工事（必要の場合）段違いピット時のピット内保護柵工事（必要の場合）段違いピット時のピット内保護柵工事（必要の場合）段違いピット時のピット内保護柵工事（必要の場合）段違いピット時のピット内保護柵工事（必要の場合）段違いピット時のピット内保護柵工事（必要の場合）

１４．１４．１４．１４．１４．１４．１４． 昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しないレイアウトおよ昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しないレイアウトおよ昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しないレイアウトおよ昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しないレイアウトおよ昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しないレイアウトおよ昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しないレイアウトおよ昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しないレイアウトおよ

び各種防音・防振工事び各種防音・防振工事び各種防音・防振工事び各種防音・防振工事び各種防音・防振工事び各種防音・防振工事び各種防音・防振工事

※居室への影響を検討のうえ、適切な防音・防振対策を行※居室への影響を検討のうえ、適切な防音・防振対策を行※居室への影響を検討のうえ、適切な防音・防振対策を行※居室への影響を検討のうえ、適切な防音・防振対策を行※居室への影響を検討のうえ、適切な防音・防振対策を行※居室への影響を検討のうえ、適切な防音・防振対策を行※居室への影響を検討のうえ、適切な防音・防振対策を行

 ってください ってください ってください ってください ってください ってください ってください

（対策例1）昇降路の壁（RC）を厚くする　（対策例1）昇降路の壁（RC）を厚くする　（対策例1）昇降路の壁（RC）を厚くする　（対策例1）昇降路の壁（RC）を厚くする　（対策例1）昇降路の壁（RC）を厚くする　（対策例1）昇降路の壁（RC）を厚くする　（対策例1）昇降路の壁（RC）を厚くする　

       ※（２００ｍｍ以上推奨）       ※（２００ｍｍ以上推奨）       ※（２００ｍｍ以上推奨）       ※（２００ｍｍ以上推奨）       ※（２００ｍｍ以上推奨）       ※（２００ｍｍ以上推奨）       ※（２００ｍｍ以上推奨）

（対策例2）隣接居室内のボードや天井を、昇降路壁（対策例2）隣接居室内のボードや天井を、昇降路壁（対策例2）隣接居室内のボードや天井を、昇降路壁（対策例2）隣接居室内のボードや天井を、昇降路壁（対策例2）隣接居室内のボードや天井を、昇降路壁（対策例2）隣接居室内のボードや天井を、昇降路壁（対策例2）隣接居室内のボードや天井を、昇降路壁

      （RC）に直接接しない工法とする      （RC）に直接接しない工法とする      （RC）に直接接しない工法とする      （RC）に直接接しない工法とする      （RC）に直接接しない工法とする      （RC）に直接接しない工法とする      （RC）に直接接しない工法とする

（対策例3）隣接居室内のボードに制振材（鉛板）、吸音（対策例3）隣接居室内のボードに制振材（鉛板）、吸音（対策例3）隣接居室内のボードに制振材（鉛板）、吸音（対策例3）隣接居室内のボードに制振材（鉛板）、吸音（対策例3）隣接居室内のボードに制振材（鉛板）、吸音（対策例3）隣接居室内のボードに制振材（鉛板）、吸音（対策例3）隣接居室内のボードに制振材（鉛板）、吸音

       材を貼付けする       材を貼付けする       材を貼付けする       材を貼付けする       材を貼付けする       材を貼付けする       材を貼付けする

１５．１５．１５．１５．１５．１５．１５． その他建築に関する工事その他建築に関する工事その他建築に関する工事その他建築に関する工事その他建築に関する工事その他建築に関する工事その他建築に関する工事

設備工事関係設備工事関係設備工事関係設備工事関係設備工事関係設備工事関係設備工事関係

１．１．１．１．１．１．１． 動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事

（繋ぎ込み工事含む）（繋ぎ込み工事含む）（繋ぎ込み工事含む）（繋ぎ込み工事含む）（繋ぎ込み工事含む）（繋ぎ込み工事含む）（繋ぎ込み工事含む）

２．２．２．２．２．２．２． インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事

（０．９φ×１０本）／台（０．９φ×１０本）／台（０．９φ×１０本）／台（０．９φ×１０本）／台（０．９φ×１０本）／台（０．９φ×１０本）／台（０．９φ×１０本）／台

３．３．３．３．３．３．３． 火報信号の昇降路より外部の配管配線工事火報信号の昇降路より外部の配管配線工事火報信号の昇降路より外部の配管配線工事火報信号の昇降路より外部の配管配線工事火報信号の昇降路より外部の配管配線工事火報信号の昇降路より外部の配管配線工事火報信号の昇降路より外部の配管配線工事

４．４．４．４．４．４．４． 遮煙ドアご採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災遮煙ドアご採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災遮煙ドアご採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災遮煙ドアご採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災遮煙ドアご採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災遮煙ドアご採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災遮煙ドアご採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災

感知器または、煙感知器の設置工事感知器または、煙感知器の設置工事感知器または、煙感知器の設置工事感知器または、煙感知器の設置工事感知器または、煙感知器の設置工事感知器または、煙感知器の設置工事感知器または、煙感知器の設置工事

５．５．５．５．５．５．５． エレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内からエレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内からエレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内からエレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内からエレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内からエレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内からエレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内から

最寄の電話中継盤まで）最寄の電話中継盤まで）最寄の電話中継盤まで）最寄の電話中継盤まで）最寄の電話中継盤まで）最寄の電話中継盤まで）最寄の電話中継盤まで）

６．６．６．６．６．６．６． 建設設備連動に必要な接点供給工事建設設備連動に必要な接点供給工事建設設備連動に必要な接点供給工事建設設備連動に必要な接点供給工事建設設備連動に必要な接点供給工事建設設備連動に必要な接点供給工事建設設備連動に必要な接点供給工事

７．７．７．７．７．７．７． ピット内点検用コンセント設備工事ピット内点検用コンセント設備工事ピット内点検用コンセント設備工事ピット内点検用コンセント設備工事ピット内点検用コンセント設備工事ピット内点検用コンセント設備工事ピット内点検用コンセント設備工事

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

８．８．８．８．８．８．８． 昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこ昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこ昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこ昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこ昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこ昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこ昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこ

と）と）と）と）と）と）と）

平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検

口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開

いた時にはエレベーターを停止させる必要があるいた時にはエレベーターを停止させる必要があるいた時にはエレベーターを停止させる必要があるいた時にはエレベーターを停止させる必要があるいた時にはエレベーターを停止させる必要があるいた時にはエレベーターを停止させる必要があるいた時にはエレベーターを停止させる必要がある

９．９．９．９．９．９．９． かご内ＴＶカメラがある場合、かご内ＴＶカメラ用配管かご内ＴＶカメラがある場合、かご内ＴＶカメラ用配管かご内ＴＶカメラがある場合、かご内ＴＶカメラ用配管かご内ＴＶカメラがある場合、かご内ＴＶカメラ用配管かご内ＴＶカメラがある場合、かご内ＴＶカメラ用配管かご内ＴＶカメラがある場合、かご内ＴＶカメラ用配管かご内ＴＶカメラがある場合、かご内ＴＶカメラ用配管

配線工事（昇降路からモニター設置場所まで）配線工事（昇降路からモニター設置場所まで）配線工事（昇降路からモニター設置場所まで）配線工事（昇降路からモニター設置場所まで）配線工事（昇降路からモニター設置場所まで）配線工事（昇降路からモニター設置場所まで）配線工事（昇降路からモニター設置場所まで）

・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル

１０．１０．１０．１０．１０．１０．１０． かご室スピーカーがある場合、放送用配管配線の昇降路かご室スピーカーがある場合、放送用配管配線の昇降路かご室スピーカーがある場合、放送用配管配線の昇降路かご室スピーカーがある場合、放送用配管配線の昇降路かご室スピーカーがある場合、放送用配管配線の昇降路かご室スピーカーがある場合、放送用配管配線の昇降路かご室スピーカーがある場合、放送用配管配線の昇降路

制御盤までの引込工事制御盤までの引込工事制御盤までの引込工事制御盤までの引込工事制御盤までの引込工事制御盤までの引込工事制御盤までの引込工事

（非常放送がある場合３線式とすること）（非常放送がある場合３線式とすること）（非常放送がある場合３線式とすること）（非常放送がある場合３線式とすること）（非常放送がある場合３線式とすること）（非常放送がある場合３線式とすること）（非常放送がある場合３線式とすること）

１１．１１．１１．１１．１１．１１．１１． 昇降路の換気設備工事（昇降路内温度４０℃および昇降路昇降路の換気設備工事（昇降路内温度４０℃および昇降路昇降路の換気設備工事（昇降路内温度４０℃および昇降路昇降路の換気設備工事（昇降路内温度４０℃および昇降路昇降路の換気設備工事（昇降路内温度４０℃および昇降路昇降路の換気設備工事（昇降路内温度４０℃および昇降路昇降路の換気設備工事（昇降路内温度４０℃および昇降路

温度上昇７℃を超える場合、換気設備が必要になります）温度上昇７℃を超える場合、換気設備が必要になります）温度上昇７℃を超える場合、換気設備が必要になります）温度上昇７℃を超える場合、換気設備が必要になります）温度上昇７℃を超える場合、換気設備が必要になります）温度上昇７℃を超える場合、換気設備が必要になります）温度上昇７℃を超える場合、換気設備が必要になります）

発熱量　エレベーター駆動部（８８０Ｗ／１台）発熱量　エレベーター駆動部（８８０Ｗ／１台）発熱量　エレベーター駆動部（８８０Ｗ／１台）発熱量　エレベーター駆動部（８８０Ｗ／１台）発熱量　エレベーター駆動部（８８０Ｗ／１台）発熱量　エレベーター駆動部（８８０Ｗ／１台）発熱量　エレベーター駆動部（８８０Ｗ／１台）

　　　　＋エアコン（　　－　　Ｗ／１台）　　　　＋エアコン（　　－　　Ｗ／１台）　　　　＋エアコン（　　－　　Ｗ／１台）　　　　＋エアコン（　　－　　Ｗ／１台）　　　　＋エアコン（　　－　　Ｗ／１台）　　　　＋エアコン（　　－　　Ｗ／１台）　　　　＋エアコン（　　－　　Ｗ／１台）

１２．１２．１２．１２．１２．１２．１２． 監視盤電源の監視盤までの引込工事及び配管配線工事監視盤電源の監視盤までの引込工事及び配管配線工事監視盤電源の監視盤までの引込工事及び配管配線工事監視盤電源の監視盤までの引込工事及び配管配線工事監視盤電源の監視盤までの引込工事及び配管配線工事監視盤電源の監視盤までの引込工事及び配管配線工事監視盤電源の監視盤までの引込工事及び配管配線工事

注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項

１．１．１．１．１．１．１． 昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇

降路頂部まで）にわたり確保のこと降路頂部まで）にわたり確保のこと降路頂部まで）にわたり確保のこと降路頂部まで）にわたり確保のこと降路頂部まで）にわたり確保のこと降路頂部まで）にわたり確保のこと降路頂部まで）にわたり確保のこと

２．２．２．２．２．２．２． コンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のことコンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のことコンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のことコンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のことコンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のことコンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のことコンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２

３．３．３．３．３．３．３． 電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率

５％以内のこと５％以内のこと５％以内のこと５％以内のこと５％以内のこと５％以内のこと５％以内のこと

４．４．４．４．４．４．４． 本エレベーター所定の性能維持のため下記条件とすること本エレベーター所定の性能維持のため下記条件とすること本エレベーター所定の性能維持のため下記条件とすること本エレベーター所定の性能維持のため下記条件とすること本エレベーター所定の性能維持のため下記条件とすること本エレベーター所定の性能維持のため下記条件とすること本エレベーター所定の性能維持のため下記条件とすること

（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平

　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等

　　　により氷結・結露しないこと　　　により氷結・結露しないこと　　　により氷結・結露しないこと　　　により氷結・結露しないこと　　　により氷結・結露しないこと　　　により氷結・結露しないこと　　　により氷結・結露しないこと

（２）金属を損耗または腐食したり電気接点の接触障害の（２）金属を損耗または腐食したり電気接点の接触障害の（２）金属を損耗または腐食したり電気接点の接触障害の（２）金属を損耗または腐食したり電気接点の接触障害の（２）金属を損耗または腐食したり電気接点の接触障害の（２）金属を損耗または腐食したり電気接点の接触障害の（２）金属を損耗または腐食したり電気接点の接触障害の

　　　原因となるような塵及び化学的有害ガス及び爆発性　　　原因となるような塵及び化学的有害ガス及び爆発性　　　原因となるような塵及び化学的有害ガス及び爆発性　　　原因となるような塵及び化学的有害ガス及び爆発性　　　原因となるような塵及び化学的有害ガス及び爆発性　　　原因となるような塵及び化学的有害ガス及び爆発性　　　原因となるような塵及び化学的有害ガス及び爆発性

　　　ガスのないこと　　　ガスのないこと　　　ガスのないこと　　　ガスのないこと　　　ガスのないこと　　　ガスのないこと　　　ガスのないこと

　　　①腐食性ガス：硫化水素ガス，亜硫酸ガス，塩素ガス，　　　①腐食性ガス：硫化水素ガス，亜硫酸ガス，塩素ガス，　　　①腐食性ガス：硫化水素ガス，亜硫酸ガス，塩素ガス，　　　①腐食性ガス：硫化水素ガス，亜硫酸ガス，塩素ガス，　　　①腐食性ガス：硫化水素ガス，亜硫酸ガス，塩素ガス，　　　①腐食性ガス：硫化水素ガス，亜硫酸ガス，塩素ガス，　　　①腐食性ガス：硫化水素ガス，亜硫酸ガス，塩素ガス，

            過酸化窒素ガス，アンモニアガスおよび            過酸化窒素ガス，アンモニアガスおよび            過酸化窒素ガス，アンモニアガスおよび            過酸化窒素ガス，アンモニアガスおよび            過酸化窒素ガス，アンモニアガスおよび            過酸化窒素ガス，アンモニアガスおよび            過酸化窒素ガス，アンモニアガスおよび

            海岸地区における潮風            海岸地区における潮風            海岸地区における潮風            海岸地区における潮風            海岸地区における潮風            海岸地区における潮風            海岸地区における潮風

　　　　※昇降路標準環境の基準例　　　　※昇降路標準環境の基準例　　　　※昇降路標準環境の基準例　　　　※昇降路標準環境の基準例　　　　※昇降路標準環境の基準例　　　　※昇降路標準環境の基準例　　　　※昇降路標準環境の基準例

　　　　　硫化水素ガス…Ｈ２Ｓ=０．００５［ｐｐｍ］以下　　　　　硫化水素ガス…Ｈ２Ｓ=０．００５［ｐｐｍ］以下　　　　　硫化水素ガス…Ｈ２Ｓ=０．００５［ｐｐｍ］以下　　　　　硫化水素ガス…Ｈ２Ｓ=０．００５［ｐｐｍ］以下　　　　　硫化水素ガス…Ｈ２Ｓ=０．００５［ｐｐｍ］以下　　　　　硫化水素ガス…Ｈ２Ｓ=０．００５［ｐｐｍ］以下　　　　　硫化水素ガス…Ｈ２Ｓ=０．００５［ｐｐｍ］以下

      亜硫酸ガス…ＳＯ２=０．０１［ｐｐｍ］以下      亜硫酸ガス…ＳＯ２=０．０１［ｐｐｍ］以下      亜硫酸ガス…ＳＯ２=０．０１［ｐｐｍ］以下      亜硫酸ガス…ＳＯ２=０．０１［ｐｐｍ］以下      亜硫酸ガス…ＳＯ２=０．０１［ｐｐｍ］以下      亜硫酸ガス…ＳＯ２=０．０１［ｐｐｍ］以下      亜硫酸ガス…ＳＯ２=０．０１［ｐｐｍ］以下

　　　　　塩化水素ガス…ＨＣｌ=０．０５［ｐｐｍ］以下　　　　　塩化水素ガス…ＨＣｌ=０．０５［ｐｐｍ］以下　　　　　塩化水素ガス…ＨＣｌ=０．０５［ｐｐｍ］以下　　　　　塩化水素ガス…ＨＣｌ=０．０５［ｐｐｍ］以下　　　　　塩化水素ガス…ＨＣｌ=０．０５［ｐｐｍ］以下　　　　　塩化水素ガス…ＨＣｌ=０．０５［ｐｐｍ］以下　　　　　塩化水素ガス…ＨＣｌ=０．０５［ｐｐｍ］以下

　　　　　塩素ガス…Ｃｌ２=０．００５［ｐｐｍ］以下　　　　　塩素ガス…Ｃｌ２=０．００５［ｐｐｍ］以下　　　　　塩素ガス…Ｃｌ２=０．００５［ｐｐｍ］以下　　　　　塩素ガス…Ｃｌ２=０．００５［ｐｐｍ］以下　　　　　塩素ガス…Ｃｌ２=０．００５［ｐｐｍ］以下　　　　　塩素ガス…Ｃｌ２=０．００５［ｐｐｍ］以下　　　　　塩素ガス…Ｃｌ２=０．００５［ｐｐｍ］以下

　　　　　アンモニアガス…ＮＨ３=０．１［ｐｐｍ］以下　　　　　アンモニアガス…ＮＨ３=０．１［ｐｐｍ］以下　　　　　アンモニアガス…ＮＨ３=０．１［ｐｐｍ］以下　　　　　アンモニアガス…ＮＨ３=０．１［ｐｐｍ］以下　　　　　アンモニアガス…ＮＨ３=０．１［ｐｐｍ］以下　　　　　アンモニアガス…ＮＨ３=０．１［ｐｐｍ］以下　　　　　アンモニアガス…ＮＨ３=０．１［ｐｐｍ］以下

　　　　　海岸地区における潮風…海岸より２ｋｍ以上の地区　　　　　海岸地区における潮風…海岸より２ｋｍ以上の地区　　　　　海岸地区における潮風…海岸より２ｋｍ以上の地区　　　　　海岸地区における潮風…海岸より２ｋｍ以上の地区　　　　　海岸地区における潮風…海岸より２ｋｍ以上の地区　　　　　海岸地区における潮風…海岸より２ｋｍ以上の地区　　　　　海岸地区における潮風…海岸より２ｋｍ以上の地区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （プールサイドの場合は上記塩素ガスＣｌ２基準値以下）（プールサイドの場合は上記塩素ガスＣｌ２基準値以下）（プールサイドの場合は上記塩素ガスＣｌ２基準値以下）（プールサイドの場合は上記塩素ガスＣｌ２基準値以下）（プールサイドの場合は上記塩素ガスＣｌ２基準値以下）（プールサイドの場合は上記塩素ガスＣｌ２基準値以下）（プールサイドの場合は上記塩素ガスＣｌ２基準値以下）

　　　　※海岸より２ｋｍ未満、プールサイドの場合は　　　　※海岸より２ｋｍ未満、プールサイドの場合は　　　　※海岸より２ｋｍ未満、プールサイドの場合は　　　　※海岸より２ｋｍ未満、プールサイドの場合は　　　　※海岸より２ｋｍ未満、プールサイドの場合は　　　　※海岸より２ｋｍ未満、プールサイドの場合は　　　　※海岸より２ｋｍ未満、プールサイドの場合は

　　　　　昇降路内に潮風・プール方向からの風が入らず、　　　　　昇降路内に潮風・プール方向からの風が入らず、　　　　　昇降路内に潮風・プール方向からの風が入らず、　　　　　昇降路内に潮風・プール方向からの風が入らず、　　　　　昇降路内に潮風・プール方向からの風が入らず、　　　　　昇降路内に潮風・プール方向からの風が入らず、　　　　　昇降路内に潮風・プール方向からの風が入らず、

　　　　　乗場が屋外に露出しないようなレイアウトと　　　　　乗場が屋外に露出しないようなレイアウトと　　　　　乗場が屋外に露出しないようなレイアウトと　　　　　乗場が屋外に露出しないようなレイアウトと　　　　　乗場が屋外に露出しないようなレイアウトと　　　　　乗場が屋外に露出しないようなレイアウトと　　　　　乗場が屋外に露出しないようなレイアウトと

　　　　　すること　　　　　すること　　　　　すること　　　　　すること　　　　　すること　　　　　すること　　　　　すること

　　　②電気接点の接触障害となるもの：鉄粉，炭塵，　　　②電気接点の接触障害となるもの：鉄粉，炭塵，　　　②電気接点の接触障害となるもの：鉄粉，炭塵，　　　②電気接点の接触障害となるもの：鉄粉，炭塵，　　　②電気接点の接触障害となるもの：鉄粉，炭塵，　　　②電気接点の接触障害となるもの：鉄粉，炭塵，　　　②電気接点の接触障害となるもの：鉄粉，炭塵，

　　　　化学工場における粉塵　　　　化学工場における粉塵　　　　化学工場における粉塵　　　　化学工場における粉塵　　　　化学工場における粉塵　　　　化学工場における粉塵　　　　化学工場における粉塵

　　　③爆発性ガス，又は，粉塵：メタン，石炭ガス，　　　③爆発性ガス，又は，粉塵：メタン，石炭ガス，　　　③爆発性ガス，又は，粉塵：メタン，石炭ガス，　　　③爆発性ガス，又は，粉塵：メタン，石炭ガス，　　　③爆発性ガス，又は，粉塵：メタン，石炭ガス，　　　③爆発性ガス，又は，粉塵：メタン，石炭ガス，　　　③爆発性ガス，又は，粉塵：メタン，石炭ガス，

　　　　ブタン，ガソリン，アセチレン，水素，エーテル，　　　　ブタン，ガソリン，アセチレン，水素，エーテル，　　　　ブタン，ガソリン，アセチレン，水素，エーテル，　　　　ブタン，ガソリン，アセチレン，水素，エーテル，　　　　ブタン，ガソリン，アセチレン，水素，エーテル，　　　　ブタン，ガソリン，アセチレン，水素，エーテル，　　　　ブタン，ガソリン，アセチレン，水素，エーテル，

　　　　炭塵，穀粉　　　　炭塵，穀粉　　　　炭塵，穀粉　　　　炭塵，穀粉　　　　炭塵，穀粉　　　　炭塵，穀粉　　　　炭塵，穀粉

（３）エレベーターの電気信号に影響を及ぼす電磁波が（３）エレベーターの電気信号に影響を及ぼす電磁波が（３）エレベーターの電気信号に影響を及ぼす電磁波が（３）エレベーターの電気信号に影響を及ぼす電磁波が（３）エレベーターの電気信号に影響を及ぼす電磁波が（３）エレベーターの電気信号に影響を及ぼす電磁波が（３）エレベーターの電気信号に影響を及ぼす電磁波が

　　　ないこと　　　ないこと　　　ないこと　　　ないこと　　　ないこと　　　ないこと　　　ないこと

　　　電磁波の電界強度が１０Ｖ／ｍ以下の環境とする　　　電磁波の電界強度が１０Ｖ／ｍ以下の環境とする　　　電磁波の電界強度が１０Ｖ／ｍ以下の環境とする　　　電磁波の電界強度が１０Ｖ／ｍ以下の環境とする　　　電磁波の電界強度が１０Ｖ／ｍ以下の環境とする　　　電磁波の電界強度が１０Ｖ／ｍ以下の環境とする　　　電磁波の電界強度が１０Ｖ／ｍ以下の環境とする

　　　こと　　　こと　　　こと　　　こと　　　こと　　　こと　　　こと

（４）原則、昇降路の設置場所は標高１０００ｍ以下の高（４）原則、昇降路の設置場所は標高１０００ｍ以下の高（４）原則、昇降路の設置場所は標高１０００ｍ以下の高（４）原則、昇降路の設置場所は標高１０００ｍ以下の高（４）原則、昇降路の設置場所は標高１０００ｍ以下の高（４）原則、昇降路の設置場所は標高１０００ｍ以下の高（４）原則、昇降路の設置場所は標高１０００ｍ以下の高

　　　さとすること　　　さとすること　　　さとすること　　　さとすること　　　さとすること　　　さとすること　　　さとすること

５．５．５．５．５．５．５． （１）屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備（１）屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備（１）屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備（１）屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備（１）屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備（１）屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備（１）屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備

　　　により外部から風雨が侵入しないこと　　　により外部から風雨が侵入しないこと　　　により外部から風雨が侵入しないこと　　　により外部から風雨が侵入しないこと　　　により外部から風雨が侵入しないこと　　　により外部から風雨が侵入しないこと　　　により外部から風雨が侵入しないこと

　　（ひさし・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）　　（ひさし・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）　　（ひさし・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）　　（ひさし・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）　　（ひさし・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）　　（ひさし・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）　　（ひさし・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）

（２）センサ誤動作防止、及び乗場戸熱変形防止のため、（２）センサ誤動作防止、及び乗場戸熱変形防止のため、（２）センサ誤動作防止、及び乗場戸熱変形防止のため、（２）センサ誤動作防止、及び乗場戸熱変形防止のため、（２）センサ誤動作防止、及び乗場戸熱変形防止のため、（２）センサ誤動作防止、及び乗場戸熱変形防止のため、（２）センサ誤動作防止、及び乗場戸熱変形防止のため、

　　　屋外又は，屋内ガラス越しから乗場及び駆動・制御　　　屋外又は，屋内ガラス越しから乗場及び駆動・制御　　　屋外又は，屋内ガラス越しから乗場及び駆動・制御　　　屋外又は，屋内ガラス越しから乗場及び駆動・制御　　　屋外又は，屋内ガラス越しから乗場及び駆動・制御　　　屋外又は，屋内ガラス越しから乗場及び駆動・制御　　　屋外又は，屋内ガラス越しから乗場及び駆動・制御

　　　装置（制御盤，秤装置等）に直射日光が当たらない　　　装置（制御盤，秤装置等）に直射日光が当たらない　　　装置（制御盤，秤装置等）に直射日光が当たらない　　　装置（制御盤，秤装置等）に直射日光が当たらない　　　装置（制御盤，秤装置等）に直射日光が当たらない　　　装置（制御盤，秤装置等）に直射日光が当たらない　　　装置（制御盤，秤装置等）に直射日光が当たらない

　　　対策を実施のこと　　　対策を実施のこと　　　対策を実施のこと　　　対策を実施のこと　　　対策を実施のこと　　　対策を実施のこと　　　対策を実施のこと

６．６．６．６．６．６．６． 昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと

７．７．７．７．７．７．７． 昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないよう昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないよう昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないよう昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないよう昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないよう昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないよう昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないよう

にすることにすることにすることにすることにすることにすることにすること

（建築基準法施行令第１２９条の２の４第１項第三号）（建築基準法施行令第１２９条の２の４第１項第三号）（建築基準法施行令第１２９条の２の４第１項第三号）（建築基準法施行令第１２９条の２の４第１項第三号）（建築基準法施行令第１２９条の２の４第１項第三号）（建築基準法施行令第１２９条の２の４第１項第三号）（建築基準法施行令第１２９条の２の４第１項第三号）

８．８．８．８．８．８．８． 遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること

９．９．９．９．９．９．９． 輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ

以下とすること以下とすること以下とすること以下とすること以下とすること以下とすること以下とすること

１０．１０．１０．１０．１０．１０．１０． 換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置

とし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこととし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこととし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこととし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこととし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこととし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこととし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこと

１１．１１．１１．１１．１１．１１．１１． エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部

階段などから最上階および最下階エレベーターホールへア階段などから最上階および最下階エレベーターホールへア階段などから最上階および最下階エレベーターホールへア階段などから最上階および最下階エレベーターホールへア階段などから最上階および最下階エレベーターホールへア階段などから最上階および最下階エレベーターホールへア階段などから最上階および最下階エレベーターホールへア

クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経

由しないこと）由しないこと）由しないこと）由しないこと）由しないこと）由しないこと）由しないこと）

１２．１２．１２．１２．１２．１２．１２． エレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズエレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズエレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズエレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズエレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズエレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズエレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズ

により、他の設備が影響を受ける恐れがありますにより、他の設備が影響を受ける恐れがありますにより、他の設備が影響を受ける恐れがありますにより、他の設備が影響を受ける恐れがありますにより、他の設備が影響を受ける恐れがありますにより、他の設備が影響を受ける恐れがありますにより、他の設備が影響を受ける恐れがあります

次の対策をお勧めします次の対策をお勧めします次の対策をお勧めします次の対策をお勧めします次の対策をお勧めします次の対策をお勧めします次の対策をお勧めします

（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器

　　　の電源線・通信線を１ｍ以上分離する　　　の電源線・通信線を１ｍ以上分離する　　　の電源線・通信線を１ｍ以上分離する　　　の電源線・通信線を１ｍ以上分離する　　　の電源線・通信線を１ｍ以上分離する　　　の電源線・通信線を１ｍ以上分離する　　　の電源線・通信線を１ｍ以上分離する

（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器

　　　・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する　　　・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する　　　・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する　　　・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する　　　・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する　　　・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する　　　・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する

　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランス　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランス　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランス　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランス　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランス　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランス　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランス

　　　　と分離不要）　　　　と分離不要）　　　　と分離不要）　　　　と分離不要）　　　　と分離不要）　　　　と分離不要）　　　　と分離不要）

（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ

　　　機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分　　　機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分　　　機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分　　　機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分　　　機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分　　　機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分　　　機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分

　　　離をする　　　離をする　　　離をする　　　離をする　　　離をする　　　離をする　　　離をする

１３．１３．１３．１３．１３．１３．１３． 乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後

に施工する必要があります。乗場機器取付け前にウレタンに施工する必要があります。乗場機器取付け前にウレタンに施工する必要があります。乗場機器取付け前にウレタンに施工する必要があります。乗場機器取付け前にウレタンに施工する必要があります。乗場機器取付け前にウレタンに施工する必要があります。乗場機器取付け前にウレタンに施工する必要があります。乗場機器取付け前にウレタン

吹付けを行うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火す吹付けを行うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火す吹付けを行うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火す吹付けを行うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火す吹付けを行うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火す吹付けを行うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火す吹付けを行うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火す

る恐れがありまする恐れがありまする恐れがありまする恐れがありまする恐れがありまする恐れがありまする恐れがあります

昇降路内は不燃材もしくは難燃材（平１２建告１４０２号昇降路内は不燃材もしくは難燃材（平１２建告１４０２号昇降路内は不燃材もしくは難燃材（平１２建告１４０２号昇降路内は不燃材もしくは難燃材（平１２建告１４０２号昇降路内は不燃材もしくは難燃材（平１２建告１４０２号昇降路内は不燃材もしくは難燃材（平１２建告１４０２号昇降路内は不燃材もしくは難燃材（平１２建告１４０２号

で定められた材料又は国土交通大臣の認定を受けたもの）で定められた材料又は国土交通大臣の認定を受けたもの）で定められた材料又は国土交通大臣の認定を受けたもの）で定められた材料又は国土交通大臣の認定を受けたもの）で定められた材料又は国土交通大臣の認定を受けたもの）で定められた材料又は国土交通大臣の認定を受けたもの）で定められた材料又は国土交通大臣の認定を受けたもの）

とする必要がありますとする必要がありますとする必要がありますとする必要がありますとする必要がありますとする必要がありますとする必要があります

※法定のオーバーヘッド寸法確保やドア装置取付に支障が※法定のオーバーヘッド寸法確保やドア装置取付に支障が※法定のオーバーヘッド寸法確保やドア装置取付に支障が※法定のオーバーヘッド寸法確保やドア装置取付に支障が※法定のオーバーヘッド寸法確保やドア装置取付に支障が※法定のオーバーヘッド寸法確保やドア装置取付に支障が※法定のオーバーヘッド寸法確保やドア装置取付に支障が

　無いか、施工範囲と厚みを昇降機担当へ連絡し問題ない　無いか、施工範囲と厚みを昇降機担当へ連絡し問題ない　無いか、施工範囲と厚みを昇降機担当へ連絡し問題ない　無いか、施工範囲と厚みを昇降機担当へ連絡し問題ない　無いか、施工範囲と厚みを昇降機担当へ連絡し問題ない　無いか、施工範囲と厚みを昇降機担当へ連絡し問題ない　無いか、施工範囲と厚みを昇降機担当へ連絡し問題ない

　ことを確認ください　ことを確認ください　ことを確認ください　ことを確認ください　ことを確認ください　ことを確認ください　ことを確認ください

１４．１４．１４．１４．１４．１４．１４． 乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工

事）を行うこと。風圧により乗場の戸が閉まらない恐れ事）を行うこと。風圧により乗場の戸が閉まらない恐れ事）を行うこと。風圧により乗場の戸が閉まらない恐れ事）を行うこと。風圧により乗場の戸が閉まらない恐れ事）を行うこと。風圧により乗場の戸が閉まらない恐れ事）を行うこと。風圧により乗場の戸が閉まらない恐れ事）を行うこと。風圧により乗場の戸が閉まらない恐れ

がありますがありますがありますがありますがありますがありますがあります

１５．１５．１５．１５．１５．１５．１５． 製品の検査は各規格に準じた社内基準にて行います製品の検査は各規格に準じた社内基準にて行います製品の検査は各規格に準じた社内基準にて行います製品の検査は各規格に準じた社内基準にて行います製品の検査は各規格に準じた社内基準にて行います製品の検査は各規格に準じた社内基準にて行います製品の検査は各規格に準じた社内基準にて行います

　電動機（巻上機・駆動機）：JEC-2110,2130、　電動機（巻上機・駆動機）：JEC-2110,2130、　電動機（巻上機・駆動機）：JEC-2110,2130、　電動機（巻上機・駆動機）：JEC-2110,2130、　電動機（巻上機・駆動機）：JEC-2110,2130、　電動機（巻上機・駆動機）：JEC-2110,2130、　電動機（巻上機・駆動機）：JEC-2110,2130、

                 JIS C-4034-1                 JIS C-4034-1                 JIS C-4034-1                 JIS C-4034-1                 JIS C-4034-1                 JIS C-4034-1                 JIS C-4034-1

　制御盤：JEM1021,1460　制御盤：JEM1021,1460　制御盤：JEM1021,1460　制御盤：JEM1021,1460　制御盤：JEM1021,1460　制御盤：JEM1021,1460　制御盤：JEM1021,1460

尚、電動機の温度上昇試験・負荷特性試験は型式試験尚、電動機の温度上昇試験・負荷特性試験は型式試験尚、電動機の温度上昇試験・負荷特性試験は型式試験尚、電動機の温度上昇試験・負荷特性試験は型式試験尚、電動機の温度上昇試験・負荷特性試験は型式試験尚、電動機の温度上昇試験・負荷特性試験は型式試験尚、電動機の温度上昇試験・負荷特性試験は型式試験

結果です結果です結果です結果です結果です結果です結果です

１６．１６．１６．１６．１６．１６．１６． かごの内装デザイン等が別途工事の場合、品質保証（変かごの内装デザイン等が別途工事の場合、品質保証（変かごの内装デザイン等が別途工事の場合、品質保証（変かごの内装デザイン等が別途工事の場合、品質保証（変かごの内装デザイン等が別途工事の場合、品質保証（変かごの内装デザイン等が別途工事の場合、品質保証（変かごの内装デザイン等が別途工事の場合、品質保証（変

色、はがれ、劣化等の外観変化）対象外となります色、はがれ、劣化等の外観変化）対象外となります色、はがれ、劣化等の外観変化）対象外となります色、はがれ、劣化等の外観変化）対象外となります色、はがれ、劣化等の外観変化）対象外となります色、はがれ、劣化等の外観変化）対象外となります色、はがれ、劣化等の外観変化）対象外となります

また、昇降機保守対象外となります材質、構造等は以下また、昇降機保守対象外となります材質、構造等は以下また、昇降機保守対象外となります材質、構造等は以下また、昇降機保守対象外となります材質、構造等は以下また、昇降機保守対象外となります材質、構造等は以下また、昇降機保守対象外となります材質、構造等は以下また、昇降機保守対象外となります材質、構造等は以下

を順守のことを順守のことを順守のことを順守のことを順守のことを順守のことを順守のこと

　材質：不燃又は難燃認定品　材質：不燃又は難燃認定品　材質：不燃又は難燃認定品　材質：不燃又は難燃認定品　材質：不燃又は難燃認定品　材質：不燃又は難燃認定品　材質：不燃又は難燃認定品

　構造：装飾品（鏡等含む）には、エレベーター非常止　構造：装飾品（鏡等含む）には、エレベーター非常止　構造：装飾品（鏡等含む）には、エレベーター非常止　構造：装飾品（鏡等含む）には、エレベーター非常止　構造：装飾品（鏡等含む）には、エレベーター非常止　構造：装飾品（鏡等含む）には、エレベーター非常止　構造：装飾品（鏡等含む）には、エレベーター非常止

　　　　め作動時または緩衝器衝突時は４Ｇ（縦方向）、　　　　め作動時または緩衝器衝突時は４Ｇ（縦方向）、　　　　め作動時または緩衝器衝突時は４Ｇ（縦方向）、　　　　め作動時または緩衝器衝突時は４Ｇ（縦方向）、　　　　め作動時または緩衝器衝突時は４Ｇ（縦方向）、　　　　め作動時または緩衝器衝突時は４Ｇ（縦方向）、　　　　め作動時または緩衝器衝突時は４Ｇ（縦方向）、

　　　　地震時は１Ｇ（横方向）相当の加速度が発生す　　　　地震時は１Ｇ（横方向）相当の加速度が発生す　　　　地震時は１Ｇ（横方向）相当の加速度が発生す　　　　地震時は１Ｇ（横方向）相当の加速度が発生す　　　　地震時は１Ｇ（横方向）相当の加速度が発生す　　　　地震時は１Ｇ（横方向）相当の加速度が発生す　　　　地震時は１Ｇ（横方向）相当の加速度が発生す

　　　　る可能性があるためそれに耐え、かつ接着固定　　　　る可能性があるためそれに耐え、かつ接着固定　　　　る可能性があるためそれに耐え、かつ接着固定　　　　る可能性があるためそれに耐え、かつ接着固定　　　　る可能性があるためそれに耐え、かつ接着固定　　　　る可能性があるためそれに耐え、かつ接着固定　　　　る可能性があるためそれに耐え、かつ接着固定

     による劣化を考慮した取付構造とすること     による劣化を考慮した取付構造とすること     による劣化を考慮した取付構造とすること     による劣化を考慮した取付構造とすること     による劣化を考慮した取付構造とすること     による劣化を考慮した取付構造とすること     による劣化を考慮した取付構造とすること

　照度：かごの床面で５０ルクス（乗用、寝台用以外に　照度：かごの床面で５０ルクス（乗用、寝台用以外に　照度：かごの床面で５０ルクス（乗用、寝台用以外に　照度：かごの床面で５０ルクス（乗用、寝台用以外に　照度：かごの床面で５０ルクス（乗用、寝台用以外に　照度：かごの床面で５０ルクス（乗用、寝台用以外に　照度：かごの床面で５０ルクス（乗用、寝台用以外に

　　　　あっては２５ルクス）以上の照度とすること　　　　あっては２５ルクス）以上の照度とすること　　　　あっては２５ルクス）以上の照度とすること　　　　あっては２５ルクス）以上の照度とすること　　　　あっては２５ルクス）以上の照度とすること　　　　あっては２５ルクス）以上の照度とすること　　　　あっては２５ルクス）以上の照度とすること

　　　　建築用途と使用環境の違いにより、早期に寿命　　　　建築用途と使用環境の違いにより、早期に寿命　　　　建築用途と使用環境の違いにより、早期に寿命　　　　建築用途と使用環境の違いにより、早期に寿命　　　　建築用途と使用環境の違いにより、早期に寿命　　　　建築用途と使用環境の違いにより、早期に寿命　　　　建築用途と使用環境の違いにより、早期に寿命

　　　　を迎えることがあります　　　　を迎えることがあります　　　　を迎えることがあります　　　　を迎えることがあります　　　　を迎えることがあります　　　　を迎えることがあります　　　　を迎えることがあります

　　　 ・かご照明の自動休止機能により、照明の　　　 ・かご照明の自動休止機能により、照明の　　　 ・かご照明の自動休止機能により、照明の　　　 ・かご照明の自動休止機能により、照明の　　　 ・かご照明の自動休止機能により、照明の　　　 ・かご照明の自動休止機能により、照明の　　　 ・かご照明の自動休止機能により、照明の

      ＯＮ／ＯＦＦ回数が多い      ＯＮ／ＯＦＦ回数が多い      ＯＮ／ＯＦＦ回数が多い      ＯＮ／ＯＦＦ回数が多い      ＯＮ／ＯＦＦ回数が多い      ＯＮ／ＯＦＦ回数が多い      ＯＮ／ＯＦＦ回数が多い

　　　 ・かごの昇降による振動がある　　　 ・かごの昇降による振動がある　　　 ・かごの昇降による振動がある　　　 ・かごの昇降による振動がある　　　 ・かごの昇降による振動がある　　　 ・かごの昇降による振動がある　　　 ・かごの昇降による振動がある

エレベーター仕様要項エレベーター仕様要項エレベーター仕様要項エレベーター仕様要項エレベーター仕様要項エレベーター仕様要項エレベーター仕様要項

分分分分分分分

類類類類類類類
仕様項目仕様項目仕様項目仕様項目仕様項目仕様項目仕様項目 ０１号機０１号機０１号機０１号機０１号機０１号機０１号機

基基基基基基基

本本本本本本本

仕仕仕仕仕仕仕

様様様様様様様

機種名称機種名称機種名称機種名称機種名称機種名称機種名称 機械室レスエレベーター機械室レスエレベーター機械室レスエレベーター機械室レスエレベーター機械室レスエレベーター機械室レスエレベーター機械室レスエレベーター

機種形名機種形名機種形名機種形名機種形名機種形名機種形名 Ｐ１１－ＣＯＰ１１－ＣＯＰ１１－ＣＯＰ１１－ＣＯＰ１１－ＣＯＰ１１－ＣＯＰ１１－ＣＯ

用途用途用途用途用途用途用途 乗用乗用乗用乗用乗用乗用乗用

制御方式制御方式制御方式制御方式制御方式制御方式制御方式 可変電圧可変周波数制御（回生なし）可変電圧可変周波数制御（回生なし）可変電圧可変周波数制御（回生なし）可変電圧可変周波数制御（回生なし）可変電圧可変周波数制御（回生なし）可変電圧可変周波数制御（回生なし）可変電圧可変周波数制御（回生なし）

操作方式操作方式操作方式操作方式操作方式操作方式操作方式 乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）

積載量積載量積載量積載量積載量積載量積載量 ７５０ｋｇ７５０ｋｇ７５０ｋｇ７５０ｋｇ７５０ｋｇ７５０ｋｇ７５０ｋｇ

定員定員定員定員定員定員定員 １１名１１名１１名１１名１１名１１名１１名

定格速度定格速度定格速度定格速度定格速度定格速度定格速度 ４５ｍ／ｍｉｎ４５ｍ／ｍｉｎ４５ｍ／ｍｉｎ４５ｍ／ｍｉｎ４５ｍ／ｍｉｎ４５ｍ／ｍｉｎ４５ｍ／ｍｉｎ

戸閉方式戸閉方式戸閉方式戸閉方式戸閉方式戸閉方式戸閉方式 ２枚戸両引き（ＣＯ）２枚戸両引き（ＣＯ）２枚戸両引き（ＣＯ）２枚戸両引き（ＣＯ）２枚戸両引き（ＣＯ）２枚戸両引き（ＣＯ）２枚戸両引き（ＣＯ）

出入口幅出入口幅出入口幅出入口幅出入口幅出入口幅出入口幅 ８００ｍｍ８００ｍｍ８００ｍｍ８００ｍｍ８００ｍｍ８００ｍｍ８００ｍｍ

出入口高さ出入口高さ出入口高さ出入口高さ出入口高さ出入口高さ出入口高さ ２１００ｍｍ２１００ｍｍ２１００ｍｍ２１００ｍｍ２１００ｍｍ２１００ｍｍ２１００ｍｍ

かご室サイズ（内法間口）かご室サイズ（内法間口）かご室サイズ（内法間口）かご室サイズ（内法間口）かご室サイズ（内法間口）かご室サイズ（内法間口）かご室サイズ（内法間口） １４００ｍｍ１４００ｍｍ１４００ｍｍ１４００ｍｍ１４００ｍｍ１４００ｍｍ１４００ｍｍ

かご室サイズ（内法奥行）かご室サイズ（内法奥行）かご室サイズ（内法奥行）かご室サイズ（内法奥行）かご室サイズ（内法奥行）かご室サイズ（内法奥行）かご室サイズ（内法奥行） １３５０ｍｍ１３５０ｍｍ１３５０ｍｍ１３５０ｍｍ１３５０ｍｍ１３５０ｍｍ１３５０ｍｍ

かご室内法高さかご室内法高さかご室内法高さかご室内法高さかご室内法高さかご室内法高さかご室内法高さ ２３００ｍｍ２３００ｍｍ２３００ｍｍ２３００ｍｍ２３００ｍｍ２３００ｍｍ２３００ｍｍ

出入口方式出入口方式出入口方式出入口方式出入口方式出入口方式出入口方式 一方向出入口一方向出入口一方向出入口一方向出入口一方向出入口一方向出入口一方向出入口

正面側停止数正面側停止数正面側停止数正面側停止数正面側停止数正面側停止数正面側停止数 ３停止（１－３階）３停止（１－３階）３停止（１－３階）３停止（１－３階）３停止（１－３階）３停止（１－３階）３停止（１－３階）

動力用電源動力用電源動力用電源動力用電源動力用電源動力用電源動力用電源 ＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０ＨｚＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０ＨｚＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０ＨｚＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０ＨｚＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０ＨｚＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０ＨｚＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０Ｈｚ

照明用電源照明用電源照明用電源照明用電源照明用電源照明用電源照明用電源 ＡＣ１φ－１００Ｖ－６０ＨｚＡＣ１φ－１００Ｖ－６０ＨｚＡＣ１φ－１００Ｖ－６０ＨｚＡＣ１φ－１００Ｖ－６０ＨｚＡＣ１φ－１００Ｖ－６０ＨｚＡＣ１φ－１００Ｖ－６０ＨｚＡＣ１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ

エレベーター仕様要項エレベーター仕様要項エレベーター仕様要項エレベーター仕様要項エレベーター仕様要項エレベーター仕様要項エレベーター仕様要項

分分分分分分分

類類類類類類類
仕様項目仕様項目仕様項目仕様項目仕様項目仕様項目仕様項目 ０１号機０１号機０１号機０１号機０１号機０１号機０１号機

そそそそそそそ

ののののののの

他他他他他他他

基基基基基基基

本本本本本本本

仕仕仕仕仕仕仕

様様様様様様様

耐震設計施工指針耐震クラス耐震設計施工指針耐震クラス耐震設計施工指針耐震クラス耐震設計施工指針耐震クラス耐震設計施工指針耐震クラス耐震設計施工指針耐震クラス耐震設計施工指針耐震クラス クラスＡ１４クラスＡ１４クラスＡ１４クラスＡ１４クラスＡ１４クラスＡ１４クラスＡ１４

公共建築工事標準仕様　適用年版公共建築工事標準仕様　適用年版公共建築工事標準仕様　適用年版公共建築工事標準仕様　適用年版公共建築工事標準仕様　適用年版公共建築工事標準仕様　適用年版公共建築工事標準仕様　適用年版 令和４年版令和４年版令和４年版令和４年版令和４年版令和４年版令和４年版

敷居間隔敷居間隔敷居間隔敷居間隔敷居間隔敷居間隔敷居間隔 １０ｍｍ１０ｍｍ１０ｍｍ１０ｍｍ１０ｍｍ１０ｍｍ１０ｍｍ

車いす仕様車いす仕様車いす仕様車いす仕様車いす仕様車いす仕様車いす仕様 制御機能付制御機能付制御機能付制御機能付制御機能付制御機能付制御機能付

視覚障がい者対応仕様視覚障がい者対応仕様視覚障がい者対応仕様視覚障がい者対応仕様視覚障がい者対応仕様視覚障がい者対応仕様視覚障がい者対応仕様 ありありありありありありあり

乗場視覚障がい者用注意名板（追加分）乗場視覚障がい者用注意名板（追加分）乗場視覚障がい者用注意名板（追加分）乗場視覚障がい者用注意名板（追加分）乗場視覚障がい者用注意名板（追加分）乗場視覚障がい者用注意名板（追加分）乗場視覚障がい者用注意名板（追加分） ３枚３枚３枚３枚３枚３枚３枚

地震時管制運転方式地震時管制運転方式地震時管制運転方式地震時管制運転方式地震時管制運転方式地震時管制運転方式地震時管制運転方式 Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）

停電時自動着床装置停電時自動着床装置停電時自動着床装置停電時自動着床装置停電時自動着床装置停電時自動着床装置停電時自動着床装置 ありありありありありありあり

かご呼び取消機能かご呼び取消機能かご呼び取消機能かご呼び取消機能かご呼び取消機能かご呼び取消機能かご呼び取消機能 ありありありありありありあり

乗乗乗乗乗乗乗

場場場場場場場

仕仕仕仕仕仕仕

様様様様様様様

乗場三方枠乗場三方枠乗場三方枠乗場三方枠乗場三方枠乗場三方枠乗場三方枠 大枠末広幕板なし　１３０ｍｍ～３５０ｍｍ　ステンレスヘアライン（１－３階）大枠末広幕板なし　１３０ｍｍ～３５０ｍｍ　ステンレスヘアライン（１－３階）大枠末広幕板なし　１３０ｍｍ～３５０ｍｍ　ステンレスヘアライン（１－３階）大枠末広幕板なし　１３０ｍｍ～３５０ｍｍ　ステンレスヘアライン（１－３階）大枠末広幕板なし　１３０ｍｍ～３５０ｍｍ　ステンレスヘアライン（１－３階）大枠末広幕板なし　１３０ｍｍ～３５０ｍｍ　ステンレスヘアライン（１－３階）大枠末広幕板なし　１３０ｍｍ～３５０ｍｍ　ステンレスヘアライン（１－３階）

乗場戸乗場戸乗場戸乗場戸乗場戸乗場戸乗場戸 鋼板塗装（メーカー標準色）（１－３階）鋼板塗装（メーカー標準色）（１－３階）鋼板塗装（メーカー標準色）（１－３階）鋼板塗装（メーカー標準色）（１－３階）鋼板塗装（メーカー標準色）（１－３階）鋼板塗装（メーカー標準色）（１－３階）鋼板塗装（メーカー標準色）（１－３階）

乗場敷居乗場敷居乗場敷居乗場敷居乗場敷居乗場敷居乗場敷居 アルミ製（１－３階）アルミ製（１－３階）アルミ製（１－３階）アルミ製（１－３階）アルミ製（１－３階）アルミ製（１－３階）アルミ製（１－３階）

乗場インジケーター乗場インジケーター乗場インジケーター乗場インジケーター乗場インジケーター乗場インジケーター乗場インジケーター 一体セグメントＬＥＤ（橙色）　ステンレスヘアライン（１－３階）一体セグメントＬＥＤ（橙色）　ステンレスヘアライン（１－３階）一体セグメントＬＥＤ（橙色）　ステンレスヘアライン（１－３階）一体セグメントＬＥＤ（橙色）　ステンレスヘアライン（１－３階）一体セグメントＬＥＤ（橙色）　ステンレスヘアライン（１－３階）一体セグメントＬＥＤ（橙色）　ステンレスヘアライン（１－３階）一体セグメントＬＥＤ（橙色）　ステンレスヘアライン（１－３階）

乗場インジ一体形ボタン乗場インジ一体形ボタン乗場インジ一体形ボタン乗場インジ一体形ボタン乗場インジ一体形ボタン乗場インジ一体形ボタン乗場インジ一体形ボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）

乗場インジ運行表示灯１乗場インジ運行表示灯１乗場インジ運行表示灯１乗場インジ運行表示灯１乗場インジ運行表示灯１乗場インジ運行表示灯１乗場インジ運行表示灯１ 休止表示休止表示休止表示休止表示休止表示休止表示休止表示

車いす専用乗場ボタンプレート車いす専用乗場ボタンプレート車いす専用乗場ボタンプレート車いす専用乗場ボタンプレート車いす専用乗場ボタンプレート車いす専用乗場ボタンプレート車いす専用乗場ボタンプレート 一般用乗場ボタン一体形　ステンレスヘアライン（１－３階）一般用乗場ボタン一体形　ステンレスヘアライン（１－３階）一般用乗場ボタン一体形　ステンレスヘアライン（１－３階）一般用乗場ボタン一体形　ステンレスヘアライン（１－３階）一般用乗場ボタン一体形　ステンレスヘアライン（１－３階）一般用乗場ボタン一体形　ステンレスヘアライン（１－３階）一般用乗場ボタン一体形　ステンレスヘアライン（１－３階）

車いす専用乗場ボタン車いす専用乗場ボタン車いす専用乗場ボタン車いす専用乗場ボタン車いす専用乗場ボタン車いす専用乗場ボタン車いす専用乗場ボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）

乗場休止スイッチ乗場休止スイッチ乗場休止スイッチ乗場休止スイッチ乗場休止スイッチ乗場休止スイッチ乗場休止スイッチ ありありありありありありあり

乗場休止スイッチ取付位置乗場休止スイッチ取付位置乗場休止スイッチ取付位置乗場休止スイッチ取付位置乗場休止スイッチ取付位置乗場休止スイッチ取付位置乗場休止スイッチ取付位置 乗場インジ組込乗場インジ組込乗場インジ組込乗場インジ組込乗場インジ組込乗場インジ組込乗場インジ組込

かかかかかかか

ごごごごごごご

室室室室室室室

仕仕仕仕仕仕仕

様様様様様様様

天井天井天井天井天井天井天井 スタンダード：フラット（白色）　天井面材：鋼板塗装（メーカー標準色）スタンダード：フラット（白色）　天井面材：鋼板塗装（メーカー標準色）スタンダード：フラット（白色）　天井面材：鋼板塗装（メーカー標準色）スタンダード：フラット（白色）　天井面材：鋼板塗装（メーカー標準色）スタンダード：フラット（白色）　天井面材：鋼板塗装（メーカー標準色）スタンダード：フラット（白色）　天井面材：鋼板塗装（メーカー標準色）スタンダード：フラット（白色）　天井面材：鋼板塗装（メーカー標準色）

正面壁正面壁正面壁正面壁正面壁正面壁正面壁 化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板

側面壁側面壁側面壁側面壁側面壁側面壁側面壁 化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板

袖壁材質袖壁材質袖壁材質袖壁材質袖壁材質袖壁材質袖壁材質 ステンレスヘアラインステンレスヘアラインステンレスヘアラインステンレスヘアラインステンレスヘアラインステンレスヘアラインステンレスヘアライン

出入口上板出入口上板出入口上板出入口上板出入口上板出入口上板出入口上板 化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板

かご室戸かご室戸かご室戸かご室戸かご室戸かご室戸かご室戸 化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板化粧鋼板

巾木巾木巾木巾木巾木巾木巾木 アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製

かご床かご床かご床かご床かご床かご床かご床 樹脂タイル２ｍｍ（メーカー標準タイル）樹脂タイル２ｍｍ（メーカー標準タイル）樹脂タイル２ｍｍ（メーカー標準タイル）樹脂タイル２ｍｍ（メーカー標準タイル）樹脂タイル２ｍｍ（メーカー標準タイル）樹脂タイル２ｍｍ（メーカー標準タイル）樹脂タイル２ｍｍ（メーカー標準タイル）

かご室敷居かご室敷居かご室敷居かご室敷居かご室敷居かご室敷居かご室敷居 アルミ製　２枚戸両引き用アルミ製　２枚戸両引き用アルミ製　２枚戸両引き用アルミ製　２枚戸両引き用アルミ製　２枚戸両引き用アルミ製　２枚戸両引き用アルミ製　２枚戸両引き用

かご操作盤タイプかご操作盤タイプかご操作盤タイプかご操作盤タイプかご操作盤タイプかご操作盤タイプかご操作盤タイプ 袖壁操作盤袖壁操作盤袖壁操作盤袖壁操作盤袖壁操作盤袖壁操作盤袖壁操作盤

かご操作盤プレートかご操作盤プレートかご操作盤プレートかご操作盤プレートかご操作盤プレートかご操作盤プレートかご操作盤プレート ステンレスヘアラインステンレスヘアラインステンレスヘアラインステンレスヘアラインステンレスヘアラインステンレスヘアラインステンレスヘアライン

かごボタンかごボタンかごボタンかごボタンかごボタンかごボタンかごボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）

インターホンボタン乱用防止カバーインターホンボタン乱用防止カバーインターホンボタン乱用防止カバーインターホンボタン乱用防止カバーインターホンボタン乱用防止カバーインターホンボタン乱用防止カバーインターホンボタン乱用防止カバー ありありありありありありあり

正操作盤インジケータータイプ正操作盤インジケータータイプ正操作盤インジケータータイプ正操作盤インジケータータイプ正操作盤インジケータータイプ正操作盤インジケータータイプ正操作盤インジケータータイプ かご内液晶インジケーター（１０．１インチ）かご内液晶インジケーター（１０．１インチ）かご内液晶インジケーター（１０．１インチ）かご内液晶インジケーター（１０．１インチ）かご内液晶インジケーター（１０．１インチ）かご内液晶インジケーター（１０．１インチ）かご内液晶インジケーター（１０．１インチ）

かご操作盤液晶インジケーター表示言語かご操作盤液晶インジケーター表示言語かご操作盤液晶インジケーター表示言語かご操作盤液晶インジケーター表示言語かご操作盤液晶インジケーター表示言語かご操作盤液晶インジケーター表示言語かご操作盤液晶インジケーター表示言語 ２ヵ国語表示（日本語、英語）２ヵ国語表示（日本語、英語）２ヵ国語表示（日本語、英語）２ヵ国語表示（日本語、英語）２ヵ国語表示（日本語、英語）２ヵ国語表示（日本語、英語）２ヵ国語表示（日本語、英語）

車いす専用かご操作盤車いす専用かご操作盤車いす専用かご操作盤車いす専用かご操作盤車いす専用かご操作盤車いす専用かご操作盤車いす専用かご操作盤 両側面　ステンレスヘアライン両側面　ステンレスヘアライン両側面　ステンレスヘアライン両側面　ステンレスヘアライン両側面　ステンレスヘアライン両側面　ステンレスヘアライン両側面　ステンレスヘアライン

車いす専用正かご操作盤インジケータータイプ車いす専用正かご操作盤インジケータータイプ車いす専用正かご操作盤インジケータータイプ車いす専用正かご操作盤インジケータータイプ車いす専用正かご操作盤インジケータータイプ車いす専用正かご操作盤インジケータータイプ車いす専用正かご操作盤インジケータータイプ ドットＬＥＤ（橙色）ドットＬＥＤ（橙色）ドットＬＥＤ（橙色）ドットＬＥＤ（橙色）ドットＬＥＤ（橙色）ドットＬＥＤ（橙色）ドットＬＥＤ（橙色）

車いす専用かごボタン車いす専用かごボタン車いす専用かごボタン車いす専用かごボタン車いす専用かごボタン車いす専用かごボタン車いす専用かごボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）

車いす専用インターホンボタン乱用防止カバー車いす専用インターホンボタン乱用防止カバー車いす専用インターホンボタン乱用防止カバー車いす専用インターホンボタン乱用防止カバー車いす専用インターホンボタン乱用防止カバー車いす専用インターホンボタン乱用防止カバー車いす専用インターホンボタン乱用防止カバー ありありありありありありあり

かご室換気かご室換気かご室換気かご室換気かご室換気かご室換気かご室換気 ファンファンファンファンファンファンファン

かご室手すりかご室手すりかご室手すりかご室手すりかご室手すりかご室手すりかご室手すり 丸形ステンレス　二面取付（両側面）丸形ステンレス　二面取付（両側面）丸形ステンレス　二面取付（両側面）丸形ステンレス　二面取付（両側面）丸形ステンレス　二面取付（両側面）丸形ステンレス　二面取付（両側面）丸形ステンレス　二面取付（両側面）

かご室鏡かご室鏡かご室鏡かご室鏡かご室鏡かご室鏡かご室鏡 ステンレス鏡面フルハイト（巾５００）ステンレス鏡面フルハイト（巾５００）ステンレス鏡面フルハイト（巾５００）ステンレス鏡面フルハイト（巾５００）ステンレス鏡面フルハイト（巾５００）ステンレス鏡面フルハイト（巾５００）ステンレス鏡面フルハイト（巾５００）

キックプレートキックプレートキックプレートキックプレートキックプレートキックプレートキックプレート 板厚２．０ステンレスヘアライン（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ板厚２．０ステンレスヘアライン（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ板厚２．０ステンレスヘアライン（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ板厚２．０ステンレスヘアライン（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ板厚２．０ステンレスヘアライン（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ板厚２．０ステンレスヘアライン（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ板厚２．０ステンレスヘアライン（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ

壁保護幕壁保護幕壁保護幕壁保護幕壁保護幕壁保護幕壁保護幕 磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ）磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ）磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ）磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ）磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ）磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ）磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ）

床保護マット床保護マット床保護マット床保護マット床保護マット床保護マット床保護マット ありありありありありありあり

そそそそそそそ

ののののののの

他他他他他他他

仕仕仕仕仕仕仕

様様様様様様様

挟まれ防止ドアセンサ挟まれ防止ドアセンサ挟まれ防止ドアセンサ挟まれ防止ドアセンサ挟まれ防止ドアセンサ挟まれ防止ドアセンサ挟まれ防止ドアセンサ ありありありありありありあり

セーフティシューセーフティシューセーフティシューセーフティシューセーフティシューセーフティシューセーフティシュー 片側片側片側片側片側片側片側 （多光軸ドアセンサ付き）（多光軸ドアセンサ付き）（多光軸ドアセンサ付き）（多光軸ドアセンサ付き）（多光軸ドアセンサ付き）（多光軸ドアセンサ付き）（多光軸ドアセンサ付き）

遮煙機能遮煙機能遮煙機能遮煙機能遮煙機能遮煙機能遮煙機能 大臣認定品大臣認定品大臣認定品大臣認定品大臣認定品大臣認定品大臣認定品 　２枚戸両引き用（１－３階）　２枚戸両引き用（１－３階）　２枚戸両引き用（１－３階）　２枚戸両引き用（１－３階）　２枚戸両引き用（１－３階）　２枚戸両引き用（１－３階）　２枚戸両引き用（１－３階）

点字名板取付方法点字名板取付方法点字名板取付方法点字名板取付方法点字名板取付方法点字名板取付方法点字名板取付方法 接着接着接着接着接着接着接着

インターホン呼び出しボタン応答灯（聴覚障がい者対応仕様）インターホン呼び出しボタン応答灯（聴覚障がい者対応仕様）インターホン呼び出しボタン応答灯（聴覚障がい者対応仕様）インターホン呼び出しボタン応答灯（聴覚障がい者対応仕様）インターホン呼び出しボタン応答灯（聴覚障がい者対応仕様）インターホン呼び出しボタン応答灯（聴覚障がい者対応仕様）インターホン呼び出しボタン応答灯（聴覚障がい者対応仕様） ありありありありありありあり

おもり非常止めおもり非常止めおもり非常止めおもり非常止めおもり非常止めおもり非常止めおもり非常止め なしなしなしなしなしなしなし

火災時管制運転方式火災時管制運転方式火災時管制運転方式火災時管制運転方式火災時管制運転方式火災時管制運転方式火災時管制運転方式 火報信号連動式火報信号連動式火報信号連動式火報信号連動式火報信号連動式火報信号連動式火報信号連動式

インターホン型式インターホン型式インターホン型式インターホン型式インターホン型式インターホン型式インターホン型式 ６Ｖ１局６Ｖ１局６Ｖ１局６Ｖ１局６Ｖ１局６Ｖ１局６Ｖ１局

かご内アナウンスかご内アナウンスかご内アナウンスかご内アナウンスかご内アナウンスかご内アナウンスかご内アナウンス かご内音声合成アナウンスかご内音声合成アナウンスかご内音声合成アナウンスかご内音声合成アナウンスかご内音声合成アナウンスかご内音声合成アナウンスかご内音声合成アナウンス

かご室スピーカーかご室スピーカーかご室スピーカーかご室スピーカーかご室スピーカーかご室スピーカーかご室スピーカー ありありありありありありあり

高調波対策種類高調波対策種類高調波対策種類高調波対策種類高調波対策種類高調波対策種類高調波対策種類 ＤＣリアクトル（Ｋｉ＝１．８）ＤＣリアクトル（Ｋｉ＝１．８）ＤＣリアクトル（Ｋｉ＝１．８）ＤＣリアクトル（Ｋｉ＝１．８）ＤＣリアクトル（Ｋｉ＝１．８）ＤＣリアクトル（Ｋｉ＝１．８）ＤＣリアクトル（Ｋｉ＝１．８）

フェッシャープレートフェッシャープレートフェッシャープレートフェッシャープレートフェッシャープレートフェッシャープレートフェッシャープレート エレベーター手配（標準品）（２－３階）エレベーター手配（標準品）（２－３階）エレベーター手配（標準品）（２－３階）エレベーター手配（標準品）（２－３階）エレベーター手配（標準品）（２－３階）エレベーター手配（標準品）（２－３階）エレベーター手配（標準品）（２－３階）

レール支持方式レール支持方式レール支持方式レール支持方式レール支持方式レール支持方式レール支持方式 １フロア１ブラケット１フロア１ブラケット１フロア１ブラケット１フロア１ブラケット１フロア１ブラケット１フロア１ブラケット１フロア１ブラケット

煙感知器点検口スイッチ煙感知器点検口スイッチ煙感知器点検口スイッチ煙感知器点検口スイッチ煙感知器点検口スイッチ煙感知器点検口スイッチ煙感知器点検口スイッチ 正面側上部取付　【標準】正面側上部取付　【標準】正面側上部取付　【標準】正面側上部取付　【標準】正面側上部取付　【標準】正面側上部取付　【標準】正面側上部取付　【標準】

揚重ビーム手配揚重ビーム手配揚重ビーム手配揚重ビーム手配揚重ビーム手配揚重ビーム手配揚重ビーム手配 建築手配建築手配建築手配建築手配建築手配建築手配建築手配

仮設動力電源仮設動力電源仮設動力電源仮設動力電源仮設動力電源仮設動力電源仮設動力電源 １式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NANW03925）１式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NANW03925）１式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NANW03925）１式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NANW03925）１式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NANW03925）１式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NANW03925）１式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NANW03925）

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ詳細図01ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ詳細図01ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ詳細図01ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ詳細図01ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ詳細図01ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ詳細図01ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ詳細図01
No,ScaleNo,ScaleNo,ScaleNo,ScaleNo,ScaleNo,ScaleNo,Scale

2024 - Jan2024 - Jan2024 - Jan2024 - Jan2024 - Jan2024 - Jan2024 - Jan

EVﾄﾞｱ認定番号:CAS-0519EVﾄﾞｱ認定番号:CAS-0519EVﾄﾞｱ認定番号:CAS-0519EVﾄﾞｱ認定番号:CAS-0519EVﾄﾞｱ認定番号:CAS-0519EVﾄﾞｱ認定番号:CAS-0519EVﾄﾞｱ認定番号:CAS-0519

　（無電圧ａ接点，接点電圧ＤＣ２４Ｖ）　（無電圧ａ接点，接点電圧ＤＣ２４Ｖ）　（無電圧ａ接点，接点電圧ＤＣ２４Ｖ）　（無電圧ａ接点，接点電圧ＤＣ２４Ｖ）　（無電圧ａ接点，接点電圧ＤＣ２４Ｖ）　（無電圧ａ接点，接点電圧ＤＣ２４Ｖ）　（無電圧ａ接点，接点電圧ＤＣ２４Ｖ）

　火災警報盤を介してエレベーター制御盤に供給すること。　火災警報盤を介してエレベーター制御盤に供給すること。　火災警報盤を介してエレベーター制御盤に供給すること。　火災警報盤を介してエレベーター制御盤に供給すること。　火災警報盤を介してエレベーター制御盤に供給すること。　火災警報盤を介してエレベーター制御盤に供給すること。　火災警報盤を介してエレベーター制御盤に供給すること。

　知器などの火災感知器を設置し，火災感知信号を自動　知器などの火災感知器を設置し，火災感知信号を自動　知器などの火災感知器を設置し，火災感知信号を自動　知器などの火災感知器を設置し，火災感知信号を自動　知器などの火災感知器を設置し，火災感知信号を自動　知器などの火災感知器を設置し，火災感知信号を自動　知器などの火災感知器を設置し，火災感知信号を自動

　乗場遮煙ドア設置階のエレベーターホールに必ず煙感　乗場遮煙ドア設置階のエレベーターホールに必ず煙感　乗場遮煙ドア設置階のエレベーターホールに必ず煙感　乗場遮煙ドア設置階のエレベーターホールに必ず煙感　乗場遮煙ドア設置階のエレベーターホールに必ず煙感　乗場遮煙ドア設置階のエレベーターホールに必ず煙感　乗場遮煙ドア設置階のエレベーターホールに必ず煙感

・自動火災報知設備の設置義務の無い建物の場合には，・自動火災報知設備の設置義務の無い建物の場合には，・自動火災報知設備の設置義務の無い建物の場合には，・自動火災報知設備の設置義務の無い建物の場合には，・自動火災報知設備の設置義務の無い建物の場合には，・自動火災報知設備の設置義務の無い建物の場合には，・自動火災報知設備の設置義務の無い建物の場合には，

　の設置義務の無い建物であっても，同設備を設けること。　の設置義務の無い建物であっても，同設備を設けること。　の設置義務の無い建物であっても，同設備を設けること。　の設置義務の無い建物であっても，同設備を設けること。　の設置義務の無い建物であっても，同設備を設けること。　の設置義務の無い建物であっても，同設備を設けること。　の設置義務の無い建物であっても，同設備を設けること。

・乗場遮煙ドアを設置するためには，自動火災報知設備・乗場遮煙ドアを設置するためには，自動火災報知設備・乗場遮煙ドアを設置するためには，自動火災報知設備・乗場遮煙ドアを設置するためには，自動火災報知設備・乗場遮煙ドアを設置するためには，自動火災報知設備・乗場遮煙ドアを設置するためには，自動火災報知設備・乗場遮煙ドアを設置するためには，自動火災報知設備

乗場遮煙ドア設置上の条件乗場遮煙ドア設置上の条件乗場遮煙ドア設置上の条件乗場遮煙ドア設置上の条件乗場遮煙ドア設置上の条件乗場遮煙ドア設置上の条件乗場遮煙ドア設置上の条件

３．管理人不在時にはエレベーターを使えない状況にする。３．管理人不在時にはエレベーターを使えない状況にする。３．管理人不在時にはエレベーターを使えない状況にする。３．管理人不在時にはエレベーターを使えない状況にする。３．管理人不在時にはエレベーターを使えない状況にする。３．管理人不在時にはエレベーターを使えない状況にする。３．管理人不在時にはエレベーターを使えない状況にする。

　　鳴動を確認した者が対応できるように、シールや名板で鳴動時の緊急連絡先等の対応方法を明示する。　　鳴動を確認した者が対応できるように、シールや名板で鳴動時の緊急連絡先等の対応方法を明示する。　　鳴動を確認した者が対応できるように、シールや名板で鳴動時の緊急連絡先等の対応方法を明示する。　　鳴動を確認した者が対応できるように、シールや名板で鳴動時の緊急連絡先等の対応方法を明示する。　　鳴動を確認した者が対応できるように、シールや名板で鳴動時の緊急連絡先等の対応方法を明示する。　　鳴動を確認した者が対応できるように、シールや名板で鳴動時の緊急連絡先等の対応方法を明示する。　　鳴動を確認した者が対応できるように、シールや名板で鳴動時の緊急連絡先等の対応方法を明示する。

２．管理人室内のインターホン親機の鳴動を共用部から確認できるように設置し、２．管理人室内のインターホン親機の鳴動を共用部から確認できるように設置し、２．管理人室内のインターホン親機の鳴動を共用部から確認できるように設置し、２．管理人室内のインターホン親機の鳴動を共用部から確認できるように設置し、２．管理人室内のインターホン親機の鳴動を共用部から確認できるように設置し、２．管理人室内のインターホン親機の鳴動を共用部から確認できるように設置し、２．管理人室内のインターホン親機の鳴動を共用部から確認できるように設置し、

１．インターホン親機を共用部（エレベーターホールや廊下等）に設置する。１．インターホン親機を共用部（エレベーターホールや廊下等）に設置する。１．インターホン親機を共用部（エレベーターホールや廊下等）に設置する。１．インターホン親機を共用部（エレベーターホールや廊下等）に設置する。１．インターホン親機を共用部（エレベーターホールや廊下等）に設置する。１．インターホン親機を共用部（エレベーターホールや廊下等）に設置する。１．インターホン親機を共用部（エレベーターホールや廊下等）に設置する。

もしも管理人が常駐しない場合は，以下のいずれかの措置が必要となる。もしも管理人が常駐しない場合は，以下のいずれかの措置が必要となる。もしも管理人が常駐しない場合は，以下のいずれかの措置が必要となる。もしも管理人が常駐しない場合は，以下のいずれかの措置が必要となる。もしも管理人が常駐しない場合は，以下のいずれかの措置が必要となる。もしも管理人が常駐しない場合は，以下のいずれかの措置が必要となる。もしも管理人が常駐しない場合は，以下のいずれかの措置が必要となる。

管理人室等に設置する場合は，２４時間管理人が常駐する必要がある。管理人室等に設置する場合は，２４時間管理人が常駐する必要がある。管理人室等に設置する場合は，２４時間管理人が常駐する必要がある。管理人室等に設置する場合は，２４時間管理人が常駐する必要がある。管理人室等に設置する場合は，２４時間管理人が常駐する必要がある。管理人室等に設置する場合は，２４時間管理人が常駐する必要がある。管理人室等に設置する場合は，２４時間管理人が常駐する必要がある。

エレベーターかご内のインターホンは，常に外部のインターホン親機と連絡できるようにすること。エレベーターかご内のインターホンは，常に外部のインターホン親機と連絡できるようにすること。エレベーターかご内のインターホンは，常に外部のインターホン親機と連絡できるようにすること。エレベーターかご内のインターホンは，常に外部のインターホン親機と連絡できるようにすること。エレベーターかご内のインターホンは，常に外部のインターホン親機と連絡できるようにすること。エレベーターかご内のインターホンは，常に外部のインターホン親機と連絡できるようにすること。エレベーターかご内のインターホンは，常に外部のインターホン親機と連絡できるようにすること。

外部連絡装置（インターホン親機）設置上の注意点外部連絡装置（インターホン親機）設置上の注意点外部連絡装置（インターホン親機）設置上の注意点外部連絡装置（インターホン親機）設置上の注意点外部連絡装置（インターホン親機）設置上の注意点外部連絡装置（インターホン親機）設置上の注意点外部連絡装置（インターホン親機）設置上の注意点

（建築基準法施行令第１２９条の１０第３項第三号）（建築基準法施行令第１２９条の１０第３項第三号）（建築基準法施行令第１２９条の１０第３項第三号）（建築基準法施行令第１２９条の１０第３項第三号）（建築基準法施行令第１２９条の１０第３項第三号）（建築基準法施行令第１２９条の１０第３項第三号）（建築基準法施行令第１２９条の１０第３項第三号）

　　例えば、営業時間内のみ管理人室等に管理人が常駐するならば営業時間外は建物を閉館する。　　例えば、営業時間内のみ管理人室等に管理人が常駐するならば営業時間外は建物を閉館する。　　例えば、営業時間内のみ管理人室等に管理人が常駐するならば営業時間外は建物を閉館する。　　例えば、営業時間内のみ管理人室等に管理人が常駐するならば営業時間外は建物を閉館する。　　例えば、営業時間内のみ管理人室等に管理人が常駐するならば営業時間外は建物を閉館する。　　例えば、営業時間内のみ管理人室等に管理人が常駐するならば営業時間外は建物を閉館する。　　例えば、営業時間内のみ管理人室等に管理人が常駐するならば営業時間外は建物を閉館する。

ＥＶ－０１ＥＶ－０１ＥＶ－０１ＥＶ－０１ＥＶ－０１ＥＶ－０１ＥＶ－０１

津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事
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一級建築士 第382361号一級建築士 第382361号一級建築士 第382361号一級建築士 第382361号一級建築士 第382361号一級建築士 第382361号一級建築士 第382361号
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ブラケット取付のため、ブラケット取付のため、ブラケット取付のため、ブラケット取付のため、ブラケット取付のため、ブラケット取付のため、ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁はピット内の壁または梁はピット内の壁または梁はピット内の壁または梁はピット内の壁または梁はピット内の壁または梁はピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上最下階ＦＬ面まで立ち上最下階ＦＬ面まで立ち上最下階ＦＬ面まで立ち上最下階ＦＬ面まで立ち上最下階ＦＬ面まで立ち上最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）げて下さい（建築工事）げて下さい（建築工事）げて下さい（建築工事）げて下さい（建築工事）げて下さい（建築工事）げて下さい（建築工事）

昇降路機器はピット底面・側面、昇降路機器はピット底面・側面、昇降路機器はピット底面・側面、昇降路機器はピット底面・側面、昇降路機器はピット底面・側面、昇降路機器はピット底面・側面、昇降路機器はピット底面・側面、

梁・壁（コンクリートの場合）に梁・壁（コンクリートの場合）に梁・壁（コンクリートの場合）に梁・壁（コンクリートの場合）に梁・壁（コンクリートの場合）に梁・壁（コンクリートの場合）に梁・壁（コンクリートの場合）に

あと施工アンカーにより取付を行いますあと施工アンカーにより取付を行いますあと施工アンカーにより取付を行いますあと施工アンカーにより取付を行いますあと施工アンカーにより取付を行いますあと施工アンカーにより取付を行いますあと施工アンカーにより取付を行います

：ピット仕上面を示す：ピット仕上面を示す：ピット仕上面を示す：ピット仕上面を示す：ピット仕上面を示す：ピット仕上面を示す：ピット仕上面を示す
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昇降路平面図昇降路平面図昇降路平面図昇降路平面図昇降路平面図昇降路平面図昇降路平面図 （１／３０）（１／３０）（１／３０）（１／３０）（１／３０）（１／３０）（１／３０）

（ピット）（ピット）（ピット）（ピット）（ピット）（ピット）（ピット）

Ｐ波地震感知器Ｐ波地震感知器Ｐ波地震感知器Ｐ波地震感知器Ｐ波地震感知器Ｐ波地震感知器Ｐ波地震感知器

Ｓ波地震感知器Ｓ波地震感知器Ｓ波地震感知器Ｓ波地震感知器Ｓ波地震感知器Ｓ波地震感知器Ｓ波地震感知器

レール下端部荷重（長期荷重）レール下端部荷重（長期荷重）レール下端部荷重（長期荷重）レール下端部荷重（長期荷重）レール下端部荷重（長期荷重）レール下端部荷重（長期荷重）レール下端部荷重（長期荷重）
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ピット荷重（短期荷重）ピット荷重（短期荷重）ピット荷重（短期荷重）ピット荷重（短期荷重）ピット荷重（短期荷重）ピット荷重（短期荷重）ピット荷重（短期荷重）
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Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２

点検用コンセント１００Ｖ１．０ｋＶＡ（電気工事）点検用コンセント１００Ｖ１．０ｋＶＡ（電気工事）点検用コンセント１００Ｖ１．０ｋＶＡ（電気工事）点検用コンセント１００Ｖ１．０ｋＶＡ（電気工事）点検用コンセント１００Ｖ１．０ｋＶＡ（電気工事）点検用コンセント１００Ｖ１．０ｋＶＡ（電気工事）点検用コンセント１００Ｖ１．０ｋＶＡ（電気工事）
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６パルス等価６パルス等価６パルス等価６パルス等価６パルス等価６パルス等価６パルス等価

（kVA）（kVA）（kVA）（kVA）（kVA）（kVA）（kVA）

合計容量合計容量合計容量合計容量合計容量合計容量合計容量

細分Ｎｏ．細分Ｎｏ．細分Ｎｏ．細分Ｎｏ．細分Ｎｏ．細分Ｎｏ．細分Ｎｏ．
（kVA）（kVA）（kVA）（kVA）（kVA）（kVA）（kVA）

換算係数換算係数換算係数換算係数換算係数換算係数換算係数

６パルス６パルス６パルス６パルス６パルス６パルス６パルス

（Ｋｉ）（Ｋｉ）（Ｋｉ）（Ｋｉ）（Ｋｉ）（Ｋｉ）（Ｋｉ）

容量［Ki×Pi］容量［Ki×Pi］容量［Ki×Pi］容量［Ki×Pi］容量［Ki×Pi］容量［Ki×Pi］容量［Ki×Pi］

（kVA）（kVA）（kVA）（kVA）（kVA）（kVA）（kVA）

機器最大機器最大機器最大機器最大機器最大機器最大機器最大

稼働率稼働率稼働率稼働率稼働率稼働率稼働率

（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）

基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）

5次5次5次5次5次5次5次 7次7次7次7次7次7次7次 11次11次11次11次11次11次11次 13次13次13次13次13次13次13次 17次17次17次17次17次17次17次 19次19次19次19次19次19次19次 23次23次23次23次23次23次23次 25次25次25次25次25次25次25次

ノイズフィルタのみノイズフィルタのみノイズフィルタのみノイズフィルタのみノイズフィルタのみノイズフィルタのみノイズフィルタのみ

（標準）（標準）（標準）（標準）（標準）（標準）（標準）

○○○○○○○
DCリアクトル追加DCリアクトル追加DCリアクトル追加DCリアクトル追加DCリアクトル追加DCリアクトル追加DCリアクトル追加

（Ki=1.8相当）（Ki=1.8相当）（Ki=1.8相当）（Ki=1.8相当）（Ki=1.8相当）（Ki=1.8相当）（Ki=1.8相当）

０１号機０１号機０１号機０１号機０１号機０１号機０１号機

AXIEZ-LINKs(750kg-45m/min)AXIEZ-LINKs(750kg-45m/min)AXIEZ-LINKs(750kg-45m/min)AXIEZ-LINKs(750kg-45m/min)AXIEZ-LINKs(750kg-45m/min)AXIEZ-LINKs(750kg-45m/min)AXIEZ-LINKs(750kg-45m/min)
4.84.84.84.84.84.84.8 1111111 4.84.84.84.84.84.84.8

31313131313131 3.43.43.43.43.43.43.4 16.216.216.216.216.216.216.2 25252525252525 65656565656565 41414141414141 8.58.58.58.58.58.58.5 7.77.77.77.77.77.77.7 4.34.34.34.34.34.34.3 3.13.13.13.13.13.13.1 2.62.62.62.62.62.62.6 1.81.81.81.81.81.81.8

33333333333333 1.81.81.81.81.81.81.8 8.68.68.68.68.68.68.6 25252525252525 30303030303030 13131313131313 8.48.48.48.48.48.48.4 5555555 4.74.74.74.74.74.74.7 3.23.23.23.23.23.23.2 3333333 2.22.22.22.22.22.22.2

高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。

ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。

※　各次数毎の高調波流出電流量は以下の計算により求めることができます。※　各次数毎の高調波流出電流量は以下の計算により求めることができます。※　各次数毎の高調波流出電流量は以下の計算により求めることができます。※　各次数毎の高調波流出電流量は以下の計算により求めることができます。※　各次数毎の高調波流出電流量は以下の計算により求めることができます。※　各次数毎の高調波流出電流量は以下の計算により求めることができます。※　各次数毎の高調波流出電流量は以下の計算により求めることができます。

各次数毎の高調波流出電流量（ｍA）＝ 各次数毎の高調波流出電流量（ｍA）＝ 各次数毎の高調波流出電流量（ｍA）＝ 各次数毎の高調波流出電流量（ｍA）＝ 各次数毎の高調波流出電流量（ｍA）＝ 各次数毎の高調波流出電流量（ｍA）＝ 各次数毎の高調波流出電流量（ｍA）＝ ×１０　×各次数毎の発生率Ⅰｎ（％）×機器最大稼働率ｋ（％）×１０　×各次数毎の発生率Ⅰｎ（％）×機器最大稼働率ｋ（％）×１０　×各次数毎の発生率Ⅰｎ（％）×機器最大稼働率ｋ（％）×１０　×各次数毎の発生率Ⅰｎ（％）×機器最大稼働率ｋ（％）×１０　×各次数毎の発生率Ⅰｎ（％）×機器最大稼働率ｋ（％）×１０　×各次数毎の発生率Ⅰｎ（％）×機器最大稼働率ｋ（％）×１０　×各次数毎の発生率Ⅰｎ（％）×機器最大稼働率ｋ（％）
合計容量Ｐｉ（ｋＶＡ）合計容量Ｐｉ（ｋＶＡ）合計容量Ｐｉ（ｋＶＡ）合計容量Ｐｉ（ｋＶＡ）合計容量Ｐｉ（ｋＶＡ）合計容量Ｐｉ（ｋＶＡ）合計容量Ｐｉ（ｋＶＡ）

受電電圧（ｋＶ）×受電電圧（ｋＶ）×受電電圧（ｋＶ）×受電電圧（ｋＶ）×受電電圧（ｋＶ）×受電電圧（ｋＶ）×受電電圧（ｋＶ）× √√√√√√√３３３３３３３

（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　６０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　６０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　６０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　６０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　６０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　６０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　６０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）
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昇降路平面図昇降路平面図昇降路平面図昇降路平面図昇降路平面図昇降路平面図昇降路平面図 （１／３０）（１／３０）（１／３０）（１／３０）（１／３０）（１／３０）（１／３０）

（２，３階）（２，３階）（２，３階）（２，３階）（２，３階）（２，３階）（２，３階）

ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重

Ｆｘ１Ｆｘ１Ｆｘ１Ｆｘ１Ｆｘ１Ｆｘ１Ｆｘ１ Ｆｙ１Ｆｙ１Ｆｙ１Ｆｙ１Ｆｙ１Ｆｙ１Ｆｙ１ Ｆｘ２Ｆｘ２Ｆｘ２Ｆｘ２Ｆｘ２Ｆｘ２Ｆｘ２ Ｆｙ２Ｆｙ２Ｆｙ２Ｆｙ２Ｆｙ２Ｆｙ２Ｆｙ２ Ｆｘ３Ｆｘ３Ｆｘ３Ｆｘ３Ｆｘ３Ｆｘ３Ｆｘ３ Ｆｙ３Ｆｙ３Ｆｙ３Ｆｙ３Ｆｙ３Ｆｙ３Ｆｙ３

かごかごかごかごかごかごかご

おもりおもりおもりおもりおもりおもりおもり

Fx1Fx1Fx1Fx1Fx1Fx1Fx1

Fy1Fy1Fy1Fy1Fy1Fy1Fy1

Fy3Fy3Fy3Fy3Fy3Fy3Fy3

Fx3Fx3Fx3Fx3Fx3Fx3Fx3

Fy2Fy2Fy2Fy2Fy2Fy2Fy2

Fx2Fx2Fx2Fx2Fx2Fx2Fx2

　４．９８　４．９８　４．９８　４．９８　４．９８　４．９８　４．９８ 　４．５５　４．５５　４．５５　４．５５　４．５５　４．５５　４．５５ 　３．９２　３．９２　３．９２　３．９２　３．９２　３．９２　３．９２ 　７．８３　７．８３　７．８３　７．８３　７．８３　７．８３　７．８３ 　８．８９　８．８９　８．８９　８．８９　８．８９　８．８９　８．８９ １０．３２１０．３２１０．３２１０．３２１０．３２１０．３２１０．３２

ＮＯ．ＮＯ．ＮＯ．ＮＯ．ＮＯ．ＮＯ．ＮＯ． ０１０１０１０１０１０１０１

注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と

　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。

電源引込可能範囲（電気工事）電源引込可能範囲（電気工事）電源引込可能範囲（電気工事）電源引込可能範囲（電気工事）電源引込可能範囲（電気工事）電源引込可能範囲（電気工事）電源引込可能範囲（電気工事）

３階ＦＬ＋2600～3000ｍｍ３階ＦＬ＋2600～3000ｍｍ３階ＦＬ＋2600～3000ｍｍ３階ＦＬ＋2600～3000ｍｍ３階ＦＬ＋2600～3000ｍｍ３階ＦＬ＋2600～3000ｍｍ３階ＦＬ＋2600～3000ｍｍ
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津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事津市立豊が丘小学校長寿命化改修工事
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　ネジ付として下さい　ネジ付として下さい　ネジ付として下さい　ネジ付として下さい　ネジ付として下さい　ネジ付として下さい　ネジ付として下さい

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・点検口サイズはスイッチ取付スペースを考慮下さい・点検口サイズはスイッチ取付スペースを考慮下さい・点検口サイズはスイッチ取付スペースを考慮下さい・点検口サイズはスイッチ取付スペースを考慮下さい・点検口サイズはスイッチ取付スペースを考慮下さい・点検口サイズはスイッチ取付スペースを考慮下さい・点検口サイズはスイッチ取付スペースを考慮下さい

　（３００□以内、鋼板１．６ｔ）　（３００□以内、鋼板１．６ｔ）　（３００□以内、鋼板１．６ｔ）　（３００□以内、鋼板１．６ｔ）　（３００□以内、鋼板１．６ｔ）　（３００□以内、鋼板１．６ｔ）　（３００□以内、鋼板１．６ｔ）

煙感知器（電気工事）煙感知器（電気工事）煙感知器（電気工事）煙感知器（電気工事）煙感知器（電気工事）煙感知器（電気工事）煙感知器（電気工事）

・外部より点検可能な構造として下さい。・外部より点検可能な構造として下さい。・外部より点検可能な構造として下さい。・外部より点検可能な構造として下さい。・外部より点検可能な構造として下さい。・外部より点検可能な構造として下さい。・外部より点検可能な構造として下さい。

・雨水浸入が無い様配慮下さい。・雨水浸入が無い様配慮下さい。・雨水浸入が無い様配慮下さい。・雨水浸入が無い様配慮下さい。・雨水浸入が無い様配慮下さい。・雨水浸入が無い様配慮下さい。・雨水浸入が無い様配慮下さい。

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・点検口は右記・点検口は右記・点検口は右記・点検口は右記・点検口は右記・点検口は右記・点検口は右記 ①①①①①①① またはまたはまたはまたはまたはまたはまたは ②②②②②②② として下さい。として下さい。として下さい。として下さい。として下さい。として下さい。として下さい。

煙感知器施工例煙感知器施工例煙感知器施工例煙感知器施工例煙感知器施工例煙感知器施工例煙感知器施工例

① ① ① ① ① ① ① EV昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれかEV昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれかEV昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれかEV昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれかEV昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれかEV昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれかEV昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれか

　（１）ホーチキ　     ＫＵＳ－１Ｃ　（１）ホーチキ　     ＫＵＳ－１Ｃ　（１）ホーチキ　     ＫＵＳ－１Ｃ　（１）ホーチキ　     ＫＵＳ－１Ｃ　（１）ホーチキ　     ＫＵＳ－１Ｃ　（１）ホーチキ　     ＫＵＳ－１Ｃ　（１）ホーチキ　     ＫＵＳ－１Ｃ

　（２）能美防災     　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ　（２）能美防災     　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ　（２）能美防災     　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ　（２）能美防災     　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ　（２）能美防災     　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ　（２）能美防災     　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ　（２）能美防災     　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ

　（３）ニッタン　     ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ　（３）ニッタン　     ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ　（３）ニッタン　     ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ　（３）ニッタン　     ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ　（３）ニッタン　     ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ　（３）ニッタン　     ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ　（３）ニッタン　     ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ

　（４）パナソニック　 ＢＶ９５３５１(BOX)+ＢＶ９５３８１Ｈ(扉）　（４）パナソニック　 ＢＶ９５３５１(BOX)+ＢＶ９５３８１Ｈ(扉）　（４）パナソニック　 ＢＶ９５３５１(BOX)+ＢＶ９５３８１Ｈ(扉）　（４）パナソニック　 ＢＶ９５３５１(BOX)+ＢＶ９５３８１Ｈ(扉）　（４）パナソニック　 ＢＶ９５３５１(BOX)+ＢＶ９５３８１Ｈ(扉）　（４）パナソニック　 ＢＶ９５３５１(BOX)+ＢＶ９５３８１Ｈ(扉）　（４）パナソニック　 ＢＶ９５３５１(BOX)+ＢＶ９５３８１Ｈ(扉）

② ② ② ② ② ② ② 以下２項目を満足する点検口　～下図「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照以下２項目を満足する点検口　～下図「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照以下２項目を満足する点検口　～下図「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照以下２項目を満足する点検口　～下図「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照以下２項目を満足する点検口　～下図「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照以下２項目を満足する点検口　～下図「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照以下２項目を満足する点検口　～下図「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照

　（１）スイッチ取付スペース 200×90 程度確保できる。　（１）スイッチ取付スペース 200×90 程度確保できる。　（１）スイッチ取付スペース 200×90 程度確保できる。　（１）スイッチ取付スペース 200×90 程度確保できる。　（１）スイッチ取付スペース 200×90 程度確保できる。　（１）スイッチ取付スペース 200×90 程度確保できる。　（１）スイッチ取付スペース 200×90 程度確保できる。

　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、1ｍｍ以上浮かないこと。　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、1ｍｍ以上浮かないこと。　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、1ｍｍ以上浮かないこと。　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、1ｍｍ以上浮かないこと。　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、1ｍｍ以上浮かないこと。　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、1ｍｍ以上浮かないこと。　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、1ｍｍ以上浮かないこと。

注意ラベル注意ラベル注意ラベル注意ラベル注意ラベル注意ラベル注意ラベル

貼り付け貼り付け貼り付け貼り付け貼り付け貼り付け貼り付け

扉開閉検出スイッチ扉開閉検出スイッチ扉開閉検出スイッチ扉開閉検出スイッチ扉開閉検出スイッチ扉開閉検出スイッチ扉開閉検出スイッチ

取付板取付板取付板取付板取付板取付板取付板

煙感知器収容箱煙感知器収容箱煙感知器収容箱煙感知器収容箱煙感知器収容箱煙感知器収容箱煙感知器収容箱

固定ねじ固定ねじ固定ねじ固定ねじ固定ねじ固定ねじ固定ねじ

カバープレートカバープレートカバープレートカバープレートカバープレートカバープレートカバープレート

蝶番蝶番蝶番蝶番蝶番蝶番蝶番

カバープレートカバープレートカバープレートカバープレートカバープレートカバープレートカバープレート

煙感知器・点検ボックス（参考例）煙感知器・点検ボックス（参考例）煙感知器・点検ボックス（参考例）煙感知器・点検ボックス（参考例）煙感知器・点検ボックス（参考例）煙感知器・点検ボックス（参考例）煙感知器・点検ボックス（参考例） 矢視A-A矢視A-A矢視A-A矢視A-A矢視A-A矢視A-A矢視A-A

煙感知器煙感知器煙感知器煙感知器煙感知器煙感知器煙感知器

AAAAAAA

AAAAAAA
スイッチ取付スペース200x90程度スイッチ取付スペース200x90程度スイッチ取付スペース200x90程度スイッチ取付スペース200x90程度スイッチ取付スペース200x90程度スイッチ取付スペース200x90程度スイッチ取付スペース200x90程度

蓋は1mm以上浮かないこと蓋は1mm以上浮かないこと蓋は1mm以上浮かないこと蓋は1mm以上浮かないこと蓋は1mm以上浮かないこと蓋は1mm以上浮かないこと蓋は1mm以上浮かないこと

かご投影面に重ならない事かご投影面に重ならない事かご投影面に重ならない事かご投影面に重ならない事かご投影面に重ならない事かご投影面に重ならない事かご投影面に重ならない事
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部材部材部材部材部材部材部材

記号記号記号記号記号記号記号
名　称名　称名　称名　称名　称名　称名　称 部　材部　材部　材部　材部　材部　材部　材 工事区分工事区分工事区分工事区分工事区分工事区分工事区分

ａａａａａａａ 三方枠取付鋼材三方枠取付鋼材三方枠取付鋼材三方枠取付鋼材三方枠取付鋼材三方枠取付鋼材三方枠取付鋼材 建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

ｂｂｂｂｂｂｂ 敷居取付材敷居取付材敷居取付材敷居取付材敷居取付材敷居取付材敷居取付材 Ｌ－１００×１００×７Ｌ－１００×１００×７Ｌ－１００×１００×７Ｌ－１００×１００×７Ｌ－１００×１００×７Ｌ－１００×１００×７Ｌ－１００×１００×７ 建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

ｃｃｃｃｃｃｃ レールブラケット取付用ファスナーレールブラケット取付用ファスナーレールブラケット取付用ファスナーレールブラケット取付用ファスナーレールブラケット取付用ファスナーレールブラケット取付用ファスナーレールブラケット取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ＰＬ－ｔ１２ＰＬ－ｔ１２ＰＬ－ｔ１２ＰＬ－ｔ１２ＰＬ－ｔ１２ＰＬ－ｔ１２ 建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

ｄｄｄｄｄｄｄ
レールブラケット取付用ファスナー兼レールブラケット取付用ファスナー兼レールブラケット取付用ファスナー兼レールブラケット取付用ファスナー兼レールブラケット取付用ファスナー兼レールブラケット取付用ファスナー兼レールブラケット取付用ファスナー兼

揚重ビーム取付用ファスナー揚重ビーム取付用ファスナー揚重ビーム取付用ファスナー揚重ビーム取付用ファスナー揚重ビーム取付用ファスナー揚重ビーム取付用ファスナー揚重ビーム取付用ファスナー
ＰＬ－ｔ１２ＰＬ－ｔ１２ＰＬ－ｔ１２ＰＬ－ｔ１２ＰＬ－ｔ１２ＰＬ－ｔ１２ＰＬ－ｔ１２ 建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

ｅｅｅｅｅｅｅ かさ下げ材かさ下げ材かさ下げ材かさ下げ材かさ下げ材かさ下げ材かさ下げ材 ＣＴ－２９４ｘ２００ＣＴ－２９４ｘ２００ＣＴ－２９４ｘ２００ＣＴ－２９４ｘ２００ＣＴ－２９４ｘ２００ＣＴ－２９４ｘ２００ＣＴ－２９４ｘ２００ 建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

ｋｋｋｋｋｋｋ 揚重ビーム（据付後残置）揚重ビーム（据付後残置）揚重ビーム（据付後残置）揚重ビーム（据付後残置）揚重ビーム（据付後残置）揚重ビーム（据付後残置）揚重ビーム（据付後残置） Ｈ－１００×１００×６×８Ｈ－１００×１００×６×８Ｈ－１００×１００×６×８Ｈ－１００×１００×６×８Ｈ－１００×１００×６×８Ｈ－１００×１００×６×８Ｈ－１００×１００×６×８ 建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事
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2629262926292629262926292629
頂部すきま頂部すきま頂部すきま頂部すきま頂部すきま頂部すきま頂部すきま

571571571571571571571

オーバーヘッドオーバーヘッドオーバーヘッドオーバーヘッドオーバーヘッドオーバーヘッドオーバーヘッド

3200320032003200320032003200
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375037503750375037503750375037503750375037503750375037503570357035703570357035703570

ピット深さピット深さピット深さピット深さピット深さピット深さピット深さ

1250125012501250125012501250昇降行程  7500昇降行程  7500昇降行程  7500昇降行程  7500昇降行程  7500昇降行程  7500昇降行程  75003200320032003200320032003200370370370370370370370

昇降路全高  11950昇降路全高  11950昇降路全高  11950昇降路全高  11950昇降路全高  11950昇降路全高  11950昇降路全高  11950

昇降路頂部の地上高さ  11200昇降路頂部の地上高さ  11200昇降路頂部の地上高さ  11200昇降路頂部の地上高さ  11200昇降路頂部の地上高さ  11200昇降路頂部の地上高さ  11200昇降路頂部の地上高さ  11200

160160160160160160160 160160160160160160160

10101010101010

押し込み量：5～6押し込み量：5～6押し込み量：5～6押し込み量：5～6押し込み量：5～6押し込み量：5～6押し込み量：5～6
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